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1990年以前
 
もっと昔。記録が怪しい
1989年の北海道〔家族を置き去り〕 
1986年の北海道〔夫婦・タンデム〕
1985年の信州〔夫婦・タンデム〕
1984年の北海道〔夫婦・タンデム〕
1984年の九州〔GW・夫婦でタンデム〕
1983年の東北〔幻の東北旅〕
1982年の紀州〔紀伊半島縦横〕
1977年の北海道(R2)
1977年の儚き出会い
【小さな旅】
1982年乗鞍高原
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「儚き出会い」1992年
「儚き出会い」1992年　　(小さな旅シリーズから)
小さな旅
 
「儚き出会い」1977年
 
田辺君という立命館大学の学生さんに出会った．彼はバイク(バイクツーリスト)で1977(昭和52)年の夏の北海道を旅していた．当時、北海道を旅していた私は、本誌の新年からの連載に書いたように、ヒッチハイクと徒歩の旅だったので、田辺君と出会った(というか縁が出来た)瞬間は、バイクでの旅に関して冷めた感覚というか無関心に近い印象だったと思う。
 
雌阿寒岳(めあかんだけ、海抜1,503m)でのご来光を拝む夜間登山を終えて戻ったメンバーに野中温泉ユースホステル(以下、YHと略)のスタッフの誰かが、「ウトロYHに出立してしまった田辺君というライダーに忘れ物の免許証を届けて欲しいのだが誰かいないか？」と言って人を探していた。まさにその日に知床(ウトロ)に向かう予定だったので、気軽に「ハイ！」と私は引き受けた。
 
ウトロYHには明るいうちに到着した。そして、田辺君の免許証をYHの人に預けて、私は夕飯前に熟睡におちいってしまった。夜通しで歩いたせいで、とても眠かったのだろう。ミーティングの頃に一度目を醒ましたけど、夕飯を食べたかどうかさえも記憶にないほど再び眠り続けた。ただあの時、ミーティングでギターを抱いて歌っている誰かがいたのを朧気(おぼろげ)ながら覚えている。透き通った声で「今夜はキリマンジャロ、二人で飲みましょう」というフレーズが鮮明に蘇る。
 
結局、田辺君とは同じYHに泊まったはずだが会って話すこともなしに、次の旅先へとお互いが出発していった。しかしその後、旅から帰った田辺君から私に感謝の手紙が届き、何度か手紙のやり取りがあったのを記憶している。
私が大学を卒業して、彼の下宿のあった京都の鴨川沿いの路地裏通りを尋ね歩いたような記憶が微かにある。まさか、出会って数年後に京都に就職するなんて考えてもいなかったので、便りもやがて途絶えたままだった……。
彼もどこか遠い街に就職してしまったかもしれないなあ～と思いながら、鴨川の土手を歩きその住所を探して、暮らし始めたばかりの古都の散策をしたのだった。
 
今、もしかして、押入を探せば彼のあの下宿先が見つかるかも知れない。そしたら、下宿に問い合わせて実家を聞き出して、また音信が戻って、「オレも今、バイクツーリストをしてるんだよ」と言えるのかも知れない。
出会いとは儚(はかな)いものだとつくづく思う。ちょっとしたタイミングのずれで、二、三度の文通で終わることもあれば、一生の出会いにだってなる。
 
ウトロYHで夢と現実の狭間を流れたあのフォークソング。誰かが弾き語りで歌っていたあの「キリマンジャロ」の言葉の響きが忘れられない。だから私は、キリマンジャロが好きになった。世間ではコーヒー嫌いで通している私が、それは偽の姿で、キリマンがないと朝が始まらない。
 
そして、エキセントリックでドラスティックな出会いをした田辺君。あれから24年の歳月が過ぎたけど、まだライダーをしてるのだろうか。あの時、バイクに乗っていなかった私も、今はバイクの話に参加できるようになったよ。立派なツーリストになったよ。風貌も変わってしまったけど、私はまだ旅人をしています。彼にそう伝えたい。
 
July 4, 2001
 
 
2001年7月 4日 (水曜日) Anthology 小さな旅, Anthology 旅の軌跡
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1977年北海道へ
1977年北海道へ
 
■　夏のひとり旅─その1
 
書庫を整理していたら、思わぬメモが出てきました。
ユースホステル(以下、YHと略)のハンドブックに挟んであったのがポトリと落ちた。
その旅は1977(昭和52)年の夏のことです。私はこのメモを発掘して公開することで皆さんの旅心を刺激したかった。書きながら、私自身もグラグラしました。
ただ書きながら思ったことのひとつにとても重要なことがありました。
それは、ここにある「センチ」を棄てなくてはならないということです。
「棄てる」という言葉は、遠藤周作さんが(私に?)教えてくれた……紙屑を丸めてごみ箱に放り込むようなことを意味するのだと思っています。棄ててしまうと、そこにはエンプティ(空集合)がある。身近な言葉では「0」です。つまり哲学でいう「始まり」です。
******
北海道​
ひとり旅メモ
昭和52年.8月
・親の心子知らず​
・何故北海道へいくのかひとりで​
・きたぐに余裕で着席(9:30、8/7)​
・あんまりさあ出発の感じないけど夢のようです
8/8、16:00
10:10に大阪を出て以来今まで何をしていたか?!​
眠ったり、​
話したり​
東京で中学の先生の人や​
会津若松の女の先生​
秋田で体操の試合だそうです
19:40​
15分遅れて出航​
何故ひとりできたのか?!​
そんなことばっかし自問自答してます
この汽車は走り続けていく
札幌から​
その日の夜のYHへTEL​
あしたの宿(稚内のYH)へTEL​
北大寮へもTEL​
夜、船は遅れて出たけど​
結局きちんと時間通りにつく
赤平の女の子に会ったのも​
この時デッキへ行ったら​
その前に彼女たちの席の中へ​
酒に酔ったおじさんが入ってきて​
散々になったので、
デッキへ逃げた彼女たちと​
たまたま??デッキへ出たオレが​
会って話すきっかけになった
デッキへ逃げたのは​
彼女たちだけじゃなく、​
とにかくおじさんが入ってきたフロアーに座っていた男の人たち​
(その人たちは山に行くような格好だった九州だって)​
も同じく逃げてきたそうでした​
割と船は揺れて参りかけた頃、​
函館オレは彼女たちと同じ各停に乗ったわけ
******
このころは、急行「北国」がまだ走っていた。
北陸トンネルで大事故がまだ鮮烈に記憶にある。
自省的な想いが次から次へと浮かぶ……。
8月7日の午後に家を出ています。
夕方、大阪駅に着いて、
急行「北国」の発車が10:10だったんでしょう。
まだ二十歳にもなっていなかった私。
旅なんて、はじめてです。
どんな会話をしたのか。
記憶にないが、
狭いボックス席に
一日じゅう座って、
話をしました。
青函連絡船に乗りました。
不安と希望が交錯していたみたい。
メモは、
思い付いた時に、
書きなぐってありました。
そうだ。
赤平という土地の名前を知ったのは
この女の子たちに会った時が初めてだった。
もちろん、函館から札幌まで
一緒に乗っていたことだけ記憶にあるだけで、
どんな様子かすっかり忘れた。
******
雨は、​
大阪を出てその夜以来ずっと降っている
札幌の駅前なんかは有珠山の噴火で​
すごく火山灰が降っている
バイクの彼と話をしてもしかたないので​
その山でも見てみるかと思い
函館行きの急行(すずらん2号)​
8:54に乗る
支忽湖へ行こうと思い​
千歳、苫小牧で下りようととも思ったけど
まず火山へ行こうと思った​
雨は少し緩くなって
少し青空もあった
火山はかなりひどいそうなので​
「東室蘭」で下りて​
室蘭の方に行こうと思ったけど
ちょうどそこへ札幌行きが来て​
それに乗ってまた戻ってきてしまった
それが(午後)1:00少し前
またまた駅で暇になって​
中之島YHへ電話をしても満員だし
「小樽へ行こう」と​
改札をくぐったのが​
(午後)2時少し前で
「やっぱしやめ!」と思って​
また出る
駅の前でぐるぐるしていて​
それからラーメン(350円みそ)を​
食べたのは駅の地下食堂街でのこと
思いきって大通り公園にへ出てみた
タワーの見える所で​
ベンチに座りボーとしていたら​
寝袋とリュックを持った人が​
隣に座ったので​
話しかけた
いろいろ話をして​
地下街へ行ったりして​
アイスコーヒーを飲んで(250円)​
時計台へも行った
その前に銀行で3万円をおろした
駅でかなり長く話をしてた​
階段に座り込んで……
PM5:30ころ​
裕の家でも訪ねようと思い立ち​
案内所へ行って
北27東2を聞いて​
途中(地下鉄北24まで)行って​
帰ってきた
18条で下りて​
今大学寮にいます
PM6:30​
北大寮へついた
今日1日を振り返ってみて
昨夜​
船の中で知り合った女の子2人は​
金沢、能登へ行ってきたそうです
函館から彼女たちと一緒に各停に乗った
予定を変更して​
札幌についたのは7:30過ぎ、​
(ほんとは6時の予定)
駅の前や中を行ったり来たりして​
バイクできた大阪の人に会う
仕事を辞めてきたんだって言ってた​
(その前に新聞を買った)
******
面白くて懐かしいのは私だけかも知れません。
所々、記憶と違っていたり、すっかり忘れていたりしてます。
読むと、あの時の必死にもがいている様子が甦ります。
札幌の初めての夜は、北大の寮です。
その辺で寝てください、
と言われて適当な部屋に入って、
真っ黒な布団に潜り込んで泥のように眠った。
夜中に人の出入りがあったようだが
ほとんど、気づかずに眠ったのを思い出す。
この時、大通公園でバイクの人に会っています。
バイクなんてまったく関心なかったみたいで、会話の様子はまったく残っていない.
 
■　少年は北へ─その2
 
当時はまだ、子供です。
大学1年生です。
親のスネかじって働くことの大変さ、
重さ、辛さ、喜び……
何も知らない
雛(ひな)より哀れ。
しかし
その時にしか感じることができない様々なものを、
一生懸命に手探りしていますね。
******
8/9日​
北大寮にて
ずっと長く書いてきたけど​
まとめますと
初日から雨が降るし、​
1日何もしないつまらない日になった
もったいないと思う少々不安になってきて​
どうしようこの旅、​
成功させたい
さっきからしきりに反省している​
親の言うことを聞かずに飛び出したりして​
お金もスネをかじって​
7万も8万も使うオレは​
ほんとうにいけない子だ、​
と思う
出てくる時、​
母ちゃんがくれた10円玉、30個に​
涙流したらだめだよ
このあたたかさ、母ちゃんありがと
******
私の家は貧乏だったので
大学に進学するような余裕はなかった。
でも、私が言い出したことだからといって
親父はせっせと仕送りをしてくれました。
荷物の中に、
鉛筆で書いた走り書きの手紙が
いつも入っていました。
逝ってしまってから、
その意味がわかるんですなー。
******
8/10
積丹半島へ行って​
神威岬を見学
売店の女の子に手紙を出したのが思い出
返事がくるかどうかは別問題
帰りはヒッチハイクで​
ずーと美国まで
頭の中にたたき込んでおくべし
1) 2台連れのアベックの方​
2) 3人親子​
3) 老人夫婦​
4) 親と娘さん​
5) 土方の人夜行で稚内へ直行
******
ヒッチハイクをした人をメモしてある。
土方の人は記憶にあります。
だって、大きなリュックをトラックの荷物台に放り投げるように言うんだもん。
飛んでいったら大変だから心配でした。
宿に泊まる金がないので、
夜行列車で移動しました。
******
8/11
稚内から​
すぐ礼文桃岩YHへ
絶対来年も来るべし​
この旅、長くつづくだろう、​
つづきそう
それでも汽車は走り続ける
空と海がまざりあう時​
長い夜が終わり​
空が明るくなってくる
旅をするオレたちは​
そんなことに感激してる暇はないんだ
じっと遠くを見て、​
じっと遠くの島をみて
動く景色を忘れちゃいけないんだ​
時にはひとりが寂しいけれど​
オレたち旅人同志だから​
寂しくなんかないんだ
自由になれる、​
自由になろう​
この旅続く限り、​
続けたい
8/13
十勝岳​
白金温泉から望岳台へ登り​
すこし登りはじめたら​
長袖を忘れたのに気づく
割と早く引き返して​
かなり残念旭川駅でゴロゴロ
結局、2泊する
(旭川YH)
夕食、バツグンだった​
meeting、まあ楽しい方で
******
少し旅にノリが出てきたかな。
旭川駅のロータリーの真ん中の芝生で
寝ころんでいたらOLの二人に声かけられて、
あくる朝にもそこで横になってたら大声で
「そこで寝たんですか?」って聞かれたなあ。​
注目だったの。
******
8/14
本日は黒岳まで​
ヒッチハイクと
留辺蕊へ泊まる予定です
どうぞ、​
うまく自動車、​
止まってくれますように
天気、バツグン​
朝すこぶるさわやか
黒岳に登って​
ヒッチで留辺蕊へ
リフトの下までひとり
上川までひとり​
その人が駅を間違えてダメ
また乗っけてもらった人が​
留辺蕊まで
8/15​
留辺蕊から北見までヒッチ​
そこから美幌峠までヒッチ​
そこから屈斜呂湖まで​
砂湯まで​
摩周湖まで​
弟子屈まで​
阿寒湖まで、​
2台​
オンネトーの前YHまで​
計9台
******
ヒッチハイクは順調でしたが、
大雪山から東に向かう
あんなメジャーな国道でも
車は止まってくれない時間が続いた。
歩いたなあ。
今考えてみると
観光の人が多かった分だけ
汚い浮浪者みたいな奴は
乗せたくなかったんだろう。
やはり車というのは閉ざされた空間……なんだ。
 
■　少年は北へ─その3
 
山に登ることに出会う人は北海道では多いと思います。
森林限界が標高の低いところから始まるので、
景色を見ながら登る楽しみに出会えます。
登りきれば、そこには確実に自分だけの景色が待っていますから。
******
(8/15)
美幌峠はよかった、​
抜群屈斜呂湖は​
泳げば良いだろうけど
人が多すぎて​
摩周湖は車の列がすごくって
湖は綺麗、抜群
雲が映っていて、​
山も映っていて​
少し行くと牛なんかいたりして
今日は全然金の要らない日
8/16
7時間コースに行く
8/17
雨降りとなり1日ゴロゴロ
8/18
朝、雌阿寒岳へ登ってご来光！
とはいかずに​
少ししか見えなかった
とっても残念​
でもあの雲海を忘れるようなことはないはず
山はいつもどんなことがあって​
裏切ることはしない
朝、見送りを盛大にして​
野中温泉YHを飛び出す
知床へとヒッチハイク、​
すごく順調
明日はどんな風が吹くのやら​
とっても楽しみだけど不安！
尾岱沼へも行きたくなってきた
******
野中温泉YHでのイベントや出来事は、
二十歳前の私に取っていい人生経験だった。
今ではあんな遊びも会話もバカも出来ない。
今なら温泉に浸かって湯上がりに旅の薀畜をたれる……
そのくらいしか出来ないだろう。
いかにも「じじい」らしい。
若者は若者らしい旅をして欲しい。
最近の若者の旅は、
いろんな意味で充分すぎる気がする。
******
8/19
トドワラへ行った
北大、ケイテキの人に会った
根室標津の駅のそばから駅まで​
トドワラは神戸の人、2人組​
ウトロのヘルパーの自転車の人にも会う​
車3台
根室標茶​
16:00に乗って
今は釧路
全車指定に乗った為に​
1000円も必要
がっくりきたところ
途中で高3生に会ったりして、​
結構楽しくする
広さに少しびっくりしたけど​
多少慣れたこともあり
何となく終わりに近い​
この旅を​
悔やむ
最後は​
満足のいくように​
終わりたい
******
旅の原点は、
貧しさの中に雑草のように芽生える好奇心。
それを実現しようとする行動。
しかもそれは衝動的なもので最初は、失敗に終わる。
やり残しを私は宿題と呼んでいるが、
宿題を解決して新しい宿題を戴いてくる執念。
絶えることの無い好奇心。
そして感動することでしょう。
文法には「命令形」という表現がありますけれど、
「失敗しなさい」「感動しなさい」という命令形は、
文法上のもので実在できない。
喜怒哀楽に対する命令形は存在できないのだ。
「悲しめ!」と命令されても、
そんなことコントロールできない。
******
かけていっていって​
思わずあげた感激の声に​
君はあいづちうった​
波の音にまぎれて​
消えたけれど​
心にいつまでも​
こだましてた​
くちづさむ歌に​
終わりがきて​
その日にも​
終わりがやってくる​
旅を続ける僕の前の
******
メモは途切れている。
私の心にどんな変化が起こったのか。
私だってわからない。
人生なんて無駄の繰り返し。
いや何事も無駄だらけ。
それを認められない人には理解できないでしょうけど、
こういう無駄が人間には必要なんだ。
最初から無駄無く、効率よく、手際よく、格好よく、
スマートに夢を実現したら、それは、「夢を叶えた」とは言えない。
******
8/20​
SAT​
朝5:00
北へ走る汽車は​
もうここで止まってしまう
朝のあけた街なみへ​
ひとりで踏み出せば​
何だか旅を続けて​
今励まされて
・青い空と広い海と小さな船の向こうへ​
　このままずっと歩いていけたらもしかしたら​
　ひとりになれるのかも知れない
・沈む夕日見つめてた岬の砂浜で​
　出会った恋なんか棄てたほうがいいんだ​
　忘れてた方が　ムー
・ぼんやり思う揺れる汽車の​
　揺れる子守歌閉じるまぶたの​
　そのうらに君の姿??に手を振っている
・旅は続く汽車は走る​
　長い道と一緒にどこまでも​
　街のあかりどっかへ去って​
　星が窓に映る人に会って
　その人が僕と話してくれた​
　ただそれだけで嬉しい純なボクには​
　それがすぐ恋に変わってしまう​
　男の人でも懐かしくなってくる​
　住所を書いた人書いてもらった人​
　出会いとはここに真の姿をひそめていたのでは……​
　と思ったりする
　昨日会った高校生​
　自分が高校の時は何をしていたかなーって​
　考えさせるような子たちせ
　めて名前だけでも聞くべきだった?!​
　それとも中途半端なことをやめて​
　このままか住所まで聞いとくべきか
　まあいいけれど根室標茶の駅で​
　一緒に話した北大ケイテキの人
　さわやかで根性のありそうな人​
　男はああでなくちゃ​
　来年は自転車
8/20​
PM6:00
とうとう帰路につきます
ほんとうはもっといたかったけど​
軟弱な精神を暴露して​
登別に行っても​
登別には行かず
あそこに行けばよかった、​
って思うところもあるけど​
来年にします
人より変わった旅をしてきた
観光ブームに乗って​
押し寄せる人の波に​
紛れることなく楽しんだつもりだ
だから他の人は​
すごくつまらない旅をしているのではないか?!​
と思う
何故こんな苦しい思いをしてまで登るのだと​
心の中で叫びながら​
はいあがった感じの黒岳
瓦礫の原の十勝岳​
山は俗化されていない
自然の美を求めるのなら​
山だと思う
神威岬も素晴らしかった
あの海の色​
真の自然だった
来年は絶対に登りたい山、山だけ
反省として
いちばんにあげることは​
無計画が時間をむだにしたこと反面、​
人との触れ合いを大切にしたことは​
良かったのではないだろうか?!
8/21​
PM8:10
今、八甲田を下りた​
長い旅も終わろうとしている​
たるかどさんと急行の中では​
ともにして​
帰りも​
比較的楽だ​
樽角京子
******
ここで書いていることなんて、
狭い世界の自己満足なんだろうけど、独特の感性を持っていますね。
今でも、あんまり変わっていない点もある。
逆に、恥ずかしくて、赤面の部分もあります。
帰りの急行「八甲田」の中で
ずっと一緒に私の相手をしてくれた人は、
樽角京子さんという人で、
品川のキャノンの本社に勤めていた人でした。
当時、25─6才くらいかな。
素敵な人だったんでしょうね。
私には姉がありませんし。
もしかしたら私から電話をしたかも知れないけど、
子供なんて相手に出来ない……と、
それきりだったのかも知れない。
その頃の私を想像すると、
OLなんて興味なかったし、
年上なんてそれほど好きにもなれない年頃だった。
恋人も切々と欲しいと思うわけでもなかった。
エッチ度も今より低かっただろうし、
清かったんではないだろうか。
では、何故、名前がメモしてあるのか。
エッチは期待しないような
好意を彼女に持ち始めていたのでしょう。
彼女は『チャタレイ夫人の恋人』の文庫を持って、
話の合間に読んでいた。
まだ彼女の素敵さが
本当に理解できるほどに
私は成熟していなかった。
 
■　少年は北へ─北海道77　あとがき(2001年記)
 
あれから24年が過ぎようとしている。
歳月人を待たず
(Timeandtidewaitfornoman.)
積み上げられた年輪に、
tideという言葉の響きが何ともいえない余韻を残す。
東京での就学を終えて
京都という街で
新たな生活を始めたのが
24歳という年齢だった。
私にはこの24というキーナンバーがあって、
ちょうど77年の北海道から24年後に北海道日記を回想したことになる。
決して偶然ではなく、
私の人生においては24というある意味を持った周期が、
もしかしたら重要な意味を持っているのかも知れないのだ。
私の知らない運命の数字なのかな…って思ってみたりしている。
旅は偶然から始まった。
ふと手にした
北海道のガイド本の刺激で
夜行列車に跳び乗って、
ヒッチハイクをしながら、
行く当てもなく、
金もない、
さすらい旅に出た。
自らを「旅人」と呼び
「旅行者」と区別して、
明日、明後日の筋書きを決めて行く旅を嫌った。
疲れたら休めばいい…
と思って歩き続けた。
夏といえども熱い日差しが照りつける日があった。
ヒッチハイクの手を挙げても車は
一向に止まってくれなかったことだってあった。
このまま歩きつづけたらどうなるのだろうか、
今日はどこまで行けるのだろうか、と不安にもなった。
ひとりが寂しいなあと弱音も吐いた夜もあった。
でも、もう少し行こう。
地平線の向こうまで行って何があるのかを見てみたい…
と心は燃えつづけていた。
支出メモには
ラーメンが一杯350円と書き残してある。
ユースホステル(YH)は素泊まりで1150円。
新聞が50円。
鶴橋から大阪までの環状線が80円だった。
友人に餞別を貰いながら何も手土産なしで帰ってきた。
他人から受けるご恩に感謝して応えようとする心などない。
自分ひとりで生きているんだと思っていたわけでもないのだろうけど、
世の中をまだまだ理解していなかったことがひしひしと分かる。
1977年(昭和52年)頃、登山や気まま旅をする人たちが
布製の大きなキスリングを背負って歩く姿は決して珍しくなかった。
(あれをカニ族と呼んだ)
だから、早朝、札幌駅の正面玄関の脇には
夜行列車から降りた旅人や宿賃を節約する
ネーチャーな若者が寝袋に包まって寝ている光景は
ある意味で夏の風物詩だった。
私の旅はふた昔も前のものになってしまったが、
貪りながら見知らぬ街を彷徨い、
好奇心に反応し続けた点で大きな価値があった。
歩き続けながらヒッチハイクをする。
便乗させてくれる人は
みんなおしゃべり好きな人ばかりだった。
方言がきつくて、まったくわからないこともあったし、
夜間登山のあくる日で眠くて、
せっかく乗せて下さっているのに居眠りをするような無礼もした。
新婚旅行のカップルにもお世話になったことがあった。
みんなが優しかったし、現代のような不信感もなかった。
徒歩+ヒッチハイクという旅の形を経験した人の多くが、
チャリダー(自転車の旅人)になり、バイクツーリストになってゆく。
社会人には贅沢に過ごせる時間が無いから、
やむなく自転車や徒歩を諦めるのである。
旅の形態は時代と共に変化し、
あの頃には存在しなかった「卒業旅行」という言葉も定着した。
若者は貧乏から抜け出した。
「苦学生」という言葉は死語になっている。
だがしかし、
井戸の水をつるべで汲み上げバケツで運び
風呂釜を満たしたほんの40年ほど昔には、
その作業自体に大きな意味があったように、
つまり、
一日の労働で何が一番辛かったのかと振り返れば、
野良作業で疲れきった身体で「風呂の水汲み」という
その日の最後の労働をすることだった、
と母がいつか話してくれたことからも分かるように、
きっとこんな時代には、
誰もが水を大事に扱い、
髪を流す水さえ疎かにしなかったはずで、
貨幣の価値よりも水の重さが勝る時だからこそ水不足もないし、
お隣同士がお互いを気遣うことさえ何ら重荷にならなかったことが想像できる。
だから、苦労をしなさい!と言うわけではない。
原点を知ろうじゃないか、と言いたい。
初めての旅として
北海道を歩き回ってから3度、
私は北海道を再訪した。
廃村になって朽ち果てた小学校、
廃線になって
草が茫茫と生い茂り立ち入れない踏切跡も見てきた。
24年が経った今、私は原動機のついた二輪で旅を続けている。
その昔、旅人が馬をひいて越えた旧街道の峠道を越えることがある。
芭蕉が越えた山刀伐峠や竜馬が脱藩の時に越えた韮ヶ峠にも立った。
人々の心は、
歳月と共に変化し
過去の文化風習は
単なる史実となってゆくのだろう。
社会が進化して
経済が豊かになって
心が満たされても
それは貨幣の価値が上がるばかりで、
文化の値打ちはなおざりにされてしまっている。
何不自由なく何でもこなせることが、
本当に人類にとって幸せなことなんだろうか…。
ふと湧き出た冒険心が、
やがて未知なる大地を夢見て駆け巡る憧憬に変化し、
私はいつしか旅人になっていた。
20時間も座り続けた青森までの列車の中で、
入れ替わり立ち代わり私の話し相手をしてくれた人たち。
帰りの急行の中で東京までご一緒した樽角さん。
そういう人たちのおかげで
私は今もなおひとり旅を続けています。
きっとこれからも…。
長い連載でしたが、
読んでくださった皆さん、
ありがとうございました。
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1983年の東北
〔幻の東北旅〕
1983年の夏は、アンニュイに始まった。はじめての東北は、センチメンタルな旅でした。それで私は東北が嫌いになってしまったかのように、北には足を踏み込めなくなってゆくのです。思い出は化石のように風化してゆくけど、私が生きている間だけ消えなければいい。
◎--------------------------------------------------
7月28日〔木曜日〕　はれ
朝5時を少し回ったころに目が覚めた。別に早く出発するつもりはなかったけど、気持ちがその気になったら出掛けるしかないか。前日から用意してあったタンクバックとディパックをバイクにつけて、さあ出発。ちょうど青山さんちの純子さんと家の前で挨拶を交わしてエンジンをかけた。AM5:45だった。
丸太町通りまで出て、トリップメーターを見たら｢11739｣であった。どこまで走るかは決めていない。もう嫌だというところまで思うほど走ってくるつもりだった。
天気は良いし、太陽が昇り青空が広がっていた。とにかく信州へ、そして千鶴子さんの所へ・・・、このことだけを考えての出発だ。だから好天なのが何よりも嬉しい。
京都市内を抜けて滋賀県に入る。旧中仙道であるR9に入り関が原方面へと向かう。左側に新幹線のあるところで第1回目のピースサインを交わした。
左側に伊吹山が見えるはずなんだが雲が掛かっている。しばらくして雨がパラパラときた。太陽が出ているのに降っているのは「狐の嫁入りというのです」なんていうひとりごとを言って不安を忘れようとする。
R8からR21へと移って岐阜市内に入る。軽トラのおじさんが信号で止まっているときに「暑いでしょうね、革を着て・・・でもかっこいいよ。どこまで行くのだい?」と聞いてきた。
「北海道に行くんだ。10日間の休みで・・・」と答えて別れててしまう。十六銀行というのがある。道端のスタンドでそこを教わったので探す。けれどお少し迷って、やっと見つけて3万円をおろした。9時ちょうどだった。
このときには白川郷から高山を抜けて平湯のほうへと考えていたが、何だか遠くて疲れそうだし…と思ったら、少し近いほうのルートに変えて走ることに決めていた。ゴールデンウィークに安藤が走った白川街道を走ってみたかったが、既にめげていた。
岐阜から少し遠かったR156と別れてR248に入り、そしてR41へと、何かに引かれるようにただ走っている。
飛騨川沿いのこの道は、車もそれほど多くなく谷間をくねくねと続いている。金山町、中切だったと思う。ダム湖のそばにある店で11:30に昼食とする。
カツカレーを頼んだけど、食べ切れなくて、珍しいこともあるね。手が震えて・・・。疲れているんだなと感じる。
けど、とにかく米を腹いっぱいに入れなくてはいけない、と思ってがんばるけど、やっぱし残してしまった。
店の人が「乗鞍はいいところです」といっていたのが有料道路に行くきっかけとなってゆく。
高山市を抜けてR158へと入る。去年の秋に走ったところだ。そしてここはゴールデンウィークに安藤に会いたくて走ったところでもある。
平湯に入るまでにガソリンを入れた。詳しいことは残念だがメモにない。
乗鞍スカイラインに行くことにする。高さを稼ぐところで馬力が落ちたかと思わせる。寒い。何もかもが高いためだ。
2700メートルくらいの終点のところでしばらくぶらぶらしていたが、降りることにした。高原のほうに行くことにした。去年の秋にも下ったルートだ。懐かしい風景を見てまたR158に戻って松本市へと向かう。
3:00PMを少し回ったころか。上田まほろばYHに泊まろうと決意する。松本市内を抜けてR143へと行く。
青木峠というところを走って行けば上田市に抜けられる。峠に入る前にYH に電話を入れてOK。
実はこのOKはとてもラッキーだったのです。バイクの人が2人居たけど、出掛けて戻ってくるまでに接触の事故を起こして、急遽東京に帰ってしまったのだそうで、そこへあたしが電話を入れたんだそうです。
YHには5:30PMに着いた。京都の人がたくさん居て、工芸繊維大学と京都大学の人の住所を教わってきた。
T.M.　12183　本日444キロ。
◎--------------------------------------------------
7月29日〔金曜日〕　はれ
天気はよく、まほろばYH の前で記念写真を撮って出発となる。8:45AMであった。今日のコースは昨晩にほぼ決定していた。
まず菅平まで行き、草津に向かう。R143を走って上田市に入り、R144に移って鳥居峠を目指した。特に印象がないところだが、5月に霧の中を走った菅平高原の入り口を、妻恋村のほうに向かった。
ハプニングとして大きな事件があった。国鉄バスと接触をするところだったのです。結構見通しのいい2キロほどある直線で、普通車が1台だけバスについて走っていた。ずっと後方から追い上げて近づいていった私は、バスを抜こうという気持ちになっている。そのとき、バスが右にウインカーを出した。そして戻して、再び出した。
ラッキー!抜けのサインだ、と思って右に抜きはじめて、まさに抜こうとするときにバスが右に曲がってきたのだ。もう止まれない。時速100キロ以上は出ていただろうか。右側を必死で抜けた。バスの風圧が私に届くのがわかった。バスのブレーキのエアーが抜ける音を背中に聞いて、助かったとほっとしながら、胸がどきどきして止まらなかったヨ。
「追い越しは気をつけろよ、スピード出すなよ」とつぶやきながら鳥居峠を越えて、万座温泉へとバイクを進めてゆく。
CBXは快調だ。天気もいい。だから万座ハイウェイは楽しめた。温泉は硫黄の匂いで、それが谷じゅうに充ちている。ここももう一度来たいところだ。
白根山の頂上にまで人の列が並んでいるのが見えた。人でいっぱいだったけれど、風景は最高にいいところだ。この辺りを見たら他の場所ではなかなか感動しないだろう。硫黄の匂いが風に乗って草津温泉の方からやって来る。
草津道路はR292.。そして長野原に下りてR145を吾妻町に向かって走って高山村を通って沼田市に出る。東北新幹線の線路だけが近代的である。R17に出る。
三国峠。53曲の峠でカーブひとつひとつにR25とかR40などと示されている。運良く前方に車なしで最高の気持ちで峠を越えた。
さて、今度は湯沢あたりと思っていたが。CBX650にのった山口に似た感じの人と外人さんと、スタンドで話をする。外人さんは当てのない旅だそうだ。
湯沢で給油。　1800円　12リットル　約350キロ。
カナディアンロッキーという店で休んで、地図を見て只見YHに電話を入れた。3:30PMころ。
只見まで1.5時間ほどだ、と店の人が言うので走り出した。R17からR252へ。
田野倉ダムまで1.5時間ではとてもじゃないが行けない。地元の人たちはみんなが1.5時間というが、無理だ。
六十里越えトンネルを抜けてダム湖が見えたとき、ああやっと只見だ、と思っても少しもダムは来ない。なんてでっかいダム湖なんだろう、そう思うことしきりだった。
ダムで30分ほど休んだ。5時PMころだった。店は町営なのだろうか、閉めてしまっている。その後、只見町に降りた。YHに飛び込んでひと息ついた。
仙台から来た国鉄職員の人と2人だけ。女子高校生が4人勉強に来ていた。夜、彼とビールを買いに出て歩きながら飲んだ。昨夜は飲めなかっただけに天の水だ。ぐっすり眠れた。
夕方5:30只見YH着。T.M.12493　本日310キロ
◎--------------------------------------------------
7月30日〔土曜日〕　曇り時々雨
只見YH を出るとき何とか天気は良かったのにR252を猪苗代に向かって走っている間にパラパラと来た。会津若松に出るこの国道の途中で雨具を着た。しかしすぐにやんだので脱いだ。さて、今夜は困ったものだ。泊まる宿が決まっていない。
とにかく猪苗代湖に出てみた。海みたいな湖だ。大きいから湖という感じはしない。汐の香りがしないから何となく味が出ない。
R252からR49にすでに移っていた。このあたりは磐梯朝日国立公園である。残念ながら一番見てみたい磐梯山には雲が掛かって見えない。
猪苗代湖から磐梯山の東側を回って裏磐梯に出た。五色沼に行ってみたが人ばかり。ひとつだけ沼を見て、駐車場でXL250の人と話し込んだ。筑波から来たとのことで、CB750にも乗っているんだそうだ。
天気が今にも崩れそうだ。2時過ぎ、ここを離れてR115に出て吾妻小富士のほうに向かう。土湯峠を往復して猪苗代湖を回っているR49に戻ってきてしまう。
YHはいくつかあったけど、今ひとつで、泊まる気になれず郡山へと降りてきてしまった。市内に入るとパラパラと降り始めた。駅前のほうに走ってみたり、戻ったりで、開成山公園というところで雨宿り。少しやんだから、また、大槻町を探して出発するけど、土砂降りに遭う。ガソリンスタンドで雨具を着て詳しい住所を探し当て、千鶴子さんの家の近くまで行った。
6時前だった。家に電話を入れた。それが家のすぐ前のボックスだったから、知らないって恐ろしい。7時半くらいまで待っただろうか。彼女は帰ってきてかなり強引に家に泊めてもらうことになった。
夜遅くまで話をしていた。夜というか、朝の5時くらいまで話していた。
◎--------------------------------------------------
7月31日〔日曜日〕
朝起きると雨は上がっていた。お母さんとお兄さんと彼女と4人で食事を取って、写真を撮って、彼女を乗せて出発。猪苗代この方に向かうけどパラパラ・・・。ああ。
あぶくま洞というところがあると言うので、郡山市内を抜けてR49をいわき市の方に向けて走る。10キロほど走って、そこからそれてあぶくま洞へ。
雨が途中から強くなり私だけが雨具を着けた。三春町の方へ回って郡山市に戻った。
今夜の宿は、ワシントンホテルだ。バイクが心配なので駐車場に入れて荷物を降ろして･･･。
いつの間にか日が暮れていた。
夜には酒を飲んで、ホテルの階上でさらに食事をして、部屋に戻ったのが10時過ぎ。
バンダナを買ってもらった。思い出の多い1日だった。
◎--------------------------------------------------
8月1日〔月曜日〕　雨のち晴れ
朝起きると雨だ。うんざり。もう走りたくないし、郡山を離れたくない。
けど、思い切って北に向けて出発。
◎--------------------------------------------------
8月2日〔火曜日〕
唐桑YHから田沢湖まで。
◎--------------------------------------------------
8月3日〔水曜日〕　雨のち晴れ
田沢湖から那須まで。
◎--------------------------------------------------
8月4日〔木曜日〕
那須より安藤の家まで。
◎--------------------------------------------------
8月5日〔金曜日〕
古里へ。日記は、中途半端で終わっている。記載することがなかったわけではないだろう。そっと自分の心の奥にしまっておくことだと思っていたのかもしれない。20年も前のことなど、断崖から飛び降りるなど、死ぬ間際に直面しない限り思い出せない…。
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序文
 
『知床に行こう』と言う案が初めに浮かんだ。今年の夏休みは8/1～8/10にすることにして､7/31の夜に敦賀から船に乗って8/2の朝から北海道を走り始めて8/9の朝にフェリーで小樽を発てば京都にかえって来られる勘定になる。ところが問題が発生した。フェリーの切符が思ったよりも早く満席になっていた。
 
7/31の夜には空席無しと言う問題が起きたのである。しかし､3っの旅行会社に手を延ばしキャンセル待ちをし､出発の4～5日前には切符を手にいれることができた。意地になって切符を手配した分いよいよ北海道に行くしかない状況になってしまった。前回の失敗を繰り返さないように準備を進めることにして､下着はたくさん持ち10日間の旅ができるような大きなバックも買った。オートバイのシートの後方にバックが着くかどうかの確認までした。
 
うちのんのお父さんには出発の前日まで計画は秘密にしておいて｢叱られるからどうしようか｣と二人で打ち明ける時を思い浮かべては悩んだ。にもかかわらず､当日うちのんは現金を借りて財布にいれていた。言い訳がましいが私たちにはお金がなかったのではなく､余裕の分を少し借りたかったと言うのが本音の所だろう。結果は予算より少し安く上がってほっとしている。計画は順調に進み会社の仕事も休みが取れた。
 
話が前後するが出発の10日ほど前に､まだ計画は殆ど立っていなかったけれど､うちのんがバイト先のNTTを首になったという理由は､｢10日ほど続けて休みが欲しい｣とお願いしたら｢やめて欲しい｣と言われたらしい。当てにしていた給料は旅費になる予定であっただけに少し痛かったが休みを続けて取れて幸せだと思う。バタバタとしながら計画は煮詰まって行き 80%程の完成度で7/31(木)の夕方を迎えた。いよいよ､7月31日(木)オートバイはもちろん快調である。
 
この日に敦賀まで走って､京都～敦賀110km
 
8月1日(金曜日)晴れ
 
敦賀を出発したのは7/31の夜であるがこの出発が余り良くなかった。どこかの団体がうるさく騒いで､蛍の光の音楽にうちのんも私も恐らく感涙するはずであったところがしらけてしまった。天気が良かったからまずまず気持ち良く敦賀まで着きスーパーでお弁当を買い船に乗ったが､もっとおやつを買っておくべきだったと反省する。
 
船中の食事はそれほど高くはないが(家計簿を参照のこと)何かと金がかかる。これは人間が暇になると食べたり飲んだりに金を費やすのだろう。何しろ30時間余りも船に乗っているのだから。海は穏やかで波はない。伊勢などで見る青い海と違い､黒味を帯びた､群青色の海である。鏡のように光っている。
 
ひとりぼっちで大海に出る人たちはどんなに寂しいかわかる様な気がする。どこまで行っても何も見えない海。うちのんと二人で何をしていたのか､あっという間に小樽に着き8月2日(土)の朝を迎えた。
 
8月2日土曜日
 
4時頃であろうか､船が濃霧のため1時間遅れると言う放送があった。私はうつらうつらと眠っていたが､また眠ることはせず横になってぼんやりしていた。いったいどんな旅になるのか､オートバイの調子は悪くなりはしないか､天気はどうなるのか､宿はあるのか､いろんなことが心配で頭の中をいきかう。かなり緊張しているのだろう。そんな気持ちで胸をどきどきさせながらうちのんを乗せてフェリーを降りた。
 
2年前に来た小樽港フェリーポートを思いだした。あのときと同じだ。港の桟橋の前の駐車場にはオートバイがあふれている。100台はいるのではないかな。みんな個性のあるかっこうをして､これから行く旅に胸を膨らませている。帰って行く人もいる。この雰囲気は独特のものがあり全国のどこに行っても味わえないものがあると思う。いっしぃの緊張感みたいんものだ。写真を撮って気を良くして､さあ走り出そうと思う。あの時(2年前)もやや曇っていた。今日も霧が出て山の方は見えない。1.5h～2.0h遅れて着いたこともあり急いで札幌方面へと向かって走り出した。
 
道路はやや混んでいるものの札幌新道《5》を抜けて《274》さらに《275》を走って当別町へと走る。ここで郵便局を発見した。出発前から気にしていたこと､親父への連絡をするため葉書を買った。10:00頃だったと思う。朝食は札幌新道ぞいのセブンイレブンでおにぎりを買って済ませた。まだ､平気だ。
 
北海道に着いた緊張と新鮮な気分で元気いっぱい。12:00までに旭川のJTBに着いて8/8日の夜の札幌の宿を決めたいと思いながら《275》を月形町､滝川市､深川市と抜けて行く。ガソリンも途中でいれて元気を出して《12》を走って予定通り旭川にお昼ごろに着く。《275》は車も少なく走り良い。地元の人は一級国道の《12》は利用しないそうだ。だから､2年前と違ってこっちを走ってみた。ずっとまっすぐの道ではなく北海道の景色をすこしみながら楽しんで走れる入門編の道だ。気持ちはしだいに北海道に染まってきた。
 
旭川に着いてJTBを探し8月8 日の札幌の宿を聞くとこれが全然駄目。全くなしで諦めることにした。しかし､今日の目標は温根湯温泉と決めて､さあ出発だ。近くに決めたので層雲峡にもゆっくり寄って滝でも眺めながら写真でも撮って走ろうと言うことになり幾分余裕が出た。層雲峡はもう何度もきている。必ず通るところだ。銀河の滝､流星の滝､大函などで写真を撮り石北峠(1050m)を越えて《39》を温根湯へと走る。
 
朝には霧でどうなるのかわからなかっただけに心配したが､すっかり良くなった天気は今度は夕立の心配が出てきた。バイクの数もまあまあ。層雲峡当りで10～20位か。宿には17:30に着いてすぐ風呂に入った。温根湯温泉｢武華ホテル｣。\7000なり。部屋にしろ風呂にしろ眺めはよく､窓の下を川が流れている。温泉の質もやわらかで初日の走りの疲れとフェリーの中の垢までもを洗い流せて､疲れを癒してくれるのにふさわしい温泉であった。
 
走行距離:312km
 
8月3日
 
目が醒めるともう明るいが時計を見るとまだ6時頃だ。京都よりは30分くらい日が登るのが早いからだろう。寝床で地図を見たり外を散歩している人がいたりを景色を窓から眺めたりしてのんびりの朝を迎える。
 
美幌峠を走る話をするとうちのんが喜んでくれる。何しろ2年前は夕方の6時半頃だった。店は閉まっていて人も少なかったから､賑わっている峠も見てみたい。それに小樽から川湯温泉に1日で向かってしまおうという恐ろしいことをやろうとしているときだっただけに日が暮れかけた最後の峠は耐久レースのゴールの前みたいだった。
 
今日の美幌峠は人と車でいっぱいであった。峠のお店で旗を買って荷物にくくり着けた。と言うのはツーリング仲間たちはみんなそうしていた。荷物にいっぱい旗をたてて走っている。うちのんがわがままを言ってせがむ。ピンクの旗がそうだ。
 
天気はとてもよく皮を着るのが暑いから半袖で走る。肌が突っ張るような気がする。ひりひりと痛い。お昼頃川湯温泉を通り抜けて硫黄山にて食事をとる。とにかく硫黄が臭い。飯はまずいし蝿は多いし､良くなかった。
 
この後､摩周湖へはすぐ行かず弟子屈町に行きバスターミナルから知床プリンスホテルを予約した。宿がとれると安心するのが毎日の日課であったが､後で考えると宿はミス無しで取れると見てよい。弟子屈から摩周に向かう。
 
《243》から道道に入るといよいよ道東らしく牧場風景が広がり道はまっすぐになって､｢大地｣という言葉が似合うなと思う。初めて本州からきたときは感激した。こんなに広い牧草地帯。しかし､その後で知った冬の厳しさ。
 
摩周湖の表の展望台に行った後､裏摩周の展望台に行った。800メートル位のがたごと道を走って到着。人は10人弱。静かなところでみすぼらしい展望台がありトイレもあるが水が出なくて手が洗えない。展望台からは湖面に降りる道があってよくみんなはここを降りて摩周湖で泳いだと胸を張るのだなと考えた。皮のつなぎでは不便でありやめた。
 
私は今までに北海道に3度来たが､すべて摩周湖は見えている。信じてもらえないがなぜか見える。霧が出るというのが嘘ではないのか。記念写真を撮って､少し休んで知床に向かう。道草を喰ってオシンコシンの滝で休んでプリンスホテルは17:30 頃の到着でありました。
 
本日の走行距離:266キロ。
 
8月4日(月)晴れのち曇り。
 
私たちの最大の目的は知床であった。斜里からウトロへの道を昨日の夕方に走ったが､昔とそれほど変わらない。ところどころに観光道路が開発されよい道になっている。2年前より人も増え車も多い。
 
こうして少しずつ観光ブームに押され自然破壊が進み､私の大切にしている道東の自然が破壊されていく。プリンスホテルでの部屋は小さい物置みたいなところで安かったのだけがとりえだ。繁華街や土産物屋さんは遠く､夜は近くの酒屋でビールを買ってきて部屋で飲んだ。
 
さて､いよいよ本日の話にはいる。今日は朝から五湖へ行った。それからいよいよ知床峠だ。ウトロには昔の面影はなくすっかり変わり､まるで田舎の街に都会の原宿みたいなのが来たって感じ。しかし､昔､ユースの前にあった土産物屋さんは今でもあった。
 
岬の奥に向いて走ってみることにした。知床五湖に行った。道が広くなっている。がたぼこの砂ぼこりむんむんの道ではあったが､広くなっていた。北キツネだとは知らずに『犬だ犬だ』といって写真を撮った9年前とはまるで戦前と戦後の違い程車も多いし道端も秘境くさくない。知床五湖は別にこれといって新鮮味がないし観光バスが来ていてハイヒールの人も多い。
 
湖はただの沼だ。おそらく植物とか動物に詳しければ見る目が変わっていると思うがただ単に景色を見て回るのであればはじめの2つを薦める。カムイワッカの滝も人と車があふれている。
 
いよいよ知床峠(750m)にさしかかった。カーブの続く有料道路みたいな道を登って行く。道端にはユリの花が咲いている。羅臼岳には雪が残っている。観光バスも走っている。もはや原始の姿ではなく滅んで行くサンプルを見ているようである。北方領土が見える。
 
うちのんは感動してじってみつめて､さかんにシャッターを押していた。羅臼岳に登りに行かないと知床に求めていたものは発見できないかな。羅臼でお昼を迎えたが食事の内容のことでもめて喧嘩になり遅い昼食になった。
 
天気の関係もあるが､少し曇っているので寒い。北方領土の資料館みたいなところにうちのんだけ行った。標津方面に行き中標津の商店街にあるスーパーの中のファーストフードの店で遅い昼食を取った。15:00頃であった。
 
この後､開陽台に向かった。360度の視界である。展望台の下の駐車場の角でテントを張っている若者達。時間のある人がうらやましいな､でも今夜からの天気が怪しいので気の毒に､と思いながら今夜の宿である川湯温泉を目指して開陽台を後にした。
 
牧場の中を走っていくと､『牛の横断注意』の標識が出ている。北海道に来て気が付くおもしろいところのひとつだ。川湯温泉の泉質は食塩泉です。だから日焼けた腕にひりひりと痛くしみる。ゆっくりと入れなかったのが残念だ。ここはいい温泉だと思って､今年もまたやって来たのに。夜の温泉街は寂れていて人影もまばらでお土産物屋さんにも人影は少ない。これほど知れている温泉街でありながらいったい皆はどこで何をしているのか。少し寒いほどだが京都と較べると天国だ。
 
本日の走行距離:川湯温泉まで､236キロ。
 
8月5日(火)雨降り
 
朝起きたら雨降りであった。バイク乗りは雨には負けてはならない。寒さにも負けてはならない。でないと本物と言えない。まあ､好きで乗っているのだから雨が降っても乗っているのがいい。
 
テレビで天気予報を見る。都会にいると天気は関係無いが自然の中にいるとそうはいかない。先まで予想をしなくてはならず､人間がより人間的になれる時間だと思って喜んでいる。空を眺めて雲を見ることは人間として必要なことで美しい姿であると思う。
 
川湯は遅いめに出発した。10:00頃か。雨の中を摩周湖に上がって行く車が多い中､｢もしかしたら見えるのかな｣とジョークをいいながら｢霧の摩周湖も見たいな｣なんてうちのんと言って､摩周湖に登ったらやはり見えなかった。次から次へと登って行く人たちはいったい何を見に上がって行くのだろうか。スケジュールに入っているからそれをこなしに行くのか､そんなことならやめればいいのに。
 
摩周を降りてうちのんが寒いと言うのでトレーナーをツナギの上に着せた。雨が降ると肌寒い。特に道東はオホーツクの空気が吹き込むと寒い。夏に薄着で居ると歯を食いしばって顎が疲れてしまう。トレーナーを持って行ったのは正解だった。
 
この後､釧路まで一気に走ることにした。雨の中の《391》をがんばって走る。うちのんは眠たいので私の後ろで寝てしまう。それをがんばって起きていろと言って励まして釧路をめざした。こんな日にタンデムで後ろに乗っているのは大変な苦労だろうと思う。特に乗る楽しさがあるわけでもなく､自分のペースが守れるわけでもなく､私に付いて行っているだけなのだから。天気のよい日でも私なら嫌だと思うだろう。
 
台風が近づいているらしく雨は激しくなったり霧のようになったりで､釧路で昼食を取る間以外はずっと十勝川温泉まで走った一日であった。無理をすると事故につながるし､雨の日は走っていても刺激もないから博物館とかの屋内にした方がよいと思う。
 
昼飯は釧路の駅前の地下でラーメンを食べた。暖かいのが何より嬉しい。駅前広場にオートバイを置いての大休止となった。こんな雨降りにどこに泊まろうかと悩む
 
こんなことばかりで悩んでいる。十勝川温泉からオートバイで来た人に聞いて『ホテル雨宮』が良かったと教えられ予約をした。さすがにいいホテルであった。泉質は植物性モール湯で黒っぽく滑らかで､他の温泉とはひと味違う。夕食に出たメロンがうまい。
 
本日は254キロ。
 
8月6日(水)
 
ところにより雨降り。
 
宿の人に聞くと池田町の『ワイン城』がいいと教えてくれたので行ってみることにした。雨は止んでいたから少し安心したけどまだ不安がある。『ワイン城』はおもしろかった。まだ新しいみたい。オートバイでなければおいしい肉とワインをお腹いっぱい味わうのに残念だな。裕ちゃんに｢何故ステーキを食べなかったの?｣と聞かれたのだけど､レストランは11:30～なのです。ステーキは食べたい､ワインは飲みたい､時間は押している､天気は不安ときている。今度行くときはまた必ず行こうと思う。
 
いつものことだが､先を急ぐ旅になっている。日勝峠を目指して11:00前には池田町を出た。曇ってばかりなので走るにつれ気が変わり､かねてからうちのんの希望でもある『愛国駅』と『幸福駅』で道草を喰った。もうすぐ無くなる駅。いろんな人の思い出のメモや名刺が駅舎の中に張り付けてある。はかなくも哀しい雰囲気が漂っている。でも自然は自然のままが一番いい。廃止になるのも自然なのか。開拓にきた明治の頃の若き人たちのその生活やノスタルジアを感じてしまう。どこでも同じ駅だけどここだけにしかないものを感じながら､記念写真を珍しくたくさん撮った。来て良かった。
 
《38》から《274》へとコースを移し日勝峠を登り始めると霧であった。《38》で昼食を取る時に駐車場にいたドライバーの人に聞いて知ってはいたが､やはり嫌だなと思う。そう!昔､草津温泉から白根山に登って志賀高原に越えた時に霧にあった。前を走るバイクとは2メートルも離れていないのにテールランプが見えない程の霧。カーブではガードレールにすがりついて曲がったというあの悪夢を思いだした。
 
日勝峠は未舗装も少し残っている。トラックが多い。小雨の中を雨具を着て越えた。峠を越えてから苫小牧までは遠かった。目標は登別であったが､苫小牧で力尽きプリンスホテルに泊まることにした。夜､今回のツーリングでは初めて飲みに出た。行った所は『つぼ八』であった。じゃが芋はやはりおいしいと思う。プリンスホテルの部屋では夜半から雨の音が聞こえる。明日の天気でうなされそうだ。
 
本日の走行距離258キロ。
 
8月7日(木)
 
心配していた天気も持ち直した。
 
支笏湖に向かうことにした。朝飯はホテルのレストランで取った。昨日､駐車場で見かけた白髪ライダーのオジサンが話しかけてきて｢良かったら一緒には知りませんか｣という。｢長い間ひとりで走っていると仲間が欲しいと思う｣といっていた。わかる気がするし私もこれからそう思うことがあるだろうなあと思った。けど､私たちは喧嘩ばかりしているから一緒に走ってもいいけどちょっと悩んだ。結局､断わって｢また会えるでしょう｣といって別れた。
 
支笏湖の湖面には霧はなかったけど周りの山には霧がかかっていて見えない。しかし､神秘的にも見える。うちのんは気に入らないみたい。とうもろこしを食べて白老に向かうことにする。
 
白老でお昼のためにラーメン屋さんに入ったら何と来るときのフェリーで一緒であった九州のお母さん(オバサン)とまたばったり会った。驚いたよ～。このオバサン達は兄弟でワゴン車をに乗り込みにぎやかだ。この後､登別の熊牧場で再開し夜の温泉街でもあった。北海道とはこんなふうな所でみんながコースを決めて来るからついつい同じ方向に走ってしまう。一度仲良くなると昔からの知合いの様になってしまう。
 
登別温泉に着いて『滝本館』というホテルが目に入った。どうしてもそこに泊まりたいと思い案内所に行ったら1～3万位するとのことでしたが､姉妹ホテルの『滝本イン』なら安くて同じ温泉を使えるということでそこに決めた。しかもそこはバイクを玄関の中まで入れてくれて親切であった。
 
夕飯はバイキングだった。熊牧場に行ってロープウェイに乗り少し散歩をしてから風呂に行った。滝本館の風呂はすばらしかった。広くて楽しい。(パンフレットを参照)ここについてはコメントは要らない。熊牧場からの眺めは皆無で､もちろんクッタラ湖は見えなかった。
 
本日走行距離110キロ。
 
8月8日(金)曇り後快晴。
 
登別温泉を出るときには不安も残るが､雨は降らずクッタラ湖を見てから登別を離れる。晴天であれば良かったのにと思うが､こればかりは泣いても笑ってもどうしようもならない。
 
今日は札幌で泊まる日であるから昭和新山を見て中山峠を越えて札幌に行こうと思う。うちのんと札幌のホテルのひどさ加減を心配している。
 
登別から昭和新山にはオロフレ峠を越える。昭和新山と有珠山はやはり道南という感じで観光化され人が多い。オロフレ峠はすばらしい峠だ。また来るところのひとつになってしまった。
 
有珠山の麓では九州のオバサン達にまた会い､うちのんはお芋までご馳走になり後を追いかけたがわからなかった。金曜日の夜には小樽から船が出ているのだそうだ。また会うよと思っていたけどもう会えなくなってしまった。ちょっとセンチになっている。
 
中山峠でやや遅い昼食を取って札幌に16:00頃到着。裕ちゃんに電報を打ち呼び出して駅前のワシントンホテルで食事をした。楽しい夜であった。裕ちゃんは岩見沢からきてくれて久しぶりに会うことでもあって話も弾んだ。
 
8月9日(土)晴れ。
 
朝の天気もよし。目は早くに醒めて6:30頃ホテルを出た。小樽に早くついてゆっくりと朝食が取れた。やはり早く起きた方が旅の時は得だと思う。9:00ころから船に乗り後は船中でくつろぐことになった。
 
あとがき
 
これは1986年に北海道を訪れたときの日記をアップしました。この前にも行ってますが､また違う北海道でしたし､もちろんこのあと'89年にも4 度目になりましたが行きました。この時の日記があったのですが､無くしてしまい今は配布した人にしかありません。もし当たってみて再入手可能であればアップしたいと思います。
 
 
2009年1月28日 (水曜日) Anthology 旅の軌跡
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1992
四国〔嵐の中・宿毛に向かう〕
日和佐の駅にて　【小さな旅】
戸隠そば〔蕎麦ツー開眼〕​
牛首峠、楢峠(奥飛騨)
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四国ツーリング
宿毛･皿鉢料理　1992年8.6～8.12
前夜(8/5WED)
 
『夜になると知らない街の様子が見えてくる』なんていうコピーを勝手につくって“まあこれは自分のことだな"なんて自己満足に酔いしれている｡こんな時は荷物をまとめながらも軽い感じにルンルンしている｡題名が曖昧だがユーミンの“埠頭を渡る風"なんぞを鼻で歌っている｡荷物は下着ばかりでいっぱいになっていく｡仕方がないだろう､久しぶりにロングで出かけるのだから｡雨が降るといけないから大きなカバンは持ちたくないし､と思うと雨具と下着､テント､シュラフだけに落ちついた｡支度は9時頃までに終わって早く寝ることにした｡
 
 
第1日(8/6THU)
 
朝､4時頃に目がさめた｡支度は前夜に万全だ｡純子を起こすとまたガミガミとうるさいのでそっとバイクに荷物を積んでいたら眠そうな目をして“免許証は?"なんて言っている｡“うん､大丈夫や"と答えて“彩には賢うしてるように､静かに家を出た｡県境の峠を早朝に越えて和歌山の市外へと9時前に入る｡まずはお金をおろす前に無事に和歌山到着したことを家に連絡しよう､と思い青電話の前でバイクを止めタンクバックを開けて驚いた｡“免許証がないじゃんか"あれあれ｡宿毛に送ってもらうように言って電話を切って､今度は金をおろそうと財布を開けたら銀行のカードがない｡これで二重の驚き｡でも郵便局のカードがありました｡こんなことは初めてだな｡残高241円なり｡財布に200円｡近所の郵便局に振込に走ってくれるように頼んだ｡その間私は､たまたま道の反対側にあった郵便局に入り､そこでうちのんが振込に走る時間だけ待たせてもらうと言うことで､少しイライラしてATMの“確認動作"を繰り返し､ロビーに行っては地図を見るのもままならず､窓口のお姉さんに話しかけたりしながら待つことで少々の時間を過ごす｡地方だと言うわけではないだろうが局長さんやお姉さんは愛想も良く､またそのかわいさにしばし見とれていたような｡
郵便局の出口で話したおばさんは“大きなバイクは楽なんでしょう"“どこにツーリングに行くの"なんていう他愛ない話をしてくる｡しかし時々､専門用語も出てくる｡“あばちゃん､なかなかツーだな"と思っても言わなかったが｡恒例というか普通というか､言葉を交わした人達に“気を付けて"と言って送ってもらい『和歌山宇治郵便局』をあとにし和歌山港に到着したのが10時頃｡出帆は11時25分だというから1時間半も暇になった｡でも待合い室で地図を見てつぶす｡バイクは少なく4台だけ｡車は1時間前くらいで満車のようだ｡
フェリーの中では外を見るわけでもなくウトウトしていた｡そばにいた女の子は小学生のかわいらしい子で恥ずかしそうに私の方を見る｡いや､髭面の汚い顔が嫌だったのかも知れない｡“何年生?"ってきいたら“2年"とはっきり答えてくれた｡おばあちゃんと親戚にでも行くのだろう｡
“さあここが四国だ!"と独り言を言いながらいよいよ上陸､フェリーの中で一緒だったFT500氏とホーンで分かれを告げ合い､いよいよ小松島からR439を目指す｡噂の『ヨサク』､国道R439は狭い｡わき道の方が広いから､カードレールはない｡あとになってわかったが､ガードレールがないのは四国の3級国道では普通みたいだ｡
<岳人の森キャンプ場>には16時頃到着するが､山のてっぺんにあり結構荒れていて仲間もいそうにないので750円払った設営費用をキャンセルして返してもらい先で探すことにした｡当初の予定通り<四季美谷温泉>に行ってみるかな｡谷は深く底が見えない｡
凄い急斜面で地獄に落ちる様だ｡V型にえぐり取られたすぐ下の涸れた沢には頭よりも大きな岩石がゴロゴロしている｡高いのでバイクを止めて眺めるのも恐い｡きれいに植林された斜面の下には名もない林道が走っている｡民家がひとつふたつと見える｡この程度の標高でこんなに凄い谷ができるものなのか｡私は高い所が恐いので路肩には寄れず､したがって谷底の方の景色まではゆっくりとは見ていられない｡
土須峠の案内の英語表記は｢DOSUPASS｣と書いてある｡DOSUとはまた何と物騒な名前だな､とぶつぶつ｡剣山スーパー林道の分岐点を過ぎる頃には夕立のあとも見られた｡斜面が急な山岳地帯だけに雲の発生が頻繁なのか｡滝が多い｡至るところに滝がある｡ひとつひとつ名もない滝で止まっていく訳にも行かずキャンプ場に急ぐ｡あとで考えてわかるのだが､まあこれだけの急斜面が海から突然2000mまで高度を稼ぐとなると斜面は必然的に急になり､水が雨になって降り流れ出せば滝になるのは当然だ｡岩質が花崗岩の様なものなら水が流れても土砂がまじり出さないので濁りにくいかも知れない｡つまり､雨の後でも水は綺麗で､流れ落ちる姿だけは豪流となったりまたある時は白糸の様になったり流れるところができる訳だ｡奇岩の続く壁面､切り通しをいくつも眺めて斜面をただひたすら下っていく｡道は狭いが<釜谷峡･大釜の滝>などは秋にお薦めだな｡
ところがやっと到着した<四季美谷温泉>にはキャンプ場はない｡一軒宿は満室で､フロントのおっさんも愛想がなく“宿は日和佐まで下るしかないでしょう"なんて言っている｡ああ､地図の嘘つき!日和佐方面に足を延ばすか｡｡｡(泊まらなくて正解なのだが)日は暮れるし初日と言うこともあって､根性がまだすわっていない｡不安も手伝って､やや緊張気味で海岸までの道を飛ばした｡少しの時雨に出逢うが､涼しくて気持ちがいい｡
日和佐駅に着いて最悪の時は“ここのベンチで"と決め､近くの公園やキャンプ場､幼稚園などを探す｡しかし駅舎のパン屋さん(JR直営かな)のお姉さんが教えてくれた喫茶店(駅前･菩提樹)で飯を食い､店のおばさんに駅で寝る話をしたら“それが一番いいでしょう"と言うので決心がついた｡夜はときどき月が見え隠れし雨も降り､屋根のあるありがたみを感じた｡
 
 
第2日(8/7FRI)
 
深夜になって同僚ができた｡京都から来た学生さん｡来年､近畿日本ツーリストに就職するんだって｡専門家になるための準備かなと思ったら淡路島でポリさんに御用になって節約モードだそうな｡気の毒に｡その彼は朝5時前に霧雨の中“お先に失礼します､お世話になりました"のメモを荷物のゴムに挟んで消えた｡まあ､いろんなツアラーがいるものだ｡
明け方にサンラインを走った｡日は出ているのだが雲に隠れている｡雲の切れている下の海だけが明るく光っている｡きっといい景色なんだろうがちょっと天候が怪しい｡やや眠かったので室戸岬方面に走る前に<甲浦駅>に偶然寄ったらここが最高の駅であった｡今年の3月にできたばかりでトイレがきれい｡冷水器付き｡畳のいぐさがいい香りを放つベンチで2時間ほど眠っただろうか｡天気は回復し青空が出始めた｡またもや夏の天気だ｡台風が来てるとはいうものの高知あたりまで走ってみようかなと思い始める｡駅の待合い室の中の観光案内所のおばちゃんと少し話して､見送られて室戸方面へと出発したのは11時頃であったか｡
<北川温泉>というところの話を少しおばちゃんはしてくれたがこの時は今夜､自分がそこに泊まるとは思ってもみなかった｡風はないし｡｡と思って行った室戸岬はすっごい波だ｡これは台風が近いなと思って“天気はどうなってるか"を聞くために観光案内所に入った｡寂れた案内所ではおばあちゃんが嫌そうに相手をしてくれたが“今夜あたりはそろそろ降り出すよ"という｡<北川温泉>を聞いたら近いというので走ることにした｡ところがこれがちっとも近くない｡R55から20キロほど山の中に入っていく｡中岡慎太郎の生家がある所も通り越していく｡後で地図を見たら土佐湾側からではなく､室戸岬の東側の太平洋岸から入った方が早かったかも知れない｡これで何だかどっと疲れてしまった｡温泉に着いて入湯料400円を確認して､“泊まれるのか"と聞いたら部屋は空いているいう｡“まだ13時だぜ"と思ったが､泊まることにした｡朝食抜きで5000円｡
 
ほっとしたら腹が減ったのに気がついた｡いつもなら朝と昼は抜きなのだが､余裕が出たのでここの食堂で昼飯を食いくつろいでしまった｡温泉はなかなかいい温泉だ｡少しヌルリとしている｡部屋は田舎の民宿並だが､冷房も付いているし､テレビはオリンピックをしているので文句はない｡この日は夜半まで晴れていて風もない｡
 
 
第3日(8/8SAT)
 
気になる台風だが『台風の接近のため夏休みを返上･役場待機』になってはいまいか｡｡｡と心配もあり少し朝が早かったが電話を入れた｡“まだ大丈夫"とのこと｡MOTOさんの言葉で出発の決意をする｡“高知駅あたりまで行って風のないところにバイクを止め台風の通過を待とう"という予定で走り始めたら､高知は夜には降ったようだがまだ降っていない｡生温い風が吹いているだけで薄日も差している｡こうなると欲が出る｡このまま走ればお昼過ぎには宿毛に行けるぞと思い走る決意をする｡風花さん達は桂浜を発ち今ごろは宿毛に向かって走っているのだから､とこの時は信じていたので元気づけられた｡
 
判断というのはほとんどが結果で評価されることが多い｡この場合も結果は最悪だがこの判断は止む終えないだろうと思っている｡“15時に宿毛に一番接近か"と天気予報は報じていた｡しかし台風は予想以上に足が速く僕が宿毛に向かっている時が一番強かった様子だ｡R56号･七子峠にさしかかるあたりから雨が降りだした｡中村市に出る前の海岸道路での風雨は､台風情報の中継の如く荒れ､風と波と雨でバイクはほとんど走行できない｡しかし､もう止まれない｡“この世の中で一番愚かなバイク乗りは俺だな"と思いながら､一方､まだ風花&ヤマちゃん組は僕の前1時間位を走っているはずだと信じ“ここにもバカはいるな"と元気を出して走った｡『バカな奴はあと二人いるはずだし｡｡｡』これが口癖になってしまっている｡しかし実は二人はもう昨夜の家に着いていたのだ｡
 
風が舞うので左と思うと今度は右に重心を取られる｡橋のメジでは滑る｡対行車にもぶつかりそうになる｡海岸の美しい景色なんてあったものではない｡雨で地図を見ることができない｡風のためバイクからは離れられない｡こうなったら宿毛の実家まで勘で走るしかないか｡台風に近いからか気圧が低いようで､エンジンの吹けが悪い｡このことに気がつくまでには多少の時間を要したが､後で風花さんが同じことを言っていたので確信を持った｡ワゴン車は走行不可能で路肩に停車するし､全体的に車の速度は遅い｡セカンド･サードで走るしかない｡心ばかりが急ぐのだが｡｡｡
 
しかし､こうして日記を書いていられるのだから無事着いたということか｡宿毛ではあゆさんの笑顔は天使のようだった｡到着は14時頃であったかな｡MOTO&風花&ヤマちゃんの3人組は､台風を見物に出かけたって?!自分の耳を疑ったぜ｡食事もしていなかったことや､緊張からの解放で頭の中はカラッポ｡あゆさんが出してくださったお昼ご飯は最高に旨かった｡ビールも旨い｡地獄で仏｡地獄に地蔵｡天使のあゆさん｡感謝感激でした｡
 
こうして次第にくつろぎながら､後から到着する人たちの無事を喜んだのでした｡みんな無事で良かった､ほんと｡皿鉢料理をい豪華にいただいた｡普段は朝食抜きの『西式健康法』を実戦?している私だがついついいただいてしまう｡おまけに､コーヒーまで飲んでいる｡
 
この日はひまじんさんの車で<大堂海岸><足摺岬>を訪ねたのでした｡バイクはRさんに乗ってもらうことにし軟弱にも車に便乗ということになりました｡ヤマちゃんと風花さんはそれぞれの思いを胸にソロで出発して行かれました｡厳密には､風花さんはあゆさんの実家に置いて行ったのですが｡｡｡
 
 
第4日
 
勝手ながら省略します
 
 
第5日(8/10MON)    
 
朝､やけに早く目が覚めた｡隣で寝てるのはウイリーちゃんだけだ｡やはり私の大いびきに恐れをなしてみんな二階に退散したのだろう｡ウイリーちゃんは私が横で寝ていたことさえ知らないのだから､よほど疲れていたのだろうね｡7時40分､支度が済んで出発｡MOTOさんのDTを先頭に中村市街までご一緒してお名残惜しく皆さんとは別れた｡さあ､R439を走るぞ!!!
 
前日､風花さんから通行止めの話を聞いていたが､もう開通しているだろうと甘くみて地図上の最短距離を選び<天狗高原><四国カルスト>を目指す｡風花さんが<四国カルスト>と<石鎚山>は必ず行った方がいいと教えてくれたので､さっそくながらコースに入れた｡心配の道路状況だが､R439には台風の爪痕がまだ少し残っておりこぶし程度の石はゴロゴロして､樹木はなぎ倒されて散らばりアスファルトを覆っている所も多い｡バイクを止めて予想地点を地図で確認すると半分くらいしか進んでいない｡ちょうど地図がページのつなぎめで､先の距離の判断がつきにくい｡しかし､鼻歌も飛び出してマイペースが戻ってきた｡“与作は木を切る､ヘヘイホー"努めて明るい歌をうたおうと思うのだが､哀しきかなひとりになると振られた女のことばかりが浮かんでくる｡このあたりはただの山の中で､少しだけ対面した四万十川も腰を抜かすほどのものではなかった｡
 
時間は気にせず今日は道後温泉にさえたどり着けたらいいだろうと思うと気が楽だ｡R439から<四国カルスト>に入るのは険しい｡国民宿舎天狗荘まで上がるのに楽しませてくれた｡でもR439で充分走っていたので感激はやや薄いかな｡高度があまりないせいか険しい割にエンジンの吹けは快調だ｡バトラックスというタイヤも良いタイヤだ｡信頼できる｡バイクはR439ではただの1台もすれ違わなかったが､さすが有名(県立公園かな)な所だ､バイクが何台か止まｱれだけの道を造ったのだからしかたないだろう｡自分で走りながらこんなことを言ったらいかんが､でも､どうしてこんな道を造る必要があったのか｡有料道路ではなく林業用の道路ならわかるが､わざわざこんな所まで排気ガスを巻き散らかしに来させることもないだろうに｡霊峰登山なら余計にそう思う｡自然破壊と言う問題は昔から言われているだろうに｡スカイラインの駐車場で昼寝をした時間は不明だが気がついたら15時頃になってガスが流れていく中にいた｡ありゃありゃとあわてて道を下って道後温泉を目指した｡
 
道後温泉の駅の前で少しぼんやりして､ベンチのおばさんに“ぼっちゃん湯"を聞いて入った｡250円なり｡まあ､今日の汗を流すのと､話のネタになるだけかな｡休憩付きだと風呂に入って2階に上ってお茶とお菓子が出るとか｡値段は少し高くて｡｡｡関心がないので見ていなかった｡千円前後だろう｡温泉の前に止まっていたタクシーの運転手さんに“おいしいものを食わせてくれる店はありませんか?"と尋ねたら“魚がいいか､肉がいいか"と聞きかえす｡どっちでもかまわないと言うと“このあたりは温泉街だから高いので"と前置きをして街中の『いづみ』という店を紹介してくれた｡ちょとした静かな小料理屋さんだった｡『電車通りをまっすぐ行って共和埼玉銀行の裏だよ』と教えてくれたのでその通り行ったらバッチリであった｡メニューがなく､女将さんが“何にしましょう"と聞くので､“飯を食わせてください"と答えた｡“2000円位で"と頼むと､豪華な突き出し料理に『鯛飯』をしてくれた｡最高にこれも旨かったな｡
 
店を出るときは完全に日が暮れていたが､旅も長くやっていると腹も据わってきた｡R11号を東に､小学校とかを探しながら涼しい風に吹かれて走る｡小松町の駅の前の案内図にあった“小松町中央公園"に行って､子どもの広場の中にテントを設営した｡管理事務所の前の屋根の下にバイクを入れ､ナイターのテニスコートの明かりで作業をした｡テニスの人の声をぼんやり聞きながら､あれは上弦の月と言うのだったなと月を見上げながら寝ころんだ｡明日も天気が良さそうだなと楽観的に考えて眠っていったようだ
 
 
第6日(8/11TUE)
 
家を出るときには蝉の声など聞けず､今年の夏は変な夏だなと思っていたがこの日は朝から蝉が元気だ｡熊蝉(だろう｡どうしてもすべてのルートを一筆(ひとふで)では描けない｡
 
<祖谷峡温泉>と言うのがあった｡谷底に降りていくケーブルと言うよりやや斜めのエレベーターで河原まで5分もかかって降りていく｡39℃の露天風呂｡女湯も少し見えてこりゃいい湯だな｡一緒に入ってる男性の人は家族連れで､カメラを持って○○○○をぶらぶらさせながら裸で写真を撮るのに走り回っている｡僕もその人にカメラを渡してシャッターを押してもらった｡その時も○○○○は出しっぱなし｡異様な光景だが面白い風呂だな｡ケーブルは恐い｡落差は100メートルはあるだろう｡入湯料1500円､ケーブル込み｡ケーブルに乗らずに上の内湯なら400円｡ここの露天風呂で話をした高松のおじいさんが<宍喰温泉>はいい温泉だと教えてくれたので､今日から明日の予定が決まった｡剣山を越えたらもう一度R193を走って日和佐を通って宍喰温泉～甲浦駅と決定した｡R439を中村市から天狗高原の下まで走っているので､ちょっとの山道では動じないし､嫌にならないし､満足しなくなってきている｡剣山(1955m)の下の見ノ越はまずまずだが､観光の車が多く､大きな駐車場にいっぱいなのでガックリした｡貞光町の方から入ってくるのだろう｡ここに出入りするR439は､車が少ないから容易に想像できる｡
 
KDXとスーパーテネレの両氏と一緒に走り始めたのはR193に入ってからだ｡僕が甲浦駅に泊まる話をしたら一緒に来るという｡KDX氏は3年連続の四国でKDXでは初めて｡コピーライターだそうな｡テネレ氏はセローとの2足のわらじを履いているらしいがテネレでのお泊まりはまだないので､なんていっている｡
 
甲浦駅にはハプニングもありました｡最高と思っていた駅の待合い室は20時から5時まで鍵を閉めるそうです｡まあ､お天気も良く外の赤煉瓦の駐車場で寝たのだが､結果的に良かった｡他に同じことを考える大バカものもいるようで､車2台､バイク5台､徒歩1台とにぎやかでした｡中でも乗用車は深夜にそっと来て泊まり朝になったら若い子供さん(娘さん)らしき子を含む家族3人が車から出てきたから驚いた｡アベックならわかるけど｡
 
19時過ぎに宍喰温泉(400円)で汗を流し､駅に戻って駐車場に車座になっていると様々なお客さんが現れる｡一番近い家のおじさんと話をするうちに､学生君2人がそのじいさんの誘いに甘えてその家でお風呂に入れてもらうことになった｡旅はこれだからありがたい｡感謝しなきゃ｡私は世話にはならなかったけど｡
 
 
第7日(8/12WED)
 
KDX氏のハンドルにガムテープでポカリスエットの缶がつけてある｡何かと聞いたら灰皿だそうだ｡ロードからオフに移って来た人はマナーが悪く､林道で火事でも出したらもう二度と入れなくなるので気を使うという｡なかなか素晴らしい話を聞いて感動した｡いよいよ旅を終えることにした｡甲浦駅は5時前に軽トラに乗ったおじさんが鍵を開けにきて申し訳なさそうに“中で寝てもいいよ"といって行ってしまった｡本当は開けておきたかったのかも知れない｡おじさんも管理されているのだからしかたない｡まあいいか､快適に眠れたのだから｡歯磨きもトイレも綺麗な駅の中で終えて､6時過ぎに出発｡日和佐町～由岐町を経てR55に戻って小松島港に8時過ぎにたどりついた｡満車にならずに出発｡船の中ではやはりウトウトと眠ってしまった｡10時50分に和歌山港に到着｡出発の日にお世話になった郵便局のお姉さんに思わず会いに行ってしまいそうな気を抑えて“和歌山宇治郵便局"の前を通り過ぎR24を一路吉野へ｡高見峠は四国で鍛えたライディングでガンガン走って14時過ぎに自宅到着した｡涼しい風が吹いて､雨がポツリポツリときた｡またもや幸運な結末でありました｡早くネットに報告をしなきゃ｡｡｡
 
 
総括･反省
 
やはり､台風の中を走ったのが一番大きいが､AMラジオを持って行くべきであった｡もし､台風が接近したらより安全をみて早めに待機するべきだろう｡反省点だ｡温泉は､祖谷渓温泉と北川温泉､宍喰温泉､道後温泉の順で良かったと思う｡もっと温泉に寄ってもいいが何しろ暑いので勘弁して欲しい｡やはり黄金週間に行くべきか｡道路は､林道を走るのが楽しいとは思うが､そればかりでも疲れる｡たまにはのんびりと海岸辺を走ってみるのもいいだろう｡“毎年､林道が増えていくので地図を買い替え直す"と言った人(KDX氏)がいたがその通りだろう｡しかし､これは少しづつ俗化されていくと言うことではないか｡間違いなしに自然破壊も進む｡あの綺麗な渓流の流れを人が汚すようになってはならない｡
 
全走行距離は約1850Kmでありました｡Rさんに乗ってもらったのがそのうち約150キロでしょう｡まずまず､走りましたね｡
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日和佐の駅にて
(小さな旅シリーズから)
【小さな旅】
日和佐の駅にて　　(1992年夏)
あれは暑い暑い夏の夜でした。湿った空気が首筋の汗をドロドロにしていくような蒸し暑さです。初めての四国でひとりぼっちの野宿をしたのは、徳島県の日和佐というＪＲの駅でした。朝から剣山付近を走り回って海に辿り着きました。そこは何の変哲もない寂れた猟師町です。駅前の食堂で食事をしていると、南方の海洋で台風が発生して日本に向かって来るというニュースが流れていました。その後、駅の待合室のベンチに座って夜が更けるのを待ちます。一時間か二時間おきにディーゼルカーがやって来て数人の乗客が降りてゆくのをぼんやり見ていた。
あと数日でお盆だったので、観光や帰省の人の動きが少しづつ増え始めていた。けれど、駅前で客待ちをするタクシーの運転手さんは暇を楽しむかのように夜半まで車の中で過ごしている。人もまばらで、静かな静かな田舎町の駅前風景をぼんやりと眺めて私は時間をつぶしました。
 
初めての野宿です。テントを持ってきたけど、一度もそれを張ったことがなかったし、誰もいない海辺の町の空き地で張るには少し不安があったのだと思います。だったらＪＲの駅で寝ようと思い付き、そこにあったのが日和佐駅でした。ベンチに寝転がって眠ろうとしますと、頭の先を蟹が動いてゆく。静かな時空にサラサラという足音が聞こえてきます。また、時々、ホームに列車が入ってくるのでエンジン音で目が醒めます。
 
最終列車がやってくるころに私のバイクの隣に一台のバイクが止まりました。気軽に話し掛けたり掛けられたりできるのが一人旅の味わいです。近畿日本ツーリストに就職が決まったという彼は、昼間の暑さを避けて夜に移動することが度々あるという。眠くなったので駅でひと休みしようかということで寄ったらしい。
 
蚊の攻撃が執拗だったので、待合のベンチをあきらめてホームのベンチに移動したり、星が見えるほどに雲が切れてくれば、駅前のロータリーの真中にあるベンチに移動したりしました。隣に寝っころがりながら彼のツーリング感や大学生活の話などをした記憶があります。旅の疲れもありますが、出会った人が与えてくれる安堵感にいつの間にか包まれて、そのうち私は眠ってしまいました。
空が白んでくると小鳥がしきりに囀（さえず）ります。いや、囀るというよりも鳴きしゃぎるという感じ。野宿の朝はいつもそんな鳥の声で起きます。＜あらら、はて…。昨夜の彼がいないなあ。どうしたんだろうか。＞そう思いながら私も出発の支度を始めたら、荷物を固定するゴム紐に紙切れが挟んであります。
 
｜お先に失礼します。名前も住所もわからない旅の仲間、
｜またどこかでお目にかかれることを夢に見ております。
｜お互いの安全を祈りましょう。
 
彼からのメッセージは確かそんな内容でした。メッセージとしてはありふれているし、あれから幾年も旅を続けていますと、時にはもっと泣かされるようなメッセージにも数多く出会います。しかし、彼が駅を離れる時に急いでペンを走らせ、それを荷物に挟み、エンジンの音が届かぬあたりまでそっとバイクを押して離れて行く息づかいを感じて嬉しくて仕方がなかった。旅行会社に就職すると言って喜んでいた彼は、きっと素敵な旅の案内人になっていることでしょう。
 
ねこ 
01/08/11 09:03　記
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戸隠そば･ツー
92･04･25
--出発編--
春になってやっと思いっきり走れる日が来た｡天気予報は“晴れ"だと言っている｡荷物をまとめてから風呂に入って布団に入ったのが前日の夜の9時前だった｡ 快適に眠りに入って行き､深夜の1時くらいからうつらうつらモｰドに移る｡ いつものパタｰンだ｡2時頃からは布団のなかで道などを考え､ぼんやりしている｡
3時過ぎにネットをのぞく｡ 決行を確かめたときに､“春日井西･マクドナルド･集合"が目に入る｡5時半集合か｡ ちょいといそいそし始める｡一人で荷物をごそごそしながらの準備だ｡うちのんが昨日 の夜にお金と下着をまとめてタンクバックの上においてくれてある｡ “気をつけて行ってらっしゃい"と書いてある｡しかし､玄関を出るときには起きて きて見送ってくれた｡時計は3時40分｡
天気は､空がよく見えないので不明だ｡ただ､星は見えない｡月もない｡ 路面は濡れている｡雨がさっきまでは降っていたようだ｡ 新聞配達のバイクの人が行きかう街｡エンジンも快調で､信号待ちの静寂にはエンジン の音がやけに新鮮である｡ 早朝の出発は一度やったらやめられない｡
空が白み始めたのは四日市あたりからか｡ 長距離定期便のトラックが多い｡プロの運転手だから一緒に走ると走り易い｡ 無茶もしてこないし､速度も一定だ｡バイクだからと言っても同格に走らせてくれる｡ これがやや小さいトラックになると訳が違う｡
名古屋に入ったのが4時前だった｡東名阪を走らなくてはマクドナルドには時間通りに たどり着けないと焦って曲がった道がぴったしだった｡23号線から東名阪にそのまま 入って､あとは少し飛ばした｡
東名阪の料金所のおじさんと5分くらいゲｰトで話をした｡ “四輪(よつわ)には気をつけてね"と言って､見送ってくれた｡
 
再会編
マクドナルドには､MOTOさんとみかたんがすでに来ていた｡僕は､ぴったし5時半着だ｡なかなか現れないので行き過ぎたかなと不安になりかけた頃に着いた｡みんな“わくわく"だ｡良い天気になったことを喜び合いながら何となしに話をするうちにろめちゃんが到着｡“10分待ったから出発しましょうか"とMOTOさんの言葉で出発｡YUJIさんは追いかけてくるかな｡
春日井からは高速は走らず一般道路を走る｡50分くらいで恵那につけるだろうな､という読みだ｡
 
寒い｡トレｰナに皮､その上にジャンパｰを着ているが､セｰタｰを持ってくるべきだったかなんて言う心配が頭をよぎる｡
6時を少し回った頃｡どこの家も朝食(あさげ)の支度に忙しいことだろう｡しかし､昔と違いカマドを使うことがないから､たなびく煙は無い｡気温の逆転層ができて街の中に朝もやが立ちこめている｡これが早朝らしい雰囲気を出している｡車は､少ない｡平均時速は50キロで予定がたつ時間帯だ｡
恵那に入って､Vさんの家に寄ったらバイクのカバｰが車の上に置いてある｡もう行ったみたいだな､と思って中津川インタｰまで走ることにした｡
霧が出ている｡このあたりは山間(やまあい)で霧は出易いようだ｡インタｰの出口に人影が見える｡YUJIさんもいる｡風花さん･Vさん･もろこしさん･うっでいさんもいる｡
良い天気になったことを､やはり喜び合う｡気持ちはほとんど通じているようだ｡やはりバイク乗りの心にかよう共通のスピリッツは信じていい｡
さあ､出発しましょうか｡少し行ってガソリン補給して｡｡｡とまさに出発しようとウィンカｰを出したとき､インタｰの出口からひとつのヘッドライトが走ってくる｡もう参加表明をしている人は揃ったはずだ｡誰だろう､飛び入りは｡｡｡忍者さんと言うのがすぐ頭に浮かんだ｡赤いバイクか?･･･YES｡忍者900か?･･･どうもそうらしいぞ｡『･････忍者さんだ!』と言ってから､さらにもう一度確認した｡バイクは私たちのそばに停車し､みんなの感激の中で忍者さんはメットを脱いだ｡
身体中が身震いした｡さあ､いよいよ出発だ｡みんなで10人｡個性がぶつかりあい､また調和するもの｡戸隠そばツｰリングはこうして走りだした｡
 
 
印象編
[はじめに]
[BIKE]の方で帰宅直後に“ワンシｰン&語録"を書きました｡それに加筆･改編する形でここにアップします｡
[体感の共感]
マス･ツｰリングは一人と違って､同じ環境で同じことを感じること(体感の共感とでも言うか)や仲間との会話がエンジョイの主体になります｡“さあ､出発!"と言って走り出したら､“前の人に付いて走ること"に割かし神経を使います｡マイペｰスとは呼べなくなり土地の名前すら知らずに移動をしていくことになります｡
[19号･走り始め]
忍者さんに再会してからしばらく走ってGSに寄る｡まだ中学生が登校する姿が目につく｡そんな時間か｡｡｡遠くに来ている割に疲れを感じない｡妻篭宿の方(R256)に分岐するあたりからVさんと風花さんが快適に速度を上げ左に木曽川を見ながらのペアラン｡このあたりの道もすっかり印象が焼き付いたな｡途中､通学途中の女学生(短大生?)に手を振り､振り返してもらい､メットの中でニヤニヤしながら鼻歌まじりに走る｡
[塩尻市]
谷が切れて林檎畑がチラチラし始めたら塩尻市街に近い｡“平出遺跡"の道案内が出ている｡この分岐点からみた北アルプスは今年になって最初の出会いだ｡いつ見ても“でっかい山だ"としか言いようがない｡山までの距離感がなくなってしまう｡すぐそこにあるように見える｡雪に縁のない生活をしているだけに､雪の景色はやはりバイクを止めてゆっくり見ていたいと思う｡平出遺跡はいつも近くを通るが寄らない｡遺跡には関心が特にあるわけではないが､『波の塔』(松本清張)の冒頭はここで始まるのではなかったかな｡小説の舞台を訪ねるのもいいものだ｡
[サラダ街道]
後で地図を見てもどこを走ったかわからないが､このあたりの道なら方向を誤らずに走れば楽しめそうだ｡塩尻を迂回して松本市内にワｰプする道だ｡しかし､知れ渡っているのか車はやや多く､そのうちに渋滞も生む年も近いかな｡林檎などの果樹園や野菜の畑が広がり最高の雰囲気が出てきた｡『ほんとにいい天気』とみんなで感激し合いながらの“のんびりラン"だ｡“田舎の香り"がたまに鼻にきて､目が醒めるというか､昔に帰るというか｡
[長野市まで]
『長野に着くまでにレパｰトリｰのカラオケを全部歌っちゃった』と風花さんが後で蕎麦を喰っている時に言っていた｡『“無線で､ハイ!次の方"なんてやりながら走ればいい』なんて言う冗談も飛び出た｡いやいや､実現するかも｡そんな風な単純な道だ｡眠いと思っている人も多いのではないかな｡
[犀川]
犀川の流れは独特な趣がある｡こんな山の中での出会いが余計にそう思わせるのかな｡穂高川との合流点だったか(?)に合流点の案内看板が立っていた｡これが日本海にたどりつくまでには千曲川とも合流し､数々のロマンを育んできた地を通って行くな｡｡｡などと考えながら､やはり私も“カラオケ"のレパｰトリｰを消化して行ったのでした｡
 
92･04･25 印象編(2)
[バｰド･ライン]
何年か前の集中豪雨か台風で崖崩れがあり登り口が裏に回っている｡本当だったら長野市街一望できるところがあったはずだが｡でも､市街を見るところはあるにはあった｡止まらなかったが｡快適な有料道路だ｡200円で戸隠まで行ける｡途中ゲｰトがいくつかあり､チケットを見せて通過する｡飯綱高原は二つ目のゲｰトあたりだが､池がありのんびりしている仲良しさんなどもいた｡“蕎麦のため"にかっとびとなった｡正面に見えるのは戸隠連山だろうな｡
[いよいよ蕎麦]
淡泊な蕎麦でした｡過去に2度ほど来ているが､やはり同じ印象だったのを思いだした｡蕎麦の臭みが余りない｡もっと蕎麦の匂いにこだわる人も多いのではないか｡世に知れる為には角を立てないオｰソドックスな方がいいのかも知れない｡それとも､近代になってから味を少しずつ変えたのか｡『おおざるを4つと･･･』と誰かが代表で注文してくれて､『普通のざるとかけ』と個性を出したのは､うっでぃさん｡中社(ちゅうしゃ)･奥社(おくしゃ)には行かず｡かけ蕎麦の“梯子"をしてもよかったな｡
[鬼無里]
静かな山間の村の中をのんびりと走るはずだったが､先頭に併せて結構飛ばしたね｡道を覚えていない｡後で地図を見ても分岐点の景色の記憶がない｡付いて走るとこれだからなあ｡白馬の絶景はコメントしません｡絶景ですね｡『ステップ･スリスリ』をうっでぃさんは楽しんだ様ですね｡これは戸隠～鬼無里～白馬ヘの道で記念撮影の時に｡
ガソリンスタンドでみかこたんがバイクにまたがり､タンクバックに覆いかぶさるように寝ている｡それを見た猫柳が､“ほんとに寝てるよ"と思わず言ってしまった｡誰かが『よだれ､たれてないか』なんて追い打ちをかけた｡もろこしさんだったと思うが｡
[大王わさび園]
忍者さんがみかたんに帰りの時間の話をしている｡遅くならないように高速を使う話などをしている｡忍者さんの話す姿を見ていると､親が子を諭す様子を連想した｡かわいい我子がバイクというきわめて危険な乗り物で旅に出ている｡きちんと走れば危なくはないし､一人だけで走ればむしろ4輪よりも視界も広いので安全なのだが｡｡｡もちろん､居眠りは危険だが｡まあ､安全に早く帰って欲しいという親の姿を如実に現していた｡“わさびソフト"を食べながらのひとときでした｡『ツアラｰは冷たい物などは極力食べない』としているもろこしさんと猫柳が指をくわえて見てたのです｡わさびシュウマイは持って帰ってVさんちで食べたが旨いよ!
[長野道･中央高速]
ユｰミンの中央フリｰウェイなんて言う歌を歌いながら走ったこともある｡しかし､今回は違う｡何故か｡それにはコメントは不要｡
 
▼“家族持ちがあんなに飛ばしていいのか"との投げかけに『ライダｰに家庭はない』と同時に答えて笑っているのは忍者さんと風花さん｡
▼“南アルプスがきれいでしたね"の発言に『気がついたのは駒ヶ根近くになってからだよ｡見る余裕なんて無かったよ』5バルブ実力テストに余念の無い風花さん｡
▼“諏訪湖がきれいに見えましたね"(みかたん)の問に名古屋弁(アクセント)で『知らなかった』とみかたんと同い年の娘さんがいるという風花さん｡
▼『何キロ出た?』　『***キロ』　『どこで?』　『どこでも出るよ!』　これはSIGオペ･MOTOさん｡
解説:一部では､***の部分を256キロと発表しましたが､これは256キロビットのことであり茶化しただけで､事実の数字は別で､きわめて安全走行であったと思います｡
▼『油が乗ってきたところだ､まだ300キロ(は行ける)』は風花さん｡恵那峡SAで｡(“油の乗った"のはおなかの肉で､300キロは見栄である)GSでメットをかぶったまま大ざっぱに､風花さんが顔を洗う感じでにシｰルドを洗っている｡『アバウトだな』と猫柳が言うと『もう､疲れていたんでしょう』とVさん｡[Vさんちで]
▼『もう寝ましょ!....　あと一杯呑んでから』
 
 
 
--完結編--
Vさん宅では朝食､コｰヒｰ付きでご馳走になり“感謝･感激"でありました｡6時頃に目が覚めて地図を見たりしてのんびりとした朝だ｡もし､一人ならおそらくそそくさと荷物をまとめて出発していただろう｡子供達も見送ってくれてありがとう｡
[国道257号線]
恵那からは阿木川ダムの湖水を眺めながら快適に高速コｰナｰが続く｡稲武町～設楽町を抜けて新城に至るまで渋滞もなく､取締もない｡前方から来るバイク集団の多いのには驚いた｡名古屋や浜松方面から走ってくるのだろう｡手ごろでカｰブが多いから走り易いのか｡この道は取り締まれば捕まりそうだが､こんなところで取り締まっても虚しいばかりだな｡新城に出るあたりの道は､帰宅後調べたが確認しにくい｡この日は地図を持っていないため豊川市に行く標識だけをあてにして走った｡大きな交差点は覚えているが､地図にはそんなところがないのでコｰスは不明｡
[国道151号線]
この道に入ったら車も多い｡鳳来山にでも行くのかな?豊川インタの入り口をくぐって国道1号に出た｡“街乗り暴走車"が目につき始めた｡大きな交差点で信号を無視してUタｰンをした車がパトカｰに捕まった｡弁解のできない違反はしたらあかん｡するなら､冷静に十分確認をしなくては｡隠れていそうなところではおとなしくしているのが一番良い｡
★豊川インタｰ入口～国道1号までは“白バイ"が多い｡手を振ってやろうと思って待っていたが､並走は残念ながら無かった｡
 
[渥美半島]半島の付け根の豊橋市内は渋滞だ｡観光の車ばかりだから､地元車はどっかを走っている模様｡豊橋鉄道をときどき見ながら半島の先端を目指す｡バイクはまずまず多いとしようか｡半島半ばから南に移って､海岸のチラチラ見える道を走る｡水平線はかすんで見えないが､意外と近くを大きな貨物船が通る｡漁船も多い｡潮風に吹かれて海を眺めているなんていうロマンチックはなかったなあ｡PPMの“風に吹かれて"なんぞを口ずさんでいる｡
[伊勢湾フェリｰ]
2260円｡14時発に30分の余裕で到着｡先端の駐車場にはバイクが多く､タンデムが目立った｡ZZRのド新品(900キロ)のタンデム･アツアツ(?)カップルさんとちょっと話したが､近ごろの人は余り気易く話しかけてこないな｡こっちが変な格好をしてるからかな｡船の中では熟睡モｰド｡
[鳥羽から]水族館では人があふれ､車もあふれている｡松阪まで1時間を見たが､やや速く走れて4時前には帰宅できた｡23号線は“白バイ"が多いから気をつけなくてはならない｡まあ､無事到着｡猫の手クラッチは幸運にも使わなくても済んだ｡
--　完結　--
 
 
バイクの名前には鈍感な私ですが
(自分のくらいしか知らないが)
デｰタとして挙げておきます
忍者:GPZ900
風花宅急便:FZX750
MOTO:ZX-10
V-MAX:マｰニｰ
うっでぃ☆べる:VMAX
もろこし:ブロスプロダクト2
YUJI:BMW.R100
ろめちゃん:RZ250
みかこ:SRX400
わたし:GSX-F
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楢峠、牛首峠
【峠越え】
富山県に利賀村と行ったときの思い出話を。
1992年の10月31日の朝、テントなど一式とパンツを3枚を持って奥美濃へ行きました。
初めてこの地を訪れたのは1980年代の半ばころで、平村には一軒のガソリンスタンドがあり、そこで中学生ほどの可愛い娘さんがお店を手伝っていました。
久々にこの村に立ち寄ってみると、あのときの中学生が、子供さんを連れながらお店を手伝っていたのです。大きくなっていて驚いたね。実家の稼業を手伝いにきてるんだ。
利賀村への峠は「山の神峠」といいます。このころの峠は、旧道の凸凹ダートの道です。奥美濃街道を北上途中で雨が降り出し、山の神峠の中腹で雨足が最高潮を迎えていました。利賀村に降り立ったときにはもうヘトヘトで、身体も冷え切ってしまっていた。
蕎麦を食べさせてくれる「ごっつお館」という蕎麦屋も閉店目前だったのですが、色々と無理をお願いしてお蕎麦を1杯食べました。蕎麦屋の前は小さな広場になっていて、トイレと背中合わせになっている休憩小屋が一軒ポツンとありました。あの晩はこの休憩小屋で野宿をすることにしました。
雨足は衰えることなく、バシバシと屋根に打ち付けてくる雨粒が恨めしかった。せめてもの救いは、建物もトイレもとても綺麗だったことだ。出来る限り屋根の下までバイクを引き込み、小屋の中の木のベンチで寝た。
朝、目覚めると夕べの雨が雪に変わって、村を取り囲む山は真っ白でした。
村の人に尋ねてまず牛首峠に向かって行き、道路工事中で指示に従い、途中から楢峠に方向を変えるルートを取りました。
峠道は凸凹というだけではなく、電車の線路にあるようなバラストが一面に撒かれていて、タイヤが空転して坂道を登らないだけでなく、尖った石でタイヤが傷だらけになってゆくので、パンクやバーストの心配もしながらの峠越えです。
タイヤは新品だったにもかかわらず不安は募りました。谷の向こうの尾根の彼方まで峠道は続いていました。果たして行けるのだろうか。あの峠が牛首峠だったんだいうことは、随分とあとになって地図を見て気が付きました。
楢峠は紅葉の真っ盛りでした。苦難や不安が多かっただけに、思い出深いツーリングとなりました。
2008年9月 6日 (土曜日) Anthology 旅の軌跡
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山陰〔ＧＳＸ・煙をはく〕
京都へ湯豆腐〔雅に浸る〕
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'93・夏・山陰 (93.8.12～13)
─────────────────────────
'93・夏・山陰  (93.8.12～13)  [1]
─────────────────────────
　
旅そのものは自分の持つ夢の実現状態であるのに対し、旅日記(ツーレポ)は、予定・反省・強烈な感激・ダイジェストなどの思いを集中させて書く、言わば夢を実現させた感激や余韻の集大成と言うことになる。今回の旅も予定の段階で結構楽しんだ。そして、出発間際まで心理が安定しなかったこともあって旅そのものよりそれ以外の日記が増えてしまうだろう。自己陶酔とも言えるかな、と苦笑いで旅日記(ツーレポ)を書き始めた。
去年('92)の四国であれ程まで台風に散々な思いをさせられても、生きて帰ってきているから結果オーライである。今年も台風来襲で至る所が荒されたのは許せないが、私は台風敏感恐怖症になってしまっているので出発の決断をなかなかできないでいる。私の大事な夏休みを奪ったのもこの台風で、私はメッチャ腹を立てている。そうは言いながらも現金なもので、台風第○号だったかを記憶しておらず過ぎ去ったらケロリの状態でもある。旅立たずには居られないのでどこかに行こうと決意をするものの、実は決意だけが独り歩きをし、行き先が決まっていない。これも近年の特徴で、うちのんが「歳を取ってよけいに優柔不断になったわ、昔やったら行き先も早う決まったし、雨が降りそうでも辛気くそうない、ウジウジしてぇへんかったもんなぁ」と言う。なるほど、そう言われても仕方がない。辛気(シンキ)くさいと言うのは京都弁でもなさそうだが、とてもぴったしの表現だなと思う。行きたい所は幾つも考えたが、目的地に到達までの距離が遠いとか、今ひとつ興味に欠けるとかいう理由をつけて、天候が不順だと言うのも追い討ちをかけて8/6-8/10はゴロゴロと過ごした。“時間は金では買えない"のがサラリーマンであるにもかかわらずこんな贅沢していいのか。…と言うことで台風が関西地方に影響のない場所に行ってくれたのは8/10の深夜であった。
ここ数日朝は4:00頃には目が覚めて外を散歩する習慣が付いてしまった。晴れれば荷物を積んで飛び出そうと言う思いの表れか。8/11は、日の出時刻(5時を数分回った頃)には雲はなく、やっと晴れ間が見えた。しかし、この日はドラ娘をアトピーの病院に連れて行くのでダメ。バイクの調子を乗って確かめるのがやっとであった。そして8/12に旅立つことができる見通しがついてきた。うちのんも私に同情をしてくれて、「行ってき!」と言ってくれる。「16日までええか?」と聞くと、「仕方ないわな、でもまた天気悪いらしいえ」と切り返された。どこに行こうか、悩んだあげく、当初、考えていた東北は無理だと判断した。そしたら近くで龍神温泉(和歌山)でも・・・能登半島も…。と浮気をしようとしたが何となく気持ちが許さなかった。「又いつか行けるから龍神温泉は今度にし、山陰に行くことにした」とうちのんに言って行き先を明かしたのは出発の朝のことである。「気が変わるとあかんから、京都(実家)には寄らんで」とも言っているのを振り返ると出発時にもまだ本当に山陰へ行く決心をしていないようだ。
山陰に行きたいと言う気持ちは昔からあったのにもかかわらず、近く(京都)に居ると存外行かないもので、今考えてみると行っておけば良かったなと後悔気味に思い続けている所がある。『砂の器』で登場する『島根県・仁多郡・仁多町・亀嵩』である。そうは言うもののやはり遠い。1～2泊で行くには少し強行軍になるか、高速道路を使用せざるを得ないか。2泊3日で行ってくることにしようか…。イライラが積もっていた反動も手伝ってエイヤ!で出発してしまうことになる。さて、いよいよ本題となります。
─────────────────────────
'93・夏・山陰  (93.8.12～13)  [2]
─────────────────────────
松阪駅前の“メグロ整備"のオヤジさんが、煙の出るGSX-Fのマフラーに指を突込んで「エンジンオイルが上がってきているかも知れんが、フロートバルブを交換したのであれば、この前にかぶった時のガスがみんな燃えるまでは煙は出る。2000～3000Kmは走らなあかん」と、なんとも説得力のある言葉である。「大丈夫やろ、オイルのゲージ(窓)を時々減ってないかよう見なぁあかん」旅に行けるかどうかを聞いたらそう言ってくれた。安堵感と期待感で8/12(木)の朝を迎えることができた。
4:00に目が覚めた。まだ暗い。天気は晴れ。ガス満タンである。GSX-Fを道まで出しテント、マット、シュラフをくくりつける。その上からリュック(デイパック)を乗せて縛り付けた。いつものスタイルである。雨対策のビニールカバーは100%不要と判断してタンクバックに仕舞い込んだ。5:05エンジンをかける。右のマフラーから煙が出ていても昨日のオヤジの言葉で安心している。暖気運転中は特に多い。「山陰に行くことにした、気が変わるとあかんから、京都(実家)には寄らんで」
山陰地方に入るコースについては、吟味に吟味を重ねた結果、伊賀上野～(R163)～木津～(R24)～京都～亀岡～(R9)～福知山、と言うルートにした。候補にあげたのは、他に　
(1)西名阪国道～近畿道(大阪中央縦貫)～中国自動車道路　
(2)鈴鹿峠越え～(R1)～名神高速道路・栗東～中国自動車道路　
(3)和歌山港～徳島港～四国横断～(瀬戸内海)～福山～などを考えたが、復路で高速利用の可能性があるため費用の面も考慮して8時までに京都市内を抜けられるように早朝5:10に出発する運びとなった。
風がひんやりと肌に冷たい。長袖のジャケットの下はポロシャツと下着なのに、じわっと寒さがしみてくる。空には雲はほとんど無いが、まだ青さを増してこない。“日の出のあの赤い色で空を焼いてからでないと青くならないとは洒落てますな"なんて思っていると、松阪郊外のインター付近で伊勢湾に登った太陽が街中を真っ赤にしている風景に出会った。海は光らない。しかし街が赤く光って輝いている。伊勢湾の向こうには知多半島が霞んで見える。しかし、止まって朝焼けを眺める余裕はない。この時間は車も少ないため、できる限り急いで、京都に何時に着けるかが勝負である。通勤時間帯には市内を抜けていたい。
お盆のラッシュも手伝って京都市が近くなると車が多いようだ。長岡京市を回って亀岡入りをしようと考えたがやはり渋滞に悩まされた。亀岡、7:30頃通過。普段なら3.5hは必要だから、1.0h短縮かな。平均時速60Km/h。
国道9号線は鳥取方面に行く幹線道路だ。大阪・京都方面に出てきている人たちは、ほとんどこの道を通って帰省する。混雑は仕方ないか。福知山市付近まで車は多い。京都・滋賀・大阪・なにわ・神戸ナンバーの家族連れである。家族を松阪に置いてひとり旅と洒落込んでいていいのだろうか、と胸がとがめられるが何のその。特定の公務員(ポリス)の方がお仕事を始められる8時半頃まではアクセルをビンビン回した。あとはセーブをしなくてはならないことを肝に銘じながら。
京都府から兵庫県に入る直前の“夜久野ドライブイン"に9:45頃到着。今まで休憩無しだったので目が回るような感じで椅子に腰掛けた。食欲なんて毎度のことだが無い。ポカリスエットの1リットルボトルを買う予定にしていたが暑くないので飲みそうにもないので止めた。山の様な荷物の上にポカリをくくりつけているのもお洒落だと思いこんでいる私は子供かな。アイスクリームはツーリング中には食べない。お腹の調子に影響すると一大事だから鉄則にしている。フランクフルトなどを食べている人たちをみて、よく喰う気になれるなぁと思い、自分の疲労度を認識する。海苔を巻いたオカキが家にあったので荷物の中に忍ばせてきた。一枚頬張る。これが朝飯となってまた走り出すことになった。
─────────────────────────
'93・夏・山陰  (93.8.12～13)  [3]
─────────────────────────
“出石蕎麦"は今回もパス。みんなで来ることにしましょうか。和田山町を過ぎて養父町から『氷ノ山(1510m)』の南側に入る県道がある。もう400番台の国道になっているかも知れないが、こいつを走ってみることにする。只の田舎・山村の合間を走る道には変わりないと言ってしまえばお仕舞だが、それぞれには趣がある。七夕の笹を流した跡のある小川。子供達が網を持って魚採りに走り回る姿。お盆の用意で忙しそうな田舎のでっかい家。盆踊りやお祭のぼんぼりが連なる街並み。そんな風景を眺めながら、のんびりと走っていく。この先が『若杉峠(705m)』で、なかなか良い道であった。制限速度の表示はなく法定で定める速度(60Km/h)で走ってちょうど楽しい程のワインディングで全線舗装道路になっている。名前の通り杉の木が綺麗に植林された峠で、頂上付近は乗鞍を眺める安房峠みたいだった。(たくさんよく似た峠を越えるとちょっと自信もないが)きっと氷ノ山を北に見ることができたのだろうが、残念なことに気がつかなかった。
若杉峠を下るとR29である。第一印象は車が少ない。姫路市街を流れる揖保川の上流、分水嶺がこのR29にある『戸倉峠(770m)』である。ヘヤピンカーブの連続するこの峠はまたまたお薦めのひとつである。もし、日本海に出てから“山陰海岸国立公園"を通り、鳥取市に入ったら海水浴と帰省のラッシュで面白くなかっただろう、と思うとこの峠はごきげんである。
鳥取市に出るまでに郡家町と言うところでR53方面に反れた。(鳥取市街に行かずに山側を西に進む形となる)R53は岡山街道と呼ばれ、鳥取市と津山市/岡山市を結ぶ国道で、この岡山街道(R53)を少し南下し別れを告げ、佐治村から『辰巳峠(786m)』を越える。R179に出て倉吉市方面に行こうと言う魂胆である。辰巳峠を越えるといったん鳥取県から岡山県になり『人形峠(トンネル通過)』を越えてまた鳥取県に戻ってくる。
R179も車は少ない。人形峠は13:30～14:30頃の通過だと思う。全然暑くない。どこでも言えるのは、山間部は水温計も1/3程度までしか上がらず、道路に表示されている温度計は22～27℃付近が多く涼しい。関金温泉でも…と思って倉吉市街を少し通ってから大山方向にルートを取った。市街や平野部は暑い。関金温泉は共同浴場らしいところはなく、予想以上に寂れていたのでパスした。“無色無臭"の温泉にもそれほど興味が出なかった。
早く山にあがって暑さから解放されたい。そんな思いで地蔵峠(570m)を越えて“大山～蒜山スカイライン"(今は無料)に入る。中国/四国ツーリングマップにはスカイラインの表示はないが、道路標識は“大山・蒜山スカイライン"と書いている。『新小屋峠』を越えた後が“鏡ヶ成国民休暇村"でここで分岐して『鍵掛峠』に回るつもりがミスコース。蒜山高原の方に降りてしまった。蒜山高原の牛達が牛舎に整列して戻っていく様子をみて、そんな時間であることに気がついた。川上村から内海峠を越えてまたスカイラインに急いで戻った。
このスカイラインは、八ヶ岳の鉢巻道路と同じ感じで、大山の中腹をクネクネしながら一週する。見る方向を変えると大山という山はすっかり姿が違う。鍵掛峠から眺める大山(剣ヶ峰)は瓦礫の崖が切り立ち、沢が幾つも道路を横切っている道路から山を見上げると木が無いようにも見えるが、裾野方向には樹海が広がっている。スカイラインは標高800～900mを走っている。そしてここまで登ってくるのは一本のまっすぐの道路(地図を見れば分かってもらえよう)で、左右には牧場やブナ林が広がる。鍵掛峠に登っていく直登道路でのこと。エンジン快調と思いきやバックミラーに煙が見えた。嫌なものをみちゃったな。急に落ち込んできた。心理の起伏が激しいのが私の特徴であるが、バイクを止めてゲージを見ても『L』に達していない。(錯覚だったのだが)ああ、明日帰るしかないのか…。
大山スキー場の方まで行ってみると日本海が綺麗だ。境港市の方まで美保湾がくっきり見えた。山の裾野が大きいのもよく分かる。そんな景色も実はそれほどゆっくりと楽しむ訳でもなく、あちらこちらを下見した挙げ句どこのキャンプ場も同じほどの混み具合の様なので『桝水高原キャンプ場』に決定した。17:00頃到着。\400なり。
近くのお土産物屋さんでビールを買いだし(@450×3=\1350/1500cc)テントから半分顔を出して飲んだ。つまみは缶詰を用意していた。海苔卷きオカキと缶詰とビールの夕食を取りながら一日のルートを振り返る。バーナーを持っていないことを後悔し、冷たい水が無限にあるこういう場所にはウイスキーの方が向いていると思い、少しずつ暗くなっていく空を流れる雲を見て目が回るような錯覚を覚え、走行メモを書き出すこともしないで、眠りに落ちて行った。近くのテントでは家族連れの“夕げ"の歓声が聞こえる。薪がパチパチと音を立てているのが妙に心地よい。足腰が解放されて、頭の中が空っぽになっている瞬間である。流れ星は、薄雲が出て見えなかったのではないだろうか。私はすっかり眠ってしまっていた。
─────────────────────────
'93・夏・山陰  (93.8.12～13)  [4-1]
─────────────────────────
次の朝(8/13)は5:00に目が覚め、静かにテントをたたみ、6:00にキャンプ場を出た。大山は霧で剣ヶ峰の頂上は見えない。こんな早い時間なのに散歩をしている人の姿も多い。すがすがしい空気で冷んやりとしているが、不思議にも寒くはない。道路脇の地肌の見えた空き地にテントを張っている家族連れも居る。秋に…と思ったが、信州の様に人で溢れるのだろうな。実際、昨日通過した蒜山の牧場付近は、どこかでみた様な人混みだった。このスカイラインを走って気がつくのは、道端で比較的よく見かける湧き水である。1リットルのボトルを用意すれば良かったな、ポカリの粉末は買ってあったのだから今一歩が足りなかったようだ。豪円山から米子方面に一気に下った。耳がツンとする。米子市内に入ったところでパラリパラリと雨粒が落ちてきたがすぐに止んだ。R9のバイパスができていて米子市内を遠くに見て西に走った。市内の工場群が煙を立ち登らせている。製紙工場かな。昔学んだことは記憶の彼方だ。天気はどんよりと曇っている。夏の暑さが増す日の朝はこんなものよと思って安心をしている。安来市から広瀬町を通り仁多町に入る道路からは天気が良好なれば大山がくっきり見えるはずであろうが、残念ながら雲の中である。
しかし、6:00～7:00頃はどこを走っても嬉しくなってしまう。安来市の市街にしても名もない街の商店街にしても「しん」としているようで、また、じっと耳を潜めていると声が聞こえてくるような気がするのである。旧街道の家並みが残っているところが他にも幾つも在った。こういう場所は早朝とか夕暮れとかに歩いてみるのが一番いい。街を抜けると山間にまた入っていくことになる。田舎風景はまた絶品である。家の軒先で何を燃やしているのか煙が立ち登る。風のない山並を煙が漂う。幾箇所もそういう風景を見ながらルートをR432に移し、仁多町・出雲横田方面に向かって快適に飛ばす。ここを反対方向に松江に向けて走ると小泉八雲で有名な八雲町を通って松江市へ出る。出雲市にも一時間程度ではなかろうか。残念だが、天気の都合やお盆の用事で引き返さねばならない。山陰はまだ序の口なのにほんとに残念だ。
“横田"という道案内をあてにして次の目的地“亀嵩"に急ぐ。亀嵩という在所が近づくと案内板がポツポツと出している。松本清張さんは偉大な人なんだ、特にこの街にとっては。街に入って少し走ったら『砂の器・記念碑』と言うのを見つけた。関心のない人にとっては普通の映画に出てくるロケ地であるにもかかわらず、今でもこの地を訪ねてくる人が後を絶たないそうだ。ハンセン氏病の父親とその息子とが別れるシーンが甦ってくる。実際のロケ地の駅は出雲横田駅であるが、亀嵩駅に行ってみたい。
朝っぱらからやっていないだろうと思っていたら、『亀嵩駅』の駅長さんが蕎麦屋さんで、“営業中"であった。始発から営業しているのかは、聞き逃してしまった。先客が一人居たのには正直言って驚いた。こんな所まで訪ねてくるバカな奴は私くらいだと思っていたのに、これが居るそうだ、お店の方の話によると。NHKの連続ドラマのテーマ音楽が奥の部屋から流れてくるのが聞こえる。8:00前後の様だ。走っているときに自然に口ずさんでしまうメロディーがあったのだがなんて言う歌なのかとずっと思い続けていたのがこのテーマ曲であったのか。思わぬ所で思わぬ解決となった。列車を待つ高校生風の女の子が、店と続きの駅の待合い室のベンチで本を読んでいるのが見える。蕎麦定食を頼んだ。蕎麦とご飯、冷や奴、キュウリとミョウガのあえ物、煮魚ひと切れ、ピーマンの炒めたもの一口ほどのの内容で\700である。朝食は取るつもりもなかったのにモリモリ食べてしまった。蕎麦つゆが薄味で醤油臭くないから“塩味かな"と思ってひとすすりして気がついた。先に運ばれてきたのは“蕎麦湯"ではなく“つゆ"であった。ひとくち食べて気がついて良かった。つゆをかけて再びいただいた。蕎麦は太い麺あり細いのありでとてもアバウトで、いかにも手打ちである。鰹節とネギしかかけてないさっぱりしたものであるが旨い。『出雲蕎麦』と言うらしい。展示館のように写真やサイン、新聞の切り抜きなどが壁に張り付けてある。松本清張、野村芳太郎、橋本忍、緒方拳、加藤剛…と一緒に撮った写真が貼ってある。出雲横田駅の(映画では亀嵩駅の)ロケ以外の場所も行ってみたかったな。私が食べ終わった頃、また一人カメラを持った同年代風の男性が現れ写真をパチパチとやり始めた。少し話をして“鬼の舌震"と言う名勝を教わって別れた。
[image: ]
─────────────────────────
'93・夏・山陰  (93.8.12～13)  [4-2]
─────────────────────────
“鬼の舌震(したぶるい)"は花崗岩でできた石が、ツルツルに侵食していて、全国でも珍しいと言うことだったのであるが、汗をかいて遊歩道を回って損をした。紅葉は綺麗だろうと想像するが、渓谷の奇岩などにはそれほど関心を持てなかった。やれやれ。この時にはすでにもう中国自動車道路を走って帰るつもりにしていた。天気は下り坂で夕方には雨になり、雨は明日も一日続くとうちのんが電話で教えてくれた。早く中国道に!とR314を急いだ。R314は、出雲市の近くから中国道・東城インタまでの道で、東城インタからはR182に変わって広島県・福山へと続いている。
R314の途中にJRのスイッチバック(全国に3ヶ所)で有名な出雲板根駅や“延命水"などと言う看板があり、車が止まっていた。また『奥出雲おろちループ橋』という二回転しながら登る日本一のループ橋があった。1992.4に完成した物らしい。壮大な景色は、言うまでもなくほとんど見ないで過ぎ去った。高いところは嫌だ!ただ、名前の由来は単純で、神話“八岐大蛇伝説(ヤマタノオロチデンセツ)"はここを舞台としている。ここの“道の駅"予定地で言葉を交わした人がいた。DT200WRに乗る彼はGPZ900を売り飛ばして独身最後のツーリングだそうだ。4ストにすれば良かったと言っていた。納得。
東城迄の間で一度、ミスコースをして時間をくった。R314は、と言うより300番を越える国道はミスコースに要注意と言うことか。集中力が無くなっているのか。
12時迄には高速に乗りたいと思って東城までたどりついたら、少しケチって新見まで地道を走って行く欲が出た。新見インターに入る前にポツポツと雨が来たかな、と思ったらザーッと降り始めて来た。料金所の近くのGSで屋根を借りてカッパを着て高速に乗った。12:30。大阪まで約250Kmあるがどこまで降っているのだろうか。山間部だけの通り雨てな訳には行かないものか。
何分走ったのか(約2.0h)、加西SA(だと思う)の少し前で雨があがった。カッパを脱いだらまたパラパラと来たので大急ぎでバイクに跨り全速全開。途中で見かけた検挙中のポリスから少しでも離れるように飛ばした。もちろんバックミラーには十分に注意して。ほとんどスピードメーターの9割程の速度で走ったおかげで燃費は最悪、いつもの2/3程度の様子が燃料計を見ても分かった。楽しかったんだし、まあいいか。大阪の街が近づいたら生暖かい風が現実感を運んでくる。エキスポランドの観覧車を見上げながら近畿自動車道路(中央縦貫)に入り西名阪国道へ。近畿道は大阪を北から南まで走って\400とお得でだ。西名阪も\250+\250で松原から天理まで行ける。後は一般国道で、ポリスに気をつけて走ればOKだ。
吹田に15:00頃。伊賀上野に16:30頃。時雨始めた空模様の下、伊賀上野から長野峠を越え津市に出るところなんぞ、往路・復路で同じ道を選ばない心理が残っていたのか。狭い峠道をスリップを気にしながらわが家にたどりついたのは18:00頃だったと思う。終始口ずさんでいた歌で印象的だったのは、ヘイジュード/ええにょぼのテーマ曲/雨の猫柳(替え歌)であった。
─────────────────────────
　　あとがき
─────────────────────────
かなり余計なことを書いています。思ったこと、見たことを思い出せる範囲で書いたのですが、帰ってきてからでは限界があります。
やはり旅は、その瞬間が大切であると思います。
消えて行ってしまうはかない思いもあってこそ、また旅に出ようと思います。
────────────────────
　データ
────────────────────
松阪                 0Km/0Km
川原町 　14.0L \1846 336Km/336Km  (24.0Km/L)
東城インタ付近　　14.0L \1900 355Km/691Km (25.4Km/L)
松阪                          69Km/760Km
────────────────────
全走行距離　760Km
────────────────────
*　意外と距離は短かったな。　　　　　　　　
*　ガス代、高いな->税込みで@130ーを越えている!
*　会社のカードで@116ーだからな。
ビール　　　　　　\1350
キャンプ場　　　　\400
蕎麦定食(亀嵩駅)  \700
子供へのお土産　　\350
中国自動車道　　　\3850
近畿自動車道　　　\300
西名阪国道　　　　\250
西名阪国道　　　　\250
--------------------------------------------　　　
合計　　　　　　　\7450
*　近畿道は全線を走ればお得で便利。　　　　　　　　
*　雨の中国道はお薦めできません。カーブ多し。　　　　　　　　
*　『蕎麦定食』賞味されたし。
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湯豆腐ツーリング('93.11.3)
[拾遺篇]
湯豆腐ツーリング('93.11.3)[拾遺篇]
昔に湯豆腐を喰いに行ったレポートがありますので、発掘してきました。
何故かって…、先日、11/25にまた同じ店に行ってきました。
今度は、ネット友だちのカメラマンさんとばったり会って…
その時の様子は別途として、拾遺篇を少し、長いですが…。
---<*>---<*>---京都・湯豆腐ツーリング('93.11.3)---<*>---<*>---
11/3。
夜明け前に外に出てみた。星はひとつもなく空はぶ厚い雲に覆われている。街の明かりを少し反射してか、夜明け前の光を感じてか、今にも手が届きそうな高さで雲がどんよりして動かないのがわかる。新聞屋さんが配達に回るバイクの音が遠くから聞こえてくる。それ以外は静かである。
向かいの家の玄関に明かりがともっているので早朝からゴルフかなと思っていたら、自動車の音がしてそそくさと行ってしまった。「車の音で目が覚めた」とぼやきながら起きてきたよめはんは言いたいことだけ言って又寝に行った。わが家のよめはんは天性の朝寝坊の様である。
何はともあれ、冬物のシャツとセータ、ジャケット、その上にウインドブレーカを着て出発した。関ドライブインに8:00に集合である。家を出てガスが50km分程しかないのを気にしながらスーパー農道を飛ばした。
 
途中でガスを補給し関ドライブインに着いたのは8:00に5分前だった。関ドライブインは8:00開店でそれ以前に使用するには要注意だ。Wちゃんは20分も待ったと言っていたがバスの待会所で待たせて申し訳ないことをしてしまった。
いつものように名阪国道を飛ばした。車は休みとあってか幾分多い。伊賀上野市内で降りて御斉峠を目指した。伊賀上野は盆地で周囲を山に囲まれている。その山々は霧の中であった。御斉峠に行く道もいつもなら市内からよく見える。山に斜めに登っていく様子が筋になって見え、行ってみたいという気にさせてくれるが今日は霧の中であった。残念。
紅葉が始まっている峠道を快適に飛ばした。対向車もなく寂しい峠であった。
<御斉峠>織田信長が明智光秀に本能寺で討たれた時、豊臣秀吉は備中高松城を水責めにしていた。ちょうどその時、堺見物に出かけていた徳川家康は伊賀忍者(服部半蔵の一族と言われるが?)に先導を受けてこの御斉峠を越えたと云う。見るも無惨な格好で這うように尾張へと急いだと云う。時は1582年であった。
峠には、『切り通し多羅尾寒風押し通る』(山口誓子)の句碑がある。冬に来ると、本当に寒い。
霧中に市街は霞んで上野城郭跡の姿さえ見えない。恐らく戦国に時代もそうは変わらぬ景色であったのではないだろうか。亀岡城から大堰川沿いを抜けた明智光秀は、(これから行く)嵐山の水田の中を未明にドボドボと渡り本能寺に向かったのだろう。時代をワープしてしまってその頃の情景も連想していると、霧の中の伊賀盆地は戦国の世の姿と変わりはなかった。
信楽の街を抜けて京都・宇治に出た。宇治橋の端にある通園という茶団子屋でお茶とした。抹茶+茶団子で\480。宇治川の水量はちっぽけな川の割に多く流れも速い。釣人が点々と、ほどよい秋の風情を楽しんでいるように見える。ここでウインドブレーカーを脱いだ。
※　『通園』:茶団子が旨い。
※　『宇治川』:琵琶湖から大阪湾に流れる川。
次に嵐山を目指した。嵐山は人・人・人であった。まだピークの人出ではないがまずまずの賑わいか。湯豆腐屋を探して歩いた。『西山艸堂』を捜し当て時間を聞いたら11:30開店直後で14:00まで待たなくてはならないと言う。
※　『西山艸堂』:にしやま・そうどうと読む。
天竜寺から大堰川に出る道の途中にある『嵯峨野』という店で食べることにした。\3000、10品。味については述べるほどグルメではないので控える。『森嘉』の豆腐を使っている。
※　『森嘉』:嵐山の豆腐の老舗。
朝から長蛇の列で買ったばかりはまだ暖かい。庭を通り抜けて座敷にあがって、男二人の食事は甚だ寂しいものであった。女連れで来る時はここを利用するといいだろうな。Wちゃんを嵐山の奥の方を案内しようかと思ったが人が多くてやめた。私の好きな『祗王寺』にもぜひ連れて行きたい気もしたが押しつけも良くないし…と思ってよしたのが中途半端でまた良くなかったかな。
『大覚寺門前』～(時代劇のロケが多い)『広沢の池』～宇多野～『御室・仁和寺門前』を通り『龍安寺』に行った。昔にも客人を案内してここに行った。(と帰ってからよめはんが補足した)庭を鑑賞する。龍安寺は、穴場かも知れない。よその観光ガイドの人の案内を並んで聞いてうなずく。
さあ、帰りましょうか、と言い出したのは14:30頃だったか。
京都市内を北から東に走り抜け山科を通り、大津市からは信楽方面にそれて狭い道に入った観光バスの“うすのろ"ぶりに悩まされたりもしたが、信楽鉄道の慰霊塔の脇を通り拓殖の方に出るルートを走った。
名阪・関インターでWちゃんと別れて帰途に着いた。16:50。暖かい一日だったが夕方にはまた朝の寒さが戻ってきていた。雲ひとつない夕焼けが鈴鹿山脈から経ヶ峰あたりを赤く染めている。東に走るWちゃんはこの夕焼けを背にして名古屋に向かって走るので、ちょっと申し訳ないことをしたかなとまたまた恐縮してスーパー農道を飛ばした。
帰宅時間17:55。
全走行距離:推定310Km
諸費用:
茶団子+抹茶\480
湯豆腐セット\3000
龍安寺\400
JRのCMみたいなところ?
そりゃあ、例えば、湯豆腐屋さんの前にとめたバイクの姿だって、垣根を掃除するおばさんだって『絵』になります。
PS:湯豆腐の値段は少しあがって、今年は\3,500でした。
※この発掘レポートは、2000年ころのものでしょう。
湯豆腐の価格は、2008年のものは不明ですが、4000円以上5000円未満かと思います。
あれ以後、全国から見た京都熱は燃え上がりつつあり、人の集るところには尚一層の人の波が押し寄せるという大バカ国民体質を露呈していますが、美味い物は美味いので、もしお越しの節はどうぞ。
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GW：「夢をさがしに」〔九州〕〈伝説のツーレポ〉
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夢をさがしに/九州(＇94・GW)
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
『夢をさがしに/九州』(＇94・GW)
─────────────────────────
 
★期間:1994年4月29日-5月5日
★場所:四国-九州
★バイク:GSX
 
∞はじめに∞
 
J君から手紙が届いたのは4月20日頃のことであった。(母校である上智大学の講師から)「鹿児島純心女子短期大学に助教授として着任することになりました」と書いてある。
 
奴のニタッと笑う顔が思い浮かぶ。「よし!ひとっ走りして会ってこようかな」と、私の決心が固まっていくのはそれからの一週間のことで、ツーリングマップの九州編を買いに行ったり、GSXのリアタイアを交換したりで休日は過ぎていく。Jの奴には葉書を一枚出して「GWには九州に旅に出て鹿児島に寄りますので…」と書いておいた。
 
旅の詳細計画は出発の前日になっても全然立っていない。「船の中で考えればいいだろう」と考えている。いつもほど胸をわくわくさせるようなこともない。GSXの不調が気になっており、修理しても直り切らないGSXの調子を確かめたい旅であるのかも知れない。来年(＇95)の夏の車検までの間でこのGSXでロングツーリングができるチャンスはそう多くはないだろうと考えると、少しでもツアラーとして走ってあげたい気持ちがあったことは確かだ。義務のような感じを持っていたかも知れないが、自分では説明できない。
 
とりあえず、和歌山から徳島に船で渡り四国を横切ってもう一度船で九州に渡ろうという荒技を考えている。
 
前夜、彩と約束をした。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・(1)お饅頭のお土産を買ってくること
・(2)おもちゃを買ってあげること
・(3)お風呂で遊んであげること
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
と紙に書いて、お父さんのサインをした。彩にとってのGWは京都に行って(従兄弟の)ちいちゃんと遊べることの方が楽しいので、簡単にお父さんのツーリングを許してくれた。
 
準備するものを忘れぬようにメモ用紙に書き込みながら雨対策のことを考えている。雨が一番心配だが、連休初日に晴れていたら出発と決めた。途中で降ったら仕方がない。お風呂の中から
「下着は5日分、家にある古くて棄てる奴を入れて、それから帽子と眼鏡も…」
と純子にメモを追加で頼んでいる。
 
さて、書き始める前にツアラーについて少し。旅の途中で何度も自問自答を繰り返しながら「何故に走るんだろうか」を考えた。(毎度のことであるが)答はあるようでないのかも知れない。「腰が痛くなって寝返りが打てなくなるのに走るの?」「博物館も庭園も見ないで、ただただ走り回ってくるのがそんなに楽しいの?」と聞かれそうだ。
 
バイクに乗る人をライダーと呼ぶがすべてがツアラーとは限らない。ツアラーである必要もない。私の場合はライダーというよりはツアラーだと思う。別にバイクでなくてもいいのかも知れない。
 
チャリダーになれるほど強靭(狂人)な精神力と体力があればそれに越したことがない。また、トホダーになるための根性があればトホダーでも良かった。しかし、軟弱だからライダーなのである。風を感じて走るという点では、ライダー/チャリダー/トホダーは仲間なんである。
 
旅とは何だろう。ライダーの旅人をツアラーと呼ぶならば、ツアラーはわがままで、自分流に感激したがる人が多い。色付き始めた道端の麦の穂をひとつ戴いてバックの地図の1ページに挟むことができるほどロマンチストでもあるのではないか。
 
海や山の匂いを感じて走る。雨にも打たれる。(バイクに乗らない人にはわかってもらえないかも知れない)自分のための自分だけの旅を求めているのだろうか。気まぐれで当てのない「さすらいの旅」に憧れるのだろうか。まだ見たことのない場所に行くだけならJRや車でもかまわないのだから。
 
不思議な魔力を手がかりに、もしかしたら見つけられるかも知れない、そんな夢をさがしに旅に出るのだと私は思う。
 
『夢の国への扉』なんて簡単に開くんだ。鼻歌混じりで出かけることにしよう。
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『夢をさがしに/九州』(＇94.4.29)
─────────────────────────
 
∞＇94.4.29∞
 
のんびりとした朝であった。出勤と同じ時刻に目を覚まし、前夜にまとめた荷物をバイクに積む。そうしている間に、彩は起きてきて私を見送ってくれる。子どもが寝ている間に、その寝顔に挨拶をしてから出かけるケースが多かっただけに、子供と言葉を交わしながら出発することに少し不安を持っていたが、それほど辛くはなかった。出発風景はまったくドラマチックではなく、いつもと同じように
「又電話するから」
と言って家を出た。9時半頃のことで、天気は快晴、暖かくて日差しがまぶしい。
 
一昨年の四国ツーリングで和歌山港から徳島までの船を使ってみて便利だった時の印象が強烈だったため、勘違いして記憶して松阪~和歌山は近いんだという思いこ込みを持っていた。いつもの様にR166をのんびり走り、高見峠を越えた。新道が開通してから初めて来る高見峠である。連なるカーブを60Km/h程度で快走する。新緑が湧き出るように目に飛び込んでくる。新しい道のせいだろう、車も幾分多いように思う。
 
お昼前に和歌山港に着いて夕方までには四国に行けるだろう、と考えていたのがとんだ勘違いであることに気がつき始めるのは、R166をそれて吉野の町に入ってからのことであった。R169~R370~R24と走るにつれて、思うように和歌山が近づいて来ない。交通量は驚くほどでもないが、時間はどんどんと過ぎていった。
 
忘れ物はなかったかな、と考えたときにハッと浮かんだ。
「バンダナ、忘れた」
ああっ思わず声に出してしまった。純子が買ってくれたバンダナを交通安全のお守りの代わりにしているだけに残念だ。和歌山市内で買えばいいか…と思いながらR24をひたすら西へと進んで行く。
 
12:15和歌山港着。次に出航するのは13:30の船であった。待っているバイクの数は30台程度だろうか。バイクの乗船は予約システムにはなっていないそうで、NO.5の番号札をもらってフェリー接岸壁で空きを待つ。心配なかれ、
 
「待てば海路の日和あり」である。13:30発のフェリーに乗れた。それほどウキウキしているわけではなく、約二時間ウトウトする間に小松島に入港、バイクはしんがりで下船となるため16時頃にやっと四国の地に降り立つことができた。感激はまだ沸き上がってこない。二度目であることと、今回は「九州」という大きな目標があるからだろう。
 
まだ走ったことのない道を走りたいと考えるのは、ほとんどのライダーの気持ちだと思う。R192を西に走って今日は何処まで行けるだろうか。「四国三郎」の名も冠す吉野川に沿ってR192は続いている。
 
「今夜のお宿はどうしましょ」といつものように独り言を呟きながらノロノロと西に走り続ける。
 
四国が目的地でないので剣山方面に伸びる国道や県道もそれほど気にならない。ちょうど貞光町の警察署の前で休憩となった。オイルの燃え具合を気にしてゲージを覗き込んで、なかなか走り出さない私を見てか、警察署の二階の窓から「○○○○さん」と呼ぶ声が聞こえた。「青年さん」と呼んだのだろうか。良く聞き取れなかったが、返事をしてハンサムな＂小林薫＂風の職員の人と話し込んでしまう。
 
ポリ「何処へ行くの?」
私「九州です」
ポリ「何処に泊まるの?」
私「決めてませんけど、公園とか、学校とか…」
ポリ「もう少し走ると愛媛県の川之江市という所まで行けますよ…」
…
 
バイクの調子が悪いことなど、聞かれてもいないのに私の方が喋りまくるから、最初は閉口気味だった警察の人も少しづつ話にのり始め、挨拶程度に交わした言葉から話は弾んでいく羽目になった。結局、長い休憩となった。17:00を過ぎている。「気をつけてね」と言い見送ってくれる警察の人にピースで別れた。
 
NAKAさん(中日ネット)が琴平のYHに泊まったというツーレポを書いていたのを数日前に読んでいたので、最悪の場合は琴平YHというのが頭にあって気分的に安心していたのだと思う。電話で空きを確認した後、R192からR32に進路を変更して池田町から猪ノ鼻峠[420m]を越えた。快適でごきげんな峠である。山の斜面に点在する民家の風景が絵になる。カメラを出して写真を撮ればよかったと思うのはいつも後のことで、一端走り始めると止まるのが億劫になる。「まあいいか」で済ませて後悔ばかりしている。
 
琴平町は「金比羅山」で有名な街である。小さな街の参道だけが独特の賑わいを持っている。琴平着は19時半頃。琴平YHは参道の石段の付け根付近にあり、割とオンボロで、歳をとった夫婦でやっている。中国の研修生の団体が泊まっていて一般客は少なかった。バイクも5台ほどである。トイレも綺麗とはお世辞にもいえない。
 
食事のために20時過ぎに街へ出た。少し時間が遅くなっていたこともあって、店は閉店し始めていたというよりほとんど閉まっていた。参道の街灯もお愛想程度の明かりである。暗くなったらお客さん(参拝客)は来ないので営業は終了らしい。一軒だけ路地裏で開けていたうどん屋に入って『てんぷらうどん』を注文した。
 
店の中を、どんぶりを持って往来するオヤジさんが
「テレビをつけて阪神-巨人戦にしてくれ」
と私に無愛想に言う。
 
「どっちが勝ってる?」
と聞く。
 
何てオヤジだ。お客を使うとは…。さらにオヤジは出来上がったうどんを運んで来てお客に
 
「夏目溂石が松山に先生として来た時に友人に手紙を書いたんだ。その時の手紙に出てくるのがこの『八幡浜』の蒲鉾だよ」
 
うどんに入っている蒲鉾を指さし、食べているお客に講義をしている。こういう講釈はバカバカしくて面白く、嫌いでない私は、ニタニタしながら隣で聞いていたに違いない。講義を受けている若いアベックも相づちを打っている。
 
店の外観や食卓まわりの雑然さとは反対にうどんの味は旨い。値段は\600である。『ざるうどん』なら\300である。コシのあるうどんに鰹だしで関西風の味である。オヤジさんが作ってくれているのを見ていたら決して衛生的には見えない(思えない)ところもあったが、味は旨かった。
 
YHに戻って蚊のいる部屋で缶ビールを飲みながら同宿者と話をしていたら、偶然、その店で食べたという人と一緒になり、うどんの話になった。「立ち喰いかと思った」と言う。
 
「「屋島」で海を見ていたら感激してね。何でもない景色なんですが…来て良かったと思いました」
と語る若者の言葉に、彼の旅人としての気持ちが理解できる。
 
YHに泊まっている人達2~3人と話すうちに明日の計画を変更しようかという迷いが生じる。しかし、「北四国」には再度来ることにして「明日は九州だ!」と心に誓いながら眠っていった。本日の走行距離:223Km
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『夢をさがしに/九州』(＇94.4.30)
─────────────────────────
 
∞＇94.4.30∞
 
琴平YHを出発したのは9時半頃である。今日は移動日で、九州上陸を果たすのだ!という気合いが朝になって出てきている。高松界隈や屋島を回って帰ろうという軟弱な気は失せている。私を元気づけるように晴れ上がってくれた。GSXは、やはりオイルを少しづつ食っている様子で、200cc程のエンジンオイルを補給してから出発した。
 
R377を南西に向かって走り途中からR11に合流する。『こいのぼり』がちょうど良い具合に風に吹かれている。風速2~5m/sといったところか。この地方の『こいのぼり』は、一本の支柱にアルファベットの『F』の字のようになびかせるのではなく、カタカナの『イ』の字の『ノ』の部分に垂直にぶら下げてある。推測するに、どうもこの地方では風が強く吹かないためにされた工夫ではないだろうか。たくさんぶら下げて見栄(?)を張るのは何処の地方でも同じ風習で、快晴の空の下で気持ち良さそうに泳いでいる。
 
新居浜市から松山市までは定期便のトラックの姿も多く、排気煙の中を淡々と走り続けなくてはならない。小松町から松山市へ途中にある「桜三里」の桜並木の街道を通って松山市方面に向かう。(四国を地図で見て下さい)北側の窪んだところを通過してきた訳で、GWだから仕方がないにしても、道は混雑している。渋滞は嫌だ。
 
松山市郊外で少し県道を走って市街をパスし伊予町からR378に入る。瀬戸内海の穏やかな海を右手に見ながらシーサイドラインを快適に走る。R378は車も少ない。久々に海の匂いを感じた。ついついアップテンポな16ビートのリズムが鼻をついて飛び出す。店が乱立するわけでもなく観光化されているわけでもない快適な道が続いた。
 
ごぜが峠[320m]の上りは一車線のタイトコーナーの連続である。今回訪ねようとしているJ君が高校時代に自転車でこの峠を内陸側(南側)から越えた時の話を大学一年の時にしていたのが印象的だったから、こだわって私はこの道を選んだ。桧林の合間から瀬戸内海が見える。漁船が幾つも浮かんでいる。貨物船も見える。
 
峠を上り始めると、海の匂いから木の匂いに変わった。峠を越えて南向きの斜面に差し掛かったら蜜柑(みかん)の林が一面に広がり始める。温室栽培もおこなっているようである。
 
ツアラーとはそんな自分だけの感激を求めてこだわりの旅を続けているのだなんて独り言を言いながら一気に300mを上がっていく。昨日の猪の鼻峠に続いて、今日のごぜが峠は嬉しく楽しい峠である。また来たい。
 
国道がR378からR197に変わるとそこは佐多岬「メロディーライン」である。道幅も広くなり高速コーナーが続く。伊方原発をチラリと見ながら先端の港町、三崎町を目指す。汗ばむような陽気である。道端の畑には煙草の葉(だろうか?)が栽培されている。じゃがいもやえんどうの花も風に揺れている。他にも初夏の花がたくさん咲いているが、名前を知らないのが残念である。メロディーラインというよりはフラワーラインと呼ぶ方がふさわしいように思う。
 
佐多岬から佐賀関までは約一時間である。穏やかな豊後水道を揺れることなく船は進んでいく。
 
「さて、今夜は湯布院あたりで寝ることにしましょうか」
 
と一人でぶつぶつ言いながら別府市内を通り抜けた。別府の「地獄めぐり」はパス。10年前のこのGWに純子と訪ねている。純子と来た九州をひとつひとつ確かめて、今、私はツーリングを楽しもうとしている。
 
別府市街から鶴見岳の山並へと一気に駆け上がって湯布院側へ出るとやっと九州らしい景色に出会う。やっぱし火山の国であった。納得できる景色である。狭霧台からの由布岳(豊後富士[1854m])と湯布院の温泉街の眺めは格別である。止めたバイクのエンジンを簡単にかける気にはなれず、寝る場所も決まらないのに凄い余裕である。
 
若いアベックにシャッターを頼まれて、その後、少し話をした。
「私たちキャンプなんです。この先キャンプ場ありましたよね」
と言って仲良く寄り添っている。いいなあ、若いってことは…。
 
峠から湯布院の駅まで降りて、共同浴場とテントを張れる場所をさがしたが、駅にはヤンキーの兄やんがいてテントを張るとかベンチで寝るとかは不可能と判断。「やまなみハイウェイ」の途中にキャンプ場がたくさんあると街の中で教わり、そちらに行くことにして仕方なく湯布院は諦めた。やはり、悔しい。
 
もう19:00をすでに回っている。やまなみハイウェイの有料道路のゲートが無人になっていることに期待をして阿蘇山系に入ることにした。目指すは長者原キャンプ場である。料金所ゲートには残念ながらおじさんがいた。
「ここで料金を払うんですか」
ときいたら
「そのための料金所です」
だって。日本語の通じない人だ。
 
長者原が近づくと硫黄の匂いが鼻をつく。九住山[1787m]の山肌から煙が吹き出している様子が見える。レストハウスの前の駐車場にバイクをゆっくり入れると尾張小牧ナンバーのZ900氏と視線があった。傍らにバイクを止めて話しかけたら、この駐車場にテントを張るつもりだという。「良い方法だね、二人の方が心強い」などと話しをしている間に日はすっかり暮れて星が瞬き始めた。
 
ワンボックスのバンを家にしているおじさんに話掛けられた。「筋湯というところがあってそこはイイお湯」とか「ここにテントを張ると係員が追い払いに来るが遅くなら大丈夫」とか、いろいろ話して車に戻って行った。
 
「やまなみハイウェイ」を上っていくバイクのライトが宵闇に映える。排気音(エキゾーストノート)が山にこだましているのが聞こえてくる。無上な寂寥感に襲われる。この溢れる人の中で不思議なほどにそれを感じながら、一方で、九州に来たんだなという感慨が少しづつ満ちてくるのがわかる。
 
Z900氏との話しは早々に切り上げてテントへは21時頃に潜り込んだ。駐車場のまわりでバーベキューをする人達は、まだ賑やかである。彼らはどこで寝るのだろうかと思いながらテントの中でぼんやりしたり、蝋燭ランタンの灯火で地図を見たりしている。まわりの人達はどうやら車の中で寝るらしい。深夜、遅くまで車の音が消えない中で(駐車場だから仕方がないが)一日に疲れがすっ~と引いていく。(しかし、地面に寝るより布団に寝る方がいいに決まっている!)
 
そうだ!今日は食事も取っていない。非常食は…カロリーメイトが二切れ。しかも賞味期限が一年以上もオーバーである。とりあえず寝よう。
 
「わあ、流れ星!!」
 
若い女の子の声が聞こえてくる。風も少し出てやや冷え込む様子だが寒くはなく、安堵感とともに次第に眠りは深くなっていく。
本日の走行距離:332Km
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
『夢をさがしに/九州』(＇94.5.1)
─────────────────────────
 
∞＇94.5.1∞
 
深夜になって風が出てきている様子で、眼が覚めた。3時頃だった。月が出ている。月齢で16、17ってところだろう。九住山[1787m]の方向に輪郭をぼんやり滲ませながら出ている。雲もなく風はやや弱い。テントから出した顔に外気がツンと冷たくテントに流れ込むのがわかる。もう一度シュラフに潜り込んで寝てしまった。
 
野営場の朝は早い。長者原は有料道路の途中なので、早朝から車の音がやかましく、5時頃には眼が覚めてしまい、テントは6時過ぎに撤収した。昨日は食事なしだったため朝から腹が減って仕方なく、カロリーメイトを二切れ食べた。結構いける。癖になりそうだ。
 
牧ノ戸峠[1230m]を7時頃に越えて瀬ノ本高原に出た。「やまなみハイウェイ」に必要以上に料金を払うのは嫌なので黒川温泉方向にR442を降りることにした。
 
途中に「瀬ノ本YH」の看板があり、立ち寄って--九州のYHの一覧を頂けませんか?とお願いしたら一冊のガイドブックをくれた。これは非常にありがたかった。さらに--温泉ありませんか?と尋ねたら--黒川温泉があります少し下って温泉街に入って温泉組合の事務所の所を降りていくと共同風呂がありますよと教えてくれた。強く薦められたわけでもなかったので期待はしていなかったが、昨晩に風呂に入れなかったのでとにかくひと風呂浴びることにした。
 
黒川温泉は静かな山間の温泉である。特に大きなホテルがあるわけではなく、湯煙がたち昇っている様子もない。露店風呂のはしごを楽しんでいる連れ合い同志が下駄の音を狭い谷間に響かせて歩いている。浴衣姿が爽やかである。その点、私はむさ苦しい。革を着てくるべきではなかったかと後悔するが今更始まらない。少し靴づれをし始めたのを我慢して共同浴場へと向かった。贅沢にも朝風呂である。
 
共同浴場は地元の人達のために作られた銭湯形式のもので、旅人には\150(地元民はタダの様だ)で開放してくれている。囲いがなければ只の池の様な雰囲気である。お湯の方は最高に素晴らしく、アルカリ性の単純泉の部類だろう、少しヌルッとしていて肌にも優しそうだ。浴場には鍵はなくシャワーもない。石鹸も当然ない。浴槽のお湯が上湯と下湯に分けてあるのは、掛かり湯は上湯を使い、浸かるのは下湯に行くよう配慮がされているのだろう。タオルしかない私は、石鹸なしで身体を洗い流した。顔や首を洗うタオルが真っ黒になっていく。排気ガスやほこりで意外と汚れたみたい。
 
共同浴場から上がってきたら温泉組合の売店事務所を開けてちょうど職員の人が掃除をしていた。革を着ると汗が吹き出すのでTシャツのまま売店内のベンチで休憩をさて戴くことにした。3つの露店風呂がハシゴできる「露店風呂温泉手形」というのがあって、\1200である。少しの休憩の間だけでも何人かがチケットを買って行ったのをみて私も行きたかったが、諦めた。\1200はまあまあの値段だが。
 
「コーヒー:\100」と書いてコーヒーメーカーの横の手作り貯金箱に貼ってある。無性に飲んでみたくなって、休憩がさらに長引いてしまう。気持ち良い風が窓から吹き込む。今日はのんびりと走ることにしよう。
 
黒川温泉を出て満願寺温泉の街を通ってR212に出た。R212は、北九州から阿蘇山カルデラの内までくる国道のひとつである。観光の車がさすがに多く、世間はGWなのだなと実感する。阿蘇の外輪山は山というには大きすぎて、頂上付近は大地と表現した方が正しいかもしれない。火山岩の上に、少しではあるが堆積した土があり、植物は乏しい。ブナの林が新芽を吹き出し林となり、そのまわりの高原には放牧の牛の姿も見える。車を止めて山菜(ワラビだろう)を採っている人の姿が目立つようになってきた。高速道路のような道の脇に車を駐車しているのは危ない。
 
阿蘇の外輪山を越えるところ、峠の頂上付近でR212は「ミルクロード」と交差をする。「ミルクロード」は、外輪山の上を線で結んで200度以上ぐるりと回る快適な広域農道である。R212との交差点から少し右に回ったところに大観峰の展望台があり、ここからカルデラへは急斜面になっていて、崖っぷちの下の街が一望できる。ミルクを飲んで朝食にしようと考えていたので、大観峰の駐車場で早速飲んだ。\200は高いと思うし、普通のミルクで特に旨くはなかった。
 
今日の予定はゆっくり走ることで、どこに行くかはまだ決めていなかったが、阿蘇の「ミルクロード」をのんびりと楽しむつもりである。心に余裕があるのがよくわかる。
 
駐車場でぼんやりしていて気が付いた。あれれ、左手袋(グローブ)の中指と薬指が擦れ合って孔が開いている。手入れが悪いのも理由だろうが、先日から豆ができる時のように擦れて痛かったのが原因らしい。それほど使わなかったのに残念である。
 
しょげていたら、なにわナンバーのCBR250の可愛い子が隣にバイクを止めた。
「大阪からにしては荷物が少ないけど…」
と話しかけた。
「違うんです。今は北九州、柳川って知ってます?あそこにいるの。大阪に5年いて今年の2月に実家に帰ったの」
アルバイターなのかと聞いたら違うという。本物のプーだという。
「ライダーはわがままで他人と一緒に走ると意見が合わない時があり、だからみんな一人で走っているのですよ…」
と口癖を呟いてしまう。会った人にはいつもそんな話をしてしまうが、そんな私の話に相づちを打ってくれる彼女も何の目的もなくブラリ出てきた様子である。
 
景色もろくに眺めないで、出会った彼女と草むらに座り込んで話をしているのが心地よい。サラサラに乾いた土がお尻に付着するのを払いながら、立ったり座ったりで時間は過ぎていく。石野陽子の様な雰囲気の子で、意識をしてかどうかは不明だが、なびく髪を手で後ろにかき上げている仕草が似ている。北九州からだと日帰りの距離だと彼女は言う。あれれ、話は2時間近く続いた。
 
さてさて、いい加減で走り始めないと、この子に恋をしてしまいそうだ。
 
「じゃあ行きます。」
…どこかで、また…
 
『どこかで、また…』は、動き出しているエンジンの音で聞こえなかっただろう。＂また、会えること＂など有り得ないのだが、私はそう言いたかったのである。彼女にとっては、どうでもいい言葉であっても、私はそう言いたかった。
 
ライダーは走り続けなくてはならない。これは宿命である。別れとはこういうものだ。旅を続けよう。
 
「ミルクロード」を右まわりに、外輪山の南東方向へとバイクを走らせる。途中、「やまなみハイウェイ」と「ミルクロード」が交錯するするところに城山展望所がある。ここでミルクをまた飲んでみた。こちらは旨い。景気のイイ売店のおばちゃんに薦められたのが理由だが、かけ声は嘘ではなく本当に旨かった。彼女が言うには「やまなみハイウェイ」は6/22から無料になるらしい。みんなに教えてあげなくては・・・
 
10年前のこの季節に純子と来た道のりは阿蘇の温泉街からこの城山展望所を越えて「やまなみハイウェイ」を走って別府に辿り着いた。雨の中を走って寒かったのを思い出す。R57~R265を走って高森峠を目指す。途中、根子(猫)岳を眺めながら清室坂[900m]、箱石峠[870m]を越え、ぐるりと回って高森の街中の「らくだ山公園」らしい一角にある蕎麦屋で昼食を取った。国道沿いに大きな芝生広場がある。テントを張るには絶好だなと思いながらここでGSXにオイルを補給してやる。京都から来たZZRの男性と少し話をした。それぞれの人がそれぞれの走りを楽しんでいる。快晴に恵まれて誰に感謝をすればいいのだろうか。阿蘇を離れて少し南に行ったところに宿を取ろうと考えていたら、彼が市房YHの話をしてくれた。温泉付きYH。ここに決めようと思った。彼は、3日後くらいに市房YHに泊まるという。すれ違いか…。
 
高森峠の手前で電話をして道も確認した。あと150Kmほど走らなくてはならないという。なかなか険しい峠を越えなくてはならず、国見峠というらしい。
 
R265を五ヶ瀬町まで走ってコンビニで1.5㍑ボトルのアクエリアスを買った。すっかりアルカリイオン飲料水が定着して、とうとうボトルで買ってしまった。荷物の上に縛り付けて、さあ、国見峠[1130m]にアタックである。
 
バイクに乗り始めると食事を取ることが少なくなるので、せめて水分だけでもと思って定着したのがこの方法だ。カロリーメイトは売っていなかった。
 
国見峠[1130m]は、四国の剣山を南北に越えた時の道よりもまだ険しい。権兵衛峠(木曾)や天生峠(奥飛騨)を連想する。しかし、実際にはもっと険しい。初めて越える時は一層そう感じると思うが。チャリダーを一人追い抜いた。今日中に彼は峠を越えられるのだろうか…と思うほど上り下りが厳しい一車線の国道である。おお、これが三級国道の楽しみよ…と独り言も尽きない。飛行機の着陸時に見えるくらいの高さで眼下に上って来る車が見える。ガードレールがないから余計に恐い。私は高いところが(恐いから)嫌いなんだ!!
 
椎葉村は、九州中央山地のやや南寄りの山深い村である。日向市に行くにしてもクネクネの国道を2時間以上も走らねばならないだろう。椎葉村から人吉方面へはもうひとつ分水嶺を越えなくてはならない。しかし、この椎葉村でミスコースを2度続けてやってしまった。
 
1回目は国見峠をほぼ下り終わった頃(2時間ほどかかる峠道を走り終わってほっとした瞬間)「内の八重林道」に迷い込んでしまった。分岐点を間違えているのを知らずに、山に入って行く。道は狭くなり、やがてダートになった。あわや遭難か!というところを林道入口にいたトレール氏軍団に道を尋ねて命拾いとなる。もうひとつは椎葉から湯山方面へ行くもうひとつの峠、飯干峠[1050m]を迂回し「林道大河内-桑の木線」を、地元のオヤジさんの誘導で越えたまでは良かったが、湯山方面への分岐点(大河内)での判断ミスがあったためだ。(昭文社:二輪車九州ツーリングマップ115p参照)
 
大河内の交差点からしばらく走ると、地図から想像する雰囲気と少し違うことに気が付き始め、やがて西米良村に抜けてしまった。もう随分と谷を下っていたので引き返す気にはなれなかった。湯山に行くのを諦めて日向に行こうかとも思ったが、ここは九州でも指折り深い山の中である。どこに行くにも時間がかかるので、仕方ないから走ることにした。
 
一瞬の判断とは不思議である。もしもこの時、日向に向かっていたら…、旅の後半はまったく違ったものになっていただろう。
 
あの時(大河内の交差点で)対向してきた人を信じないで、もう一度地図を確認していたらミスコースはなかった。対向の人は、自分の来た道が遠回りのミスであったのを知らずに私に教えてくれた。また、九州ツーリングマップの国道表示に、R338がR446と誤記されていたのも原因である。現在位置の確認を怠ったことと、国道が見つからず発言を信じてしまったことを反省する。
 
少し遠回りをしたが何とか湯山温泉に19時頃着くことができた。日本一の桜の名所とあるだけに桜の木が多い。新芽が吹き出して青々としている。温泉街であるのに湯の香りは漂わない。大河内の林道を越えるときに硫黄のような匂いがしてきたので、湯山温泉から風に乗って匂っているのかと思っていたのだが…。
 
湯山温泉(湯前町)の街の中にある市房YHに着いて、バイクはこっちよ…と誘導を受ける際に--(夕飯を買いに)まだスーパーに行きたいのでと言ったら--この街にそんなものはない!と笑われた。しかし、夕飯を作ってくれるという。家を出て以来、米を食べていない。YH利用は食事抜きと決めていたのだが、たまには宿の夕飯を食べてみるのもいいもので、峠が険しかっただけに旨い。それほどご馳走ではなかったが…。
 
ビールを許しているYHは多く、ここも例外ではなかった。
 
一日の記憶を消滅させられそうな、ほのかな酔いが襲ってくる。忘れたくない大事なことは身体が憶えているだろう…とつまらないことを考えながら、走りの疲れを癒していく。
 
元湯温泉という温泉センターがすぐ近くにあって\300。ここの風呂も黒川温泉とよく似た泉質で、すべすべの肌になる。うたせ湯もあった。YHのロビーでは久しぶりにくつろげて、神戸から来た50歳代(?)のご婦人と話し込んでしまう。旅には思い入れがあって、他人が見ても何の変哲もない景色や詩碑などで感激し、立ち止まってしまう話をしたら共感してくれて、うっすら感涙のご様子である。こちらも『熱く』なりやすいタイプなので、ついつい饒舌になってしまう。
 
旅人達が純粋なのではなく、旅に出てくると純粋になるのではないだろうか。純粋な気持ちには、薬(アルコール)によって得る『作られた酔い』よりも遥かに勝るものがあって、それがツアラーを引きつけているのかも知れない。市房山[1772m]に登る予定だと彼女は言う。キリシマ・ツクシ・ツツジ(?)というツツジが自生していて、魅力的な山(女性百名山/九州百名山)だそうである。
 
コンビニでアクエリアスを買った五ヶ瀬の街から、自転車で国見峠を越えてきた若者(チャリダー)と同室になった。この旅は国見峠を越えるためにやってきたようなものだと、彼は自分自身の旅を振り返っている。
 
全国の峠を幾つも越えているうちにどこかで出会ったような峠に、また出会うことも珍しくはない。しかし、似ているということは違うということである。「風の香りが違う、何かが違う」としか表現できない。しかし言葉ではなく、肌で感じたもので彼らとは共感できていると感じながら眠りに落ちていく。
 
旅とは、損得を振り返るものではなく、「どれだけ燃えたか」なのだろうか。本日の走行距離:257Km
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『夢をさがしに/九州』(＇94.5.2)
─────────────────────────
 
∞＇94.5.2∞
 
市房YHでみんなが朝食を取っている頃、ロビーで地図を見て今日のコースを考えていた。朝が早い割にはYHの連中はみんな出かけるのが遅いと思う。ぼんやりしていると幾人かの人がソファーに座って話をする形になった。--何処に行くのですか…--何処から来たのですか名前を尋ねるよりも重要な挨拶のひとつである。大阪から来ている「ハーレーダビッドソン」に跨る女の子。阿蘇の南を横断して今日は高千穂に行くという。一方で、多くの人達は鹿児島や桜島を目指すという。
 
--指宿温泉の砂むしに行ってみたかったけれど--指宿YHが取れなかったと言う女性。
 
旅はスリリングは方がいいに決まっている。ドラスティックな旅を続けたいと願っている。あとで考えたら「なあ~んだ」で終わってもいいから、その時々を精一杯にはしゃぎ回ってその場を満喫したいと、誰もが思っているだろう。「セナが死んだ」という話もここで初めて聞いた。バイク談義に花が咲く中で、ぼんやりとしているのが心地よい。朝のまどろみを味わっているようだ。
 
お天気が下り坂だそうですがなんて言っても--へぇ~、そうなんですかの返事を返してくれた群馬県から来ているR1Z子ちゃん。そうだ、私もこの子達のように「楽天家(オプティミスト)」にならなければいけないのだな、と感じる。
 
「お母さんには友達と出かけるって言ってきたんです。その子も、もうすぐ飛騨高山に出かけるし…」
ちょっぴり不良っぽく、ふと、女らしく…。
 
R1Zというバイクは浜松の＂ひまじん＂さんのご愛用のバイクで、名前は知っていたが実物をゆっくり眺めたのは初めてである。バイクに乗っている人で私ほどバイクのことを知らない奴も珍しいのではないかな、と苦笑してしまう。
 
出かけ前に尾張小牧のTW200氏に中日ネットを宣伝しておいた。もうすぐモデムを買うそうで、期待ができる。
 
あまりみんなと仲良くなって、情が移って走るのをやめてしまうのを私は恐れている。しかし、何を理由に走り続けなくてはならないのだろうか、という反問も浮かんでくる。
 
ハーレー嬢のマシンはピンクのカラーリングで、タンクにはボカシの絵が入れてある。人吉インターの手前までご一緒してみて初めて気が付いたが、ボディもヘルメットも靴も眼鏡の紐も、みんなピンクを入れてデザインしてある。すっごいおしゃれなバイクである。だた、バタバタとやかましいのが難点である。こんな威勢のいいバイクからこんな可愛いギャルが出てくるなんて、なんて刺激的であろうか。それだけで楽しくなってしまう。
 
曲がるのが難しいらしい。YHの出口の下り坂の急カーブをうまく曲がれるかどうかを彼女は心配している。「転けたらみんなで万歳をしたげる」なんて冗談の飛び交う中、栃木ナンバーのZ750氏と私の3台で山を下ることになった。Z750氏はR445に出るので…と言って途中で県道に消えて行った。人吉インターの少し手前で彼女と手を振って別れた。
 
北へ向かう人と南へ向かう人、行きずりの旅人同志は楽天家でないと、やはり旅は続けられそうにない。
 
人吉からループ橋を通り堀切峠[730m]を越えると、えびの高原が眼前に見える。R212はトラックや乗用車の多い幹線道路だ。えびの市街を通り抜けたら、えびの高原へと県道を上っていく。純子と来た10年前は反対側からで、雨の次の日で晴天に恵まれた気持ちのいい朝だったと記憶する。朝早く阿蘇方面へと向かって走った。記憶とは儚いものである。懐かしんでばかりもいられない。
 
この旅で出会った人は、関西・関東・東海の順に多い。今朝、話した人で、大阪からトレール(BAJA)で来ていた若い男性は指宿温泉へ、R1Zの彼女は桜島に泊まるという。少し話しをた彼女ともう会えないのかも知れないと思うと何だか寂しい。しかし、会えなくて当たり前でそれが普通のツーリングとも思う。自分の心は欺けない。寂しがっているのがありありとわかる。前に行ってしまったのか、まだ後ろにいるのかさえもわからない。R1Zのことで頭がいっぱいのまま走っている。
 
えびの高原の駐車場でバイクを止めてもソワソワしている。上りがやや渋滞したせいもあってエンジンはオーバーヒート気味である。水温計の針が半分を越えて上がって、ファンのかき出すラジエターの熱い風が足元に吹き出す。
 
えびの高原からは、霧島スカイラインを下ってR223を走り、県道に乗り換えて鹿児島空港のすぐ横を通って加治木町に出た。鹿児島湾の一番北側を思い浮かべてもらえばいい。桜島の頂上付近は噴煙のせいで雲がかかっているように見える。予想外でもあり当たり前でもあるが、鹿児島市内までのR10では、この噴煙のおかげで身体中に灰をかぶり悩まされ続けた。
 
南国だから熱い(暑い)のか、晴天だからかは判断不可である。とにかく暑い。市内に入っても汗が吹き出てくる。砂煙が身体の中入るのを嫌がってつなぎのチャックを目一杯上げていたのが余計にこたえた。
 
指宿温泉に行ってみようと考えていたので鹿児島市内の観光はパスしてもっぱら先を急いだ。途中のオートバックスでエンジンオイルの1.0㍑缶を買って、これで安心だ。アクセルひと捻りで煙が黙々と出るけれど、何とかこの旅は行けそうだという安心から少しアクセルも開け気味になっている。(7000RPMオーバーで急に煙が増える)
 
「カラオケのレパートリーは全部うたってしまって」なんていう冗談を(事実を)言うと、みんながうなずきあってくれる。ソロで走るライダー達は、孤独をそれなりに楽しんでいる。
 
R1Zの彼女のことが時々思い浮かぶ。今夜また、会えるだろうか。又会ったからといって一緒に走るわけでもないし、名前を聞くわけでもないが、ソロをしばらく続けていると、知っている人に会うのは嬉しいものである。
 
ピースサインを出すのもそのひとつの表れかも知れない。道ですれ違うごとに聞こえはしないが、「貴方もソロですか」とか「馬鹿だね、貴方も、バイクなんか乗ってさ」なんて呟いている。
 
彼女にもう会えないかも知れないと思うと、やり場のない寂しさがこみ上げてくるような気がした。
 
指宿駅前で話したチャリダー君が、長崎鼻のキャンプ場のことを教えてくれた。水もトイレもあり、綺麗な芝生でテントも張れて無料だそうだ。しかし、天気が怪しいので(?)結局、桜島YHに行こうと決め始めている。(R1Z子ちゃんに会いたいから?)
 
桜島YHに彼女は来ているだろうか。市房YHを出て以来、追い越したり追い越されたりしてないし、いったい何処に行ってしまったのだろう。
 
指宿の温泉街に着いても彼女のことが気にかかり、見物や散歩などをするわけでもなく、「砂むし」の様子を堤防からしばらく眺めていたが、また走り始めることにした。桜島YHに電話を入れて予約を取ったあと、M君を訪ねて知覧へ行くことにした。彼は東京の同僚で紆余曲折の後、久留米医大を出て何処かで医者をしているはずと聞いている。GWということもあって、もしかしたら実家に居るかも知れない。訪ねてみよう。
 
開聞岳を見ながらR226を走り、池田湖畔で小休止をした。でっかい鰻(うなぎ)がいるということだが、知覧を回って帰るならばちょうど良い時間であったので、それほどゆっくりとするつもりもない。道端の綺麗な花畑をじっくりと散歩するでもなく知覧へと急ごうとしたが、ガソリンスタンドで道を尋ねたら指宿スカイラインを走らなくては行けないという。即断で諦めて鹿児島市内を目指して、さっき来たR226を北上し始めた。
 
コンビニでポカリの1.5㍑ボトルとパンを買って食事とした。16時頃である。尾張小牧ナンバーのDT氏とコンビニの前で地面に座って話をした。桜島が見えるから余裕である。「雨の日のテントは、撤収するのが嫌ですよね」などと他愛もない話で意気投合してしまう。「DT」の文字が剥がれてしまって、少し汚れているのが旅の勲章のようにも見える。往路は高速道路で来てサービスエリアでテントを張ったそうである。DTで高速道路を九州まで走ってくるには根性が必要だろうな。
 
「じゃあ、お先に」
と言ってその場を失礼した。桜島に渡る前にJ君に電話を入れたいと考えていたらフェリー乗り場の看板があったので切符を買った。乗船場に行ったら2分後に出るという。電話をしようと思っていたが、まあいいか、島からしよう…というわけで、ほっと一息。
 
ところが、乗り込んだフェリーは桜島からどんどん離れていく様子である。あれれ。乗り合わせた人に聞いたら、「垂水港行き」だという。大ボケミス。とんだおまけ付きで、約20Km程、シーサイドラインを走って桜島に戻ることになった。
 
桜島周遊道路(溶岩道路)の途中で薩摩白波の2合ボトルを買い込みYHに到着となった。ライトを点灯しなくてはならないほどの時刻であったので、19時は過ぎていただろう。30台以上のバイクが止まっている。
 
ここは公営YHで、係りの人はメッチャ愛相が悪い。建屋の一階に駐車場があり、雨露が凌げるから、「明日は雨降り」の予想には優しいYHであり、愛相の悪さは我慢するべきか。値段も安いのはありがたい。素泊まりで\1950だった。
 
群馬ナンバーのR1Zが止まっている。
 
「彼女、来たのか…何処に行っていたんだろう」
そうつぶやきながら階段を昇った。
 
「わぁ~いたぁ~何処に行っていたの?」
 
思わずそう言ってしまった。旧友との再会というより、初恋の人に出会ったときのような衝撃である。彼女に捧げるのにドラマチックでキザな台詞(せりふ)をたくさん用意していたのに…。
 
荷物を部屋に置いて、風呂を浴びてロビーに来て、J君に電話を掛けた。留守番電話だった。
 
「今、桜島に居ます。帰ったら手紙を書きます」
とメッセージ?を伝えるしかできずに電話は切った。ごぜが峠の話もしたかったのに…。留守番電話は味気ないな。歌でも披露してやるのが面白かったかな。結婚式に行った時は貧乏していたけれど、リッチになったのかも知れないな。電話を切った後、意外と簡単に彼のことは忘れていってしまった。
 
電話が終わって、まわりを見渡しても彼女は居なかった。煙草を買おうと思って係りの人に尋ねても冷たく「自動販売機はありません」と言うだけである。ああ腹立つなあ。ロビーで煙草を吸っていた女の子にせびったら、快くどうぞといってくれた。何本か恵んでもらいながら他愛ない話をした。
 
明日の天気が怪しい。「午前中が40%、午後はそれ以上」と誰かが遠くで話しているのが聞こえる。東京から飛行機で鹿児島空港に降りてすぐ桜島に来たという子は、まだ明日以降の予定を立てていないという。
「桜島って本当に(写真のように)岩がゴツゴツしているんですか?」
なんて言っている。可愛い子である。ツアーで来るのが嫌なんだろう、きっと。ここにはそういう風に枠にはめられるのを嫌がって独自性を望む人が集まってくる。ライダーなんてのは、存在そのものが「変人」だから。『エキセントリック』と呼べば格好はいいが…。
 
R1Z子ちゃん、現れないかな、話がしたいな…と期待しているのがミエミエである。今日、どういうルートでここまで来たのかを彼女に聞きたい。--どれだけ私をヤキモキさせたか知ってるか!…なんて言えるわけもない。どうも、私は熱くなるタイプで、いけない。
 
ただただ待ち続けていたら、風呂上がりらしい姿でロビーに現れた。バイクに乗る時は髪を編んでひとつにしているので、別人のように雰囲気が違う彼女に驚きを隠しながら私は今日のルートを尋ねる。--人吉を出てガソリンスタンドに寄っているのを抜いたんですよそして今度は、ループ橋の手前で地図を見ていた私をすう~っと抜いて行ったのと彼女は話す。--気が付いていなかったようだったけど
 
私はまったく知らなかった。
 
磯庭園など鹿児島市内観光をして桜島への船に暗くなる頃飛び乗ったそうだ。もしも一緒に走っていたら、気も使わなくてはならなかっただろう。今、会えたのだから、別々で良かったのかも知れない。もしものことは、走りながらたくさん考えた。しかし、会えたんだから日記に残すこともないだろう。明日は、都井岬に寄って、宮崎港から川崎に向かう船に、雨でも晴れでも乗って帰ってしまうという。
 
部屋に帰って薩摩白波をポカリで割って飲んだ。多弁になるので気をつけてはいたが、きっとしゃべりまくっていたのかも知れない。今日は興奮した一日だったから。種子島や屋久島に行ってきた人が様子を話してくれる。また一方で、東京から高速道路を飛ばして人吉まで国内最長距離を走ってきたゼビウス氏。そんな旅仲間と珍しく11時頃まで旅の話に花が咲いている。
 
さて、明日のことも考えなくてはならない。しかし、私の予定も流されているのが小気味よいほどよくわかる。雨降りなんてのはそれほど苦にしていない。
 
「雨でも宮崎まで行くだけだから」
の彼女の言葉にこちらも勇気付けられているみたい。
 
宮崎市に行って中学時代の悪友のYちゃんを訪ねてみようか…と考えている。その後、四国に渡って紀伊半島に渡るかな…と漠然と思う間もなく眠っていってしまった。本日の走行距離:290Km
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
『夢をさがしに/九州』(＇94.5.3)
─────────────────────────
 
∞＇94.5.3∞
 
昨晩、寝床に入る前に夜景を見にベランダへ出た。鹿児島市内が良く見えた。朝の空気を吸うためにまた一度出てみた。桜島の山裾が左手の建物の奥の方角に広がり、山頂は雲の中に消えている。鹿児島市内が海の向こうに見える。湿気の混じった空気だ。
 
雲の流れはほとんどないが、昨日の雲とは違って雨雲の端くれが空を覆っていることは否めない。駐車場に降りてGSXにオイルを足してやる。さあ、雨が降り始めるまでに何処まで行けるやら、と思って屋根から身を乗り出していたらポツリポツリと水滴が落ちてくるのがわかった。荷物にビニールシートをかぶせて、覚悟を決めて出発することにした。時刻は不明でおよその記憶もない。太陽も出ていないし気持ちも晴れていなかったからではないだろうか。YHを出てすぐの緩い坂道で大きなザックを背負った人が歩いているのを見かけ、振り返って手を上げたら、昨日東京から飛んできたという彼女だった。片手に持つビニールの傘が寂しそうなのが印象的だった。
 
雨は嫌だ。しかし峠の途中で田植えをしていた人達は雨を待っている。反面、集中豪雨も困る。去年の豪雨の爪痕はまだまだ各所に深い傷跡を残したままである。
 
桜島を一周する溶岩道路の北側半周は「断念」というより「まあいいや」って感じでパスした。途中にある遊歩道も修学旅行で来たからを理由にパスした。YHを出てR224(溶岩道路/桜島周遊道路)を左に廻ってR220を南下する。途中で煙草を吸っている時に、YHでバイクを並べて止めていた人達やR1Zの彼女が抜いて行った。そういえば、桜島YHはオンロードの方が圧倒的に多かった。やはり観光地が近いこともあるのだろう。
 
垂水市街を抜けて海岸沿いを走る途中でいよいよ本降りとなった。さっき抜いて行ったR1Z子さんも止まって雨具を着ている。もしかしてもう会えなかったら…折角の巡り会いも水の泡(?)になるので、名刺の裏に走り書きをしたラブレター(?)を渡しておこうと思いバイクを隣に止めた。「ツーレポを送ります」と書いた。私なりに思いっ切りおしゃれな作法で気取ってみたつもりである。
 
「もう少し私は走ります」
と言って先にその場を去ったのは照れ隠しだったわけで、しばらくして鹿屋市内でガソリンスタンドを見つけて給油のついでに雨具を着た。その間に彼女は又、私の前に出て行ってしまった。
 
「都井岬で会いましょうね、待っててね」
と独り言を呟く。彼女に対する呼びかけが多くなっているのが自分でもよくわかる。雨の中を一人で走る時には、孤独感を痛切に感じる人も多いだろう。さらに「何故こんなことまでして走らなくてはならないのか」とか「家族を置いて愚かだな」などと考えてしまう。
 
この旅(ツーリング)もいよいよ折り返し点を回って、終わりに近づいているのを感じる。北へ行こうとしている私の旅の疲れと寂寥感を、雨は容赦なく刺激してくる。
 
奥の細道で芭焦が「旅に病んで夢は荒野をかけめぐる」(?)と詠んでいる。東北から信越、北陸を旅し伊勢へと向かうはずであった芭焦は、その旅を美濃の大垣で突然中止している。「パタリと終わってしまって、そこが大垣だったところが面白い」と高校時代の田辺先生に習った記憶がある。
 
「旅に病む」とは何か。「夢は荒野を…」ってどういうことか、などとぶつぶついいながらR220を、R1Z子ちゃんを追いかけ都井岬方面に走る。
 
志布志の港街を通り抜けて串間市街から都井岬に向かう県道に入った。メッセージも名刺の裏に書いて渡したことだし、彼女にはもう会えなくても構わない。安心感に満たされて運転にも余裕が出ていることがわかる。都井岬を回る県道は、まだまだ2車線に満たない所が多い。雨が強く降っていてバンクするのもまままならない。どうしても足に傷を負った20年も前の事故のことが甦ってくる。雨降りは恐いと思う。安全運転で行くに越したことはない。
 
都井岬に入るにはパンフレット代として四輪は\200が必要で、バイクは無料。でも岬の駐車場は\50取られる。昔はタダだったように思うが。
 
峠に近づくに連れて、雨は本降りになっていく。もしかしたら止んでいくかも…と期待をしたが、それは儚い希望だ。駐車場にすでに止めてあったR1Zの横にバイクを止めて少し歩いてみよう…と売店の方に向かったら彼女が向こうからやってきた。先端まで行ってきました?と尋ねたら--いいえ…
 
それほどゆっくり海を眺めるわけでもなく立ち話をした。バイクに乗る格好に着替えてしまった時と、宿では、心の置き場が違うのかな、会話の中味も旅の話ではなくバイクの話だった。彼女はKX80も持っていてトランポにタウンエース(だっけ??)を買って、河原などを走ったりするという。エンデューロにも関心があるという。旅の手段にバイクを使っている私とは大きく違うなと感じた。
 
「馬と写真を撮ってから…」
と彼女が言うのでしばらく走って馬のいるところでシャッターを押すことにした。駐車場を出る頃には、雨脚が激しくなりかけている。こんな時には、強(あなが)ち走りっぱなしになってしまうが、彼女は「押さえるところはきちんと押さえて」いくと話す。
 
「しばらく一緒に走りましょうか」
馬と一緒に写真に収まって(ウマく撮れたかな)…さて青島を目指して走ることになった。成り行きか、故意にかは自分でも不明であるが、後ろについて青島まで走っていくことになった。
 
「おおっ、結構飛ばしますね」と届かぬ独り言をつぶやきながら日南海岸を北上する。雨はさらに強くなり、バケツの水をひっくり返した様に降り始めた。
 
「カーボンサーレンサーだし、買っちゃったんですよ」
都井岬の駐車場でそう話していた彼女は、直線になると青い煙を残して＂す~うっ＂と離れて行ってしまう。さっすが2スト。
 
青島では、バイクを降りて見学&amp;休憩とした。R1Z嬢のバイクが群馬ナンバーなのを見て同じ群馬県のZZR(1100&amp;400)の二人組が話しかけてきて、少し立ち話をする。(コント赤信号風の二人組だった)去年の雨の話や一日の走行距離の話で心も和む。
 
彼女が青島に歩いて行くのを送りながら「昔に来て(青島には)行ってますから」と言ってお土産屋街に残った私は、Yちゃんに電話をかけた。電話のコールに応答もなく、すっかり滅入ってしまった。彩へのお土産も気になったが、結局買わずに終わった。(*)Yちゃんは中学時代からの友人で、宮崎の学校に来て現地で会社を始めた。3人の子持ち。男性。
 
「もう(船に乗って)帰るだけですから」
と彼女は言う。今夜の宿も決まらない私は、宮崎駅まで行ってそのあとを考えるつもりに決心していたので、
「ここからはフリーにしましょうね」
そう言って、彼女と別れることにした。
 
宮崎空港にジェット機が着陸していくのが見える。両翼に点灯したライトがやけに明るく見えた。Yちゃんの結婚式に来て以来の空港の姿であった。シールドの中まで雨粒が入り込んで前が見えにくい。(眼鏡を外していることもあるが)
 
宮崎駅の屋根の下にバイクを入れYちゃん宅に電話を数度ほど掛けてみたが応答なし。ここまできてビジネスホテルには泊まりたくないし…と考えながら、JR・緑の窓口で時刻表を見ていたら、大阪行きのフェリーが宮崎港から出るのに気がついた。川崎にしか行かないと思っていたから、帰ろうと決心がつくのも早かった。フェリー会社に電話で確認したらキャンセルは＂来て待たないとわからない＂という。半分は帰りたい気持ち。残り半分はまだ帰りたくない気持ちで、複雑であった。
 
約10分ほど土砂降りの中を走って港に着いた。
「やっぱし来ちゃった」
と言って彼女の前に顔を出した時は、少しばかり恥ずかしいのと、もう一度声をかけたいのとで、気持ちは入り乱れていた。追いかけて来たみたいで、しみったれていてそういう自分が嫌だった。
 
キャンセル待ちの番号は12番。無理だと諦めているが、帰れないほうがいいような気もする。運を任せてしまっている。乗れたら大阪、乗れなかったら宿を探して、四国をまわって帰るだけである。
 
フェリーの待合い室で隣に座った若者は
「バイクを買って初めてのツーリングなんです。感激しています」
と話しかけてきた。雨にあった過去のツーリングの話をしたら嫌われることはわかっていながら、ずっと雨に降られ続けた昔話をしてしまう。しかし、それも彼には新鮮だったのかも知れない。
「ツーリングがやめられなくなりますよ」
何年もそのバイクに乗っているとバイクのご機嫌や弱点もわかるんですああ、そろそろ壊れそうだとか修理してやって一緒に走ってくれる一日中走り続けて、宿に着いた時なんかよく走ってくれたなって労ってあげたくなりますよ何を先輩ぶってしゃべっているのだろうと自分でもおかしくなるが、まじめに走るライダーになって欲しいものだ。
 
予約者(車)の乗船開始は、一時間以上も前から開始される。
 
R1Z子ちゃんは雨の中を19時過ぎに乗船口の方に消えて行った。待合い室の出口で見送っている私のことなどには気が付いてくれる様子もない。もしも気が付いたら手も振れたのに。
 
もしも乗れなかったらどうしていたか…と悩んだが、挙げ句の果て、つまりは乗れたのであります。
 
みんなの乗船が済んで一時間も過ぎてから、キャンセル待ちの乗船が開始された。大雨のせいで「雑魚寝(ざこね)」席の整理券が一枚づつ剥せない。出航の10分前のことである。
 
「ええい、みんな乗って!」
の係員の一声でキャンセル待ちの人達はみんな乗船可能となった。座席について「万歳ですね」と言い合い話が弾んだ。
 
深夜、船はかなり大きく揺れた。足が、頭よりもずっと高いところに行ってしまっているような感じで、幾度も目が覚める。でも、旅の道中の光景のひとつひとつを振り返るうちに、又、眠っていってしまう。
 
船は揺れ続ける。淡い眠りの中で、ひとつのシーンが甦ってくる。
 
(私):旅を続けて(九州を)一周回ってきた訳ですけど
きちんと計画していないから、最後が曖昧で…
どうしよう、どうしようで(ここまで)来て
雨が降って(予定を)急に変更して、
旅がストンと終わってしまうのが嬉しいようで、哀しいようで…
(貴方とのお別れが哀しくてとは言えなかったが)……
そうだ、名前を聞いていませんでしたね…(彼女):田上といいます…
 
夢のような旅は、ここで終わったのかも知れない。いや、終わらなくてはならなかった。本日の走行距離:219Km
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
『夢をさがしに/九州』(＇94.5.4-5)後記
─────────────────────────
 
∞＇94.5.4-5∞
 
7:50、定刻通り大阪南港にフェリーは着いた。旅が、たった今、終わったのだという気持ちが突き上げてくる。旅を終わって、フェリーから降りる時に吸う空気には異様さを感じる。それは、社会復帰への逃避であり、嫌悪であろう。
 
早朝、船は紀伊水道を悠然と進んでいた。
船の甲板から陸が見えた。
左手が四国であり右手が紀伊半島か。
宮崎であれだけ降った雨も止み、
水平線付近の雲は切れている。
5時過ぎ、日の出時刻
雲は、赤く染まって海に映えていた。
 
低気圧の影響だろう
まだ風や波は残っており
甲板に立ち続けると少し肌寒い。
南九州は晴れているとニュースが告げる。
ざわめきが起こる。
関西地方は雨に変わるという。
 
お母さんと一緒に帰省している彩を、京都の実家に訪ねることにした。昨日の夜の電話では、直接家に(松阪に)帰ると言ったのに。大阪駅前のヒルトンホテルや千里ニュータウンのビルが私を現実に引き戻していこうとする。
 
京都で一晩泊まって、次の日、松阪へと向かった。
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
あとがき
─────────────────────────
 
私の旅は何だったんだろうか。土砂降りの雨の中、もしも、宮崎駅で野営していれば、まだ快晴の中を走り続け、予定通り四国に渡っていただろうか。
 
旅の手帖には走り書きでメモが綴られている。半年もすれば旅の記憶も薄れその崩れた文字の意味も思い出せなくなるだろう。それは、それで構わない。最後までカメラにフィルムは入れなかった。チャンスを失った。
 
景色は「自分の頭の中に焼き付いていれば良い」というのは私の口癖ではあるが…。今度から、旅に出る時には、会った人や話した人の写真を撮ってこようか、と考えている。
 
GSX、ありがとう。おまえとは、一緒に行く最後の長旅になるのかも知れない。できることなら直して乗ってやりたいが、現実という壁がある。旅が山場を過ぎた頃から急に愛着が湧いてきたのだが、懐中との相談もある。いつまでもこのままなら『煙が目にしみる』の物語は終われない。
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
ノートから『語録』
─────────────────────────
 
ノートから『語録』の一部を書き出しておくことにする
 
琴平YHでJRラー、トホダーの若い女の子と
｜松阪っていいところですか（どうしてそんなこと聞くのかと思ったら）
｜来年（卒業して）結婚して松阪に
｜いくんです
 
阿蘇・長者原を出発前に尾張小牧ナンバーのZ900氏に今日はどこへ?と尋ねて
｜山（九住山［１７８７ｍ］）に登ろうと
｜思って…
｜でもやめろっていわれてね
｜女が登る山だって
 
阿蘇・大観峰にて、石野陽子みたいな女の子(可愛かった)
｜ライダーはわがままですもん
｜阿蘇は北九州から日帰りできます
｜今日は「やまなみ」を回って帰るの（どうして一緒に走ろうと言わなかったのか）
 
国見峠を越えた日に、市房YHで夕食時に横浜から来た若者と(チャリダー)
｜二輪という連帯感ありますよ
｜この旅は国見峠を越えるために
｜来たようなもの
｜なんですよ
 
市房YHで、朝、雑談中に、群馬の女性(R1Z嬢)(お天気が下り坂だそうですが…の問いかけに)
｜へぇ～そうなんですか（天真爛漫ね、いいなあ）Ｒ１Ｚ嬢
｜お母さんには友達と出かけるって
｜言って来たの
｜（彼女も）知っているから電話
｜掛けてこないし…
｜その子ももうすぐ飛騨高山に出かけ
｜るし…
 
尾張小牧のTW200の男子に中日ネットを薦めて
｜もうすぐモデム買いますから
｜（ネットに）いきますね
 
砂むしの前で、なにわナンバーの男子と(暑いでしょうと聞いたら)
｜バイクに乗って汗かいて
｜またここで汗かいて
｜ただ話題のために来ているだけですわ（大阪弁）
 
桜島YHでの雑談(誰と交わした会話だったか)
｜（走ってばっかしで）
｜薩摩ラーメン食べられなかった
 
煙草をくれた同い年の岐阜から来た女性と(未婚)
｜日焼けして、砂むしなんか
｜１０分（くらいしか入ってられなかった）
｜その後で風呂浴びて又宿で風呂浴びて…
 
都井岬駐車場でR1Zをみながら
｜カーボンサーレンサーだし
 
日南海岸でぶっ飛ばしていて、バイクがねじれるようにバランス崩してあわや転倒か!の後、荷物を直しながら
｜私って一日一回
｜危ないことやっているんですよね
｜昨日なんかもカーブでステップ擦っちゃ
｜ったんです（群馬アクセントで）
 
青島の見えるところでZZRの男性たちが
｜海の匂いがしませんね
｜コンビニで
｜「るるぶ」をその場でコピーして
｜宿を探したよな
｜去年の四国なんか
｜カッパを着なかった日なんて
｜一日もなかったよな
 
青島、お土産物屋さんの前で、田上さんと(お土産を買わないという私に対し)
｜（子供の頃）私の父はふらっと
｜何処かに出かけるんです
｜何も買ってこない人でね
｜出てくるのは（ホテルとかの）
｜領収証ばかり
 
(お土産は何を買ったんですかと尋ねて)
｜漬物です（ラーメン屋さんがあるので、誘うと）
｜そうだ、お昼食べてませんでしたね
｜そうですね、ラーメン食べましょうか
 
青島でラーメンを食べながら田上さんに(髪が雨に濡れて大変でしょうと尋ねたら)
｜男の子と間違われたから絶対に髪は
｜切らないっ
 
土砂降りの雨を見ながら宮崎のフェリー乗り場の待合い室で神奈川から来た男の子が
｜初めてのツーリングです
 
宮崎、フェリー待合い室で田上さんとの別れ際に
｜どうしようどうしようで来て
｜雨が降って急に（予定を）変更して
｜旅がストンと終わってしまうから
｜嬉しいようで、哀しいようで・・・
｜また二、三年後、同じ日に同じ場所に
｜ツーリングに来てて、会ったりしてね…
 
(名前、聞いていませんでしたよね)
 
｜田上と言います
｜たんぼの「田」に上下の「上」…
 
宮崎港で土砂降りの中キャンセル待ちのバイクも乗り込めたあと部屋に入って
｜キャンセルのみんなで万歳三唱しましょうか
 
帰りの船の席でビールを飲みながら(R439なんかを四国で走っていて前からバイクが来て)
｜たまに会うとニタッて笑ったりするんで
｜すよね
｜ああ、みんあ同じなんだなと思う
 
フェリーで一緒だった、種子島に行ってきたという
(名古屋ナンバーの)物静かでおとなしそうな男子と
下船前に、船の倉庫でエンジンをかけながら
｜げげげ、すっごいバイクに
｜乗ってますね（雰囲気があわない：うっちゃんに似ている）
 
………
 
彼は
南港を出て
京都に向かう私に
大阪市内で
ピースサインを残して
西名阪方向に
消えて行ったまっすぐに走り去る後ろ姿を見ながら
私は交差点を曲がった
 
もう二度と会えない
行きずりのライダー達今度
どこかで偶然にも会えたら
それはドラマだ(気が付けば…の話だが)
 
………
 
「語録」は、記憶を刺激する。私にとっては、写真よりも刺激的だ…。
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
『夢をさがしに/九州』(支出表)
─────────────────────────
 
ツーリングノートから(ガソリンはカード処理)
─────────────────────────
・・4/29
・1390・航送運賃和歌山…小松島
・1700・旅客運賃南海フェリー
・2300・琴平YH
・250・ビール
・220・たばこ
・600・うどん/夕食
─────────────────────────
小計・6460・走行距離223Km
・・徳島市内\1457(11.6㍑)
─────────────────────────
─────────────────────────
・・4/30
・600・航送運賃三崎…佐賀関
・900・旅客運賃国道九四フェリー
・110・ポカリ(待合い室にて)
・670・やまなみハイウェイ
─────────────────────────
小計・2280・走行距離332Km
・・別府市内\1882(14.5㍑)
─────────────────────────
─────────────────────────
・・5/1
・260・やまなみハイウェイ
・100・黒川温泉共同浴場
・100・コーヒー(黒川温泉組合・売店)
・200・牛乳(阿蘇・大観峰売店)
・100・同上(ミルクロード・やまなみハイウェイ
・800・ざるそば(昼食)
・330・アクエリアス・1.5㍑ボトル
・3550・市房YH・夕飯付き
・400・ビール
・300・湯山温泉・元湯浴場
─────────────────────────
小計・6140
・走行距離257Km
─────────────────────────
─────────────────────────
・・5/2
・906・エンジンオイル(1㍑)
・842・食事(コンビニ:パン、ヤキソバ)
・229・ポカリ、1.5㍑ボトル
・480・航送運賃鹿児島…垂水港
・350・旅客運賃南海郵船
・350・焼酎2合ボトル
・500・TELカード(?)
・1950・桜島YH
─────────────────────────
小計・5607
・走行距離290Km
・・人吉市直前\1847(14.7㍑)
─────────────────────────
─────────────────────────
5/3
・220:たばこ
・50:都井岬駐車場
・520・昼食?青島にてラーメン
・3000・航送運賃宮崎…大阪南港
・8230・旅客運賃マリンエキスプレス
・110・コーラ(フェリー待合い室にて)
─────────────────────────
小計・12130・走行距離219Km
・・鹿屋市内\1570(12.1㍑)
─────────────────────────
─────────────────────────
5/5・
・関ドライブイン\・・・・(14.4㍑)
・
・(金額は不明、給料引き)
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
・総計・32617・
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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1994年夏・東北を走った
'94夏･東北
[8/6-8/11]
[1] 8/6:…伊勢湾～東海道…富士山の西側…甲府盆地…清里(泊)
[8/6-8/11]まえがき
[8/6-1]伊勢湾横断
[8/6-2]東海道
[8/6-3]甲州へ
[8/6-4]八ヶ岳山麓
[8/6-5]清里高原(泊)96行
[2] 8/7:…軽井沢…越後湯沢…只見…猪苗代…湖畔(泊)
[8/7-1]佐久市内にて
[8/7-2]軽井沢から北軽井沢
[8/7-3]三国峠から湯沢
[8/7-4]長岡市[8/7-5]守門村から六十里越え
[8/7-6]猪苗代湖(泊)75行
[3] 8/8:…喜多方…塩沢温泉…福島…(飯坂温泉･泊)
[8/8-1]五色沼
[8/8-2]喜多方市
[8/8-3]土湯峠
[8/8-4]飯坂温泉(泊)65行
[4] 8/9:…蔵王…天童(山寺)…大江町…(左沢･泊)
[8/9-1]鳩峰峠
[8/9-2]蔵王
[8/9-3]笹谷峠
[8/9-4]山寺
[8/9-5]天童市界隈(大江町泊)46行
[5] 8/10:…月山…鳥海山…日本海シーサイド…(三条燕･泊)
[8/10-1]月山～鳥海山
[8/10-2]日本海沿岸(1)70行
[6] 8/11:…日本海沿岸…富山(利賀)……自宅(松阪)
[8/11-1]日本海沿岸(2)
[8/11-2]利賀再訪
[8/11-3]帰途119行
[7] あとがき、
支出表、その他
[8/6-8/11]
あとがき支出表
S君への礼状
 
 
東北の旅('94):8/6
 
 
[8/6-8/11]まえがき
 
何故、東北に行くのか。その答を何度も書いては消している私がとても滑稽である。11年前、情熱だけを持って、ある女性を訪ねた旅の思い出が、東北の各所に散らばっている。今回の旅は、その思い出を"消し歩く行為"にほかならないことがわかっていながら、引きつけられるように旅に出てしまう。"芭焦"気分で東北を回ってみるのも面白いか。とにかくそんなこだわりで旅に出ることになった。毎度お馴染みではありますが、ツーリングレポートは私自身のために書いている日記です。それがたまたま共感を持ってくれる人がいてくれると嬉しい。ツーリングは建て前で、実は独りぽっちに浸りたいというのが目的かも知れない。家族を置いて旅に出ることには賛否両論があると思います。しかし、こんなひとり旅に出て初めて家族と旅をしたいと切々と思う。
GSXの調子はお世辞にも良いとはいえない。GSX最後の旅(長い旅)に出かけようという折に、今回は珍しくうちのんが写真を撮ってくれた。
---縁起が悪い?
---そんなことはない!
新しいことを何かやらなくては新しい発見は有り得ないやないか!子供と一緒に写真を撮ってもらって、6:45に家を出た。天気は快晴である。
[8/6-1]伊勢湾横断
｢オーメンズ･オブ･ラブ｣をくちずさみながらバイクを飛ばす。新しいレパートリーに加わったこの曲は来春のコンサートやるので近ごろ頭から離れない。ひとりで走る時のカラオケが演歌ばかりじゃあつまらないし。R23が二車線になる以前に鳥羽港まで走って伊勢湾フェリーに乗って出かけたことがあって、それがどこへの旅かをどうしても思い出せない。あの時は家を7時ちょうどに出て、鳥羽港に一分前に滑り込んだ。フェリーポートの建物が新しくなっていて少し戸惑うが、なんてことはない。10分ほど余裕を持って港に着いて船に乗り込んだ。8:00出航である。いつもなら神島や知多半島などを眺めて感激に咽び泣くのであるが、妙に落ち着いてデッキの椅子に腰掛けて居眠りをしている間に渥美半島に到着となった。
[8/6-2]東海道
朝のうちはまだ暑くはない。フェリーを降りて渥美半島を縦断するコースを取り東へと急いだ。渥美半島はメロンの直販が多い。旨いのだろうか。浜松市内あたりからの東海道は渋滞の連続で、おまけに所々開通しているバイパスの道案内がとても不親切である。バイパスは工事途中の箇所が幾つもあり、元から来た国道に戻る表記がいい加減でわからないなんてことが何度もあった。ほんと、この不親切具合には頭に血が登った。暑いのと重なって、もう二度と(必要以上には)こんな道は走らないだろう。
[8/6-3]甲州へ
清水市の郊外からR1に別れを告げてR52を北上するが、残念ながらこんな近くなのに富士山は見えない。暑さにバテてコンビニで休憩しながら北へと進む。途中、下部温泉の看板が目についた。一度行ってみたいな。『波の塔』に出てくる嵐の中を東京へと急ぐ情景が浮かぶ。温泉に寄りたい。今度、家族で来よう。
今回の旅は始まりのコースを変えてみた。それが失敗であった。やはり、三重県から信州に入るには名古屋を横切るのが素直なようだ。国道一号線にはロマンなんて何もなかった。
[8/6-4]八ヶ岳山麓
甲府盆地に入って八ヶ岳を見ても霞の中で見えない。裾野を鉢巻道路の方に登っていく途中から富士山も見えるはずであるがこれも霞の中である。しかし、日差しはきつく「水が欲しい」とばかり呟いている。連日35℃を越える猛暑に初日からへばっている。そんな状態であるから裾野に湧く『三分の一湧水』の案内版が救命の誘いであった。以前から行ってみたかったのがこんな形で実現できて幸いである。東北へ急ぐ前に少し八ヶ岳『鉢巻道路』を走ってみることにしたのもこの暑さのせいで、少しでも高いところへ行こうと考えたからである。その途中でこの湧水に寄ってみたのもそんな折の幸運であった。当然、この水が冷たくて美味しかったことは、言葉では表現不可能だ。手を浸し続けることができないほど冷たい。
日に焼けた腕を冷やし、顔を洗い、喉を潤した。
[8/6-5]清里高原(泊)
野辺山の高原駅(日本一高い駅)には寄らなかった。清里高原の入り口は車で混雑し、ああ嫌な感じ。のんびりと高原の鉢巻道路を走っていたら母校の寮の看板があった。
---卒業生です、泊めてもらえませんか
と言って入っていったら、協議の上OKとなった。トイレ付きバンガローをひとつ貸してもらって早々に寝た。トイレも水洗で洗面所もあるロッジであった。遠くから花火で遊ぶ歓声が聞こえてくる。大きな部屋の真ん中に布団をひいて寝っころがったらぐっと睡魔が襲ってくる。初日は結構疲れるのかも知れない。自然の中で独りぽっちになってしまえる静かな夜。走行距離361Km
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[8/7 -1]佐久市内にて清里は6時半頃に出発した。高原は朝霧の中である。小鳥はやかましいほどにさえずる訳でもない。ゆっくりと散歩でもして下界を忘れたいところであるが先を急ぐので出発する。管理人の山口さんを起こしてしまい申し訳なかった。毎朝、家に電話を入れることにしているので、日差しがそろそろ暑くなりかけた8時頃に佐久市内のコンビニの前に止まって電話をした。
 
---ラジオ体操に間に合わなかったけど…
と言うと
---今日は日曜日で体操はないの
とうちのんは答える。早くも曜日の感覚が薄れているのか。
コンビニを経営するおっかさんが駐車場の掃除をしていて話掛けられた。
---息子が古いナナハンを持っていてね、古くなればなるほど手放せなくなるらしいね
軽井沢は人が一杯でも、やはり涼しいでしょ、話のネタにでも(年に)一回は行くっていうからね
さてと、その軽井沢を越えて早く新潟に行かなきゃならないのよ、私は。
[8/7-2]軽井沢から北軽井沢
こういう場所に別荘を持って、夏の暑い間は避暑に来る生活ができたら、怠け者になり果ててしまうだろうか。しかし、本当に涼しい。遠くを目指すのは止めてここらあたりに宿を見つけて滞在してもいいくらいだ。誰か、落ち合うことのできる女性の知り合いでもいれば、こういう所で密会をすれば最高だろうな。
すぐ近くに浅間山が見える。
[8/7-3]三国峠から湯沢
全部で53個のカーブがあるという。(55コダッケカナ)コーナーには｢R=40｣などと表示してある。思ったより交通量が少なく"ほっ"とした。しかし、観光バスの後ろに付いたら地獄だ。(無風になってしまうので)水温計はぐんぐん上がるし、煙で顔は真っ黒になるし…。
湯沢の町から六日町方面は車の流れも割とスムーズだ。しかし、やはり国道は暑い。
[8/7-4]長岡市
F君を訪ねるが外出中であった。今までに何度かお世話になり、今回もまたお世話になろうかと考えていたが駄目であったか。官舎の前で一時間ほど、木陰に腰を降ろして待ってみた。涼しい風が時々吹いてきて少しウトウトした。考えてみれば、日曜日の昼間、この暑い日に家に帰ってくる訳ないか…。さて、猪苗代の方面にでも移動するとしようか。
「まあ、のんびり行こうか」慰めとも気合いとも解釈できる独り言であった。
[8/7-5]守門村から六十里越え
この道は私の気に入りの街道である。少し遠回りになろうともわかっていながらでもここを通って福島県に入りたい。そう思わせるのは『六十里越え』という名前もあろうけど、自分でもわからないそれ以外の理由がある。こういうのを『こだわり』という。
峠道と並んでディーゼルカーが走っていた。背よりも高く生い茂った雑草の向こうを走る列車の窓に、若い女の子達が何人か見えた。バイクの方が速いときもあれば列車が追い抜いて行く時もある。私は、誰が乗っているのか、はっきりとは関心を持っていなかった。ところが、坂道が急になってバイクの速度が少し落ちて、ヘアピンカーブを曲がって一気に上へ登って行こうとする時に、窓に手が届きそうなほど列車が近づいてきた感じになった。乗り合わせている人達の顔が、私には、はっきり見えた一瞬であった。"みんなキャンプに行くのかな"という思いが閃いた瞬間、車窓の中からこっちを見つめるひとりの女の子が、手を肩のあたりまで挙げてこちらにそっと振ってくれた。はにかみながら…。しかし私は返事をする暇もなく、バイクはカーブに差し掛かり、列車はトンネルに入って行ってしまった。
手を振ってくれた理由は、たとえ一瞬でも出逢った人に別れを告げる儀式であったのだろう。彼女は旅人で、旅の仲間を意識していたのかも知れない。彼女のその時の顔を、私は忘れられなくなってしまった。彼女は恥ずかしそうに笑いながら少し躊躇して手を振った。視線が合った瞬間に急いで手を挙げた彼女に対し、私は何の返事もできずにすっと離れて行ってしまわなければならなかった。
この別れのシーンのあとの私は、記憶できないほど沢山の独り言を繰り返しながら街道を走り続けることになる。(その子にもう一度逢ってさよならをいいたい、逢えないものか、追いかけても無駄だよ、あたしゃバカよね･･･など)そしてそのあと、放心状態を隠し、慰めるために路肩の崖から流れ落ちる清水で顔を洗い田子倉湖が夕日で赤くなるのを呆然と眺め、そこに佇んでいた。
只見川にはとても神秘的な川霧が立ちこめていた。水しぶきが飛び散るのをスローモーションでみているように、川面の霧は流れていく。しかもそれが夕日に染まって朱に染めたように赤い。もう急ぐ理由は私にはない。ゆっくりと日暮れを楽しむように、いや、哀しむように川沿いの道を下った。言葉にならない旅の感傷を濃縮して味わってしまったようであった。
[8/7-6]猪苗代湖(泊)
会津若松市内に差し掛かった時には、夜の闇がすっかり空を覆っていた。闇夜には、月明かりさえもなく、容赦ないものであった。ナイトランを覚悟はしていたが、やはり不安である。猪苗代湖まであと一時間余りを走らなくてはならなかった。ヘッドライトが瞬停をすることがある。あれぇ…、少し不安になりながら走り続ける。
天神浜キャンプ場というところに8時半頃到着。設営費用は徴収係員不在のため無料。到着時刻が遅いため、周りが見えず少し不安であるが、バイクが数台止まっていたのでここで寝ることにした。酒も夕飯もない。カロリーメイトひと切れと缶ジュースで空腹をごまかして寝た。
走行距離489Km
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[8/8-1]五色沼
 
5 時頃、目が醒めた。早々にテントをたたんで散歩をした。夜のうちに着いたこともあってテントの周辺がどんな雰囲気だろうかと気になった。散歩の後、家に電話を入れた。湖岸のごくありふれたキャンプ場でたくさんの家族連れや若者が6時にもならないうちから忙しそうにしている。猪苗代の湖岸を少し走りながら時々止まって湖岸を眺めた。朝日に湖面が光っている。やはり潮の香りがしないのが寂しい。
さて、五色沼。7時過ぎということで人影は少ない。写生に来ている御婦人の団体さんが賑やかだ。裏磐梯山の絶壁に朝日が差し、琵沙門沼の深いみずいろに映える。小波が起こる程度の朝のそよ風が心地よい。少し歩いてみながら思った。やはりこれ以上、人が踏み込んだら"只の沼"に成り下がってしまうだろう。道路は綺麗になりお土産屋さんが立ち並び、檜原湖の方にもドライブウェイができている。道路を造ってはならないことを物語っている。有料道路は走らないつもりにしているので、檜原湖岸を少し走って喜多方市へ抜けた。
[8/8-2]喜多方市
ここを訪ねてラーメンを喰うのがこの旅の大きな目的であり心の支えである。まず、情報は駅にありそうだと思い直行した。チャリダー君が荷物をセットしていた。駅で夜を明かした彼もこれからラーメンを食べに行くという。観光案内所でパンフレットを戴き駅の待合い室で本を読んでいた女子高生に美味しいラーメン屋さんを訪ねたらノータイムで答が返ってきた。「坂内食堂!」(ばんないしょくどう、と読む)
営業時間は、7:00ー19:00まで。私が店に入ったのが9時前。モーニングラーメンを食べる人で店はいっぱいであった。\500である。それほど高いという感じはしない。まあ、仕事で行って何度も食べた九州博多のラーメンでも\400であるから、本当はこの程度の値段が普通で、観光地のチャラチャラした店だけが高いのだろう。味は旨い。細いうどんとラーメンのあいの子くらいの太さの麺にまずは驚く。チャーシュウが大きくて多くてまた満足。醤油ラーメンは少し味が濃いめのものの方が個性があるように思えるのかも知れない。醤油ラーメンの嫌いな人はやめた方がいい。念のために書いておくと、メニューにはラーメンしかない。
[8/8-3]土湯峠
立派なトンネルが完成している。猪苗代側から抜けると山岳有料道路を走っている錯覚におちいる。標高がそれほど高くなくても、高山植物が身近にあり樹木の背も低いため、信州の峠と較べるとあっけない割に景色が雄大である。土湯峠の『道の駅』は綺麗で落ちつけた。野宿をするにも適している。ただし、季節を考えないと平野よりはかなり涼しい。一時間以上も休憩室でぼんやりしていた。その間に同じテーブルに座った家族旅行(女性だけ)のお母さんにおにぎりをもらった。これから白布温泉に行って数日間バカンスや登山を楽しむそうである。『高湯』は昔から三つが有名で、白布温泉もこの高湯のひとつで、逃せないらしい。しかし、コースに組み込むのが難しい。
土湯峠を降りて、大学(母校ワンゲル部)の山小屋を探しに塩沢温泉へと向かう。山岳周回道路は気持ち良い。あれれ、簡単に見つかると思っていた山小屋はどこにあるのだろうか…とんだハプニングである。山小屋で2ー3泊をあてにしていたのに。
早々に諦めて岳温泉経由で二本松に降りた。エンジンオイルも買う必要があるので平野に降りたのであるが、暑い!熱い!
[8/8-4]飯坂温泉(泊)
S君の家を訪ねた。15年ぶりくらいだろうか。早稲田西門の赤ちょうちんで飲んだのが最後の記憶だ。彼は文学部で演劇に打ち込んでいったので、私とは次第に逢うことが少なくなっていった。夜遅くまで話し込んで、彼は22時過ぎに仕事に出かけて行った。手厚い接待を受けたお母さんや弟さんに感謝。
昔と何も変わらない話し方で、彼は
---川端(康成)っていうと何か威厳があるでしょ、ずるい言い方だけどさ
文学を語らせると熱くなる。少し語尾が東北っぽい余韻で話を続ける。
---今でも子供っぽいところが残っているというか…
ビールが好きで、どこまでも飲み続けるが決して饒舌にはならず淡々と文学を彼は語ってくれる。私にとってそれが無性に清涼剤であった。
" 仙気の湯"という共同浴場を紹介してもらって入りに行った。行く前に「熱いよ」と教わって行ったが、本当に熱い。地元の人は子どもの時から入っているから平気なのだそうである。共同浴場は3ヶ所あって"あせも"ができたりしたら"○○の湯"へ行くと直るなどという事実が有るそうだ。さすが、温泉文化が息づいている。弟さんと深夜まで話し込んだ。共通の話題といえば、私が家電メーカの技術者で彼がそのメーカショップの経営者ということだけである。
走行距離211Km
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[8/9-1]
 
鳩峰峠煮干のだしの味噌汁を朝飯時にご馳走になった。泊めてもらった部屋からの景色が素晴らしい。温泉宿に泊まっているみたい。窓の下には温泉街の中心を流れる川が流れている。9時頃、飯坂温泉を出発。鳩峰峠を越えて山形県に入ることにした。S君に教えてもらった仙台の旨い蕎麦屋には蔵王を回ってから行こうかと思う。暑い国道を走るのは嫌だから。飯坂温泉から山形県に抜ける道である鳩峰峠が面白い。なかなか険しい山岳道路である。優しい名前とは違って狭くて深い谷が続く。両脇には林檎の畑が続く。青い林檎が白い粉を吹いたような木に成っている。高度をかせぐと、やがて雑木林になり、ブナの野生の森になっていく。山形県に入ったらまた林檎の山が広がった。"フルーツライン"などという名の道路があったり、"ぶどう･まったけライン"という農道があったりする。果物が美味しそうだ。『山形にきたら、鯉料理と米沢牛を食べるべし』と教わった。しかし、結果的には食べずに終わった。
[8/9-2]蔵王
蔵王は結婚して一年後くらいに車で来た。あの時には『お釜』にも行った様に記憶する。今回は、雲行きも怪しく頂上付近で少しパラパラと降られたことや雷さんの怒りの声が遠くに聞こえるため、福島県側に越えたが、また高速道路の走っている笹谷峠の一般道をまた山形県側に戻った。あとで聞いたが、「福島県雷警報」だったそうな。
[8/9-3]笹谷峠
笹谷峠は高速道路が峠の前後にあるため車の数は少ない。峠の途中に湧水があったのでそこで顔や手を洗って喉を潤した。暑い日が続く中、バテ気味での私にはこんな清水でバイクを止めない理由はない。重宝した。まさに命の水であった。S君には申し訳ないが、教えてもらった仙台の蕎麦屋は諦めて山形県を北上することに決めた。まずは山寺(立石寺)に行ってみることにする。
[8/9-4]山寺
山寺を訪れるのは長年の夢であった。『しずけさやいわにしみいるせみのこえ』俳句というのは不思議である。静かなことでもなく、岩があることが大事でもない蝉に感激した訳でもない。大自然の不変性を感じる。
自分の足音だけしか聞こえない様な人里離れた寂しい静かな山寺に一歩一歩足を踏み入れていく。立ち止まれば蝉の清い声が伝わってくる。蝉の声は都会の自動車の騒音と電気的波形は同じ様なものかも知れないが、違うんだな、これが。
16:30頃から登り始めた。30分程度で登れる。関東ではJRのCMをやっているらしい。汗びっしょりになって登って、旅の甲斐があったと満足する。
[8/9-5]天童市界隈(大江町泊)
山寺の駅で何人かと話をした。旅人は純粋である。こんなに純粋で世の中を渡って行けるのだろうか。いや、世の中に飽きて来ているのだから不思議ではないのだ。列車の時間を待ちながら木陰で本を読む女性。ドラマのヒロインにしたいな。私が若ければ一声掛けただろうに。
山寺駅は野営を許さないということで、天童市の駅に行ってみたら都会のように豪華な駅だった。市内は祭の最中で賑やかである。そんなところには泊まれない。少し走ってみることにした。左沢(あてらざわ)の終着駅でタクシーの運転手さんの推薦場所"ふるさと会館"でテントを張ることにした。綺麗な公園、公民館の様な所であった。近くのコンビニで久しぶりに大好物のヤキソバを買い込みビールでくつろいだ。
日中に焼けたコンクリートは深夜を過ぎても熱を持っていて、背中が生温い。こんなにお天気に恵まれるなんて、何と幸運なことか。
走行距離216Km
 
 
東北の旅('94):8/10
 
 
[8/10-1]月山～鳥海山
 
『ふるさと会館』の朝は爽快であった。明るくなってくる5時前には目を覚まし付近を散歩した。タクシーの運転手さんが教えてくれたように綺麗なトイレも有った。驚いたのはすぐそばを最上川が流れていたことである。その姿は悠々としており、川向こうに連なる奥羽山脈に日が登り、街が赤く染まっている景色などは、ちょっと内緒にしておきたい気持ちである。
「私も芭焦になるんだ」と言って出てきただけに最上川や山寺はちょっと僕だけが楽しい旅であった。(お薦めはしません)
R112 に出て、月山の麓を抜けて鶴岡市方面へ抜ける。思ったより険しい山岳道路である。今回の旅にお供してもらっているGSXは、エンジンオイルが上がって燃えるため高回転では煙がモウモウである。快適な道路がこういう山岳地帯にたくさんあるが、残念ながら法定速度で走らなくてはならない。エンジンオイルは 300Km走るごとに300cc程度の補給だろうか。
今回の東北を走ってみて感じることに、この山深い里の冬は、道路も閉鎖されているという事実と、険しい峠が多いということである。東北では、峠を越えて庶民の苦労を肌で感じてみて初めて、昔からの文化は理解できるといえるのだろかと感じながら走り続けた。
昨晩タクシーの運転手さんが薦めてくれた『鳥海山』には行きたい。「高いところか見おろしてくるのもいいものだべ」というあの話し方に愛着を感じてしまう。
酒田市を通り抜けた頃、日本海が見えた。日本海沿岸の国道にはライダーが多く少し驚く。北海道に向かったり、帰ってきたりの連中か。ピースサインに彼らの気合いがこもっている。鳥海山は深い谷を持ち景色の綺麗な山である。自動車(バイク)は五合目まで行ける。登山帰りの奥さんと話をして山に引かれてしまった。綺麗な奥さんには中学生くらいの可愛い娘さんがいました。ああ。束の間の憩いでした。芭焦が詠んだ「象潟」に向かうバスに乗り、大きく手を降って消えて行った。その句が思い出せない。
[8/10-2]日本海沿岸(1)
さて、鳥海山にも行ったし、帰ることにしよう。よし!行けるところまで走ることにしよう。日本海側は少し涼しい様にも思える。来た道を少し引き返し、新潟方面に行くことにした。時々、日本海が見える。海を見ながら走るのもまたいい。
新潟、三条･燕のワシントンホテル飛び込んだのが5時半だった。ワシントンホテルは、三条・燕の新幹線の駅の近くの"SATY"の一角にある。駐車場も共用である。それが理由で、7:30までバイクを出せないという。6時頃出発しようと思っていたがこの際ゆっくりすることにした。風呂も浴びて眠れるのだから文句もいえまい。久しぶりにくつろげる時間である。"SATY"で夕飯の食事を買い出してきて部屋でくつろいだ。
走行距離409Km　
 
 
東北の旅('94):8/11
 
 
[8/11-1]日本海沿岸(2)
 
ホテルの駐車場はSATYの駐車場と兼ねている。荷物を積んでライトをつけたらいきなり消えた。あれっ!と思った。先日からおかしかったしな。原因は球が切れたのではなく、接触不良であった。おお恐っ!
さてと、今日はもう利賀村を回って帰ろうと思う。昔、食べた蕎麦の味が忘れられなくてまた行くことにした。三条を出て富山を目指す。海水浴の姿が目立つ。メットの中で唄うカラオケも少し陽気になっているかな。
『親不知』にある親子の銅像のパーキングには止まらずそのまま通過した。何故か富山県に早く入りたかった。利賀村到着は13時過ぎになると予測がだんだん確実になっていくのを確認しながら左手に立山連峰、右手に日本海を見ながら走る。ここも水不足が深刻な様子で黒部川の水は枯れていた。いつもなら山から海へと勢いよく水が流れているのに…。
[8/11-2]利賀再訪
利賀村へは、富山市から飛騨高山へ行くR41を少し走ったところで県道にそれて行くルートをとることにした。県道は舗装されていたことを喜ぶべきだったのかも知れないが、結構な山道である。ダートだったらエンディューロにも十分に使える道だと思う。まあ、昔はどの道を通ってもダートを走らなくては利賀村には入れなかったことを思うと改善されたことは明らかだ。利賀村に着いたら当然のことながら蕎麦を喰いに急いだ。利賀温泉の近くにある『うまいもん館』『ごっつお館』で利賀の蕎麦を喰わせてくれる。一昨年の晩秋に来たときには『うまいもん館』で食べたので今回は『ごっつお館』で食べることにした。
---盛り蕎麦を大盛りで下さい!
値段は、\1000である。
味:　色合い:歯ごたえ　
-------------------------------
利賀村:　満足:　　　淡泊:さらり　
開田高原:十分満足:蕎麦色(黒っぽい):シコシコ　
戸隠:少し不満:　　淡泊:さらり
-------------------------------
蕎麦色(黒っぽく)で味もきつく蕎麦の匂いがプンプンするものが好みなので開田高原で食べた蕎麦の方が私の好みかも知れない。しかし、歯ざわりは、利賀の感じが讃岐うどんを連想する硬さで気に入った。開田と利賀は優劣を付け難い。
前回食べた"かけ蕎麦"は、"盛り蕎麦"と違ってもっと黒っぽく、匂いもきつく、麺も硬く、だしも旨く、比類なく最高であった。
[8/11-3]帰途
蕎麦を喰い終わって時計を見たら15時前。いっそうのこと松阪まで走ってしまおうか。ゆっくり家で寝たい気もするし。R156を飛ばせば19時頃岐阜、22時頃松阪に着ける計算(経験的推測)になる。
「まあ、夕日でも見ながらゆっくり帰るとしましょうか」なんてぶつぶつ云いながら山の神峠を越えた。峠道のトンネルからR156迄の道は完成しすべてセンターラインが付いている。一昨年に土砂降り中を登った林道が谷の底に見えている。感慨深いものがある。
R156 を一路岐阜方面に南下する。広い道路が川沿いを高速道路のように続く。10年後には高速道路が開通しているのかも知れないことを考えると日本中の自然が、欲望や身勝手だけで節度なく開発されていいものかと思う。利害だけで人が都会に住み、既得権の様に水を使ったのがこの有り様である。都会は田舎を蔑み、自分達の住む都会がパラダイスのように思っていた部分がなかったか。自然に囲まれ自然と共存していく知恵を持つ文化を軽んじてはいけない。いつか今年の水不足以上に罰を食らうだろう。
台風が九州に向かって接近中のせいで西日本の太平洋側は不安定な天気が続いているらしく、スコールのような雨が三重県南部を見舞っている。四日市あたりから例外なく私もスコールに迎えてられてしまった。シャワーを浴びせてくれるならヘルメットを脱いでからにして欲しい。
ほぼ予定時間通り、21:45松阪着。走行距離576Km　
[8/6-8/11]あとがき
今回のツーリングでは、湧水は命の水であった。灼熱の国道を走って、もうこれ以上暑い国道を走るのは嫌だと思う。今までに前例のない暑さだったのではないだろうか。久しぶりに行ってみて思うに、東北はやはり広かった。とても青森や盛岡などには到達できないし目指せない。内陸部ではバイクの姿は少なかった。みんなが北海道に向けて走って行ってしまうからだろうか。それとも高速道路を一気走りしてしまうのだろうか。日本海側には高速道路がないこともあってかたくさんピースを交わした。秋に行くのが一番いいのかも知れないが、秋休みは長くても5日程度だからほとんど不可能だ。電車で行くしかないか。そうなると、ゴールデン･ウィークに行ってみるか。まだ寒いかな。この夏の旅は、若い頃の自分に戻った様な感じであった。未知の場所を走ることに生きがいを感じている。(実は未知ばかりではなかったが)しかし、体力の衰えと無鉄砲さの消失に、もう若くはないことを知らされる。帰ってから手の痛みや握力の低下で顔も洗えなかった。靴ずれするし、日焼けはするし、悲惨であった。何も良いことがなかった旅でもひとりになれて走り回れたことが大きな充実感をもたらしているのだろうか。
 
 
支出表　
 
 
=
8/6
・110・冷飲料(350cc)
・100・　〃(500cc)
・1030・鳥羽ー伊良湖(旅客)
・1230・鳥羽ー伊良湖(バイク)
--------------------------------------------
小計・2470・走行距離361Km・(1788)・ガソリン(14.3㍑)　山梨県長坂町
=============================================
8/7
110・アクエリアス・220
・　〃　ボトル(1.0リットル)
・100・コンビニのおにぎり(1ケ)
・100・ジュース(350cc)　
--------------------------------------------
小計・530・走行距離489Km・(1764)・ガソリン(14.0㍑)　新潟県守門村
=============================================
8/8
220・冷飲料(2ケ)
・500・喜多方ラーメン　　　　　
・780・エンジオイル　　　　　　
--------------------------------------------
小計・1500・走行距離211Km福島県・(1543)・ガソリン(13.3㍑)　伊達郡川俣町
=============================================
8/9
100・冷飲料(500cc)
・100・　〃
・300
・山寺拝観料
・460・ビール
・620・夕飯一式
--------------------------------------------
小計・1580・走行距離216Km
=============================================
8/10
1140・鳥海有料道路
・100・冷飲料(500cc)
・100・〃
・1990・夕食買出(酒類含む)
--------------------------------------------
小計・3330
・走行距離409Km　
・(1863)・ガソリン(15.4㍑)　山形県遊佐町
・(6600)・ワシントンホテル/三条燕　　　　　　
=============================================
8/11
・230・コンビニのおにぎり(2ケ)
・100・冷飲料(500cc)
・1000・大盛り蕎麦
・100・冷飲料(500cc)
--------------------------------------------
小計
・1430・走行距離576Km　
・(1659)・ガソリン(13.6㍑)　柏崎　　　　
・(1769)・ガソリン(14.5㍑)　郡上郡　　　
=============================================
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
現金総計・\10840　
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
カード総計・(ガソリン･ホテル)　\16986　
・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
走行距離・　　　　　2261Km　
・　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 
 
S君への礼状
 
 
前略、S様。先日は大変お世話になりありがとうございました。突然の訪問にもかかわらず手厚くお世話をいただき、心から感謝しております。また御家族の方々にも御迷惑をおかけしたかも知れず、申し訳ありませんでした。どうぞ、心意を皆様にもよろしくお伝え下さい。一方で、S君自身も旅の疲れが癒えていないうちに私が押し掛けましたため、予定があったかも知れないのに変更してもらったかも知れず、いくら"旅のわがまま"とはいえ勝手をしました事を後悔しております。さて、お世話になったおかげで精神、体力とも元気を取り戻し旅を続ける事ができ、8/11に無事わが家に帰ってまいりました。芭焦気取りで出掛けた旅でしたが、予想以上に暑い日が続き、心身ともにバテておりました。バイクに乗っている間は意外と食欲もなく食事を取りませんので、手厚い食事がとても嬉しくなりました。"何故、野宿か"を語れば長くなります。ただ、昔に読んだ「菜根譚」に「貪らざるを以って宝と為す」(不貪為宝)のくだりがあり深く感銘を受け、現代の社会の崩壊の根元を見るような気がし、自然人の生活をできる時はやってみようとしている訳です。単に貧乏とも云われますが。久しぶりに会ったS君は何も変わっていませんでした。歳は喰いますが、太りもせず、痩せもぜずですね。話し方までほとんど同じですから。高校時代の数学の先生が「歳、寄っても声は変わらないんだ…」と授業中に話をされていたのを思い出しました。早稲田文学部の学風を感じて久しぶりに若返った気がしました。昔一度、西門の所の居酒屋で飲んだ事がありましたね。私のような工学部出身の理屈ばかりを追いかけている仕事をしていますと、文学部の持つ優しさにひかれて行ってしまいます。考古学や文化人類学、中国古典などに逃避してみたくなります。芭焦を知らずして、芭焦を想像して奥の細道の旅に出た私は結局のところ現実逃避を繰り返しているに過ぎないのかも知れません。飯坂温泉を出て蔵王を通り、天童市郊外・山寺に辿り着きました。仙台で蕎麦を喰うつもりで出たのに急遽予定を変更しました。(落雷警報などの事もありまして)その後、鳥海山をめざし、日本海沿岸を走って南下し富山の利賀村で蕎麦を喰い家路につきました。東北には予想通りの優しさがありました。旅日記は8000字を越えると思いますが、お盆に書こうかと思っています。よろしかったら読んでやって下さい。残暑、まだまだ続くようですがお身体、ご自愛下さい。皆様にもよろしくお伝え下さいますように…かしこ
 
PS:機会があれば旅のついでに伊勢や京都にも来て下さい。案内しますから。
(1994.8.13　自宅にて)
2009年5月11日 (月曜日) Anthology 旅の軌跡
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1995
ウォーミングアップ・紀州〔早春〕
GW：「煙が目に染みる」〔山陰〕
駿河・甲州・信州〔右のマフラーが吹っ飛ぶ・東北断念〕
紀州(竜神＆十津川温泉)
1
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95年：紀宝～本宮～龍神～潮岬
95年：紀宝～本宮～龍神～潮岬<紀伊半島>
【ルート】
自宅～熊野～湯の口温泉付近～川湯・わたらせ温泉～(中辺路)～小広峠～水上栃谷トンネル(マップでは林道)～龍神～虎が峰～潮岬～自宅
【走行距離】約550Km(参考程度)
【時間】7:10～18:00
 
<出発まで>
 
百武彗星を見ようというお題目で伊豆行きを決断したのは三月の初旬の事でした。まだ寒いかな、お天気は…なんていう心配をしながら少しづつ温かくなる陽気を楽しんでおりました。いよいよ三月末のその日がやってきました。がはは。雨の予報が出ている…ってなわけで簡単に予定変更をして家でごろごろとして過ごしたのでした。3.31は日曜日。春休みになってもお父さんから何のサービスも受けていない事を暗に子供やお母さんはちらりと口に出します。でも私は紀伊半島のほぼ真ん中にある中辺路(熊野街道)と龍神温泉と紀伊・田辺を結ぶ「虎が峰峠」を夢に描いているのでした。朝寝坊をしている二人の横を抜けてそっと支度をして出て行こうと思っていたのに、「お母さん、靴下どこにあるん?」って急ぐ心でつい尋ねてしまいました。ごめんね、母さん。娘は、春休みの特権で夜更かしと朝寝坊の最中なので寝顔に挨拶するだけで出かけました。
 
<朝～>
 
最高のお天気になりそうな気配です。空の青さが違うし、木枯らしが吹いてた時のものとは雲の白さも変わってきている。夕べ遅くまで降っていたのか、日陰の小道はまだ濡れていた。下着の上に薄手のシャツ、皮のつなぎ、冬用の赤いスポーツジャケット(山に行くのに買ったのにツーリングにしか使わず)という感じで重ね着をした。首筋あたりを切る風は少し冷たいがバンダナ程度で済ませる。10年以上も使って中身のないクシタニの手袋でも寒くない。夏用の手袋でも大丈夫かも知れない。子供のようにウキウキしている。荷坂峠の下りで海が見えたくらいで大喜びしてる。ONEO'CLOCKJUMPが自然と鼻歌に出てくる。今年の演奏曲だったしなあ。
 
目的は虎が峰に行く事だ。初めて紀伊半島をぐるりと回った時、最も感動した峠だ。その後に越えた引牛峠は過酷すぎて苦難ばかりが残っているが、どちらも行きたい…。でも虎が峰に寄る前に中辺路を走りたいし、そこから龍神に抜ける峠も見てみたい。実は、途中で何度も迷ったが三つの峠をひと筆書きで回って日帰りを知るのはもうちょっとの努力だが苦しい。できれば温泉にも入ってゆっくりして来るようなツーリングにしたいのだが、「何がそうさせたの?」(途中で逢ったVT250の女性)と聞かれて、「ムズムズしたから」としか答えようがなかった。
 
そんな事を考えながら矢の川峠も快適に越えて熊野市街に入った。桜がちらほら咲いている。木によってはほとんど満開に近いのもある。淡いピンクは春のおぼろな空気にとても良く似合う。花びら、二題ほど。
 
花びらを吹いて散らせて背を向けて　　ねこ作
花びらが風に舞うよに地に落ちて　　ねこ作
 
<風伝峠～>
 
先日、開通した記事を新聞で見てもう一度行きたいなあと思っていたので、紀宝町を経由して川湯温泉のそばを通りわたらせ温泉を見おろしながら中辺路に向かうルートにした。紀宝町で熊野川を横切るでっかい橋から河原を見降ろせばライダーがひとり佇んでいた。何を思っているのだろうか。その横を観光船が満載状態で過ぎて行った。まあ、そんな景色を高見の見物した後、思いっ切り狭い国道をトロトロと走り始めた。杉の花粉が雨で流されてアスファルトに黄色い斑点を作っている。森は新芽を出して花粉を飛ばしている。酸素を欲張って思いっ切り吸おうとしたら、苦い匂いがする。シダ類が放つ菌の匂いなんだろうか?暖地性のシダが路肩の草木たちの中に目立つようになったのがわかる。バイクを止めたら鴬が声を枯らさんとばかりに鳴いている。エンジンは、やはり文明の生んだ罪悪なようだ。
 
<川湯温泉～>
 
川湯のキャンプ場は思ったより人出は少ないが、駐車場には朝のおやつの時間だというのに車は溢れていた。仙人風呂は既になく、先日からの降雨で増水した川は水かさを増して悠々と流れている。秋のシーズンほどでもないがまずまずの人出の様子である。
 
<中辺路～>
 
工事中の箇所が多い。発破の予告の看板が目立つ。さらに気をつけてみると今走っている道路の何割かは新しく造成された道路で近年の工事の印も残る。つまり、数年で三級国道が二級国道並にまで走り易くなるという事だ。工事は急ピッチで進んでいる。悲しいような気がし、田辺から本宮を目指した昔の修行者たちが通った熊野街道を自然のままにという気も起こるが、古人が通った道だからこそ国道は整備を必要とし、史跡として古道を残そうというのかも知れない。熊野古道が消えないように尽くすのは理解できるが自己満足にならねばいいが。
 
<水上栃谷林道(トンネル)>
 
水上栃谷林道(トンネル)を越える為に国道から反れる直前に感動的なものに出会った。それは木蓮の花である。沿道の川の対岸の、山の分校ほどの広さの所に養鶏場の跡があり木蓮が咲き誇っている。走りながら目についてバイクを道のド真ん中で止めて道端の女性(おばさん)に訪ねた。「木蓮です」と教えてくれた。桜の木ほどの大きさで小屋を覆い隠すように咲いた木蓮には初めて出会った。ほんと、感動的!*)中辺路を走った時に「小広峠」を越えた。これはその印象などを峠越えにそのうち「虎が峰峠」とあわせて書いていきたいと思います。
 
<虎が峰～>
 
龍神村に越えたら胸がときめいた。もう十年以上前、紀州を初めて回って越えたのがこの「虎が峰」と「引牛越」である。虎が峰は開発途中の林道で各所にダートの残った林道だった。何よりも強い印象は、綺麗に植林された杉の林と、峰の向こうにどこまでも続く峰の重なりであった。まだ各地の峠をそれほど多くも走ったことのない目で見た強烈な印象にまた一度会いたいと思うその気持ちだけであった。正直言って、幻滅の不安もあり少しの躊躇もあった。しかし、紀州の山は裏切らなかった。県道として広い道路にかなりの部分が拡張され、走り屋さんの好きそうな所も幾分はある。旧道の無惨な姿も残っている。近くを見るのはやめようと思って遠くの山を見た。高野山方面、熊野本宮方面、それぞれに何かを語り掛けてくれるものがあるように思う。
 
<太平洋沿岸>
 
R42 を走って、綺麗な太平洋の白い波しぶきを眺めながら帰途につく。距離はあと250Km以上は残っている。13:00を少し過ぎていた。白浜温泉にも寄らず、潮岬もスピードダウンだけで通りすぎる。走り始めて休憩らしい休憩は取っていない。水分も食事もなし。まあ、これが私のパターンだし、いいか。
 
暖かい。桜が満開である。海が綺麗だ。いつもみる伊勢志摩の海にも負けないほど綺麗だと思う。波がやや高い。それがまたしぶきを散らしていて、波打ち際まで行きたくさせてくれる。
 
新宮を少し北上した所にウミカメの資料を展示した道の駅があったので止まった。隣に奈良ナンバーVT250(赤)の女性が止まっていたので声を掛けた。-- -ただ海が見たかったから北山村を抜けて走ってきたの。潮岬まで。こんなふうに喋って格好がつくのはやはり女性だからか。なかなかドレッシーでインテリジェンスな女の子だった。
 
走る事だけ…と自分に言い聞かせて走ったツーリングでなければもう少し彼女とゆっくりと話もしただろうに、余裕のないという事はあらゆる事にマイナスなようである。
 
<あとがき>
 
ロングツーリングなら諸経費などもあげますが、日帰りなので省略。というより、飲まず喰わずで550Kmでした。雨上がりに走る事が多いこの季節、山肌の清水や滝は元気良く水しぶきをあげて落ちています。ぜひバイクを止めてその静かなささやきに耳を傾けてやって下さい。紀州の山岳道路を走るとたくさんの小さな滝に出会います。あれだけ泥の雨を降らせたのに一夜濁ればもう今日はいつものように透き通った水を供給している。人は今でも、か弱い虫けらのようなものですが時に見栄を張って弱きものに胸を張ります。自然のいとなみを見ていると哲学としてそれが愚かな事であるのを実感できる。桜は山間ではちらほらですが、海岸沿いの暖かいところでは咲き誇っています。虎が峰の麓あたりの奇絶峡は来週当たりが見頃でしょうね。道もいいのでいかがでしょうか>みなさん紀伊半島の海は記憶にある以上に綺麗でした。海がみたくなったので…と言ってバイクを飛ばす方には取って置きの海かも知れません。前にも書きましたが、時間を取ってゆっくり飽きるほど回ってみたい。地図にも辛うじて載っている小さい村道なども走りたい。山に飽きたら海に来てまた山に戻ればいい。みかんの畑が目につきます。もうオレンジ色の実は少ないけど独特の匂いを放ってくれました。小さい草花も春の香りを漂わせます。子どもの頃に、緑の草木をむしり取ってまままごと遊びをした時にあの緑が出した匂い。蓮華のような甘酸っぱい匂い。遅咲き梅、桜、木蓮、雪やなぎ、沙羅双樹、チューリップ、すぐに思い出せるのはその程度(情けない)。
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四国・中国篇
煙が目にしみる('95春篇)ねこさん
 
奥飛騨~金沢の旅を終えたGSXFを冬の間も私は通勤に使い続け、入院前にはカムチェーンも緩んでカラカラと今にもぶっ飛びそうな音を立てていた。煙の出具合は今になって思うと二年間も無理して乗った事もあって、当初よりも多くなったかに思えた。冬場はチョークを引くので余計にそう思えたのかも知れない。こんな病を持ち続けたままで九州や東北、奥飛騨、金沢と走り回った去年の私はGSXにとったらとんだ罪悪人という事になる。まあ、許してくれや、夏には復帰だ。
 
永く病を治癒するためにやっとの思いでメグロさんに渡したのが3月の初旬だった。月末にはコンサートを控えていることから、その練習に忙しく乗ってやる暇が最も少ない時期だと判断したからであった。その時にメグロさんには「4月になったら乗りたいので」言ったつもりであったが、メグロさんの都合もあり遅れ気味となり、「ゴールデン・ウィークには間に合わせて」とお願いするも虚しく、天候の意地悪もあって退院は4/30となった。そのあとから早速乗ってみた。
 
--まだエンジンが重いのでとメグロさんは言う。
すぐにでもツーリングに出たい私に、
--物理的には、50Km走れる物は1000Km走れるわけで
と説明をしてくれる。早い話が、出かけるのは無謀と忠告してくれているようにとれる。真意不明。
--しかし、速度は法定並で走って行かなくてはなりません。ロングの件ですが、まあ前例がないので。
 
メグロさんの心使いでガソリンタンクに1/100のオイル(10cc)を混ぜてもらった。これは当たりが出ないメカ部品に対しての焼きつきの防止の為である。やはり低回転で登る坂道では、後方から誰かに引っ張られているようなほどに前に出て行かない。これは、ボーリングの直後の為か、エンジンの特性自体が変わってしまったのか。
 
試運転を繰り返すうちにやはりツーリングに出るには無理がありそうだと感じ始めた。天が慰めるように雨を降らせてくれるので諦めもつく。(ツーリング中断の人には申し訳ない、慰め合いましょう)そんなわけで、ゴールデン・ウィークは読書をしたりして有意義?に過ごさせて頂けそう。
 
エンジン音は新車の時のように静かになり、アイドリングの時は振動も少なく、加速時には電動モーターの様に回り始める。肝心のオイル燃えについては、低回転でしか確認ができないが、煙の出はおさまった様子である。まだ予断は許されないが。
 
250のマグナがもう少し早く出ていれば修理を止める事も考えたかも、と思いながらしばらくはまたこいつと付き合う事になった訳である。
 
低回転のトルク不足は、今後ずっと付き合う事になるかも知れないが、もう100ｰ200Km程はトロトロと慣らして見ようと思い、いやその必要がありそうなので、50Km程度の日帰りのツーリングを繰り返していかなくてはなるまい。
 
さて、残されたゴールデン・ウィーク、どんなふうに走ろうかな。'95.5.3ねこさん
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旅日記('95GWツーレポ)[1]<四国>
 
副題を【煙が目にしみる('95GWツーレポ)】とします。
GSXが煙を吹き始めて以来、二年間に渡り(一部で)書き続けた「煙が目にしみる」の完結篇をここにツーレポと兼用で残します。　
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----<<まえがき>>----
 
■雨は嫌だ。季節の変わり目には雨が多い事はわかっている。GWの半分が雨降りであることも覚悟している。けれども、雨が降ると気持ちは冴えない。連休初日、4/29も朝から雨だった。メグロさんは雨が止んだらGSXを届けましょうという。雨の中で受け取ったところで出発できるわけではないから、早々に諦めて家族と買い物に出かけた。休日の連続雨記録を更新中だそうで、この日で5週目とか。仕事で走るわけでもないので、晴れるまでは家族と暇つぶしでもしようか。安易にそう考えたが、GWの天気予報に晴れマークが現れず、そんな苛立つ日が5/1になってもまだ続いた。そんな状況でも、後半からは晴れてくるだろうという希望的予測も棄てられず、もう待てないから5/4には出発!と決めた。
 
■行き場所は山陰である。GSXの煙を初めて見たあの鍵掛峠に行こう。そうぼんやりと考えている。どこかに「こだわり」がある。が、そのパワーはいつもより弱い。それでも山陰なんだなあ、あれだけ四国は素敵なブルーアイランドだってみんなに薦めておいても。
 
やっぱし「こだわり」だけで走ってるんだよ。
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----<<5月4日>>----
 
■さて、5/4の朝。天気ははっきりせず、どんよりと霞がかかったような空だ。空気は生暖かい。去年のツーレポを引っ張り出して出発時間を確認すると、8:30に家を出て和歌山港に12:15に着いている。--お母さん、9:00には出るわ。それから、バンダナ探して。
 
平日と同じくらいの時刻からドタバタし始めた私に起こされて、うちのんも目が覚めたようだ。ごめんごめん。そういえば昨日の夕方、裏のTちゃん(小2)が--Aちゃん、子どもの日、何を買うてもらうの?(返事も聞かず)僕なあ。プラモデルや。
 
バイクに荷物を積み始めたら娘が出てきた。--おみやげ、何にしょ。お饅頭か。--うん。
 
8:30を1,2分過ぎていたかも知れない。さあ出発だ。まずは高見峠である。
 
■100%元気…忍たま乱太郎の主題歌を鼻で歌いながら軽快に走って行く。光ゲンジの歌だと子供が後で教えてくれた。知ってるところがほんのさわりだけであるため、そこばっかしを繰り返し歌っている。何て滑稽な姿だろう。でもみんな似たようなものだと思う。
 
■高見峠を通って和歌山港まで。GSXのシリンダは「新車の時よりも加工精度が悪いので慣らし運転は慎重に」とメグロさんから聞いている。慣らし運転でそんなロングツーリングは珍しいらしく、ガソリンにオイルを1/100だけ混ぜてくれた。(15ccほど)
 
思いっきり水蒸気を含んだ気団が山の上にあるのか、山頂は霞んでいる。新芽が湧き出るようだ。秋の紅葉は華やかで綺麗だが、春の緑も爽やかでいい。秋と違って新しい物が生まれてくる時のパワーのようなものがある。独特の空気の匂いがする。それに田舎の匂いが重なる。周りの水田はほとんどが田植えを終わっている中、まだ、真っ最中の所もある。大雨が続いた事もあって櫛田川の水はやや濁り気味であった。高見峠の交通量はいつもより多い様に思う。「GWなんだなあ～」と独り言を言いながら制限速度で上って行った。
 
すべては時間通りである。和歌山港までの道の混雑も難なくこなして12:30に港着。
 
■13:30発ですよねと言いながら切符を買おうとすると窓口の係員さん(の野郎)が次の出航時刻を表示した窓の一角を鉛筆でつついている。その馬鹿さ加減に心で笑って、怒りを消した。船への乗り場に行ったらバイクが意外と少ない。移動の谷間の日なのかなあ。客室に一番乗りで行けるのはライダーの特権であったが、ポツンポツンと別れて寝ころんでもどうも落ちつかないのでライダーの人の近くに移動した。無愛想な人だったなあ。特に女の子。あまり軽々しい子も困るがもう少しにっこりしてもよさそうだろう。まあ、(彼女は)逆に寂しいのかも知れない。だから話そうとしなかったのかなあ。ソロライダーは孤独なんだよなあ。船内のテレビはオウムの話ばかりで、早く徳島に上陸したい。
 
■雨が心配。雲行きが怪しいぞ。さて、高知へ行こうと思っていたのだが、南は雨かも知れないと予想すると、瀬戸内海の地方は雨が少ないと小学校で習ったのを思い出し、高松に向かって走って行く事にした。しかし浅知恵だった。雨に降られるならどっちでも同じ。ほんとうに行きたい方に行くべきだった。
 
■R192~R193脇町から塩江温泉の所を越える峠はなんて言うのだろう。この途中で雨具を着た。でも、高松に近づくと止んで、しばらくしたらここにも雨がやってきた。土砂降り。町のアーケードの中の電話ボックスから屋島山荘YHに電話をした。雨の中のテントは嫌だ、というのが理由である。|どうも今回の旅では、野営実行気力が随分弱く、宿(YH)に甘えて|しまった。でも、もう泊まらない。高いし汚いから。決心は固い。
 
アーケードの出口で横断歩道の赤信号を待つショートカットのいい感じの女性に後ろより声を掛け道を尋ねた。--屋島ってどっちですか--番町の交差点を…綺麗な人だった。「泣いているのか笑っているのか」と思わず口ずさみながら先を急いだ。
 
■YHに着いたらすぐ後にグース250の練馬ナンバーの女性が飛び込んできた。初めは女性だと思わなかったので、「この雨のきつい中、狭い駐車場にまた人が来てもう少し後からにしてくれればなあ…」と思った。でも、この子、なかなか積極的でしっかりしていて茶目っ気のありそうな子だった。--法隆寺でぼーっとして、ゆっくりしすぎて…。
 
昨日は赤目(三重県)に泊まって法隆寺を回って陸を走ってきたそうである。何故、あの法隆寺なのか。法隆寺の話が聞きたいと思いつつ最後まで忘れていたりして機会がなかった。それがこの地でも最も後悔する事であった。
 
三重高の女の子(二年)にも会った。賑やかで可愛い子だった。私の赤髭みて--画家のMさんと勝手に呼んでくれるくれるではないか。もしあんたの高校の教師やったらどうするんやと言ってやった。職業を隠したから余計に聞こうとする。余計に隠そうとする。
 
ロードスターの彼氏は鈴鹿の自動車会社の人。三重県の人にこんな狭いところでこんなに会うなんて。明朝、宇高連絡船の前まで送ってくれたが御礼を言いそびれた。
 
<本日走行距離:283Km>
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旅日記('95GWツーレポ)[2]<中国>
 
----<<5月5日>>----
 
■こいのぼりが風になびいている。屋島を一周してみた。8:30を少し過ぎた頃に宇高連絡船に乗った。豪華な船でたったのに\1400は安い。お客さんも少ないように思う。車もぱらぱら。グースの彼女と話が出来なかったのが少し尾を引いて消沈気味の私は船のデッキで海に向かってぼんやりとする時間を過ごした。とても客室でオウムのTV番組を見る気にはなれない。
 
昨晩の雨水が蒸発して海の上を漂う。それが遠くの島をぼんやりと隠してしまう。カラリと晴れて底知れぬ群青の深さを見せてくれる海ではなく、寝ぼけ眼で見るような海であった。一方で、風はさらりとして塩っ気がない。大きい川を渡る船のよう。
 
■宇野港から鷲羽山に向かってシーサイドラインを走る。伊勢志摩の海岸をいつも走っている私はちょっとやそっとでは驚かないよ。でもいいところでした。霞の中に浮かぶ瀬戸大橋を眺めながら潮風に吹かれる。玉子ヶ岳という山があり、行ってみれば良かったと少し後悔。面白そうだったのに。
 
■倉敷郊外を抜けて富峠を越えた。県道である。山の斜面にたくさん新芽を出している果樹は何だろうか。ゆっくり眺めることもなく先へと走った。(何故、北へ…と、何を急いだのだろう)
 
今回のツーリングはこんな時にもバイクを止めずに走り続けた事が多かった。後で書く美星町での出来事は例外であるが、全般的に走り続けた。何がそうさせたのかわからないが、(どこに行くか決まらず)行き先を決めるのに迷いがあったのと、気分がやはり雨で滅入りきってしまっていたのか。まあ、慣らしなんだし。
 
■矢掛町から美星町へツーリングマップにも載っているスーパー農道の一部を走った。快適である。飛ばすことはしない。(いつも田舎道をそう書くが)何の変哲もない景色である。そんなふうに周りの景色が妙に落ちついているところがとても好きになってしまった。眺めていると心が落ちつく。可愛い子に出会った時のような感じで、じわっと来るものがあった。したがって、スピードはだんだん落ちていって、ついに路肩にバイクを止めて山々や畑、樹木を眺めた。お茶畑や野菜畑や綺麗に植林された杉の木や桧の山などが幾重にも連なる。近くの斜面には家が散らばってる。安野光雅さんの水彩画の講座を少し前にNHKテレビで見ていた。あの時に出てきた南フランスやロンドン郊外の絵の様な感じである。だいたいこんな遠くまで来て、国道をそれて無名の田舎に入って来て、バイクを止めて景色を眺めているなんて…、失恋旅行でもあるまいし…。
 
■新見インターの近くまでやっと北上してきた。もうお昼に近かったと思う。2年前の夏にはこのインターから高速で帰ったんだなあと回想しながらいよいよ中国地方の北半分に差し掛かる。
 
■明地トンネルを抜けると大山が見えた。峠の下りには展望台もあり、一息ついたり地図を見たりして努めて休憩を取るようにした。米子が近づいて来るに従い大山周回道路でも走ろうかと思い始める。実は又、亀嵩に寄って今度は出雲大社にでも行こうかとも思っていたのだが諦める事にした。理由は簡単。明日、京都(亀岡市の実家)に寄ろうと決めていたからである。
 
岸本町から広大な農作地域をまっすぐ抜ける農道(県道?)を、一気に大山の頂上方向に走った。肥やしの匂いはたまらなく気持ちいいな。ほんと。
 
■枡水高原は人・人・人でいっぱいだった。しかし、前回に泊まったキャンプ場には、全然テントが設営してなくて、後で考えればここにしておけば良かったと後悔する事になる。やはり夏になると人で溢れるのだろうが、まだ今の季節は少し寒いせいもありキャンパーは少ない様子。道路脇には真っ黒に埃を被った雪が残る。今は虫も居なくて良い季節なので、テントにしなかった事を、帰ってからも悔やんでいる。
 
■羽合温泉のYH香宝寺に電話をした。とっても無愛想な女の人の応対だったので嫌な予感がした。キャンプにしようと考えを改め始めていて、東郷池の西岸の豪華な公園も見て回った。ここは緊急用にも、計画的にもお薦めである。すぐ前に温泉センターがある。夜中ひとりで寝るまでを過ごす方法を考えてやめてしまった。変にYHに行って人と会話をしている方が楽珍と考えたのがまずかった。やはり、徹底的にひとりになるべきだった。夏なら暑いから夕方になっても走り続け、疲れ果てて野営という事になる事がある。こういう時って純粋に生きているのを実感できているのだと、ぬるま湯の宿に行って思っている。
 
夕食をスーパーで買い付け、ビールも隠し持ってYHの部屋に滑り込んだ。
 
■ひっでえYHだった。あんなにYHのトイレってのは汚いものなのか。偶然にも今までが「まし」だったのか。お寺だったので御香の匂いかとも思っていたが、あれはトイレの匂いだぜ。
 
<本日走行距離:319Km>
 
 
┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛
 
----<<5月6日>>----
 
■皆さんが寝静まっている時間に出発する事にした。早起きの習慣があり、5時過ぎには目が覚めてしまう。
 
東郷池を左回りして鳥取砂丘に向かった。近くを通ったら寄らなくっちゃと思い来てみたが、展望台が出来て駐車場が林の中に切り開かれている。観光地はつまらないとまでは言わないが、感激は少ない。お土産を買っただけ。
 
ここはキャンプ(野営)をするにはちょうど良い林がたくさんあるぞ。>皆さんチェックしておかねば。
 
■日本海沿いを走る事にした。R9を走って帰るのはしゃくにさわるというのが理由である。いつからか前を250ccのカワサキのバイクが走っている。余部鉄橋のあたりからかな。初めは男の子とばかり思っていたらどうも女性らしい。奈良ナンバーだったので、きっとこれから帰るんだろうなあと思いながら抜いたり抜かれたり。
 
信号で止まったときに---奈良まで帰るのですか私は出石で蕎麦でも喰ってから帰ります。どちらを通って帰るんですか---生野です(と言ったと思う)
 
■何故、彼女に一緒に(蕎麦を喰いに)行こうと言わなかったのだろうか。出石への分岐点あたりから姿が見えなくなった。彼女が消えてから、誘わなかった事を悔いている。ばか。
 
R9は懐かしい道である。今日は(うちのんの)実家まで。鳥取砂丘で買ったお饅頭を子どもに渡すのも楽しみのひとつである。
 
<本日走行距離:257Km>
 
 
┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛
 
----<<5月7日>>----
 
■旅が尻すぼみになっているのが気に入らない。しかし、たんまり酒をご馳走になったので、元気が戻ったか。
 
いよいよゴールデン・ウィークの最後の日である。遊びすぎて明日からの仕事に差し支えてはと考えるところなどはまだまともなところが残っているのか。
 
■奈良で道草をする事にした。「理由は?」「昨日のカワサキのあのバイクの子のナンバーが奈良だったから?」「ノーだよ。」独り言を繰り返している。フルフェイスの窓から見える目元が、可愛かったんだから。
 
ほんとの理由は…京都と三重の間の道は走り尽くしたからさ。たまにはスリリングな道を行こうと思っただけであった。奈良市内や公園の近くは人でごった返していた。
 
奈良から高円山の麓を通って名張に行く県道を通った。田舎の道だ。こういう道って病みつきになってしまう。
 
<本日走行距離:169Km>
 
┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛┛
 
----<<あとがき>>----
 
去年の秋の旅(ツーリング)以来だっただけに気合いもあって、早くから荷物を用意し自炊用のコッヘルも音楽室から借りてきたのだった。(音楽室は聖地としか書きようがない/校長先生まさか読んでないよね)革のつなぎも丁寧にクリームをぬってやった。10年物の輝きだった。でもキャンプツーリングをするなら避けた方がいいみたい。
 
旅先でうちのんに電話でYHに泊まる話をすると---折角準備して行ったのにねえと残念がってくれた。\2980のテントの寝心地は、この5月末か6月初旬まで持ち越しとなった。
 
今の季節は花が美しい。あちらこちら、山間部を走ったら山藤が紫色に散らばって緑を引き立てている。こんな所にこんな花がなあ、と驚かされる。れんげやつつじはわかるけれど、やはりツーリングをするだけではなく、旅を二倍は楽しむには、植物の名前なども知ろうではないかといつも感じてしまう。
 
最後に。二年間にわたって(一部のあちらこちらで)書き続けた「煙が目にしみる」(GSX修理日記)も完結を迎える日が近いかも知れない。煙がおさまったら車検をするし、直っていなかったら棄てる。
 
長々と書きましたが、文才なき事は許されたし。いつかどこかでピースを交わしましょう。
 
会計報告は機会があれば後であげます。また訂正があればコメントであげます。
 
<5/4-5/7,全走行距離:1028Km>
おわり
 
2009年5月11日 (月曜日) Anthology 旅の軌跡
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駿河・甲州・信州
〔右のマフラーが吹っ飛ぶ・東北断念〕1995年
・安倍峠・観音峠・木賊峠・信州峠・馬越峠・ぶどう峠・塩ノ沢峠・田口峠・地蔵峠(湯ノ丸高原)・山田峠・渋峠・猿ヶ馬場峠・善知鳥峠・寒原峠・治部坂峠・赤坂峠(愛知県)
 
 
◆信州ツーリング(まえがき)<信州>
 
基本的にツーレポは私の日記ですので、読む人にとってつまらない部分が多いかも知れません。また、プライベートな事などを削除しますので、文章も変なところもあると思います。その辺は勘弁して下さい。でも、猫柳風のツーレポを待っていてくれる人もひとりや二人は居そうなので、頑固にも従来のように書きます。
 
最近のmsgから推測してまずまずの人数が読んでおられそうなので、有益そうな話もなるべく提供できたらと思います。質問などがあれば、コメント等を下さい。去年の今ごろは私が出かける話をしてもシ～ンとしてたから、今回は賑やかで嬉しいな、と思いながら出ました。
 
行程は、念のために書きます。
8/10:(伊勢湾フェリー)～渥美半島～静岡県～安倍峠～甲府盆地～観音峠～木賊峠～増富ラジウム鉱泉～韮崎(泊)
8/11:観音峠～木賊峠～信州峠～川上村～南相木村～北相木村～ぶどう峠～上野村～塩ノ沢峠～南牧村～田口峠～佐久市～上田市～地蔵峠～山田峠～渋峠～小布施温泉～臥竜山公園(泊)<須坂市>
8/12:猿ヶ馬場峠～松本市郊外のフルーツ街道?～善知鳥峠～寒原峠～治部坂峠～赤坂峠(愛知県)～猿投グリーンロード～東名阪(名古屋周辺だけ)～R23～松阪市
 
県境の峠を越える<信州>
'95　8.10-12
<はじめに>
 
GSXが煙を吹きあげなくなって「煙が目にしみる」の連載は終了した。晴れて全快祝いのツーリングである。行き先は迷ったあげく信州、気合いがあれば東北と決めた。'89北海道からの帰りに出逢って以来6年にも及び連絡やメールをもらい続け、幸運にも?にも今春から北海道に転勤になったYさんからのメールの呼びかけや25年以上も前からの手紙友達のSちゃんからの便りで心がグラグラとした。古里・天塩の近くに戻ってきたんだって｡｡｡北海道のこの人たちに逢いに行きたい気もするが、今の私には北海道に溢れるような魅力を感じとることができなかった。乱開発や観光ラッシュに反発感を抱いても、それは信州や東北でも同じではないか、と指摘を受けそうである。しかし、有珠山が噴火して以来、4度に渡り訪ねた北海道は私の心の中にしまっておきたい。観光熱が冷めた頃に、Yさんが内地に戻ってくる前に、Sちゃんが古里の近くに居る間にみんなを訪ねよう。(観光熱は冷めないだろうなあ。)
 
あれこれと考え四国・山陰と悩んだ結果、自分に正直になってみて、信州・東北となった。
 
FBIKEで話題になっていた今神温泉にも行こうとスケベ根性を密かに持ちながら(密かに持っているからスケベなのか?)安倍峠(静岡ｰ山梨)や信州峠、ぶどう峠は絶対に行こうと心に誓い、東北の三っの「高湯」、わんこそばも行けたらいいなあ、と欲張っている。
 
猛暑の日は続く。新製品の発表も間近い。忙しい日が続いたが、仕事は適当に(会社の人読んでませんように)して夏休みを迎えた。やれやれ。
 
 
[8/10-1]
出発さて、いよいよ出発の日を迎える。わが娘とお母さんは京都へ帰っている。身支度を自分でする事になり、これが後に発覚する忘れ物事件(たいそうなものではないが)となった。車検も\56000で済んだのでその残額予算をツーリングに大幅に転用できる。何も予期せず贅沢な旅を描いているけど、忘れ物だけではなく、マフラーが吹っ飛ぶアクシデントも発生する。まあ、そんな事も知らずに陽気に出発である。「子供の顔を見ながら出発するのはなかなか辛いものがあるけど、見送りの居ないのも寂しいなあ」なんて独り言を言いながらの出発であった。
 
[8/10-2]
伊勢湾フェリーバックにしまうのではなく、ほんとうに時計なしで今回は出かけた。フェリーの出航時刻が8:00なので6:40に家を出たら7:35(係りの人の時計)に鳥羽に着いてしまった。こんなに朝早い時間なのに海が眩しいほどにキラキラと輝いている。凪のように港には波もなかったのに、伊勢湾に出たら小舟の漁船が大きく揺れているのが見えた。映画のセットみたいに揺れている。朝から真夏の空模様だったのでさほど心配もしていなかったが、気圧は不安定なのかも知れない。
 
[8/10-3]
国道1号考えるだけでも忌々しい。やはりこの国道は走ったらあかん。高速を使うべきか。浜名湖から静岡までなら約\2000になるがもったいないなあ。松阪から走ったら宿泊費が出るほどになるだろう。やはり未明に出発をするしかない。
 
[8/10-3]
安倍峠(安部ではなく安倍が正しい)静岡市内にそそぎ込む安倍川をまっすぐ北に上っていく。推測時刻は14:30頃である。太陽はまだ高いところにあるが、日差しが少し緩い。夕立を匂わせるような風具合。川沿いの谷間は幾分涼しい。梅ヶ島温泉の街中から右旋回に急上昇して安倍峠は始まる。ダートがひどくて走行不能になったらどうしようかと何度も悩んだ。しかし、見もしないでひとり悩んだって必ず後悔するに決まっている。自分の目で確かめてくるべきだと自分を説得した。実は、それでも温泉街のお土産屋さんで状況を訊ねた。あまり薦めないと言われながらも上りは舗装済みと聞いてGOの判断、行ってみて駄目なら引き返そう。上り(静岡側)が約8Km、下り(山梨側)が約二倍の17Km程度である。八紘嶺[1918m]の東南側の尾根を越える。静岡側は、短い距離で高度差1000m程度を稼ぐこともありまずまずハードである。高所恐怖症でも行かねばならない。雑木が生えてぐちゃぐちゃの斜面である。覗いても谷底は見えないが、深い事はまちがいない。手の届く様な所に尖った岩山が見える。断崖がさっきの谷底へと突き刺さっている。雷さんがごろごろと重低音を轟かせ始めた。「恐いなあ、死にたくないなあ」と独り言を繰り返している。赤ヤシオで有名になったからこの峠を知った。今、その花は緑の葉だけである。花といえばガードレール代わりに、名前も知らない白い花が咲いていた。峠には道標も何もなかったと思う。不安で越えた峠であった事を裏付けているかのように何も周りを見る余裕がなかったようだ。下りに差し掛かるとできたての舗装道路が現れた。静岡側とは違って谷が広くて沢も大きい。幾筋もの尾根を越えながらこれから私が下りて行く道路が一筋に見える。小さすぎてわからないがダートには見えない。新品の舗装を見たので「もしかしたら今年から舗装になりたてかな」と思ってルンルンになったら「どかん!」とダートが出現した。(ルンルン:死語)火山性の岩が砕けて引き締まった土である。その中にまだ拳ほどの尖った岩が混じっている。踏み固めてあるから走れる。大雨などで荒れたらタイヤは傷だらけになる事はまちがいない。所々で工事の車や木材切り出し運搬の為の車に会った。ぶっ飛ばしてくる。観光の為に来る車に会ったのは一台だけであった。一時間ほど費やして越えたのにこのたった一台のみか…。15:00を過ぎていただろう。雷に打たれるかトラブルで倒れたら、特に頂上付近では救出の期待は薄いぞ。民家に出会ったときはいつもと同じようにやったあ～と叫んでいる。パラパラと雨に降られながら身延の町に降り立った。山を下ると下界の匂いがするから不思議である。
 
[8/10-4]
見延山から甲府盆地へ去年ここを通過した時、下部温泉に行く事を躊躇した。今年は寄ってみようという事で少し道草を喰った。『波の塔』に出てくるというだけのこだわり。温泉街を眺めて気持ちを整えて、さあ今夜の寝場所を決めなくてはと思い始めた。時計をバックに入れてしまっておくのと、まったく持たないのは随分と違う事がわかった。「時計を持たずに自然に任せて」と公言していたのは、つまり「時計をあてにせずに」というべきなのがこの時にわかった。やはり、明るくなったら起きて暗くなったら寝るにしても、安全に走るためにも時計は必要なのである。要は時間に左右されないのが理想という事だ。そんな事を考えながら、釜無川(富士川上流)を越えた。甲府の西側の郊外を昇仙峡方面、敷島町方面に北上する。マフラーがふっ飛んだのは甲府市まで10Km程の所であった。ボアアップの後遺症で低速トルクが低減したのか、オーバーヒート気味なのかは不明であるが、パワーダウンをしてバイクがガス欠の時のように止まりかけた。大抵はローギアにまで落とせばまた走れるのでそうしようとした瞬間に「バン!!」と凄い音で爆発した。そのすぐ後からバリバリと騒音をまき散らすバイクに変身をしたのであった。竜王町のラドン温泉ホテルの近くの農協SS(日石)でガスを入れて、訳を話したら応急処置をしてくれた。親切な皆さんでした。ありがとう。ガソリンスタンドのおじさんが観音峠の途中にキャンプ場があると教えてくれたので、「ヤッタア!」やったあって感じで峠に向かった。
 
[8/10-5]
観音峠～木賊峠さあ、観音峠の前でキャンプを張って明日の早朝に峠を目指そう、と考えた。雲行きも怪しいしスタンドの人が教えてくれた廃校でもいい。峠に近づいたら今にも降り出しそうで降らない。排気管の補修部分は高回転に絶えられず破れてしまった。急がなきゃという事でたどり着いたキャンプ場の管理人のねえちゃんときたら意地悪そうだった。
---バイクは\1200だったかな｡｡｡
---そんなにするの。\400位が普通ですよ。
---トイレも使うんだし｡｡｡
---他行きます。廃校もあるらしいし。
---そんなの、壊したよ。それにそんな所に張ったら駄目だって言われるよ。
カチンときたから、他に行く事にした。しかしあてはなかった。GSXはますます大きな音になってきた。こりゃあツーリングは中止や。金も残るしビジネスホテルでも行こか。そう決心して(増富ラジウム鉱泉付近にも期待はしていたが)二つの峠を足早に越えてしまった。観音峠と木賊峠の間は尾根筋で、八ヶ岳の姿もよく見えた。夕日に染まる悠々たる山の姿だった。雨が通り過ぎて道路が湿っている。濡れずに済んだ私には運がついているのかも知れない。
 
[8/10-6]
夜ぐるりと回って明野村まで下りてきた。コンビニのバイトの子が可愛い子で話がしたくて色々と聞いた。田中律子みたいな感じね。
---この辺にキャンプ場はありますか?
---あるよ。(ってわらった顔がめっちゃ可愛かった)電話で問い合わせてくれたらオートキャンプ場で、私の目指すところではない。価格も合わない事がわかった。
---ビジネスホテルは知らない?
---できたての所をしってる｡｡｡
「よし、この子の教えてくれるホテルに決めよう」てなわけで韮崎市内の「ルートイン韮崎」て所にした。共同大浴場もあってくつろげた。甲府の精機事業部に来る事があればここのホテルにしようっと。夜は、コンビニでおかずを買ってビールを飲んで寝た。明日は帰ろうと思っているが、もう一日だけやはり走ろうか。悔しいなあ。観音峠も木賊峠も明日の朝、もう一度挑戦しよう。そう思って寝た。走行距離:399Km
 
[8/11-1]
観音峠～木賊峠(再挑戦)霞のようにぼんやりした中に富士山が影になって見えた。ホテルの6階からの眺めはまずまずである。6:00にホテルを出た。国道20号を経て昨日の夕方に通った昇仙峡の裏の道路を上った。観音峠でバイクを止めると後ろに甲府盆地が少し見降ろせた。峠を上り切って八ヶ岳の方をみると綺麗に植林をした山が幾重にも見える。でもすぐ前の山は手入れもしてない汚い山だ。時刻は恐らく7:00前後だろう。少し肌寒い。昨夕の悔しさを拭いながら快適に走った。このあたりは「パノラマライン」と観光案内板に書いてある。少し名前負けしてるかも知れない。いや、秋に来たらきっと紅葉が凄いだろうなあ。煙草を吸わなくなってひと月ほど、休憩をしても何となく暇だ。さて、増富ラジウム鉱泉の方には行かず信州峠の方に進路を取る事にする。金峰山[2595m]が右手に見えた。
 
[8/11-2]
信州峠キャンプ場やロッジもできている中をいったん黒森温泉の所まで下って行く。前に見える岩の切り立った山がみずがき山だろうか。登山口も綺麗に整備してあった。高圧送電線が尾根から尾根へと、高いところで懸垂線を描いて走っている、それに重なるように崖っぷちが切り立って見えている。写真を撮るならあの送電線がほんとうに邪魔になるところだ。---絵を描く時はこういうのって邪魔じゃないんですよね…と安野光雅さんが「風景画を描く(NHK)」で言っていたのを思い出す。この前から少し絵の練習をしたので描いてみようか…、誰も見てないけどやはりためらう。そんな景色を見ながら少し下ったら黒森温泉に着き、これからいよいよ信州峠である。オフロードバイクにすれ違った。今回のツーリングでは初めてのピースである。信州峠は、雄大な名前の割にはすんなりと越えてしまった。見晴らしも強烈印象ではなかった。しかし峠を越えて下ると、野菜(キャベツかな、サラダ菜かな)の畑が一面に広がっている。縦横整然と区切られた畑の中で作業をする人や車の姿がポツリポツリと見える。高原野菜の村の匂い?田舎の匂い?何とも表現し難い臭い匂いであり、それがまた決して強烈ではないので独特な気持ちにさせられる。すぐ脇の畑はどうもサラダ菜みたいだった。道路脇に自生する雑草で、40～60cmの高さで細長い葉を持つ多弁な黄色い花が目立つ。何ていう花なのか。とても可憐な花だったのに写真に撮らなかったのを後悔しているが、信州全般で道端に見られた野山の草花だ。帰って名前を調べなきゃ。
 
[8/11-3]
馬越峠畑で野菜を詰め込んだ箱をそのまま積み込めるようにしたトラクター改造車かな?が農道や県道を走る。手伝っている若い息子が荷物と一緒に乗っている。とてものんびりしているので追い越す気にはなれず、わき見を楽しみながらしばらく後ろを走っていた。馬越峠に行かずに県道を上って行けば三国峠を越えて秩父に行く。B医大時代にI君と信州に行った帰りこの先の三国峠を越えたなあ。そうか、Iの奴が私に峠越えを教えてくれていたのか。川上村から南相木村へと抜ける峠が馬越峠で、三国峠に行く途中から北に反れる。左前方に天狗山を見ながら快適なワインディングを楽しんだ。距離は短い。道路は道なりに走ると立原自然公園の脇を通り役場方向に出ていく。私のツーリングマップには『藁葺屋根の役場』と書いてあったので期待して行ったら、すでに新築が建っていた。蕎麦の畑(勝手に生えてるのかな)があったのでバイクを止めてひと休みをした。連続して峠を越えて来て、朝からの初めての休憩であった。時刻はまったくわからない。一時はこのあたりを走って「麦草峠」を越えて帰ろうと考えたのに、ひとつ二つと越えてくると当初の計画通り浅間の西を越えて白根に行こうと決め始めている。道路脇のイラストマップによると、この南相木村から北相木村へは「栗生峠」というのがあるらしい。私の地図には道さえもなく、道路状況が判別できず諦めた。案外、いい道なんじゃないかと思う。さて、北相木村に入ったら目指すは「ぶどう峠」である。
 
[8/11-4]
ぶどう峠漢字で書くと「武道峠」というらしい。由来は知らない。特にどこかに書いてあった様子もなかった。御座山[2112m](何て読むのだろう)を右手に見ながらのんびりと上る。道幅も普通である。「御巣鷹山はこの山の向こうかな」と思いながら時々バイクを止めてみる。まだ昼前だなと感じさせるような優しい日差しが峠の周辺の山々に照りつけている。「昨日の暑さは幻のようやなあ」なんて言いながら峠を越えた。関東方面のナンバーの車に何台かすれ違った。「そうか、関東平野はもうこの向こうなんや…」群馬県側はなかなか険しい山々である。「ぶどう峠林道」の行く手も切立っている。これから走る道があの絶壁の上を走って行くのが見え、それがとても怖い。高い所は勘弁して欲しいと悲鳴をあげながら反面で楽しんでいる。でも、車が来ても道の真ん中から端には恐くて寄れないのです。車の人はなんて図々しい奴だと思っているだろうなあ。『高所恐怖症ステッカー』をヘッドライトの横に貼らなくてはいけないな。---JAL123便安らかにという墓標が道端にあった。その向こうには御巣鷹山[1639m]が見える。そう、あの事故から10年が過ぎようとしている。上野村には慰霊碑のある霊園があるというので寄ってみようと思い、近くまで行ってみた。報道と遺族の人で溢れていた。明日が命日になるんだ。おいおい、関係ない野次馬の来る所ではなさそうだ。遠くからではあるが合掌となった。<合掌>
 
[8/11-5]
塩ノ沢峠ｰ田口峠峠越え>塩ノ沢峠->田口峠(群馬->長野)上野村の中を右往左往してから塩ノ沢峠へと向かった。十石峠はまだ荒れた国道のようなので塩ノ沢峠～田口峠を越える事にした。もしかしたらダートが残っているかなと思ったりしたが、塩ノ沢峠は全線舗装済みであった。脇道に幾つも林道があって、オフロードの人は楽しいだろうなあ。「群馬県から信州方面に行くにはこの塩ノ沢峠を越えて田口峠が穴場なんだ…」と納得しようとしながら南牧村で田口峠の方に曲がった。そういえば、この一連の峠で会うバイクの数が少ない。みんな山の中は嫌いなのか。混雑の中の方が面白くないと思うが。荒船山[1423m]の隣の兜岩山[1368m]が正面に見えた頃、道幅はガクンと狭くなりワインディングも急変した。ちょうど県境付近だったのだろうか。まさに政治力の差なんだろうか。兜岩山は絵になる山だった。峠を越えて長野側に来たら目立った山肌はなく、山奥の峠を走って下っているという感じだった。眠たい。そう思ったのもこのあたりだろうか。
 
[8/11-6]
佐久市、上田市臼田町から佐久までは国道の東側にある県道を走った。この道はお薦めだ。佐久市街に西友があったのでガムテープを買ってマフラーに巻き付けた。幾分静かになった様子である。小諸から上田までは広域農道があるはずで道を訊ねたが、GSの若い氏は頼りなく、その言葉通りに走っても農道には行き着けなかった。腹立つなあ。地蔵峠方面に曲がった時にちゃんと交通量のある農道を確認したから、農道はあったのに。上田市内の国道は今時珍しく渋滞をしていた。
 
[8/11-7]
地蔵峠峠越え>地蔵峠(長野県ｰ群馬県)湯ノ丸高原を越えるのが「地蔵峠」で高峰高原を越える峠が「車坂峠」である。二つとも上田側は快適な舗装道路という情報を持っている。しかし、車坂峠から地蔵峠までの尾根林道がどんな道かは不明であった。安全をみて地蔵峠を上った。後に地蔵峠で出会ったレガシーの男性はなかなか林道通の様子で、車に被ったほこりを払いながらしきりに峰を走る林道(湯ノ丸林道)を薦めてくれた。私のバイクでも走れると言う。でも今から走る気はない。何故って白根･志賀高原から野沢温泉まで行けないかなと思っていたから。意外と決心は硬かったのだ。時刻を尋ねたら確か14:30と教えてくれたように記憶する。地蔵峠の眺めはまずまずである。上田市の盆地の様子がよく分かる。でも峠は観光化されてそれが寂れた感じの雰囲気である。夏タイプの観光地ではないのか。それとも近くの観光地に人を取られて誰も居ないのか。林檎畑の中で佇んで居る方が心地よいかも知れない。スプリンクラーの水を突然浴びるので気を付けねばならぬが。峠の下りからは四阿山の山裾が見えるが、残念ながら頂上は雲である。雲が流れる速さがとても速い。空気が不安定な様子である。嫌な予感。
 
[8/11-8]
山田峠と渋峠この峠には何度も来た。しかし、有料時代ばかりで、無料になってからは初めてである。草津温泉はどんどん観光化、巨大化していく。都会からの車は増え、無料になった草津道路を走り回る。道路の周辺にはわけのわからぬ店ができ幻滅の一途である。白根山への道も無料化になっている。こちらも車が増えたりはしていないのか。只なら行ってやろうってことで人が増える。予想通りゴミの山である。この日は生憎の天気でやや少なかったかも知れないが、所々で渋滞があった。自然を壊していくひとりとして偽善的な言葉も言えないが、有料にしておくというのは環境の破壊をくい止める手段のひとつとして善悪は抜きにして、しかたなく認めてもよさそうである。頂上付近はひどいガスで、おまけに寒かった。嫌な予感は的中で、ガクガクふるえながら早く麓にいきたいなと切実に感じた。野沢温泉は諦めていたかも知れない。木戸池キャンプ場まで下りて来たら二人のライダーが思案していた。山形の1100刀氏と足立のCB400氏であった。\700なのでこの辺で泊まろうと思うと話す。雲というよりガスが流れて来て寒い。今夜も降るかも知れない。先まで行きますと言って失礼した。実はあてもなかったのに。
 
[8/11-9]
渋温泉から須坂市まで下界に下りると天気は晴れ。カッパは温泉街の一角で脱いだ。渋温泉では街を眺めてうろうろした。外湯が多い。地獄谷の野猿公園の前まで行ってみたがバイクが\100だったのと、この辺にはテントを張れそうになかったのでUターンした。キャンプ地が近くにあれば入るのになあ。今思えばあそこにあった公園なら寝ても良かったかも知れない。須坂市方面に走って臥竜公園というのを見つけた。バイクの用品(手袋など)会社に勤めていたというRMX氏もここに泊まろうという。これから北海道まで行くそうで、会社は退職済みだそうだ。彼も居る事だしまず安心して風呂を探しに出かけた。「北信州くだもの街道」と言うらしい。直売所のおばさんを見つけて
 
---このあたりの温泉でお薦め、ありますか?
---小布施温泉がいいよ
 
てなわけでここを目指す。礼を言って去ろうとする私を呼び止めて、スモモを6つ持たせてくれた。道を尋ねて御土産をくれるなんて。家に帰ってから戴いたが、旨かった。スモモってもっとまずいと思っていたし、まずいのしか食べた事がなかった。「青木商店?」って書いてあったように思う。機会があればまた訪ねてみたい。小布施温泉は予想以上に満足した温泉であった。硫黄の匂いがぷんとする。それに加えて湯舟からの眺めが格別である。アルプスの山々が長野市街の向こうに見える。ちょうど夕方で明かりがともり始めた頃、朱に染まっている連山をゆっくりと眺めながら風呂に入らせて戴き疲れもすっかり取れた。臥竜公園の夜はアベックが多い。近くのコンビニで買ったつまみと缶ビールで早々に寝た。走行距離:364Km
 
[8/12-1]
深夜に出発花火をあげに来る若者が多く、それで深夜に目が覚めたのでテントをたたんだ。満月が出ているはずなのだが雲に隠れてしまっている。雲の流れが早そうだ。天気が怪しい?時刻もわからずに出発となった。しばらく走ってコンビニで時計を見たら3:30だった。すると目が覚めたのは2:30頃だったのかな。まあ5時間ほどの睡眠は確保できたからいいだろう。残念だけど排気音がうるさくてこれ以上走れないと思う。さあ、どこを通って帰ろうか。深夜の国道20号を大型定期便トラックと一緒に走り始めた。悩んだ結果、伊那谷を走る事にした。ならば、大門峠か和田峠か青木峠か猿ヶ馬場か。夜中の峠越えをするなんて考えてもみなかった。
 
[8/12-2]
猿ヶ馬場峠峠越え>猿ヶ馬場峠(長野市->松本市)夢にも思わなかった深夜の峠越え。危ないなあ。天気がわからないけど月は薄い雲に隠れているがあの当たりと言うのがわかる。寒い。出かけに忘れ物をたくさんしたが、ジャケットを持たなかったのが大誤算だった。防寒の為に雨具を着て走った。交通量はほとんどない。長野市から上山田温泉、上田市の方へと夜景が広がっている。ちょうど姨捨山の付近の展望台からの眺めは良かった。ひんやりと風が冷たい。数日前までの38ﾟCの熱気を思い出している。四国に行った時にあまりの暑さで夜半や早朝に走った事も思い出した。夜景を眺める以外にはメリットなし。有料道路が無料で通過できるという得点あったらマシな方だろう。夜中の猿ヶ馬場峠なんて危ないだけである。耐久レースでもないのだからやめるべきだったと反省する。もう二時間遅く出れば枝道の峠を回って、沓掛湯あたりで朝風呂を出来たかも知れなかったのになあ。眠れない事にやけを起こして出てきたのは失敗かも知れない。沓掛湯は又今度。
 
[8/12-3]
フルーツ街道?明科～松本郊外～塩尻までは、市内の西側にある広域農道(フルーツ街道?)を走る。以前にも何度か走っているので、存在は知っていた。早朝だったからメリットは不明であるが快適に林檎畑の中を走る事ができた。分岐点で地図を見ていると軽のワンボックスのおじさんが止まってくれた。---道がわからないか?どこ行くの?---伊那谷の方へそう応えると丁寧に信号の数まで指を折り思い出しながら教えてくれた。親切な人はやはりここにも居た。旅先でこういう人に会うのも嬉しいものだ。車からNHKのラジオ体操が流れている。まだ6:30か、って感じだった。
 
[8/12-4]
善知鳥峠峠越え>善知鳥峠(松本市->伊那谷)すんなりと塩尻の街中を抜けられた。伊那インターの付近で東の山並が明るくなってきた。今日の天気も晴れかなと確信した。コンビニがあったので缶コーヒー買って、わき腹に挟んでまた走り出した。
 
[8/12-4]
伊那谷このあたりは惰性で走っていたかも知れない。眠くなってくるのと、腰が痛くなってくるので少し走っては休むというのを繰り返している。天竜川沿いでは鮎釣りの人がもう出ている。彼らは早起きだなあ。日が昇ると通勤らしい車が増え始め少し渋滞があるものの、R19よりは短く楽に走れた気持ちになれる。R19より景色に変化があるからだと思う。
 
[8/12-5]
寒原峠・治部坂峠飯田市から寒原峠と治部坂峠を越えて愛知県に入る。寒原峠の途中の「おんびら」の蕎麦を食べようと止まったが10:00からだそうである。ｰｰ今何時ですか---9:00です残念。この峠は快適に越えられる。これからはR19はやめてこっちにしようと決めてしまった。それほどまでに良い道である。赤坂峠(愛知県)あたりを越えるまでは反対車線も車が少ないが、名古屋が近づくと渋滞が始まっている様子。バイクも多くなってきた。マスで走っている人も多く見られた。猿投グリーンロードを走って豊田自動車の博物館の前を通過。東名阪を大治まで。そこからまた下の道に戻って、R23を松阪まで。R23は今までになくひどい混雑ぶりで、千鳥にすり抜け(危ないからやめよう)をして家路を急いだ。足助でうちのんに電話をしたら11:00前だった。家に着いたら13:30だったから驚異的速さである。高速並だ。
 
走行距離:437Km
 
<あとがき>
★今回の鼻歌テーマソングは・料理の哲人のテーマ(バックドラフト)これは、ちょうどいま練習しているから浮かんだのだろう。・(NHK)日本百名山のテーマ曲
 
★峠の印象いついて。みんな優劣を付け難い。しかし、私のこだわりからして・安倍峠・ぶどう峠・観音峠～木賊峠～信州峠あたりかな。どちらも、もう一度秋に行ってみたい。
 
★トラブルマフラーはふっ飛ぶし、キャンプ用品(マット)を忘れるし、ジャケットも持たなかったし散々でした。予定を変更して帰ってきましたが、もし無理矢理に東北に行っていてもへばっていたかも知れない。バイクはやはり病み上がりだし、この程度で良かったかなと満足しようとしています。
 
秋には9/23に電波望遠鏡の公開があるそうですから行ってみようかな。キャンプでもいいし、ルートイン韮崎でもいいや。可愛いフロントのお姉さんにまた会いたいなあ。
 
そう、寒原峠で蕎麦が喰えなかったのは少し後悔だな。秋には食べよう。
 
あっ、それから、あの黄色い花の名前、わかる人いますか?わかれば教えて下さいね。
 
'95.夏全走行距離:1200Km
==終わり==
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紀州(竜神＆十津川温泉)
1995年
《はじめに》
 
数日前から随分と冷え込むようになって、薄着でも大丈夫だろうと楽天的に考えていたのが不安になってきた。しかし、家の周りの街路樹などもそれに伴い急に色づいた様子で、やはり寒くならないと紅葉には出会えないということであろう。11月の初日には北風のような冷たい風が吹いて、雲が流れてきて時々日陰も運んでくる。この寒さがすっかり冬の気配で、優欝になってしまう。ひとりで走るスタイルがすっかり定着してしまった近年であるが、去年ネットを通じて連絡を取り合いY君と一緒に走ったことを前例に今年もまた行こうというのである。場所は紀州、テーマは温泉。今回のツーリングは二人ともが貧乏ということもあって近いところでのんびりと走ろうと思う。紀州は近くても意外と知らないところも多く、温泉も豊富であるためすんなりと目的地として意気統合した。ゆっくり料理でも作ろうかと思って準備にかかるが、手の込んだものをするとなると小道具が増えて困る。暖めて食べるインスタントものを現地購入することになりそうである。ごそごそと部屋を掃除していたらカメラのフィルムがひとつ出てきた。少し古そうなのでカメラを二つ持つことにした。そういう事例が過去に何度もあり撮って帰ってきた試しがないのに、またこうしてカメラをタンクバックに詰めているのが滑稽で子供のようである。それだけ今回のツーリングには気合いが入っているのかも知れない。
 
(95.11.3出発前)
【11.3文化の日】
 
《出発まで》
 
早朝、いつものように目が覚めた。6:00になろうとするのにまだ暗い。シンと静まり返っている。天気が良いことはテレビなどで予測しているから心配ないが、寒いのが少し気にかかる。自分の部屋でパソコンに火をいれてじっと読んでいると遠くから電車の過ぎる音が聞こえてくる。急激に冷え込んだから気温の逆転層ができて遠方の音が反射して届いてくるのだろう。寒い季節の早朝ならではのものである。今日は文化の日で休日なので近所も静かである。登ってくる太陽の光が青空の全貌を見せてくれる。雲ひとつない。子供とお母さんはまだ朝のまどろみの中にいる。折角の休日に早くからごそごそして申し訳ないが、そろそろ荷物をまとめて、準備を始めなくてはならない。
 
《出発～吉野山まで》
 
8:30。子供も起きてきたので、シャッターを押してもらったりして記念撮影をしているうちすぐに出発の時間を迎えた。今日も高見峠を越えるのだという気合いのようなものがじわりじわりと心の内から沸き上がってくる。峠に近づくと雲が厚くなってくる。あれれ、寒いぞ。あとで思うにこの峠が一番寒かった。ちょうど冬型のきつい日だったこともあるとは思う。峠の狭い道路でとてもマナーの良いトラック二台とすれ違った。おっと、女性ドライバーで、その子があの宝塚でNHKのドラマに出てた子のような可愛い瞳であった。朝からごきげんであるぞ。
 
吉野に着くまでに寒さのために顎が疲れてしまった。革の下はTシャツだけ。革の上は冬物ジャケット。峠の寒さは少々効いた。駅に着いてトイレにかけ込もうと思ったらトラブルである。ズボンのファスナーが壊れて開きっぱなし。応急処置をするだけで手にマメができてしまった。
 
《吉野山～天川村》
 
Y君が腹をすかしてきているはわかっているが、美味しい柿の葉寿司には巡り会えそうにない。ひと通り吉野の周回道路を走って見物をしながら物色するが無く、地蔵峠を通って天川村に向かうことにした。黒滝村の隅っこ(R306)に道の駅ができていた。驚き。こんにゃくの串ざしが\100で田舎のおばちゃんが売っていたので食べてみた。田舎の本物のこんにゃくである。旨い。
 
笠木峠を越えなければねば天川村には行けない。その途中の黒滝茶屋で柿の葉寿司を食べる。\500。まあ安い方だろう。旨い。腹も満たしてさあ笠木峠に差し掛かる。トンネル完成済みかと信じていたらできてない。ワインディングを必ず走らないと天川村には行けないのである。ちょうど「もみじ祭」をしていて人出もあった様子である。
 
《天川村～十津川温泉》
 
行者還り林道でも洞川林道でもないルート。南西に向かってR168に出て、谷瀬の吊橋を見て十津川村に入った。R168という国道は最低の国道である。まず、狭いにも関わらず観光バスやマイカーが多くて、今時珍しい渋滞現象を起こしている。それに苛立つのかも知れないがドライバーの運転マナーがすこぶる悪い。二度とこの道は通りたくないと思った。それにしても、マナーのことに話が戻るが、最近、特に車のマナーが悪いように思う。我先勝手、譲り合わない、規則違反、常識違反など。
 
十津川温泉に着いたら夕刻となっていた。もう一時間もすれば真っ暗だとは知りながら公衆浴場に行きひと風呂浴びた。\300。ウワサの湯である。満足^2。計画段階から思い入れがあったために、随分と長湯をしてしまい、予想通り動けなくなってしばらく浴槽の横で死んだ状態で過ごした。その後、上湯に行く途中の河原のキャンプ場(\500)に行った。\500は清掃協力費で村の観光協会が徴収しているそうである。高いか安いかは雑多な意見がありそうだ。
 
《十津川温泉・河原》
 
淡路島からきたセロー君と一緒にテントを張って、焚火もなく月明かりと星明かりのもとで歓談となった。日中、走っている時は冬の空のように暗い雲が立ち込め、冷たい風が吹いて真冬なら木枯らしに小雪が混じるような雰囲気だった。それが嘘のように晴れ上がり、薄い雲が流れていくのが月の明かりに見えている。意地悪な天気である。今夜は冷えそうだなあと思いながらテントに潜り込んだ。
 
深夜(三時頃かな)に目が覚めた。トイレに立った所で女性に出会った。彼女はさぞかしドキッとしただろうなあ。髭面の男が月明かりに照らし出されたのだから。---冷えますね、思ったより寒いわ---そうですか。こんなもんでしょう｡｡｡意地を張ったつもりもないがそう応えてしまった。彼女は眼鏡をかけたインテリジェンスな子で、早朝、連れ合いの女性と歩いているのを見かけた。なかなか、サバイバルな女の子たちだった。
 
【11.4土曜日】
 
《早朝》
 
手が切れてしまうほどに水が冷たい。夏なら嬉しいのだが今は辛い。顔を洗って記念写真を撮って出発となった。テントサイトには10軒ぐらい張ってあるかな。サイトといっても石ころごろごろの河原であるが。十津川温泉はすぐ前にダム湖を持っており観光船なども出している。そのダム湖に朝霧が立ちこめて、朝日に輝きとても神秘的である。山肌の紅葉が花を添える。じっと見ていると、ゆっくりと一定方向に動きながら川霧が消えていくのがわかる。手足や顔は冷たい空気にピリリと冷やされているが、空気はもう温まり始めている証だ。本日の晴天を、自然が保証してくれているのか、そう思いながら波も立たない湖面を見つめるのであった。そういつまでもセンティメンタルになってもいられない。上湯へ急ごう。
 
《野猿と上湯》
 
観光野猿があるので記念写真を撮った。私は高いところは苦手だからコメントをするのはやめる。上湯は10分ほど温泉街から走ってきたところだろうか。民営の温泉宿の露天風呂と村営の二つがある。村営は\100。セルフで払うようになっている。まず、早朝に行って誰も入っていなかったので熱くて入れない。水を混ぜて入ることとなった。しかし温泉気分は100%である。河原を掘った湯舟もある。お尻が痛いのを我慢せねばならない。
 
'82の夏に潮岬で泊まった私は龍神経由で北へと向かう予定でいた。が、あの時、通行止めで龍神スカイラインには行けず十津川温泉方面に迂回をさせられた。その道が超悪路であった。記憶は次から次へと甦る。そう、このカーブ、このトンネル、この交差点｡｡｡私が越えてきたのがこの上湯に出てくる道路であった。拳ほどの石ころがゴロゴロしていた。その時、この上湯付近まで下りてきて九死に一生を得たとため息をついたのであった。
 
《熊野本宮～湯の峰～わたらせ～川湯》
 
十津川温泉街の方面に戻って一路南下をし熊野本宮を目指した。特に神社には寄るつもりは無かったが朝食になりそうなものを探すためである。「釜餅」という名物を鳥居前の「ししばば市」のおばちゃんが売っていた。つぶあんのよもぎ餅で、旨い。冬の間の限定販売と言う。6個で\500でした。(おばちゃんの説明付)キャンプ場で少し会話を交わした「CB750ボルドール2」の人は熊野古道を少し歩いてきますと言ってバイクを鳥居の前に置いて身軽に出かけて行った。あんな旅もいいなあ。
 
湯の峰温泉の街並みなども見て…ということで相棒を案内した。公共浴場には入らなかった。硫黄の匂いを嗅いで、川からブクブクと出てくる泡を眺めて、暖かくなった日差しの中でのんびりしている、それがとても心地よい。つぼ湯に入っている女性の足が見えるのが何ともゾクゾクする。
 
わたらせ温泉はトイレ休憩のみ。以前に入ったので今回はパス。川湯も同様。川湯では仙人風呂がオープンしていた。河原を掘って千人が入れるほどの風呂にしたというのがふれ込みだが、水着を着た皆さんが話の種に来ているという程度で、それほど魅力的な温泉街には見えない。視点を変えれば良さが味わえるとも思うので、いろんな方の意見を参考にさせて戴きたい。
 
《瀞八丁～十津川温泉》
 
“瀞八丁はもう紅葉しているかなあ～"と思いながら行き止まりと分かっている道に向かう。その時の計画では、戻ってきて湯の口温泉でテントを張ろうと相談し合っているのに、ジェット船が着く一番奥の集落まで来てみてクロネコの運転手さんに尋ねたら、“十津川温泉方面への村道は狭いが、オンでも走れる"ということであったので計画を即座に変更した。十津川温泉を抜けて今夜は龍神温泉付近とこの時に決まった。
 
玉置山の麓を抜けていく村道。もしここまで根気よく読んで下さった方がおいでならば感謝をすると共にぜひ地図を開けてチェックをいれておいて戴きたい。関西ツーリングマップp77の中央やや上、玉置山の西を走る道路(村道)です。これが今回の旅で最も印象の深い道路でありました。瀞八丁の谷に架かる怖い橋とトンネルを戻ってそこからが十津川村になります。杉を主体として綺麗に植林された山々が整然と続き、雑木林が所々で朱や黄色、茶色に紅葉している。杉が花?を焦げ茶色に枯らせて冬の支度に入っているのがコントラストを引き立ててくれる。枯れ葉が落ちてさらさらになり道路脇に帯の様に溜まる中、道行く先の山の斜面に村の家屋が点在しているのが見える。どこも昔ながらの民家で、煙突があって、洗濯物が庭に干してある。庭まで車では上がって行けないため、どこかから石段が通じているはずだ。荷物を運び上げる為のエンジン付きのモノレールが幾つも道路脇にみられる。時間をもっと取って、あの風景のどこかでバイクを止め、坂道を歩いてみればよかった。今度、行ったら必ず止まろうと思う。
 
あの村道の最後の部分の十津川温泉に下ってくる坂道から眺め降ろす村の様子や温泉街、ダム湖の景色も格別である。大阪空港(伊丹)に飛行機が下りるときのビルの景色が山と民家に変わったような大きさである。思わずバイクを止めて眺めた。
 
《十津川温泉～R425牛廻越～龍神温泉》
 
さて、龍神温泉に急がねば。―時間以上はかかるだろうと予測をするが、時刻はもう三時を回っていた。今日は山間部の1～1.5車線道路を随分と楽しませて戴くことになった。シフトチェンジの連続で、ふだんトロトロ走っている私にしたらまずまず速く走ったつもりであったが、Y君曰く「普通ぐらいでしょう」だって。時々対向車がすっと現れる。クランクションを鳴らしながらライトを付けてカーブを曲がってくる。それって自分のことしか考えてないんと違う?と尋ねたいなあ。こんなマナーの人が多くなったのも最近の傾向のようだ。クランクションが鳴らせるだけ早く相手を発見したのなら、そこでライトを付けねばならないほどのカーブならなおさら、その場で止まって待つのが普通だと思うが。それだけ現代人はせっかちで、自分のことしか考えなくなったのだろう。
 
天生峠や権兵衛峠で驚いたことがあった。どちらの規模が大きいかなどを較べたくなるが、尺度が多くて難しい。ただ、クネクネと走りながら町から随分と走ってきたなあ～と妙に感慨深くなってしまう。それだけ山深かったのだろう。数軒かもう少し多いくらいの集落を幾つも過ぎて、道は少しずつ急になっていく。久しぶりに屋根に煙突がある田舎の家に出会った。夕飯や風呂の支度には少しばかり早かったせいか煙が立ち昇る風景には巡り会えなかった。峠の下りで可愛い女の子が二人、自転車で上ってくるのを見かけた。地元の中学生かな。こんな田舎の子供達はさぞかし逞しいのだろうなあ。
 
こんな村に住んでみたいなあ～と思いながら、しみじみと十津川村をあとにし、牛廻越を下り龍神温泉に下りて行く。ポツリポツリと明かりが街に点り始めるような時刻になっていた。
 
《龍神温泉》
 
キャンプ場がなかなか見つからない。道の駅のおじさんに聞いたら、ゴミを散らかさなければどこでテントを張っても構わないという。共同浴場のすぐ前の河原だって構わないというが、残念なことにそこまで下りて行くコンクリートの道にはロープが掛けてあって車両進入禁止でバイクは下ろせない。テントは構わないそうだが歩くのが嫌なので、散々探し回った挙げ句中学校を見つけて、渡り廊下にテントを張ることにした。小学校は明る日に知事選があるので駄目と言われてしまった。温泉にゆっくり浸かった後、ソーセージを4本と缶ビールを二つ買って中学校に戻った。昨晩より暖かそうな夜である。月が一段と明るい。深夜におしっこに起きた。ビール飲みの宿命だな。昨晩に負けない程の星明かりである。オリオン座くらいしか知らないのでそれだけを理解して、流れ星を二つ三つ確認してまたテントに潜り込んだ。降るような星座も憶えていたらまた視点が違うのだろうなあ。そう思いながらテントに潜り込んだ。一度出たテントの中は寒い。テントの中で眠れずぼんやりとしていると<寝返りを打ってあなたにもう一度>なんていうのが浮んできた。これは<寝返りを打ってお前を忘れたい>にも通じるなあなんて考えていたらまた眠っていってしまった。
 
【11.5日曜日】
 
《龍神温泉～美山村～金屋町～清水町～龍神スカイライン》
 
深い谷の中の中学校に朝日が届くのは随分と遅い時刻である。見上げれば周辺の山の頂きは朝日があたって赤みを帯びている。朝露に濡れた薔薇の葉や中学校の校舎を眺めながら少し暖かくなるまでの時間を過ごした。校庭の前の民家の朝の支度はお釜に火を起こしてするのかなと期待したが、こんな田舎でも石油のボイラーが普及しているらしく、6:30頃にボイラーに火が着く音が聞こえてきた。煙突からは煙もでない。まあ、しかたないか｡｡｡
 
どうしてもスカイラインにお金を払い込むのが嫌で、美山町を経由して清水町を回りスカイラインに入った。このあたりは有田みかんの産地で、蜜柑の木が一面に広がっている。実をいっぱい垂らせた蜜柑がだいだい色を放っている。止まってひと掴み食べてみたい衝撃が走る。でも、もしやれば窃盗だな。吉野から十津川を走っているときは、痩せていそうな土地に柿の木が植えてあった。その実も同じように熟していた。甘く切ない味がする柿の方が現代には受けが悪いのかも知れないなあ…などと思いながら高野山の方に向かって入っていく。紀伊半島の田舎を走っているのだと思うと、旅に来たなと感慨深いものがある。
 
重要な情報をガソリンスタンドのおじさんから入手した。R480の途中、清水町の井谷という所から龍神スカイラインに上がって行ける。まあ、私好みの田舎山岳道路だそうだ。清水町あたりは地図でみて思うより観光化されていてキャンプ場などが所々にあって、ここをベースに龍神や高野を楽しんでもいい。
 
《龍神スカイライン》
 
人がたくさん行く時のこういう場所は、もちろん観光スポットとしては素晴らしいのであるが、気持が休まるかどうか等も含めて考えると最低の場所であることが多い。特にバタバタとうるさいばかりのでかいバイクに乗った人が、およそツーリングとは思えない暴走行為をするのだから品位が下がる。バイクは静かに速く走るのがいいと思っている私にとって、彼らとは価値観が大きく違うようだ。あまり悪言や苦言は書きたくないが、ステータスとしてバイクに乗るのもそれはそれでかまわないが迷惑行為はやめて欲しい。もっと本質を見究めてもらいたいなあ。そうそう、重要な話。護摩壇山の付近は紅葉の最盛期であった。紅葉もさることながら、やはり展望広場から見える「奥千丈林道」のラインが私を魅了する。惚れてしまって腰が砕けそうなほどで、涙が溢れそうになる。道路脇の広場にRMXをトランポから降ろしている人を見かけた。走りながら喝采をするしかない。護摩壇のタワーより少し北に寄ったドライブインは清水町営の喫茶店で、Y君がここの他人丼が旨かったと言う。これは有益な情報である。
 
《奈良県・大塔村》
 
料金所をパスして大塔村方面に山中を抜けることを考えている私は罪人か。しかし、周辺道路はスカイラインより完成された村道で、それが私の印象であります。野迫川村、荒神岳の西北方面にあたる部分を走る村道を走って大塔村(R168)に出るルートは楽しめた。スカイラインより爽快な気分で走れる。(内緒の話にして欲しい、何故なら皆が行くようになると荒れるからなあ)せいぜい高くても1200m程度の山々である。しかし、資源として有効に活用するために、スパンを500年とか1000年のレベルで配慮しているのをうかがえる。木は切ってしまって金に換わるのはその世代のみで、次の世代もその次の世代も育てるだけで終わる。そういう生き方を人間は古来からしてきて自然との共存を図ってきたのをのをこのあたりの村はじっと守ろうとしている。負けるな、山で暮らす人達。第一次産業などと言った文化人のおごりが今頃になってよく理解できる。一次はつまり四次でもあるのではないか。未来の産業かも知れない。(こんな話は嫌われそうだからやめようね)
 
天辻峠の途中の道の駅で休憩をした。大塔村の道の駅である。プラネタリウムなどもあって、個性のある活動をしている様子である。そうそう、大塔村は和歌山にもあるんだなあ。
 
Y君ともお別れの時刻が近づいてきた。たった二度目に会ったのに旧友のように走ってきた。年齢も10歳以上も違う。お互いに学ぶことが多いツーリングになったなあ。おい、また来年もこのあたりを走りたいね。今度は嫁さんを連れてこいよ、と言ってやろうと思いながら、残念ながら彼は大阪方面へ、私は三重県方面へと別れていく。ライダーが交わす分かれのサインも何とも味気ないが、粋なものである。
 
《帰途》
 
三日間一緒に走ったY君とも別れてしまった。子供にお土産も買ったし後はどこかで電話をして帰宅時刻を告げて置けばいいだろう。
 
---五時頃やね、わかった、風呂と夕飯用意しとくわ。電話の向こうでうちのんがそう応えてくれた。
 
《あとがき》
 
いつもながら私流の日記になりました。自分宛てのメモを公にできる部分だけアップすることにしました。走行距離は、700Kmから800Km程度でしょう。今、それは重要ではないように思います。紀伊半島は近くて遠くしかも広く、私には青い鳥のような存在です。まだこれからも訪ね続けることになります。
 
熊野古道を歩くと言ってバイクを置いて歩き始めたCB750ボルドール2さん、新車のXJR1200で浜松から来た男性。淡路島のセロー君。あげれば切りがないのだが、出会いは私の旅を刺激してくれました。多くのツアラーの皆さんは、自然を愛し、バイクを愛し、旅が好きな方のようで安心しています。潮岬方面まで足を延ばせなかったのが残念ですが、紀伊半島は魅力のある所なのでいつかは又きっと行けるだろうと思っています。これを読んで下さった皆さん方にもいつかどこかでお目に掛かりたいと願うばかりです。
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信州・上州の旅
(1996.4.27-29)
【4/27-1はじめに】​
四国の話が話題に出ているのを読むと行きたくなる。でも東北の高湯や喜多方、盛岡などへもまた行きたい。散々悩んだ結果東北に行く事にした。青森の三内丸 山遺跡を見てこようというのが今回の大きな目的になった。さて、前日に寝る段階になってもまだアプローチが決められず迷っている。富山のQちゃんのキャン プに寄って行こうか。名古屋市内は混むから奥三河を通って行こうか、東海道を通って山梨のおりえちゃんに一目だけ会ってから行こうか。悩んで答の出るもの ではないから早々に寝る事にした。いつもより燃えるものが少し少ないのかも知れない。だから、夜が明ける前から目が覚めないのか。外が明るくなってきた頃 に起き出して二時間ほどかかって荷物を詰めて支度をした。英会話入門も聞かずに荷物を詰めている。しばらくさぼる事になるので少し引け目を感じながら荷物 をバイクにくくりつけた。
【4/27-2出発】​
ラジオの講座が終わる頃(7:00)に準備完了となる。ちょうどうちのんが起きてきた。出かけ前の写真を二枚撮ってもらって暖気運転は近所迷惑を配慮して 省略しスローペースで家を出た。R23を北に向かう。この時はまだ富山に行くか伊那谷方面に行くかを迷っている。次第にペースが上がってくる。休日を楽し む車よりも仕事へ出る人の車の方が多いだろうか。四日市市街は普段の土日の早朝よりもずっと仕事色が強い。名古屋方面に向かう事にして富山は諦めた。伊那 谷を越えて軽井沢方面から上州を越えて信越に入ってから東北を目指そうと考えている。
【4/27-3名古屋郊外】​
R23が名古屋郊外をおよそ回り切った頃、豊田方面に曲がって稲武町から平谷村を通り伊那方面へと行くのだが、豊田市郊外で渋滞が待っていた。これには頭に来たが、隣に止まったパトカーの助手席の警官に
---凄い渋滞ですねと尋ねたら​
---いつもだよ、この辺は
とにこやかである。警察官の皆さんもお仕事、ご苦労様である。まあ、こんな渋滞だから猿投グリーンロードができたのかな。そう思いながら飯田街道を北へ北へと走っていく。
【4/27-4飯田街道】​
平谷村で「ひまわりの湯」という道の駅ができている。人気もありそうで駐車場も車で一杯だ。寒原峠を越えて「おんびら」で蕎麦を喰うが、そこで前に座った 夫婦の人も浜松から蕎麦を食べて風呂にはいるのが目的だと言っていた。お昼を少し回っていた頃にちょうど蕎麦を食べて満足である。ここが話に聞いていた有 名蕎麦屋なんだなと思うとミーハー的に満足である。味は…旨い方だと思うが、私の蕎麦感は随分ひねくれていると自分で思うからあてにならない。
【2/27-5伊那谷】​
飯田から松川方面に向かうのに高速道路の下の道路を走った。農道と書いてあったので期待をしていったがはずれだった。結果的に時間が掛かって疲労が増した か。南アルプスの山々が壮大である。少しでも近づいてみたいなあと思う。地蔵峠や分杭峠にも寄ってみたいがまたもや今回もお預けにした。先を急ごう。高遠 の桜はまだ咲いているのだろうか。渋滞してるだろうな…と思いながら見て行くことにし火山峠を越えた。快適な峠である。しかし、高遠の高台に桜が見え始め ると車が滞り始めた。町の真ん中ではお盆正月の渋滞並みになってきた。一番公園に近づいて見える所付近からわき見で眺めた。素晴らしい桜である。GWに咲 いてくれたのはラッキーだった。例年ならもう少し早いのだろう。得したなあ。
【4/27-6諏訪】​
さて杖突峠を越えて諏訪の町を見おろせる所までやってきた。桜のせいで国道の交差点は混雑している。ややうんざり気味に大門街道を目指す。ビーナスライン が無料になってから初めてかも知れない。大門街道への分岐点でウロウロして右往左往する。蓼科山が三角にドンとそびえている。もちろん真っ白である。家を 出る頃は麦草峠を越えようというプランも少しはあった。心の中には越えたい気持ちと幻滅を怖がる気持ちが交錯していてここまで走ってきた。今日越えるのは やめてキャンプ場を探そう。温泉が近くにある方がありがたいやと思ったから麦草には向かわなかったのであった。
【4/27-7大門峠越え】​
白樺湖は毎度幻滅するがやや飽和した感じだ。大門峠を越えてさて今夜の寝ぐらを探さなくては｡｡｡鹿教湯に行けば何かあるかも知れないぞ。温泉に入って ゆっくりテントに入ろう…って筋書きで温泉を目指す。共同浴場を探して往復したが見つけられずあっさり諦めて別所温泉に行く。
【4/27-8豆石峠】​
石峠[910m]である。これでも県道??とぶつぶついいながら越えた。狭いが綺麗な舗装である。雑木林の山を走る。いやぁ、雑木林だったかどうか分からない。まだ林は冬のままの感じで、新芽はそれほど目立たない。
【4/27-9別所温泉】​
尾根を走って別所温泉に辿り着く。まだ五時頃だったのでキャンプ場所を探す。まず公園。別所公園というのがある。駅前のスーパーのおじさんに尋ねたらいい ところがあるよと言って教えてくれたので意見が一致したな。でもアベックが多いという事と山の中に少し入るので寂しかった。明かりはあるのでやはりあそこ にするべきだったか｡｡｡と後悔。廃校になった別所小学校がスーパーの裏にあった。お風呂に先に行く事にした。おじさんの薦めで「葵の湯」に行く。 \100と洗髪料\10である。昔に来た時は\30だった。随分昔の話だなあ。さて最適の絶好地にテントを張ろうと思いきや、風呂から出てきたら若いヤン キー風の坊や達がミニバイクに乗って集まってきてウーロン茶を持って花見の準備だった。酒でないところが後で考えるとおかしい。
【4/27-10夜】​
ここと決めて温泉に入りに行ったのに、仕方なく温泉を下りる事にした。長野大学そばに自由の森公園というのがあったのでここに決定した。桜の花の下では家 族で花見をしている人がいる。その四駆のライトを借りてテントを張った。テントの骨をクロスに通すのをミスってなかなか張れず苦心した。汗だくだ。一緒に 飲みましょうヨという声に誘われて焼酎をご馳走になった。いい気になって飲んで、スキっ腹に別所温泉のお湯が入っていたうえにお酒をブレンドしてしたたか に酔ってしまった。御礼を言ったかどうかも記憶にないままテントに潜り込んだが夜中に気持ちが悪くなって目が覚めた。何も喰ってないのだから何も出ない。 真っ暗なテント中で出口のファスナーを探すうちに苦みがこみ上げてきて粗末をしてしまった。下の粗末ではなかったが、ややテントが匂う。こういう時ってめ げるなあ。
【4/28-1車坂峠】​
暗がりでどんなふうに拭き取ったのかわからないけど朝を迎えた。決してすがすがしいとは言えなかった。高峰高原を目指してみることにした。湯の丸高原に行 きたかったからだ。しかし、車坂峠までは上れてもその先は通行止めで、湯の丸方面の行けそうにない。てっぺんまで行って引き返してきた。昨日のお昼はポカ ポカだっただけに少し高いところに行くと寒い。まだ日差しが弱くてわき腹がぞくぞくする。上田盆地の景色を春がすみの中に眺めていてもいつもならこみ上げ てくる感動もない。寒さと空腹のせいだろう。朝食にする焼きそばパンとマミーを軽井沢のコンビニで買って峠の茶屋に着いた時に食べた。
【4/28-2峠の茶屋】​
浅間に登るアベックと少し言葉を交わした。バイクの数が目立つようになってきている。日曜日という事もあろうか。鬼押し出しには行かずに長野原方面を目指 す。この時にはもうすでに頭に中に「四万温泉」を浮かべていた。長野原から中之条までは眠い道を我慢して走る。結構疲れが残っているみたいだ。四万温泉は まだか、まだか｡｡｡みんな同じ方向に向いて行く車が四万温泉に行くR353になるとぐっと減った。甘い予測は禁物だけど人は少ないかも知れない｡｡
【4/28-3四万温泉】​
看板の矢印で温泉街へと曲がったらすぐ左手に温泉が見えた。何かありそうなので曲がった。駐車場は満杯である。公共の温泉施設「清流の湯」である。 \500/2h。お湯から上がってきたおばちゃんに聞いたらえらく薦めてくれるので入ってみることにした。新築みたいなので係りの人に尋ねたら4/1に オープンしたばかりという。休憩所に食べ物を持ち込んでも出前を取っても構わないそうです。施設の前には散歩コースもありベンチもある。さてさて、お湯に 行きましょうか。まだテレビなどにも紹介されていないらしくGWのこの時期にしては人が少ない。大勢の人がお酒を飲んだりして休憩室でくつろいでいる。湯 舟はガラガラ。露天風呂がいいというのが皆さんの感想のようだ。お湯は無色で透明。きつい匂いもない。湯量は豊富でどんどんと溢れ出ていく。露天風呂は川 に面していて(他人だから仕方がないが)皆さん難しそうな顔をして湯舟に足を突っ込んで河原の景色を見ている。
---ほんと、イイお湯ですね​
---そうだろ、ここがこの辺では一番いいよ
上州の言葉は再現できないが、年輩のじいさんの顔がくしゃくしゃになった。苦虫を噛み潰した顔も湯舟の中で言葉を交わせば旧知のそれに変わってしまう。皆さんの会話は、私の発した言葉で急に弾んでとどまる事がなかった。
---上州は何が美味しいの?​
って聞いたら「うどん」だと教えてくれた。また私のテーマがひとつ増えた。嬉しいな。松阪肉の話なども出ていつまでも話が続く。春の日差しにしてはきつい くらいで、露天風呂でも日陰の方に寄った。絵で書いたようにキラキラと輝きながらお湯は浴槽から溢れ、流れ出ていく。いろいろ話を聞いていると、温泉街に は無料の公共浴場もたくさんあるようです。お湯が豊富だから出きることらしい。後で行く草津の公共施設も人が溢れていたが、混雑する時期はとりあえずこち らにした方が得策みたい。
【4/28-4暮坂峠】​
四万温泉から暮坂峠[1090m]を越えて六合村の役場の前に出て草津温泉を目指した。初めて草津温泉を訪れた頃に通った道である。まだ随分と若かったの で旅感も違ったものを持っていただろうな。しかし変わってくることは進化でもないのだから、昔の様な旅感に戻ってみてもいいのかな…などと、ぼんやり考え ている。上越の山々が白銀に輝く遠望風景が少しづつ変化するのを楽しみながら、カーブをひとつひとつ抜けて行く。イイ湯だな♪なんて鼻歌気分である。
【4/28-5草津温泉】​
草津温泉という所は不思議な魅惑を放つ所温泉で混んでいることがわかっていながら湯畑の前を通ってしまう。うちのんとタンデムで来た時に泊まったホテルも 新しく立派になって、あの時バイクをしまってくれたガレージの面影はなかった。湯畑の前には何をしているのかをまったく想像できない多くの人がベンチに腰 を降ろしている。温泉風情を楽しんでいるのか。銀座の歩行者天国に硫黄の匂いを漂わせたって変わらないやんか。みんなファッショナブルで、カメラを持って 走り回る。でもそれを結果的に私は見に来たのだった。
【4/28-6白根山】​
白根山に上っていこうとしたらいきなり観光バスの排気ガス攻撃に会う。イラついて抜こうとしたら対向車が現れた。危なかった。命拾いをしたな。やはり冷静 さをなくしてはいけない。こんな所で仏になるのはゴメンだ。当時では珍しかった写真葉書を作ったのもこの白根山での記念撮影である。展望台で少し景色を眺 めた。見知らぬおじさんが声を掛けてくる。三重県ナンバーをみて話し掛けてきた。
---三重のどこから?​
---松阪です​
---肉の旨いところだねぇ、いいなあーひとり旅は｡｡｡
ひとり旅と言って羨ましがられると、何だかとっても得をしたことをしているみたいな気になってくる。雪は5メートルとも7メートルとも見学者が好きずきに言っている。湯釜の前の駐車場も雪で少し狭いし勝手が違う。少々の渋滞を抜けて万座温泉方面へと向かった。
【4/28-7万座峠】​
風が最高に気持ち良い。冷たい。しかし、凍るような冷たさではなく、春の風なんだな。志賀区域に下りて行くと恐らく又混雑してるだろうから、万座峠に行く 事にした。プリンスホテルの脇を通り県道へと入る。きちんと除雪がなされていて、乗用車も対向できるようになっている。雪の壁の中を走る。雪解け水が道路 を横切るので、ハネが飛んでバイクが汚れるなあ…と思いながらのんびりと景色を楽しむ。ダートも覚悟(少し期待)していたのだが全面舗装だ。オフ車には何 台もすれ違う。(オンも含めて)彼らとはコンセプトがマッチするらしく、こういう場所で逢うとピースを出す瞬間のタイミングが非常にスムーズだと思う。本 来なら樺の木などが一面に生えた高原気分を走るのだろうが、雪のおかげで違った味を楽しませてもらっている。山田温泉が見おろせるところに展望台があった のでバイクを止めた。高低差が思ったよりある。何げなしに地図を見ていたらすぐ隣の道なのになあ。谷の向こうに林道が延びている。鎌田林道だろうか。ああ 言うのを見ると行きたくなるんだよなあ。
【4/28-8須坂市から】​
須坂市まで下りてきて長野市の薫さんに電話を入れた。随分と久しぶりである。たわいもない話をしてカードが減っていく。さて今夜は戸隠と決めていたのに YHに断られすったもんだで浅間温泉YHを目指す事にした。猿が馬場峠と風越峠を越えて浅間温泉に直接到達というわけである。風越峠は快適な道だった。今 度からうまく利用しよう。保福寺峠などの看板も目についたが今日は時間がないから位置確認だけである。
【4/28-9夜】​
共同浴場が近くにあって\200である。そんなにでっかいわけではないがとってもアットホームな感じ。この風呂で逢った東京から来たライダー君も誘って やった。後に部屋で再会した。夕飯はコンビニでおにぎりとパン、酒屋でビールを仕入れて部屋で飲んだ。浅間温泉YHの部屋で相部屋になった人に井上貴はア ウトライダーのpatioの常連さんでこれから長崎に帰るという。名刺を頂いて消灯の10:00pmまで話が弾む。電気を消したらみんな静かに眠っていっ たのだろうか。私はすぐに寝たが、大いびきで眠れなかったってことはないのだろうか｡｡｡
【4/29-1朝】​
今日で帰る事になった。うちのんがお腹をこわして倒れていると言う。天のお告げなのだろうか。安雲野に寄って、御岳に寄って…と頭の中で考えながら松本市内を抜けた。
【4/28-2安雲野】​
北アルプスの真っ白の峰は何度見ても雄大で、大王わさび園からもゆっくりと眺めた。大王わさび農園でNHKの「小さな旅」の取材をやっている。スタッフの 人達がわさび園のそばを流れるせせらぎにパンツになって足を突っ込んでカメラを回していた。関東ローカルで20分ほどの番組だそうです。関西弁の私には見 られないのが分かったのか、残念そうな顔が出てしまったのか
---BSでもやりますよ…やったかな…やると思うけど…​
と言ってくれた。5/25の放送だって言ってた。早朝に行ったので「わさびアイス」は我慢して少し散策した後「道祖神さま」を探しにもう少し西に向かうこ とにする。以前にカメラマンさんが教えてくれた道祖神さま達に会いたくてソワソワしているのである。穂高の駅に寄った。それらしいミーハーな女性二人連れ などが歩いている。でも清里みたいにチャラチャラしてないからのんびりするわ。駅でポスターを見たら「安雲野わさび祭」ってのが5/18,19にあるらし い。何をするのだろうか｡｡｡この散策は今の季節はぴったしで正解だった。新緑の山に花が咲き、でっかい農家の庭ではこいのぼりが泳いでいる。このあたり は旗みたいな「のぼり」も立てるみたい。文化にも触れることができて満足だ。林檎畑の中を自転車ほど速さで散歩するように移動をした。畑仕事のおばちゃん に話を聞いた。花はいつもより少し遅いという。長野市の方の河川敷で咲いてた花は何だろか…って聞いたら、「あんず」か「もも」だろうと教えてくれた。サ ラダ街道はどっちですか、と問うたらこっちだよ、と教えてくれる。おばちゃんも知ってるサラダ街道なのである。
【4/28-3木曽路へ急ぐ】​
さて、開田高原を目指すためにR19を南下し始めた。単純でつまらない道だけど時々すれ違うバイクのピースが活気を戻してくれる。日帰りで走っている人、 これから帰る人、出かける人。木曽福島に着く直前で話したなにわナンバーのCB1000の男子はこれから帰ると言う。そのまま帰るのがつまらないと言うの で開田高原と御岳周回道路を教えてやった。その気になってくれたようだ。楽しい旅で締めくくれるように願おう。姫路ナンバーのデグリーの女の子は今日は乗 鞍高原ですという。乗鞍と白骨の温泉の話をしたら、風呂上がりが嫌いだと言っていた。必ずしも温泉好きとは限らないもんな。
【4/28-4地蔵峠・旧道】​
素晴らしい峠であった。滝がある。唐沢の滝?と書いてあったか。思ったより険しかった。途中に二本木湯というのができていて賑わっている。
【4/28-5開田村】​
岡さんに逢うために開田高原に行くのだが、彼女も忙しそうでおまけに後輩が来ているみたいでお話なんてできない。馬術部の後輩で…という話声が聞こえてく る。TV取材での苦労話が聞きたかったのだが。乗馬ができるようになったんですと生き生きと話してくれた。みんなに宣伝しておかなくては。毎度のことでは あるが、そばを村営の食堂でいただいて帰途に着く。
【4/28-6中津川から高速道路】​
安全と時間節約などを考えて高速道路を選択した。中央道は車が多い割には春日井インターは混雑していなく、市内の車の流れもいいようだった。わが家到着時刻は六時過ぎだった。​
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東北ツーリング('96.7.25～8.6)
東北ツーリング('96.7.25.～8.6)
種別　　　旅日記Ver1.1('96.8.13)​
期間　　　'96.7.25.～8.6まで​
場所　　　東北全般​
行程　　　約4,700Km​
費用　　　(現金)　　\49,140​
　　　　　　(カード)　\23,430(GS)​
総計　　　　　　　　　\72,570　
このレポートは日記をベースにして、自宅へ帰還直後に書いたものをベースに記憶を辿りながら追記をしている過程でアップします。Ver1.0から始 めますが、どこまで追記、変更・訂正があるかは未定です。実際に残していく個人的な日記は、時間をかけて、感情や記憶が甦った時点にその都度肉付けしてい くことになります。不明点等がありましたらお尋ねいただいても結構ですが、対応は柔軟に…ということで。付け足して行くものについては「後日追 加>」で追加するとか、段付けをするなどをして区別を図っています。　
また注意を払って記述をしますが思い違いや不注意により記載等にミスがあるかも知れません。その際はご容赦ください。登場する事象や現象、数字などは参考程度と思っていただきますようお願いします。　
本文は以下のようになります。「後日追加」で「温泉」「風景」「美味」「峠越え」をまとめている作業中ですが、現時点で書き込んであるものはそのま ま挙げます。後に追加したものは、機会を見て追加アップをすることもあります。お見苦しいこと、その他はご容赦くださいませ。　
*****　
・動機&プロローグ・日記​
[7/25-1](出発)​
[7/25-2](名古屋郊外～伊那谷へ)​
[7/25-3](地蔵峠～分杭峠)​
[7/25-4](杖突峠を経て麦草峠へ)​
[7/25-5](小諸YHへ)​
[7/26-1](小諸YHから湯の丸林道へ)​
[7/26-2](水沢でうどんを喰う)​
[7/26-3](小野上温泉/塩沢温泉)​
[7/26-4](三国峠から六日町YH)​
[7/27-1](桧枝岐)​
[7/27-2](木賊温泉)​
[7/27-3](湯野上温泉)​
[7/27-4](裏磐梯)​
[7/28-1](喜多方ラーメン)​
[7/28-2](白布高湯と蔵王高湯)​
[7/28-3](山形YH)​
[7/29-1](銀山温泉)​
[7/29-2](鳴子温泉)​
[7/29-3](鬼首温泉から鬼首峠)​
[7/29-4](ほっとゆだ駅)​
[7/29-5](大沢温泉@花巻温泉郷へ)​
[7/29-6](大沢温泉・自炊部)​
[7/29-7](大沢温泉・混浴露天風呂)​
[7/30-1](花巻にて、宮沢賢治関連)​
[7/30-2](乳頭温泉郷)​
[7/30-3](大湯温泉・黒森荘YH)​
[7/31-1](酸ヶ湯)​
[7/31-2](酸ヶ湯前の売店にて)​
[7/31-3](三内丸山遺跡)​
[7/31-4](カワヨグリーン牧場YH)​
[8/1-1](下北半島へ)​
[8/1-2](交番で朝食をご馳走になる)​
[8/1-3](奥薬研温泉・かっぱの湯)​
[8/1-4](浅虫温泉・花火大会～青森フェリー埠頭)​
[8/2-1](八甲田山付近)​
[8/2-2](黒石温泉郷)​
[8/2-3](ねぶた祭)​
[8/2-4](アップルヒルズ・道の駅)​
[8/3-1](鹿角市・道の駅)​
[8/3-2](藤七温泉)​
[8/3-3](盛岡で冷麺)​
[8/3-4](早坂高原～北山崎)​
[8/4-1](～夏油温泉)​
[8/4-2](～仙台おんないYH)​
[8/5-1](六十里越え～野沢温泉)​
[8/5-2](野沢温泉～戸隠奥社キャンプ場)​
[8/6-1](安雲野～平湯～高山～せせらぎ街道)
・あとがき&感想​
・語録​
・出費帳​
・最後に　
──────────────────────────────
[初恋のような感動をありがとう]<東北>
1996.7.25.-8.6.GSXF
──────────────────────────────
動機&プロローグ　
何故に東北なのか?と尋ねられても答が出ない。温泉なのか。違うと思う。じゃあ峠なのか。ノーである。　
話を遡ること二十年ほど前、北海道で出逢った名前もわからない彼女に手品のような手紙を書いて、四年後に東京で再会を果たし二年間の恋に落ち(そん な洒落たものでもないかな)その後、私は上洛し、彼女は福島県郡山市に帰った。数度の再会の機会を経て現在は住所も何もかもがわからない。実家には兄さん が居て一度だけ逢ったことがあり、それだけである。郡山市に行けば…という気持ちがどこかにあるのかも知れない。しかし'94の夏の日記でも触れたよう に、電話ボックスで長い時間躊躇するのが関の山だろうに。何ともしみったれた…否。もう今は済んだ話なのでカラリとしている。　
しかし、そんな東北だから、行けば何かが起こりそうな気がするだけである。休暇を二週間だけ別枠で戴けるというので夏休みにドッキングさせることに した。後は浅野ゆうこさんにお願いするとして、工場への引継会議を7/9に済ませ7/23に初期ロットを出荷をできるのを確認して7/24から8/14ま で休むことにした。　
久しぶりにビックな旅ができそうである。「過去への旅路」「明日なき暴走」「ボントロかついだ渡り鳥」…。音楽仲間の皆さんはそう言ってくれるのを小気味良く感じている。　
----そうさ、青春を探しに行くんだ…　
ブツブツと独り言が続く。日常からの離脱を果たすことであたかも自由人になったような気分に浸り、引き換えに孤独感や寂寥感を食らうことになること をわかっていながら、荷物をバックに詰める自分の後ろ姿を想像すると詩人になれたりするから不思議だ。いつもながら鼻歌は「ユーミン」である。ちょうど今 流行の「まちぶせ」なんてのをサビばかり歌いながら前夜に荷物を詰めて玄関に置いた。早くから用意していたのはチャイコフスキーの雰囲気で、そんな厳かな 感じで出発して行きたかったのだが、当日の気分はやはり違っていたか。子供が机に向かって何かを書いているので尋ねてみたら私にくれる手紙だそうで、いつ も私が早朝に出るので起きられないから手紙を書いてくれているらしい。　
----明日の朝に読んでなっ　
奇しくもアウトラーダーに東北のあちこちが載っていた。あまりじっくりとは読まなかった。自分の夢が壊れそうである。他人のイメージで旅をしたくないという意識が心のどこかにあって反発をしたのかも知れない。　
----(職場の誰かから)電話が掛かってきたら,、しばらく旅に出ていませんと言うといて　
ひとり旅を一度でも味わうと止められなくなるか、止めたとしてもまた、いつかもう一度行きたくなる。このスリリングで、ほろ苦く、青春のような感触がやはり麻薬でなのである。　
初日:'96.7.25　
[7/25-1](出発)​
三時過ぎに目が覚めた。いよいよだなあと思いながらそろりとバイクに荷物を着け始めるとうちのんが起きてきてくれた。もうすっかり夜は明けてしまっている。写真を二枚撮った。これもお守りのような儀式である。4:50。　
[7/25-2](名古屋郊外～伊那谷へ)猿投グリーンロードを走って三河山中を経由して行くことにした。天竜川沿いを北上したいのだが崩土のため 通行止めに会い佐久間ダム湖岸を行くのを阻まれた。全然進まないなあとぶつぶつ言いながら伊那谷への道を急ぐおりに農協のGSの兄ちゃんが地蔵峠への道路 状況を教えてくれたので、やはり諦められずに地蔵峠を目指すことにした。猿投道路は6:00前に通ると無料だけど、それはむりだ。料金(\200)を払っ て足助へと抜けた。　
[7/25-3](地蔵峠～分杭峠)​
飯田市から喬木村を経て地蔵峠に一直線に上っていく。上村までズドンとトンネルが出来上がっていて、その山奥の谷に大きなループ橋が完成している。随分と 片鄙(へんぴ)な所にもかかわらずこんな膨大な資本の塊があっていいのか。南信濃自動車道路という看板が目につく。どうやらこのあたりに自動車専用道路が できるらしい。「南信自動車道路」というのが正しい名前らしい。矢筈トンネルを抜けて上村に入る。シラビソ高原の方に行くダートはちょっと厳しいらしい。 いやはや、地蔵峠に上り始める上村というところは、ほんと、山しかない村であるが、何だか憧れを持ってしまう村であった。その村道一号線が地蔵峠の不通部 分を補うように付いている。すれ違った車はゼロ。ゆっくりと山を楽しみながら走るには問題ない林道(ダート)であった。分杭峠の方は地蔵峠に押されてし まって印象が薄かったが、タダモノではない南アルプスを思わせるものである。スーパー林道・北沢峠に行く入口付近を通った。いつか北岳に行きたいなと痛切 に思う。　
(後日追加>峠越え>地蔵峠(伊那谷)96/08/28)​
FBIKEが始まった頃、メッセージが全然上がってこないツーリング部屋で、「よし、私なりの峠越えの連載をやってみて、みんなにも参加してもらおう」と いう案を出して始めたのが、このリンクの始まりです。どうぞ皆さん、お気軽に参加なさってください。今日は、地蔵峠を思い出してみますね。といっても、今 夏に走ってきました。場所は、中央道、飯田インタのちょうど東側にあって、R152が途切れているところです。念願の峠だっただけに峠のダートでバイクを 止めて佇む自分に惚れてしまった。がはは。矢筈トンネルと言うのが完成しており、その前にビックなループ橋があるではないか。驚いた。もっと驚いたのは、 それを私が走らないとトンネルに入れないし、峠にも行けないということでした。高いところが怖いのは皆さんも十分承知でしょうが、山陰のおろちループより も、人吉のループよりも怖かった。何故って…車が来ないから、落ちても誰も発見してくれへんやろなあ…と瞬間に思ったから。トンネルを抜けたらシラビソ高 原の方に向かって上っていく。紅葉の季節に来て人が今のように少なければ、あの山の紅葉を独占できるのになあと思うが、きっと人で溢れるだろうな。村道一 号線という虻洞林道をのろのろと走った。いつもより休憩も長く、写真もたくさん撮った。鳥の鳴き声にも耳を傾けた。しばらく居ても抜いて行く車やバイクも ない。それが嬉しいのか、寂しいのか。何の特徴もなく、際立った景色があるわけではない峠である。特別な景色や特徴を持った峠でも二度目は未定で…と後回 しにすることもあるのに、この峠は、今度近くを通ったらすぐにでも寄ってみたくなる峠である。不思議な魔力を持つ峠。秋葉街道を行きかう人が残していった 旅人を誘う何かがあるのだろうか。そういうスピリットを感じる人向け。(と私が勝手に思っている)紅葉を独り占めしたい人はひとりで出かけてください。誰 もいない秋を楽しみましょう。　
[7/25-4](杖突峠を経て麦草峠へ)​
道草ばかりでいつまでたっても信州すら通り抜けられない。寄り道などせずに一気に信州を抜けてもいいのに、走りながら麦草峠に行く決心が着いた。杖突峠で はやや日が傾き加減の時刻であったのにもかかわらず「この時間から麦草峠ですか…」なんて名調子の独り言が続く。昔の面影を持って行ったら幻滅するかなと 心配したが、まあこんなもんでしょうか。初めて麦草峠を走ってから数え切れないほどの峠を越えた私の感覚の方が俗化したのかも知れない。麦草峠の下りで一 台のライダーが声を掛けてくれた。地図を見る私を故障して困っていると思ってくれたらしい。少し話をして名刺を受け取って別れた。この後YHに電話を入れ た。夕刻であったにもかかわらず食事を準備してくれると言う。ありがたや。　
[7/25-5](小諸YHへ)​
小諸YHは随分と高原にあった。軽井沢と菅平方面を結ぶ大規模農道があるまだその上である。地図を見てもわかりにくい所にあり、やっと到着したら「迷いま せんでしたか?」なんて質問するから、皆さんもお迷いになるらしい。私の場合は、少し下にあった酒屋さんで道を尋ねた。お店の人もよく聞かれるらしく慣れ たもんであった。　
第二日:'96.7.26　
[7/26-1](小諸YHから湯の丸林道へ)​
朝、行き先がまだ決まっていないままYHを飛び出し、最初の交差点でウインカーを右に出したことで高峰高原と湯の丸林道に行く決心がついた。数カ月前 (GW)にも来てるけど雪で走れなかったので再挑戦である。地蔵峠よりやや石ころが多い林道はバスが走るのでよく踏まれている。でも凸凹には変わりがな く、ノロノロと走るのですぐにオーバーヒートしてしまう。ボアを削った後遺症が出てしまってローギアでは高回転でしか動かなくなるが、ダートだとスリップ して無理なので休憩をすることにした。池の平を二時間ほど散策し高山植物やコマクサを見たりして少し歩いた。オーバーヒートで小休止をしていた私をで追い 抜いて行ったバスのガイドさんがかわいこちゃんで、駐車場で「大丈夫ですか」と声を掛けてくれる。ひとこと、ふたことと交わす言葉やその時の笑顔が若く て、高原の風に爽やかであった。(オーバーヒートなどしばらく忘れていたわ)　
[7/26-2](水沢でうどんを喰う)​
急がなきゃ…と思いながら車坂峠を越えて群馬県を目指す。どこまで行けるのだろうか。小諸を出たのが八時頃なのに、正午を回ってもまだ群馬県に入らない。 道草根性がまた出た。「水沢でうどんを喰おう!」GSで聞いたらそれほど遠回りではないらしく、榛名湖のほとりを越えて水沢に向かった。たくさんのうどん 屋さんがある。とうもろこしを焼いていたおばちゃんに、地元の人が行くうどん店を聞いてみた。ボリュームも多いところがいいだろうということで「山一屋」 さんを薦められる。おやつの時間頃だったこともあり店がすいていて、親父さんと少し話をした。　
----旨いうどんですね、ダシ、少し醤油の匂いがします​
というと、みりんと酒と醤油を混ぜて(これを専門用語で何とかというらしいが)秘伝の細工してしばらく寝かすのだそうである。醤油の匂いが取れるという。 ダシの講義まで受けて満足である。ここのおやじさん、道のことをあまり知らないらしく、小野上温泉への道を教えてくれるのだが、その通り行くとわかりにく い上に遠回りだった。自分で描いていたコースの方が正しかったようだ。でも、うどんの量が目茶苦茶に多かった。満足である。　
(後日追加>美味感想>「水沢うどん」)96/08/11​
水沢のうどんも課題にしていたので少し道草をして食べてきました。榛名湖を経由して伊香保温泉のそばの水沢という所にうどんを食べに寄りました。兼々噂に は聞いていたが、やはりうどん屋さんがたくさんあります。伊香保温泉街の温泉マークがうどんマークに変わったように軒を連ねている。どこに入るかを迷うう ちに街を通り過ぎてしまった。ちょうど交差点の脇でとうもろこしを焼いていたおばさんに尋ねたら、量が多いとか何か希望があるでしょ、という。地元の人が 行くうどんやでいいよ、というと「山一屋」さんというところを教えてくれた。　
----水沢のうどんを食べに旅をしてきたんですが、美味しいうどんを下さい​
と注文をすると　
----今は、冷やしですから​
教えてくれた。　
----大盛りにして下さい​
とお願いして、しばらく待った。旨い。うどんがゴム紐みたいにコリコリ、いやブヨブヨしてる。少し細目。讃岐とはまた違っている。食べるうちにその凄い量に気づき始めた。大喰いの私でも多いと思う量であった。くいしんぼうの皆さん、どうぞ。　
[7/26-3](小野上温泉/塩沢温泉)​
伊香保温泉は湯の取り合いをしてるし、大方の旅館に行ってるから、それなら新しくて綺麗なところで…ってことで小野上温泉を薦められた。なるほどイイ湯である。GWに四万温泉でおじいちゃんが話していたのはこの温泉のことか…。なるほど。上州の湯は肌に優しい。　
----30年のリフレッシュ休暇でよぉ～、毎日が暇でこうして温泉に入ってるんだ…​
とひとりの年輩のおじさんが言うと、もうひとりの(定年を過ぎた)じいさんが　
----家族のおかげで30年やって来れたんだ。感謝しろよ​
なんていう会話が続く。年寄りのこのペースで進む会話を聞きながら湯に浸かっていると説教も悪くない。二時間ぎりぎりを\400で過ごし、さて峠を越える ことにした。この後、大道峠を越えて三国峠を越えた。夕方であったが車は少なく快適にコーナーをクリアーしながら先を急いだ。　
(後日追加>温泉感想>「小野上温泉」)96/08/11​
GWに四万温泉入った時に、じいさんが群馬県にはイイ温泉がたくさんあるという話をしていた。四万温泉のお風呂と比較していたのがどうもこの小野上温泉ら しい。小野上温泉という駅がありそのすぐ前。\400で二時間まで。無色透明で、ぐるりと入っても十数人は浸かれる広い露天風呂がある。どこぞの景色が見 えるわけではないが、お湯はどんどんと湧き出していて飲用もできるらしい。少しぬるっとするお湯でぬるめのお湯に、ゆっくりと平日にでも浸かっていれば極 楽ではないだろうか。水沢で話をしたうどん屋の親父さんは、伊香保温泉よりこちらを薦めてくれたが、伊香保の温泉街の雰囲気も棄て難い。伊香保に行かれた 方の話も聞きたいな。　
[7/26-4](三国峠から六日町YH)​
早くしないと日が暮れると思い、湯から上がったら急にそわそわし始めて、六日町のYHを確保した。三国峠の向こうからはヘッドライトのお世話になる。 100人以上も泊まれる施設なのにYHには人影もなく、同室にはトラック運転手で仕事で来て利用している人のみ。静かでのんびりしているが、情報は何も無 し。弱食塩泉の温泉付きYH。　
第三日:'96.7.27　
[7/27-1](桧枝岐)​
桧枝岐村を越える予定だったのであるが、バイクは通行禁止である。ツーリング部屋でも話題に出ていたので薄々は知っていたが、現地のGSのおじさん二箇所で確認したら、​
----みんな通ってるよ、黙認だや～行っちゃえば…​
っていうのである。私がどうしたかは明確に書けないが、しばらくしたらダム湖畔を走っていた。　
氷か雪のフェスティバルをやっていてパトカーもたくさんいたが止められることもなくとにかく尾瀬方面へ。水が豊富である。ダムも満水の状態。谷筋を 渡る度に水が道路に川となって溢れている。冷たくて気持ちがいい。タオルを絞って顔を拭き、ペットボトルにも満杯に入れた。ボトルの表面にあっと言う間に 真っ白な水滴が着いていく。シルバーラインを越えた。トンネルの連続である。バスの後に付いたのでノロノロであったが、トンネル内の道路に水が流れている ところも多くエンジンのオーバーヒートは免れた。　
奥只見湖の周回道路は決して広くはなく、割と単調に続いている。雪が残っている谷があり霧が薄くできている。それほど体感温度も暑くなかったので水 には飛びつかなかったがなかなか洒落た景色であった。尾瀬の入口付近は都会並の車の列で、路上に車を止めざるを得ない様子である。警察も交通整理に忙し い。これをみて尾瀬にはすっかり行きたくなくなった。桧枝岐の郵便局でお金を降ろした。　
(後日追加>峠越え>「シルバーライン」)96/08/12バイクは通行禁止である。地元で確認したら、やはりバイクは通行禁止というのが明確になっている。きちんと浸透しているから立派だ。でも、　
----みんな通ってるよ、黙認だや～行っちゃえば…　
ってGSのおじさんはいう。シルバーラインは、尾瀬への北側からの入口としてメジャーになっており、バスも通ることが多いようで、時期によっては、 半日事に一方通行になるようである。尾瀬への人を配慮してかなとあとで気が付いた。トンネルが連続するところをバスの後にい付いて走るとノロノロになる が、トンネル内の道路に水が流れているところも多くオーバーヒートは免れる。ここでダレて止まったら死ぬしかないわ。確かに危険である。　
ダム湖の周回道路は、路肩ラインもセンターラインもないような状態で、単調に続いており、山肌には雪も残っている谷があり薄く霧が発生している。そ れほど体感温度も暑くなかったので沢の水には飛びつかなかったがなかなか洒落た景色であった。このあたりまで来ると宵待草が目につき始める。可憐だなあ。 　
桧枝岐の民家があるところまで来てみて驚くが、猫も杓子も尾瀬のようである。静かな山岳道路に自動車が溢れ、路肩には警察まで出動して交通整理をし ている。こうなったら自然のバランスが崩れていると思うがいかがなものか。尾瀬への立ち入りを規制したりするのは結構なことだが、規制をする理念を考えれ ば、こういうふうに人が群れることによる被害がイカンのだろうが、と言いたい。　
我先勝手で自己中心主義。このザマが無くならない限りは水不足に悩み続けるのだろうな、エゴイストたち。さて、そんな自然愛好家を横目で見ながら、もう尾瀬にも関心が無くなった(気持ちが冷めて行ったので)桧枝岐村で少しの休憩をしたが木賊温泉へとバイクを進める。　
[7/27-2](木賊温泉)​
どうもこの温泉もどこぞの本に掲載されているらしく、遠くからの人ばかりであった。先客に50歳くらいのおばちゃんが入っていた。この時は混浴に慣れてい なかったので(こちらが)戸惑いながらの入浴である。温泉質は透明でぬるりとしたすべすべのお湯である。少し匂いがした。湯加減もぬるめで満足である。湯 の花温泉よりこっちがいいよという評判のようである。二つの温泉を結ぶ峠はダートが残っているそうであるが、湯の丸林道のこともあり諦める。　
(後日追加>温泉感想>「木賊温泉」)96/08/11​
よく似た雰囲気の街はどこかにもあった。道路から石段をトコトコと下りていくと河原にみすぼらしい屋根が見えて湯舟が半分ほど顔を出している。湯舟までの 坂道が急であったり長かったりする。また周りの樹木が針葉樹であったり広葉樹であったり、場合によっては崖っぷちで、地層が観察できたりする所もある。こ ちらの温泉はちょっと裏の河原へ…って感覚であった。白骨温泉の共同浴場なんてのは、結構、下って、そこは何々渓谷って感じの眺めだから、そういう感じで はなかった。　
「会津の隠れ湯」と昔からいわれる温泉で、泉質は単純泉。少し匂いがしますが、透明だと思います。思う…と書いたのは、湯舟の壁は岩ですし、やや暗 いのでお湯は岩の色に見えるわけです。洗面器にくみ出して見た限りでは無色。ザブンと浸かると湯の華がふわふわと見える。熱湯が流れ込む岩は青みがかって 変色していた様に記憶します。　
地元の皆さんの寄付で東屋を保存して共同浴場としているらしい。寄付金箱があったので志だけ入れた。唐沢峠(一部ダート)を越えると湯の花温泉があ ります。含土類石膏弱食塩泉の温泉で数カ所の混浴共同浴場があるそうです。木賊の湯舟の中で話した人はこちらをお薦めしてくれたので湯の花には行かなかっ た。もし行った人があれば話を聞かせて下さいね。　
[7/27-3](湯野上温泉)​
会津に抜ける前には湯野上温泉があり、これも河原の温泉である。じいさん達と湯に浸かる。　
----何と言ってもタダが一番だなあ​
なんてじいさん達は陽気で暢気である。苔が底に付着しているので歩き回ると湯の中に散らばるからそっと入っていなくてはならない。やや熱い。大川の河原で魚を釣ってるのを見ながらの湯は贅沢である。　
----この河原にテントを張って朝湯してから行けばいいじゃないか​
なるほどそれも良いが、少し寂しい。連れ合いがいればそうしただろう。　
(後日追加>温泉感想>「湯野上温泉」)96/08/11​
河原に露天風呂があるとツーリングマップには書いてある。それでは行ってみようではないかということで、私にしては素直に温泉街で足を止めて探した。簡単 で分かりやすい場所ではあったが、初めて見たときは目を疑った。これじゃ防火用水池ではないか。先客のおじいちゃん達が入っていたから私も入らせてもらう ことにしたが、誰も入っていなかったらきっと入る気にはなれなかっただろう。しかし、もしそうだったら大きな損をしていたことになる。入ってみて得をした と感じたから。　
お湯は熱かったが優しくてほんとうに身体を休ませてくれる。すぐ前の河原でキャンプ(野営)をしても構わないよという言葉には甘えなかったが、連れ 合いが居たらキャンプをしてもいいだろう。河原では鮎かな、が釣れるようである。食材にも困らないようである。テントを張る場所として草原や芝が多い人に とったら石ころの上はやや張り辛いかも知れない。宇都宮付近からなら近いですね。木賊温泉とセットで日帰りコースにいかがでしょうか。　
[7/27-4](裏磐梯)​
土曜日である。そんな日に裏磐梯なんかに来た私が愚かであった。檜原湖の周辺のキャンプ場はオートキャンプの人で満杯で、日も落ちた頃にはサイト探す私の前を自転車で散歩していくお二人さんが目につく。こんな旅はそこそこにして家族とあのようにするべきなのかなあ。　
裏磐梯YHのキャンプ場なんてオートキャンプ用で、高価でキャンプツアラーには向かない。YHの談話室で横浜と練馬から来たお二人さん(片方の彼女、可愛かったなあ、でも女性の歳ってわからないなあ)と新潟で買ってきた八海山を飲み、酔いしれていく。　
第四日:'96.7.28　
[7/28-1](喜多方ラーメン)​
一度喰っておきながらまた来てしまうのがここである。でも初めての時のような感動は二度目にはなかった。前回と同じく駅で高校生ギャルをつかまえて旨い店を聞いてみた。　
----ええぇ…まこと食堂…​
でも、坂内食堂に私は行ってしまった。後で山形YHだったかで会った人に話をしたらどちらも観光ガイドに載っているという。今、手元のものを確認したら「まこと食堂」はない。行ったことのない店を選ぶべきだったか。どこでも同じというのがもっぱらの意見ではあるが。　
[7/28-2](白布高湯と蔵王高湯)​
喜多方からは米沢街道を越えた。白布高湯に浸かりたくて少し吾妻山の方に戻った。旅館の湯に入らせてもらうしかなく、どこも午前中は掃除などで入浴不可。 次回に見送る。七ヶ宿町を通って道の駅で昼寝をする。道の駅の女性が可愛いのでソフトクリームを買ってしまった。随分と長い時間うつらうつらしてから南蔵 王へと上り遠刈田温泉を通って蔵王高原へと上る。車も人も多い。\400払って露天風呂に浸かる。含硫化水素強酸性明ばん緑ばん泉であるそうな。何げなし に頭から被ったら目に滲みて目が開けられなくなって困った。　
(後日追加>温泉感想>蔵王(高湯))96/08/22​
「どうしても高湯に来たくて」と湯舟で話をしたら、相手のおじさんは地元の人で、「この頃は高湯とは呼ばないよ、随分昔の話だ」と言う。蔵王温泉という方 がウケが良いようで、観光業界も蔵王温泉と統一しているらしい。温泉は露天風呂で、夏だけは有料らしい。値段は年々上昇傾向らしく今年は\400でありま した。そのつもりでない人も多いのか、タオルの値段が\350ときているから観光協会もチャッカリしている。　
蔵王温泉の街を少し行きすぎてやや急な坂を上り詰めたところに駐車場がある。数百メートルの渋滞は毎度の事のようである。車の人はクーラー効いてい るから温泉に浸かるまでゆっくり談笑できるからいいけど、バイクはその車を強引に抜きながら坂を上る。オーバーヒートをしてしまって駐車場に着いたら即ダ ウンでありました。　
さすが蔵王は有名だからいろんな人が、いろんな所から来てますね。東北の次によく出会うのが北海道の人、次に関東の人という感じ。北海道満喫後の帰路だという堺市からきた私ほど(やや年上か)の人達としばらく話し込んで、日が暮れ掛けて涼しくなった頃に温泉に行く。　
ハイキングや沢上りに行った時に出会う普通の沢のような所に温泉が作ってあるというよりお湯が溜めてあるだけ。普通(透明)の湯がないので湧いてく るお湯を頭にかぶったら目が開けられなくなった。きついわ。川を伝って男湯の横を歩いて番台(に相当する所)まで行くので、男湯は丸見えです。(女性の皆 さん喜びましょう)それと女性のお湯の方が川上にありますから綺麗なんと違うかなと思うのです。温泉の酸度のおかげで新品のタオルは数日でぼろぼろになっ て行きます。でも、石鹸も使わないのにお肌には殺菌作用が働いているようで、体臭とかもひどくなりませんでした。(汚い話ですね。そうです。汚れは落ちて ないので、後日、石鹸で洗った時に出た垢の量はすざましかった)　
[7/28-3](山形YH)​
ここのYHも温泉付きであった。といっても小さいYHだからひとり用。でかいのに入りたければ上山温泉の共同浴場がお薦め。上山温泉の湯は熱いらしい。大 湯温泉と上山温泉、飯坂温泉は熱いという印象を持っておいたほうがいいらしい。人気のYHなのにこの日は谷間で男が四人である。明日は女の子ばかりだって 言っていた。名大サイクリング部の彼は連泊するという。　
第五日:'96.7.29　
[7/29-1](銀山温泉)​
古風な三階建ての旅館が立ち並ぶ温泉街の中の川辺りに共同風呂がポツンとある。朝から風呂に来る人もないらしくひとりで寂しい入浴となった。誰も入ってい なかったようで随分と熱く、水をたくさんいれて温(ぬる)めて入った。ひとりでこんな所で温泉に浸かっているのも格別である。ただ、出たあとに汗が吹き出 るので長時間浸かるのは控えてしまう。　
(後日追加>峠越え>「山刀伐峠[490m]」)96/08/10​
奥の細道で芭焦が「尿前の関」を越えたあとでこの峠を越えています。ほんの数行だけ触れているだけで、三日間悪天候に足止めをくらったという趣旨が書いて あった。(今、本がないので引用できません、もちろん憶えているわけもない)毎度、書きますが、どこにでもあるような峠です。あの時代もカッコウやウグイ ス、蝉が鳴いていたのでしょうね。現代は山肌に植林がなされて、綺麗な杉林になっているところが点々とあります。しかしそのころにはこんな綺麗な林は無 く、もっと原始的なブナ林だったのではないでしょうかしらん。種田山頭火も逆回りで奥の細道を、少しだけ回っています。感動的な俳句をたくさん残していま す。ただ感涙するばかり。山頭火の話は、最期を迎えた「一草庵」のある松山付近の話の時にしましょうか。旧街道にもバイクで入って行けますし、看板も整備 されています。近くには共同浴場を数カ所も持っている「赤湯」(硫化水素弱食塩泉)があります。私は寄らなかった(ので温泉レポートはできません)けど、 イイお湯だそうです。　
(後日追加>温泉>銀山温泉)​
おしんの舞台で有名になったことと三階建ての旅館が並ぶ旅館街の風景で有名らしい。共同浴場までの細い道は、車は入って行ってみUターンができずないため あらかじめバックにして奥まで入ってくる。そんな街中をバイクでトロトロと進む。共同浴場はひっそりと旅館街にありました。少し古いけれど、温泉は綺麗で す。窓からの景色は何もなく家の裏とそれに続く山の斜面が見えるだけである。含食塩硫化水素泉で有色。少し辛かったように思う。やや熱めになっていたので 水を入れて薄めて入った。長湯はしなかった。朝ということもあったし、ひとりで湯舟に浸かっても景色もないし暇でしょ。廃坑の跡などを見学できるらしいが ひとりのツーリングの時はパスしてしまいまた走りだした。近くに徳良湖キャンプ場がある。オフロードを積んだトランポが止まっていた。近くに練習場がある らしい。　
[7/29-2](鳴子温泉)​
滝の湯。10年以上ぶりで懐かしい。湯番のおじさんにメシ屋を聞いたら歩いて行けるところにある蕎麦屋を教えてくれた。\450のザル蕎麦である。これが 格別に旨かった。鳴子の共同浴場には打たせ湯もある。湯上がりがさっぱりとして肌が乾いていくのがよくわかる。白くて硫黄の匂いがしていた。超好印象だ。 　
(後日追加>温泉感想>「鳴子温泉・滝乃湯」)96/08/09​
昔に行ったときは、この滝乃湯の隣にある「ゆさや」という旅館に泊まった記憶がある。とっても好印象でした。リッチな人はどうぞ。で、滝乃湯です。150 円でこんな良い雰囲気のお風呂に入れていいものか。硫黄の匂いのする色の付いたお湯なんですが、肌にはぴりぴりとはきません。さらりとしていて、湯上がり もさっぱりでした。うたせ湯があって、その打ち加減もなかなかいい。湯番の人にもよるのかも知れませんが私が入ったときは、ぬるめのお湯でのんびりできま した。50メートルほど下がったところの蕎麦屋さんのザルは旨かった。　
[7/29-3](鬼首温泉から鬼首峠)​
鬼首間欠泉を先に見た福井ナンバーのオフロード君。\400払ってこんなもんかな、というので間欠泉はパス。彼は北海道に向かうという。これから乳頭温泉 だそうだ。私は「ほっとゆだ」方面だから随分のんびりである。念願の峠をやっと越えることになった。昔、雪で閉ざされていたので引き返した峠である。工事 が着々と薦められトンネルを掘り、橋を架けている。　
(後日追加>峠越え>鬼首峠[810m])96/08/22​
鬼首温泉の間欠泉は見なかった。先に行った石川県から来ていたオフローダ君がつまんなかったように話すので簡単に決心して、温泉には入らずに峠を目指し た。あれから地震がありましたので、かなり被害を受けているだろうと思います。工事箇所が多かったので通行止めになったりしていないかを心配をしてます が、最新で走った人はいますか。峠は、予想していたよりも長くて高くて険しかった。谷も深くてカーブもきつかった。工事が着々と進んでいます。冬になって も積雪で不通にならないような国道が夢なんでしょうね。10年ほど前に行った時はGWでも積雪で通行止めでした(8番でも書いたけど)。久しぶりに峠をト ロトロと越えるのを楽しみました。所々、新しい道を走らせてくれます。中速から高速コーナーの連続のようです。その時は今とまったく違った景色になるので しょうね。月山とか磐梯のように…。　
秋田県側には美味しい水が湧いているところがたくさんありまして、腹いっぱい水を飲んできました。実は、東北で私が走ったルートにあった湧き水は全 部地図に書き込んできたのだが、その地図も落としたので全部を思い出す事はできない。しかし、この峠を越えた後の水と蔵王の温泉の近くに湧いていた水は旨 かった。私もたいへんなビール&ウィスキー党ですが、こういう時は水が一番旨い。只だしね。で、こういう水でウィスキーを飲みたいのであります。 　
[7/29-4](ほっとゆだ駅)​
私も随分とミーハーになったもので、駅舎の中にあるという有名な風呂に浸かってきた。なるほど信号があります。電車の発車時刻に合わせて赤に変わってい く。湯田には町営の露天風呂付きキャンプ場もあり楽しい町だと思う。秋の紅葉の季節がやはり最高に東北の味なのだろうな。少し滞在して洞窟風呂(湯田の隣 駅)なども楽しんでもいいのではないか。　
(後日追加>温泉感想>ほっとゆだ駅)96/08/22​
ふとした新聞記事でこの「ほっとゆだ」駅を知った。街は温泉づくしで、ゆっくり滞在してみんな入ってしまいたい衝動もある。キャンプ場もあってやはり露天 の温泉付き。どこが一番いいでしょうかと聞いても、みんなそれぞれいいと教えてくれる。迷ったが駅舎の温泉にすることにした。駅舎の中にあるから電車の人 が実際に入っておられた。湯舟に信号があって、発車が近づくと黄色から赤になっていく。親子づれがいて「お父さん急がなきゃ」なんて会話をしていた。　
無色透明で特に味もなし。話題性は高い。売店のおねえさんは、最近取材も増えたと話してくれた。地元産の牛乳パックを湯上がりに飲んで満足である。 もうひとつ隣の駅に「洞窟風呂」のあるそうであるのに、残念ながら寄らずに先を急ぐ。旅を終えて、気持ちに落ち着きが出てきて、今ごろになって行きたかっ たなという思いが湧いてくる。余裕を持って温泉に行きたいものだ。　
[7/29-5](大沢温泉@花巻温泉郷へ)​
ほっとゆだ駅前のタクシーの運転手さんと話をするうち、大沢温泉を薦めてくれる。夏油温泉と大沢温泉の分岐点のGSの女の子がまた可愛くて、　
----自炊部は人気ですよ​
という。左右に束ねたおさげ髪が子供っぽい。美人ではないのかも知れないが、かすりの着物を着せて朱色の帯を巻いたら、いなかっぺちゃんになるけど、それがとても似合いそうな子だった。夏油温泉と迷ったが彼女の言葉で大沢温泉自炊部を決心した。　
[7/29-6](大沢温泉・自炊部)​
人気の自炊部へやってきた。受付の男性と少し話をして、\2,000程度でしょうというので自炊部を一晩お願いした。ここの受付の人も昔はナナハンに乗っ ていて、今はもう…とおっしゃるが、印象のイイ人である。旅館内の売店でつまみを買って、10円で台所のガスコンロを使ってカップラーメンの湯を沸かし、 八畳もあるでかい部屋を独り占めである。ただし、施設はボロで、20年前の旅の姿に戻りたいならYH、30～40年前に戻るなら自炊部って感じであろう か。　
[7/29-7](大沢温泉・混浴露天風呂)​
混浴に慣れさせてくれたのがこの露天風呂である。若い人も割と多かった。脱衣場で隣にいた人に何気なく話かけたら女性で、オロオロしながら視線のやり場に 困り、まっすぐ前をみて服を脱いだ。(向こうもオロオロだったように思う)しかしやはり自然に視線が動いてしまって見えてしまうのであるが、これも次第に 慣れてくると平気で見てしまって堂々としているからおかしい。慣れてしまうというのはこういうことをいう。ここでは三度も温泉に入って楽しませてもらっ た。毎日連続して温泉に入っていると肌が違ってくるのがわかる。虫に刺された痕などは手に取るように治って行くようである。　
(後日追加>温泉感想>花巻温泉郷(大沢温泉)96/08/22​
ほっとゆだ駅の前のタクシーの運転手さんが大沢温泉を凄く薦めてくれるので向かうことにした。途中のGSの女の子も「自炊部」は人気だと教えてくれた。平日だから空いていると思いますよという。かわいこちゃんが言うのだから行くしかないでしょ。　
自炊部は随分と古い建物で、私の持っている10年前の温泉ガイドの情報をまだそのまま使えるどころか、戦後(言い過ぎか)の雰囲気もあるような気も する。「もはや戦後ではない」と報道された頃に生まれた私が、子ども時代に戻れるような雰囲気。渦巻のかとり線香や蚊帳を吊って、裸電球の下で白黒テレビ を見るようなシーンが再現できそう。しかし、宿に泊まっている人は現代の旅人ですから、カップラーメンを買い、缶ビールを飲んで、テレビを観ている。(隣 の部屋の人がそうだった)　
私もカップラーメンを買って、10円のガス代でお湯を沸かした。自炊部の中の売店ではやや高いけど何でもそろう。聞いたことのない地方のメーカーのラーメンがあったので早速買ってみた。ふだん食べ慣れている日清などとはまったく違うが旅情感が出てくる。　
温泉はぬるめのお湯で透明である。湯の華が少し浮いている。脱衣場は洗い場と隣で湯舟からは丸見えで、女性は少し勇気がいるようだが、暗くなったら 顔も見えにくいから声を出さなければ知らん顔で入ってしまえばバレないかも知れない。実際にそういう人が居て、ふと何げなしに見たら若い夫婦だった。星が よく見える夜に湯舟に浸かってぼんやりとしていると極楽である。連日、お湯に浸かり肌が随分としなやかになっているような気がする。虫に刺されたあとや首 などの日焼けのあとにも優しい。　
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第六日:'96.7.30　
[7/30-1](花巻にて、宮沢賢治関連)​
生誕100年で賑やかである。童話村というのがオープンしてピストン輸送のバスまで繰り出している。「裏の畑にいます」(だっけ??)の素朴さがいいのだ けどなあ。沢山の資料やカタログをもらったけど帰りに全部落としたので何も書けませんが、賢治記念館は三内丸山遺跡と共に今回の二大ビックテーマでしたの で満足です。子供と来たかった。　
[7/30-2](乳頭温泉郷)​
少し標高が高くなるとガスが出る。乳頭温泉郷に着いた時にはガスが目の前を流れて行くのがわかるほどになっていた。黒湯に浸かる。最も有名なのは鶴の湯だ とあとでわかったが、二番目は黒湯だそうで満足。湯治客用の宿があるだけでお風呂もすいていた。まあこんな天気だからな。幸いなことに雨にはならずに済ん だのでラッキーである。ザブンと入るとほこりの様に湯の華が舞い上がる。黄色だからいいけど、これが黒かったら泥水だ。　
(後日追加>温泉感想>乳頭温泉郷(黒湯))96/08/22​
乳頭温泉郷には、妙ノ湯、蟹湯、孫六、黒湯、大釜、鶴ノ湯があります。霧の中を上っていくと孫六に行き着きました。イメージと少し違っていたの迷いながら 枝道を走っていると黒湯がありました。名前を憶えていたこともあって、車の数が孫六より少なかったけど温泉に入ることにしました。有名な温泉郷なのでもっ と華やかで人もわんさかいるのかと思っていたが、非常に鄙びた感じです。霧が動くと時雨の予感も増します。荷物を雨の中に放置するのは嫌だなと思いながら も、タオルを持って急々と浴場へ。\400はやや高いような気もしますが、収益は期待できないでしょうね。露天の混浴に行きました。入っているのは私だけ です。　
打たせ湯に打たれて手の痺れをほぐしてみたり、お尻を当ててみたり。。。。ま、ひとりだと変なことばかりして遊んでしまいました。湯の華が周辺の木 に積もっている。ドボンと入るとふわっと舞い上がりました。ややぬるめにしてあり、とても満足でした。あとでGSで聞いたら、鶴の湯が一番で、次が黒湯と 教えてくれました。ここの温泉に優劣があるとも思えませんが、どうも古い順に教えてくれたようです。次回は鶴の湯に行ってみたいと思います。　
少しダートを走ったとどこかで会った子が話していました。国民宿舎もあるそうです。この付近は気団の具合で霧がかかることが多いようです。田沢湖ま で下りると普通の天気になっていました北に向かうと玉川温泉があります。あとで訪れた温泉で会ったじいさんが日本一と言っていたほど硫黄がきついという。 硫黄の温泉に入るのはいいけど、髪の毛は抜けないかな。普通にしていても心配なんだから。　
[7/30-3](大湯温泉・黒森荘YH)​
大湯温泉も熱い温泉で有名だそうだ。宿泊客は私ひとりである。温泉オタッキークイズで優勝しそうな感じのペアレントさんで、明朝に少し話をしたらなかなか 薀畜の深い人であった。温泉仕掛人がどこかにいてこんなブームになった話やその仕掛人は都会にいて…なんて話をしてくれて時間がすぐ過ぎる。この人、有名 人じゃないだろうか、とさえ思えてくる。それにしても人気のYHが閑散としているのは何故なんだろうか。　
第七日:'96.7.31　
(後日追加>峠越え>「発荷峠」)96/08/09​
発荷峠の再登場といきましょうか。今年の夏に再訪した十和田湖は残念ながら曇天のしたにありました。後に晴れてくるのですが、八甲田山系を越えるころは冷 たい霧にも見舞われました。そんなくらい感じでも、発荷峠は良かった。早朝だったこともあり車も少なかった。風がやや吹いていて、少し風があるなっ…と思 わせるくらい。今回は右回りで奥入瀬に行きました。湖面は白く光っており、波もなさそうに見える。実際は近くまで下りると海のような波があって風下になっ た奥入瀬方面は寒々としていました。皆さんが今までに感じられた発荷峠はいかがだったでしょうか。　
[7/31-1](酸ヶ湯)​
千人風呂は混浴である。湯舟の両側に柱が立っていてそれを結ぶ線を境に一方が男性、もう一方が女性となる。すっかり温泉通になっている私は目のやり場にも 困らずに浸かったり出たり、打たせ湯に行ったり、のらりくらりとしている。しかし、こうもきつい温泉ばかり入って頭髪に掛けていて脱毛が促進したら困るの で、「身体の中心部に掛けると元気が出ます」という冷たい水を頭から被ることにした。頭髪も元気になればいいのだが。　
(後日追加>温泉感想>酸ヶ湯)96/08/17​
有色で、硫黄のきつい温泉でありました。頭から被るとやや目に滲みる。汗をかいた頭にお湯をかけてやりたい気があるが、身体を洗うようなお湯があるわけで もないので、おかまいなしに湯舟の湯を頭から被ったり、うたせ湯を頭に当てたりしてみる。有色のこの手の温泉に連日入っていると結構疲れる。透明の肌に優 しい温泉がありがたいなと思う。(アルカリ性のお湯…平湯温泉や紀伊半島の十津川温泉や龍神温泉、川湯温泉など)　
冷たい水がでる洗い場があったので顔を洗おうと思って行ってみた。「この水を身体の中心部にかけると元気が出ます」と書いてある。只の水のように思 うが。おじいちゃんがチンチンに何度も何度もかけていた。私は一週間以上もおしっこにしか使っていないのに、今ごろ元気になってもらっても困るので頭にだ けかけて頭髪が元気になるように願った。どこの混浴も和やかであるが、こちらも例外ではなく入っていると雰囲気で身体の疲れが引いていくような気がした。 　
[7/31-2](酸ヶ湯前の売店にて)​
温泉の前のお店の彼女が可愛らしい子だった。お店の彼女から「筍おでん」を買って食べた。お味噌が白くてしょうがが入っていて美味である。　
----青森では何が美味しいですか?　
----りんご!!!(即答でした)　
----(違うってばぁ)それは今はないでしょ、今から食べに行くもので…。　
斉藤?さんという名札だった。　
(後日追加>美味感想>筍おでん(酸ヶ湯にて))96/08/17​
酸ヶ湯温泉の前のお売店で「筍おでん」を食べた。タレは白味噌で、「しょうが」が入っている。温泉から出て涼んでいるとお腹がすいてきた。温泉玉子でも食 べようかなと思って売店を覗いたら、筍おでんというのもあるらしい。四串で\350と書いてある。少し売店の娘さんと話をする間にその気になって「おでん 頂戴な」って言っていた。美味しい。ベンチに座って食べたあと、「店に戻って美味しかったよ、ごちそうさん」と言ってしまったほどである。まあ、皆さんも 酸ヶ湯に行かれたら食べてみてはいかがですか。　
[7/31-3](三内丸山遺跡)​
個人的に魅惑されてしまった。こういうことに理由は特に不要。ボイスガイドの女性に付いて少し見学する。やはり直径85センチの柱は感動的である。縄文時代の文化ってのを素人なりに想像するとほんとうに古代に旅をしたくなる。　
(後日追加>風景感想>三内丸山遺跡96/08/23)​
'96夏の東北の旅の大きな目的は、青森市にある三内丸山遺跡を訪ねることにありました。遺跡については有名なので説明は不要だと思います。大勢の見学者 に混じって私も4500年前へと夢の旅を楽しんできました。遺跡の中にある展示館や遺跡を延べで八時間ほど居て、ぼんやりと過ごさす時間も取れて、せっか ちな旅に中で贅沢をしてしまいました。ねぶた祭を待つための時間調整でもあったのですが、この広大な遺跡を目の当たりにして胸のときめきが止まらず、身体 が奮えるような衝動に駆られます。　
考古学は専門外ですし(元々、電気通信工学科が出身ですし、某医大(そのままか)の医用電子工学講座にもお世話になってましたので)、縄文学とは何 の関係ないのに、この歳になって仕事からの逃避のひとつとして、専門以外に関心が出てきまして困ってます。(何にも知りませんが)　
さて、遺跡の話を少しだけ。年寄って死んで行く人のお墓を集落のはずれの一定の区域(墓地に相当するする所)に作っているのですが、生まれたばかり の赤ん坊だけは住居の近くに埋葬したりしています。跡(墓跡)を見ると人間の原点に帰れるような気がします。手放せなかったのでしょうね。死ぬという現象 さえも理解できない時代だったのかも知れない。縄文時代は争いや戦(いくさ)は無かったといいます。しかし、弥生時代になってくるとそういうもの跡が見ら れるようになってくると、佐原先生(国立歴史民俗博物館)が何かの書物に記しておられました。そんな時代の宗教や人間観、社会観などを想像しながら、直径 85センチもあるという大きな柱の跡を見ます。　
45センチという、ある規格をもって並べられた柱跡の前に立ってみる。人それぞれが思い思いに感じてくればイイと思いますが、自分を無力に感じたら こういう場所に行くと元気が出ます。1000人から1500人くらいの人が群れていた集落。彼らの生活や世界観とはどんなものだったのだろうかなあ。この 程度の人数というのは現代では例えば私の職場がそうであります。この頃はかなり大きな集団だったことでしょう。　
残念ながら膨大な資料やメモがあったのですが、バックごと落としました。拾った人はただの落書きだったので棄てたことでしょうね。それが一番残念です。　
[7/31-4](カワヨグリーン牧場YH)　
噂のYHに行ってみようかな…と思い目指すことにした。大湯の黒森のPさんがカワヨは自分で堀当てた温泉ですから…と言っていたこともあって好奇心 が出た。ちょうど「青森・ねぶた祭」を念頭に置いて時間潰しをしていたので、午後に電話をして、泊めてもらえることを確認した。温泉は牧場の中にあって広 大な自然を前にコンコンと湧いている。温(ぬる)くて湯量も多い。隣の女性用露天風呂では東京から牧場体験合宿で来ている女子中学生の声がキャンキャンと 賑やかである。天を見上げたら三沢基地からのF15だろうか、夕日に反射して輝いているのがちょうど見えた。　
第八日:'96.8.1　
[8/1-1](下北半島へ)​
やませが吹くと海から内陸にかけて霧が出る。天気予報には雨という言葉などないのに日差しは出て来ず私は霧の中である。オホーツク沿岸を走っているみたい。冷涼で殺伐とした原野のような牧場が続いた。さいはて感は十分にある。　
[8/1-2](交番で朝食をご馳走になる)​
町の名前が思い出せないが、交番の前で地図を広げていると綺麗な女性が声を掛けてくれて中に入らないかと言う。そこは駐在所であったが少し休憩をさせて戴 こうかと思い遠慮なくお世話になった。奥さんが無添加の林檎ジュースとまだ暖かいおからのドーナッツを出して下さった。何もいいことのなかったこの半島で 最高の思い出である。寂れた漁村ではあるが黒字経営で、立派な家が続いているのが交番の窓からも見える。そんな話を小一時間ほどしただろうか。仏が浦の景 色の話をしたら、奥さんがテレホンカードを出してきて見せてくれた。新品で、それもソゥベニアとしてくれるという。　
[8/1-3](奥薬研温泉・かっぱの湯)​
無料の温泉を見つけたのでまた飛び込んだ。恐山は霧の中で、湖沼の向こう岸が見えなかったほどだっただけにこの条件下でのお湯はありがたい。ライダーが フェリー埠頭にねぶた祭のために集結しているという話を聞きながら湯に浸かる。ここに行くと必ず跳ねたくなるのだそうな。　
(後日追加>温泉感想>「奥薬研温泉」)96/08/10​
薬研温泉の奥に「かっぱの湯」というのがあります。混浴で只でした。薬研温泉に奥があるとは調査不足で、実は行くまで知らなかったのです。行ってみて発見 したのですごく得した気分でした。恐山で霧に見舞われた私の身体は冷えきっていましたし、下北半島全体が北海道風で、前日までのペースを失いかけていたこ ともあって、どこかで温泉にと考えていました。下風呂温泉に行こうと思っていましたが、只ほどありがたい物はないということで、こちらだけにしてしまっ た。(下風呂は外来客が\240だったと思う。　
温泉街は最果て感もあって良かったが)お湯は透明で、癖もなく匂いも特にない。暑いのが湯舟の上流から流れて来ますから下の方に浸かっているとぬる かったです。藻のような物が浮遊していた。まさか湯の華じゃないと思います。河原にある露天風呂で湯舟から丸見えの脱衣場があります。結構、広くて深いの で泳げそう。岩を削りだして作ったって感じですね。近くのキャンプ場はトイレも綺麗で\300だと一緒に浸かっている人が教えてくれました。連泊だそうで す。混浴でした。毎日、混浴に入っていると結構、慣れます。若い子を期待しても居るわけないという諦めも定着しますしね。でも女の人、入っていたんだもん ね。年齢がわかんなかったんだが、服を着て去っていく姿は予想以上に若かった。　
(後日追加>風景感想「仏ヶ浦」)96/08/12​
カワヨグリーンYH(三沢の近く)を出て下北半島に向かって走った。花巻の賢治の記念館で仏が浦のTシャツを着ていた人を見かけたこともあって地名が頭に 焼き付いていた。Tシャツの上にジャケットを着ているが、袖や胸や肩の空気取り入れのファスナーを閉じた程の涼しさである。「やませ」が吹くと霧になる。 恐山や薬研温泉を過ぎて下風呂温泉付近まで霧に悩まされた。　
「老部」という漁村の交番の駐在さんが家の中に招き入れてくれて朝食をご馳走してくださった。(できたての)美味しいドーナツと(無添加の)林檎 ジュース。警察官だから(先入観もあってか)厳しそうだが、理解のありそうな人で、奥さんも綺麗な人だった。漁村の話をしたりていて「仏ヶ浦」の話になっ た。テレホンカードを出してきてこんな所だと説明をしてくださる。「ぜひ、船に乗って海から見ることをお薦めします」と話してくださった。カードも記念に くださった。　
…のだが、大間岬が期待ほどでも無かったし、時間の都合もあって走り続けた。景色に優劣はないのだと思うが条件が悪かった。夕日が津軽半島に沈む風 景でもあれば最高だっただろうに。道も景色もそれ自体は素晴らしい。海峡ラインと呼んでいる道路は快適に舗装されて、脇野沢村には道の駅もできている。船 で津軽半島に渡ることも考えた。しかし運賃がやや懐に響くので止めた。海の向こうは青い空ではなく、暖かい空気と冷たい空気の境目を示すかのように雲が帯 になっている。鉛色の海では漁船が就業している。フェリーらしきものも見えるが感動は来ない。青森市からも一日掛かるこのあたりの街は片鄙な所であり、こ の天気でそれを考えると地元の人には申し訳ないが最果感が募った。津軽半島から竜飛岬方面に渡らなかったのを少し後悔しながら浅虫温泉の花火に若干の期待 をして半島を南下した。　
[8/1-4](浅虫温泉・花火大会～青森フェリー埠頭)​
ラッキーであった。青森に近づくに従い車が増えてきて、道端の警官に聞いたら　
----私らの口からは言えないけど、(邪魔にならないところへ止めて)​
　見物して行ったらいいよ　
終わったらフェリー埠頭に急ぎ、自然にできたテント村の一角で野営。常連さんの中にテントを張ったらしく、うつらうつらしている耳にねぶた前夜の彼らの愉しい会話が聞こえてくる。　
第九日:'96.8.2　
[8/2-1](八甲田山付近)​
大きな山です。予想以上に沢や谷が不明瞭で、登山をするには険しく嫌な山であろう。極寒の時期に訓練といえどもこんな山に入ることはやはり狂気の沙汰で あったことだろう。ブナや名前の知らない雑木が湧き出るように緩やかな斜面を覆っているなと思えば、突然、黒石温泉郷の方面には深い谷が切り立っていたり する。　
[8/2-2](黒石温泉郷)​
ぬる湯の共同浴場へ寄る。銭湯がでっかくなった感じで、まっ昼間からおじいちゃんがお風呂に入っている。昨日からの曇気味の天気のせいか、湯上がりも涼し い。マイナーかなと思った温泉であったが印象は良い。湯から上がったあとは青森市内へ行ってまた山内丸山遺跡でぼーっとしてねぶたを待つ。　
(後日追加>温泉感想>黒石温泉郷(温湯)96/08/23)​
黒石温泉郷を紹介します。八甲田山の酸ヶ湯から西にR394を走ったところに黒石温泉郷があります。温(ぬる)湯こけしでも有名です。こけし館というのも あります。湯けむりも匂いもありませんが、幹線道路を避けて街に入っていくと共同浴場がありました。私は温湯というところを訪ねました。田舎の公民館ふう の浴場がありました。周りは温泉街の雰囲気が残っています。共同浴場の前のバス停も只のバス停ですが絵にしたい停留所でした。近くの店で入湯券を買って、 中に入ってみると、あらら、お風呂屋さんの雰囲気です。でも、先日から酸のきついお風呂ばかりに入っていましたので、含芒硝食塩泉は身体に優しい。頭から 被っても目にも滲みないし…。頭も洗って少し熱い湯舟にドボンと浸かると旅情が湧いてきました。やや塩っぱい味がします。おじいちゃんが二、三人入ってい る。シーリングファンの風で汗がひいていく。不思議なお湯でした。\130はお得。私が学生時代の東京の銭湯が\95だった。あっれ、\95はビールだっ たかな。　
[8/2-3](ねぶた祭)​
ねぶた祭を見ないと帰れない。時間調整をしながらここ数日過ごしたのだからと気合いをいれる。県警本部の横にバイクを堂々と路上駐車し見物をした。良く似 たライダーが集まって話しているうちに日が暮れて、やがて祭は始まった。やはり、待った甲斐があった。人も凄いがこれはまだ初日とあって控えめで、祭の規 模が大きいのには驚く。鈴を売っている子供達が可愛い。ほんと可愛い。
[8/2-4](アップルヒルズ・道の駅)​
法政大学のバイクのサークルの彼とは祭が終わった時点でお別れし、雫石のおじさんと少し市街を離 れる方に走った。浪岡町にできたての道の駅があり、ここで野営。おじさんは定年を迎えて有り金はたいて雫石に1500坪の土地を買い自給自足を始めたとい う。人生哲学を聞かせて戴いた。　
第10日:'96.8.3　
[8/3-1](鹿角市・道の駅)​
さて南に行こうか。鹿角市の道の駅に寄った。往路、十和田に上がる途中でここの「道の駅」の女の子にとんかつ屋さんを教えてもらいそこで食事を取った。そ れがツーリング中で一番の贅沢な食事だったのだが、旨かったので帰りに御礼を言っておこうと思って寄った訳である。私のことを憶えていてくれて嬉しい。　
----(秋田アクセントで)憶えてますよ　
----美味しい店でした。ありがとうが言いたくて寄ったんですよ　
そんな話を少しだけして道の駅をあとにした。なんでこうも好印象の女性ばかりが現れるのだろうかしらん。　
[8/3-2](藤七温泉)​
標高1400メートルの温泉は東北で一番高いところにあるらしい。八幡平の峠の駐車場から少し下がって行く時に、お風呂がくっきりと見渡せる開放的(丸見 え)な露天風呂である。私がお湯に入っていたら、少し年上くらいのご夫婦が連れ添って入ってこられた。奥さんに少しの躊躇があった様だが、まあ諦めもあっ てか、次第に湯舟の中で話が弾んだ。八幡平の下りにディバージョンの女の子に話しかけひとことふたことの言葉を交わした。　
----珍しいバイクを見かけたので止まってしもたわ、どこから　
----京都から…北区です　
四月に免許を取って、これから北海道だそうだ。一緒に走っていた子とは別行動だと言う。ソロを楽しんでいるんだなあ。八幡平の下りでは素晴らしい雲海にも出会えていっぺんに二つも満足である。　
(後日追加>温泉感想>「藤七温泉」96/08/12)​
標高1400メートルの温泉ということで、東北屈指という。なかなか有名らしい。遠方の道路からも丸見えのお風呂で、すっぽんぽんで道に向かって、腰に手 を当てて胸を張ってみる。がはは、気持ちいいわ。露天風呂で混浴。私がお湯に入っていたら、少し年上くらいのご夫婦が連れ添って入ってこられた。　
----あら!混浴だわ…。　
奥さんに少しの躊躇があった様だが、まあ諦めもあってか、次第に湯舟の中で話が弾んだ。湯舟に浸かってしまうと有色なので何も見えない。湯面に近い ところでおっぱいの先っちょが見える。ま、見えてもどうっていうことないのだが。ご主人はカメラを据えて二人で浸かっている写真を撮るのにナニもあらわに 右往左往である。ほとんどが高山帯の植物、まあ、私のような素人からみたら禿山のような脱日常風景をバックにいいもんである。あたしも夫婦でゆっくり入り たいなあ。後生掛温泉も有名であるが、大沢温泉のYHのPさんが言うには、温泉ブームであちらこちらの温泉が随分と変わったと言う。後生掛も例外ではない と言う。そのことがあって藤七温泉にした。八幡平から下る途中に京都から来たディバージョンの女の子に出逢った。すこし話をしたあとで(ツーレポにも書い たので略します)　
----今、藤七温泉に入ってきたんです。今夜は弘前なら、ここでゆっくり温泉にでも入って行ったら?いい温泉でしたよ。　
と話したが、混浴で丸見えの話はしなかった。(意図的ではない!)どうしただろうか。入ってみようかなって感じの明るく積極的で活発そうな子だったが…。雲海を眺めながら、そのことを思い出し、走り続けた。不思議にも居眠りも襲ってこない。　
[8/3-3](盛岡で冷麺)​
蕎麦を食べようかと思って駅前へ行ったが駐車禁止が厳しそうなので、思わず交番へ飛び込み、別の場所にある旨い店を教えてくださいな、という話を持ちかけ た。私が(何かを尋ねるために)話すとすぐに世間話になって長引いてしまう。このお巡りさんとやはりまた話が弾んだ。そのうちに盛岡は冷麺も…という話に なり、早速その店を教えてもらった。初めは苦い顔のお巡りさんも次第に打ち解けて、彼の個人的な感想までを交えて店を教えてくれた。その「食堂園」で冷麺 を食べる。これが盛岡の冷麺か。私の家の近くの韓国風焼肉料理屋さんの冷麺と同じ感じ。テレビ局のアナウンサーらしき女性がリクエストカードをどっさり持 ち込んで冷麺をぱくついている。そちらの方が随分と絵になった。　
(後日追加>美味感想>「盛岡・冷麺@食道園」96/08/10)​
食べてきました。盛岡の冷麺。食道園。わんこそばを食べるつもりで盛岡駅の地下街の「東屋」を目指したのですが駅前は規制が厳しく駐車は無理そう。そこで 交番で聞きだしたのが冷麺でした。そういえば、有名らしいな…ということで、交番のお巡りさんにたくさん教えてもらった老舗を諦めてこちらの冷麺を食べに 行った。大体、一日におむすびを一個しか食べていないような日もある生活だったんで、贅沢でした。「冷麺」と注文したら、それだけですか?という感じで聞 くのが少し頭に来たが、私は冷麺が食べたいのだから。ツーレポ(Ver1.0)では　
<上記>(略)　
と書きました。ミーハーな人向きかも知れない。個人的には蕎麦をハシゴしようかと随分悩んだが、諦めた。皆さんの感想はいかがですか。　
[8/3-4](早坂高原～北山崎)​
何度か昼寝を繰り返しながら北山崎まで来た。スーパーの入口の横(私の地方ならクリーニング屋さんやたこやき屋さんがある位置)で、イカを炭火で焼いたり 豆腐を味噌田楽ふうにして焼いて売っている。太い串に刺した魚や田楽が生け垣のように炭火を囲んで灰の中に刺して並べてある。それを買って帰る人も多いよ うだ。イカは、足が身体の中に入れてあり、にんにく入りの白味噌気味のタレを付けてくれて非常に美味である。店の中を覗いてみると旨そうな魚が売ってい た。ワカシ(関西ではツバスという)が売っていたので買うことにした。塩焼きにしてもらってプラス\100なり。ブリの子供だけど油っぽくなくこれは最高 に旨かった。　
(後日追加>美味>イカ焼き(陸中海岸にて)96/08/17)​
普代村の街の真ん中のスーパーでイカを食べた。スーパーの入口の横の一角である。店頭には「田楽:160ー」と「イカ:150ー」と書いてある。正式な呼 び方はわからないのでイカ焼きということにします。ヘラのような平べったくて長い串をイカに刺して炭火の周りに立てかけてある。にんにくのたっぷりと入っ た白味噌のタレを塗ってくれる。一日を走ることに費やしてきた私に取ってとても贅沢な美味であった。食べるきになった理由は簡単で、ちょうど今が旬でたく さん採れる時期だと聞いたからである。そのあと焼いてもらって野営場所まで持って行ったワカシにしても旬のもので、何とも美味である。こういう場所にきて こんな素朴な美味に出会えて嬉しい。(ワカシは家に帰ってからも近くの魚屋さんで見かけて、値段も見ずに買ってきた。懐かしくて同じように家で焼いて食べ た。同じ味だった。)イカを焼いているスーパーの前には子ども用の小さいビニールのプールがあって、そこにスイカが入れてあった。おばあちゃんに付いて買 い物に来る子どもたちが口々に「あれれ、スイカが泳いでいる」「あれ、まだ泳いでいる」といいながら通り過ぎる。「泳ぐ」という表現がとても可愛らしくこ の土地の人達の感性なのだろうなと思って見ていた。そんな背景もあってイカが旨かったのだろうし魚も買って帰ろうという気になったのかもしれない。　
(後日追加>風景>北山崎(陸中海岸)96/08/17)​
この部屋で北山崎を、もしも教わらなかったらきっと行っていなかっただろう。教えていただきましてありがとうございました、と今は感謝の気持ちでいっぱい です。三陸海岸沿いは所々で海を望めることができる。しかし、意外とその段丘の上から海を見降ろせる所は少ないかも知れない。この北山崎は散歩道も整備さ れて、まさにこの風景リンクに期待をされて来られる人にはぴったしでありましょう。写真をあげられませんが、観光ガイドブックの通りの景色を見ながら、し かし、風は明らかに汐風を感じられる。　
私が野営をしたキャンプ場は北山崎から少し南に下がった所にある村営の所だった。(名前は忘れた。)綺麗な草地の上にテントを張れたので満足であっ た。朝、もう少し早く出発してれば\500はいらなかったのになあと少し後悔しながら、前日の夕方には野営場所を探しながら北山崎を通っただけなので、悔 しいから、もう一度海を見おろしに北山崎に行った。他のスポットでは、浜から海をみるスタンスが多いだけに、見おろす景色もなかなか良い。緩やかな風が吹 いているせいか沖の方が少し霞んでいるようであるが、早朝から海は銀色に輝いていた。仏ヶ浦もこういう天気だったら良かっただろうになあ。そういえば、前 日の夕方にキャンプ場を求めて走っている時に、普代村の方に日が沈む風景にも出逢った。日没とか日の出とかは、何故かこういう景色にとても良く似合う。そ れを見て何を感じるかは人それぞれであろうが、表現こそ違えど、共通の想いを抱いている人もきっと多いことだろう。　
第11日:'96.8.4　
[8/4-1](～夏油温泉)　
三陸海岸を堪能しながら遠野を経て夏油温泉へと向かう。雲行きが怪しい。結構くねくねの狭道を数キロ走った。でもこの道が広くなった秘湯とは呼べな くなる。温泉は一軒宿らしい。手前にキャンプ場があるが、温泉からの徒歩は無理そうだ。熱い湯である。河原を見渡す混浴風呂である。女性(おばさんですけ ど)が入ってくると「熱いなあ」とまず間違いなく言うので「もっとこっちの方が温(ぬる)いよ」と湯治客のおじさん達が誘う。そっち側からお湯が流れ込ん でいるんだからそんな訳ないだろうに、と思いながら聞いている私は罪人だろうか。おばさんアソコを隠すのも忘れて、ぬるいお湯を求めて右往左往である。　
(後日追加>温泉感想>夏油温泉96/08/17)​
こちらも東北のツーレポではそれほど詳しく触れなかったので、少し書きます。名前に引かれるだろうなと思いながら、心底ではそれほど期待していない。何だ か意地のようなものがあってこの有名な温泉に行って見ようと思ったのである。しかし、結論はそうではなく、期待以上であった。温泉への道は険しい方でしょ う。どこの有名温泉の観光バスがどんどんとやってくるので道も広く整備されているところだが、この夏油温泉への道はそんな観光バスは想定していないと思 う。まだまだ今の所は秘湯のうちであろう。1.5車線のブラインド状態のワインディングを7～8キロ走ったら温泉の街が現れた。　
結構、山の中に入ってきていたので、そんな所に大きな旅館がドカンとあると何だかタイムマシンに乗って飛び込んだとか、オアシスに出逢ったとか、そ んな感じである。お湯はたくさんあってどれに入るのかを迷っていると、入口を過ぎたところでタオルをもった年輩のおじさんに一緒になった。湯治に来ている らしいのでどこの湯がいいかを聞いたら連れて行ってくれるという。そこが河原を眺めながら湯に浸かる混浴の露天風呂であった。(前述の様子)和気あいあい の雰囲気で熱い湯に入ったり出たりを繰り返していると時間がすぐに過ぎてしまう。含芒硝石膏食塩泉。無色透明で匂いもなし。　
[8/4-2](～仙台おんないYH)​
夕立に見舞われた。疲れが溜まっているときに強烈な雨だった。YHに泊まろうと決めてしまう。仙台まで走って、もう旅を終えることを考えよう。こういう時 は随分と弱気になっていくものである。ねぶたを見物して緊張の糸が切れたのかも知れない。一番人気のYHなので迷わずに予約した。空いていてラッキーであ る。しかし、国道4号線は最悪の国道である。　
第12日:'96.8.5　
[8/5-1](六十里越え～野沢温泉)​
何だか温泉にどうしても入りたくて野沢温泉村に寄った。無料の公共浴場が十数軒あるが、ここでも郵便屋さんに声を掛けて(個人的な)意見を聞き出してお薦 めに浸かる。スキーをしないので関心がなかったが、有名な割には格別に良印象である。この近くの秋山郷の温泉もなかなかイイらしい。　
(後日追加>温泉>野沢温泉96/08/28)​
スキー場で有名な温泉である。当然、スキーに行った連中が温泉の話を聞かせてくれてもよさそうなものであるが、その人達が温泉を誉めたりしたのを聞いたこ とがなかった。それほどでもない温泉というイメージを抱いていた。(きっと皆はスキーで頭が一杯なんだな。温泉の「お」の字も味わえないんやろう。)どこ ろがどっこい!ええお湯ですわ。きつくなく、緩くなく、情緒もある。温泉街も寂れていないし共同浴場がタダときています。十数カ所も共同浴場があるそうで す。弱重曹硫黄泉。　
少し匂いがします。湯の花もふんわり。共同浴場では大湯が有名だそうですが、熱いと聞いたので、少し坂道を下りたところにある「名前忘れた」の湯に 入ってきました。温泉の建物も綺麗です。近くをお通りの際にはぜひ、寄ってみてください。少し東に秋山郷(温泉)がありますね。こちらはキャンプ場がある そうです。(イイ温泉だそうです)　
[8/5-2](野沢温泉～戸隠奥社キャンプ場)​
蓮華温泉行きを躊躇したので、場所的に真ん中を取って戸隠高原で泊まることにした。明日になってその気なら行けばイイと思ったから。でも行かなかった。　
第13日:'96.8.6　
[8/6-1](安雲野～平湯～高山～せせらぎ街道)​
鬼無里を楽しんで、せせらぎ街道を走って帰ってきてしまう。せせらぎ街道でテントと寝袋以外の一式とメモがいっぱい書き込んであった地図や少しのスケッチ などの入ったバックを落とした。気が付いて止まったら後続車が少し戻った所に落ちてたと教えてくれたので期待をして戻った。でもなかった。悔しい。二往復 もして探したのに発見できず残念であるが届を出して諦めることにした。(でも後続車の人は何故に拾ってくれなかったのだろうか??)　
あとがき&感想　
疲れた。これが一番の感想である。ツーリングは長くても四、五日程度にとどめないと印象が薄れるし、体力も緊張も続かないなと痛切に感じた。それは 長旅を続けるのを否定するのではなく、日常の楽しみとしての旅、リフレッシュとしての旅ならこの程度でまずは十分だろうということだ。そう言っても恐らく 十年に一度か二度なら長旅をしたくなるだろうと思う。旅とは最初にも書いたが不思議な魔力を持っている。　
奥羽山脈の土台のでっかさを痛切に感じた。道ばたには月見草(宵待草)が咲き乱れ、可憐な黄色で魅惑する。山の狭い峠ではシシウド?が風に揺れてい る風景に至るところで出逢った。とりわけ美人ではないかも知れないが、東北の女性にたくさん出逢い、ひとことふたこと言葉を交わして、一目惚れの連続?? 別れた後、走り始めて彼女を思い出して身体がホカホカするのを感じてきました。不思議。こんなことは今までなかった。^^^^^^^^　
活字中毒、パソコン中毒になっている日常から解放されていたことがわかる。帰ってみると新聞などに関心を示さなくなっている。活字や情報がないと不 安であるという毎日を送らずに過ごしたせいだろうか。テレビも見ずに、オリンピックにもまったく関心を持たずに過ごしていた十日余り。自然に対して人間的 に過ごしてこれたささやかな時間だったか。　
(お母さんと娘での噂話では)　
(----お父さん、きっと髭だらけで帰ってくるわ)​
親父を玄関で迎え入れながら　
----お母さん、やっぱしやわ　
ボアをボーリングして以来、快調に見えていたのだが、暑い時期に長距離を走ってみるとやはり熱ダレ現象から逃れられなかった。水温計はそれほど高くないのにこれではもう救いようがないか。オイルも燃えているようだ。来年の車検で考えようか…。　
バックには何もかもが詰まっていた。それを棄てるということは、何か新しく始めろということか。お盆明けから吹奏楽団の合宿に参加して、メンバーの子供たちに逢えば気分も変わるかも知れないな。何れにせよ、私の夏は終わった。　
番外篇(風景)　
風景>大待宵草(宵待草)<山野一帯>​
去年の夏、日航機墜落事故の慰霊祭の前日にぶどう峠を越えた私は、峠から御巣鷹山に合掌をした。こみ上げるものも多かった旅であった。その旅で出会ったの が「大待宵草」の黄色い花だった。実は、その時には名も知らぬ花として帰った。家で調べてみて名前がわかったのである。峠のいたるところで黄色い花を咲か せている。ふだん私がいる平野部にも同じ花がある。しかし別の花のように花弁の径が、気のせいなのかも知れないが小さいように感じる。野山の草花がこれほ どまでに可憐で心に残るものだとは思ってもみなかった。真っ赤なカンナの花であっても、菜の花でも、コスモスであっても衝撃的な印象は残らなかっただろ う。手帳に花の名前かスケッチを残す程度だったと思う。黄色い大宵待草という花は違った。峠や野原で出会う度に私の心を揺さぶって、秘密の部分を見透かし て、意地悪に、もて遊ぶように風に揺れながら道端にいる。雑草の一種になるのだろうなあ。でも、それで良かったかも知れない。心ない人に盗掘されないでい つまでも咲いていられるから。まだ、夏の間は咲いていると思います。ぜひ、気に止めてやってください。　
語録　
初恋の時のような感動を呼び起こさせる。後から身体がホカホカしてくる。そんな出逢いであった。語録を残します。　
[7/25-5](小諸YHへ)酒屋のおばちゃん​
----このYHわかりにくいみたいですね​
----(といって丁寧に道を教えてくれた)　
[7/26-1](小諸YHから湯の丸林道へ)バスガイドさん​
----大丈夫ですか​
----(キャンディーズを思い出したわ)　
[7/26-2](水沢でうどんを喰う)とうもろこしを焼いてたおばさん​
----(美味しいうどん屋さんを教えてというと)​
----量が多い方がいいでしょ…　
[7/27-4](裏磐梯)XJRで練馬から来た子​
----(ただ笑顔が素敵だった)　
[7/28-1](喜多方ラーメン)ラーメン屋を教えてくれた高校生​
----まこと食堂!​
----(田舎の子は可愛いね)　
[7/28-2](白布高湯と蔵王高湯)大峠の手前のGSの子​
----米沢に行く向こうの大峠の道は今はもう通行止めです​
----(と教えてくれた子)　
[7/28-2](白布高湯と蔵王高湯)七ヶ宿の道の駅・お店の人​
----(可愛い子だったが、夫婦かな…)　
[7/29-4](ほっとゆだ駅)ゆだ駅の売店の女の人​
----最近は読売放送が来ましたよ　
[7/29-5](大沢温泉へ)GSの子​
----自炊部は人気ですよ　
[7/31-2](酸ヶ湯前の売店にて)売店の子​
----青森では何が美味しいですか?​
----りんご!!!　
[7/31-4](カワヨグリーン牧場YH)YHの談話室で話した北海道帰りのサニー女の子二人組​
----車の中で寝たの…​
----(勇気ありますね)　
[8/1-2](交番で朝食をご馳走になる)交番の奥さん​
----今、買って来たばかりなの​
----時々、バイクの人が居たりすると入ってもらうの…​
----息子が二十歳で先日バイクで東京から帰ってきまして…　
[8/2-3](ねぶた祭)鈴を最初に売りに来た女の子。高校生くらいかなあ​
----鈴はいかがですか​
----タオルはいかがですか　
[8/3-1](鹿角市・道の駅)鹿角の道の駅の子​
----あそこのトンカツ、美味しいでしょ​
----(アクセントがイイ)　
[8/3-2](藤七温泉)八幡平の下りで逢った京都のディバージョンの子​
----京都から、北区です​
----四月に免許取ったばかり​
----今朝、おんないYHを六時に出てきたん　
[8/3-4](早坂高原～北山崎)北山崎のスーパーの女性​
----この魚、名前は?(と聞いたら)​
----何だっけ…　
[8/4-2](～仙台おんないYH)香港出身でカナダに住んでいる女の子​
----(日本はどこが好印象ですか?と変な英語で尋ねたら)​
----京都が良すぎて他が薄れてしまっている(と英語で)　
出費帳　
★7/25\7,060..............​
110ポカリ(杖突峠にて)560ビール​
3,890小諸YH2,500YH年会費​
(GS:伊那谷・南下条JA:13.6*@127*1.03=1,779)　
★7/26\5,490..............​
600水沢うどん(山一屋)400小野上温泉​
110コーラ100ロッカー​
2,800六日町YH560ビール​
920八海山(五合瓶)​
(GS:長野群馬県境付近、吾妻JA:14.5*@???*1.03=1,822)　
★7/27\4,180..............​
220アクエリアスボトル220パン(湯野上温泉にて)​
110ポカリ(木賊温泉にて)70ビンの牛乳(木賊温泉にて)​
560ビール200柿のタネ​
2,800裏磐梯YH(50バッテリー水)​
(GS:北魚沼郡堀の内町:(9.3*@125+50)*1.03=1,250)　
★7/28\5,050..............​
500喜多方ラーメン(坂内食堂)200ソフトクリーム(七ヶ宿道の駅)​
400蔵王高湯/露天風呂3,750山形YH​
200洗濯費用​
(GS:大峠/熱塩加納村JA/エンドウマキ:14.6*@120*1.03=1,805)　
★7/29\4,900..............​
450昼食に蕎麦(鳴子温泉)150鳴子温泉共同浴場(滝乃湯)​
150ほっとゆだ駅の風呂360おみやげ​
500TELカード750ビール​
350ラーメンと缶詰2,190宿泊費(大沢温泉自炊部)​
(GS:鳴子温泉:14.2*@125*1.03=1,828)　
★7/30\5,760..............​
200賢治記念館230昼食(おにぎりとジュース)​
400乳頭温泉(黒湯)590ビール​
60アイスクリーム1,500夕食​
2,780大沢温泉黒森YH​
(GS:田沢湖:14.7*@129*1.03=1,953)　
★7/31\5,450..............​
400酸ヶ湯350筍おでん(酸ヶ湯にて)​
100ジュース(三内にて)200洗濯費​
2,800カワヨグリーンYH1,000MFH会費​
600ビール8/1\440..............​
330夕食(パン・ヨーグルト)110コーラ​
(GS:三沢市下田アクセス:12.0*@127*1.03=1,524)​
(下北駅前:14.3*@???*1.03=1,885)　
★8/2\1,650..............​
350朝食(青森駅の立ち食い)130黒石温泉(温湯)​
230パンと牛乳400おみやげ​
110ポカリ430夕食(ラーメン)​
(GS:R7青森千刈:14.0*@120*1.03=1,730)　
★8/3\3,310..............​
(330)エンジンオイル(補給)400藤七温泉​
120ジュース850盛岡冷麺(食道園)​
150イカ(普代村のスーパー)160味噌田楽(普代村スーパー)​
200ワカシを焼いてもらう600ビール​
500キャンプ場​
(GS:普代村:???*@???*1.03=1,792)　
★8/4\4,050..............​
300夏油温泉850夕食(YHの横の店)​
500ビール2,400仙台おんないYH​
(GS:北上鬼柳:10.0*@120*1.03=1,236)　
★8/5\1,470..............​
220朝食(おにぎりと飲物)220昼食(おにぎりと飲物)​
100戸隠の有料(バードライン)170カップラーメン​
500ウイスキー260ビール​
(GS:白石JA:??.?*@111*1.03=1,223)​
(長野県栄村:13.7*@???*1.03=1,651)　
★8/6\330..............​
230コンビニで食事100飲物​
(GS:飛騨・清見村JA:14.7*@129*1.03=1,952)　
★現金払い:\49,140​
★カード(GS:\23,430)∥​
................・​
★総計:\72,570初恋のような感動をありがとう　
最後に　
冗長で舌足らずで、拙(つたな)い日記にお付き合い下さいましてどうもありがとうございました。これをステップにして今後も、少しでも多くの皆さん とツーリングを楽しみ、共感できますようにと思っています。いつかどこかできっとすれ違っているだろうということを想像しながら胸をときめかせいきたいで すね。どうもありがとうございました。　　​
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ひとり旅、下北の衝撃
(小さな旅シリーズから)
 
「ひとり旅、下北の衝撃」 
 
何故、人はただひとりで旅に出るのだろうか。風に吹かれることにロマンを感じるようになったのは、いったい、いつ頃からなのだろうか。そういう遠大な自問 を、恥じらいも照れもなくさらけ出すようになると、同じことを感じていた仲間たちがコメントをくれます。ひとり旅仲間がどれだけ増えても、やはり、ひとり 旅です。 
 
「ひとり旅ですか……いいねぇー」と旅先で話しかけられる。私にとって旅はいつもひとり。日常の生活の中からそっと抜け出すために、あるいは、あらかじめ 敷かれたレールの上を決まった手順で走り続けることへの反発……のようなものを感じて、旅に出る。どこまでも淋しくセンチでありながらもロマンに満ちてい る。そして旅先で様々な人たちに出逢い語り合う。名前も尋ねなければ身の上も聞かない。便りを交わすわけでもなく、やがてその人たちのことを忘れてしま う。それでも旅を続ける。 
 
ひとつの衝撃的な話が目に飛び込んだ。6月29日の朝刊のことです。青森県の下北半島でひとりの警察官が殺害された記事を皆さんは憶えていらっしゃるかど うか。生々しく血痕が付着したパトカーが大きく一面に出ている。そのわきに小さく写った顔写真に見覚えがあったのです。1996年の夏、このお巡りさんが 下北半島のこの地に着任して間もない頃に会っていたからです。 
 
あの日は、少し肌寒い朝でした。「老部」という漁村の交番の前で地図を見ていたら突然に、「どうぞ」と太くて低い声で交番の中に誘ってくださった人がその お巡りさんでした。奥さまと一緒にソファーに腰掛け、私に朝食をご馳走してくださった。できたての美味しいドーナツと、無添加の林檎ジュース。警察官だか らという先入観もあって、厳しそうに見えたが、理解のありそうな人で、奥さんも綺麗な人だった。漁村の話をしたり、息子さんがバイクに乗って東京から帰っ てきたんだ……という話などをし、親近感が深まってゆく。「仏ヶ浦」の話もした。テレホンカードを出してきてこんな所だと説明をしてくださる。 
「ぜひ、船に乗って海から見ることをお薦めしますよ」と話してくださった。そのカードまでも記念にくださった。 
 
あの時(1996年)の夏の手帳のメモを一部(改編)引用します。 
 
(第八日：'96.8.1) 
 
［8/1-朝］(交番で朝食をご馳走になる) 
 
町の名前が思い出せないが、交番の前で地図を広げていると綺麗な女性が声を掛けてくれて中に入らないかと言う。そこは駐在所であったが少し休憩をさせて戴 こうかと思い遠慮なくお世話になった。奥さんが無添加の林檎ジュースとまだ暖かいおからのドーナッツを出して下さった。何もいいことのなかったこの半島で 最高の思い出である。寂れた漁村ではあるが黒字経営で、立派な家が続いているのが交番の窓からも見える。そんな話を小一時間ほどしただろうか。仏が浦の景 色の話をしたら、奥さんがテレホンカードを出してきて見せてくれた。新品で、それもソゥベニアとしてくださるという。 
 
ほとんどの状況が、新聞記事と一致する。もう一度地図を広げてみると、記事にある「白糠交番」の位置が不明。しかし、こんな田舎にそんなにたくさんの交番 があるとも思えないから、あの交番で間違いないのではないだろうか。白糠小学校と老部の集落は2キロほどしか離れていない。白糠交番は老部の交番の事では ないか、と確信しています(合掌)。しかし、やはり私の勘違いであって欲しい……。 
 
テレホンカードの仏ガ浦の景色がこのうえなく心に滲みます。もしかしたら、夏休みにもう一度あの交番を訪ねてみるかも知れない。 
 
August 7, 2000 
 
2000年8月 7日 (月曜日) Anthology 小さな旅, Anthology 旅の軌跡 
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奥飛騨・信州
(1996年)
<奥美濃> 
Touring_Map_Page('92) 
分水嶺公園～白川郷・合掌造りP106/P108/P136 
利賀村の蕎麦(食べて)～名前わかんない峠～楢峠P95上→下 
<奥飛騨> 
飛騨・高山市P92 
平湯峠/奥飛騨温泉郷/安房峠P98/P99 
<信州> 
浅間温泉P62鉢伏山[1929m]/高ボッチ[1665m]P62→P58 
勝弦峠、小野峠、牛首峠[1060m]P58→P59 
 
一画面で表現するのは難しいが…。 
・オンロード・総重量(運転者も入れて)300kgのバイクにしては、たくさんダートを走ったので、私自身としても非常に満足しています。 
・新穂高温泉で、温泉に浸かれて嬉しい! ​
(今度はもう少し長いバスタオルで行こうね>ね、同伴者さん) 
・高ボッチ山。やはり話題の山だった。また行くぞ。 
詳しくはツーレポで書きますね。 
 
例によって早朝に目が覚めた。今にも消えそうな28番目くらいの月が東の空に上っている。その上に明るい星が輝いてる。金星だろうか。気をもんだ天気も何 とか一日目二日目くらいは持ちそうです。10月中旬ツーリングは恒例化されているので予定通りです。でも今回は三人になったところがいつもと違った。一緒 に付き合ってくれるのは、同窓会のネットの知人(Y君)と夕凪さんである。一週間程前から、その二人に毎日メールを書く日々が続き雰囲気を盛り上げた。Y 君と初めて出逢ったのが一昨年の秋のツーリングで、あの時と同じ岐阜羽島インターで待ち合わせをした。 
 
◆分水嶺公園～白川郷・合掌造りP106/P108/P136 
◆利賀村の蕎麦(食べて)～名前わかんない峠～楢峠P95上→下 
 
分水嶺公園はひるがの高原にあって、整備されていました。日本海と太平洋へ別れる清水の流れの前には石碑まで建ててある。牧場で牛乳を飲みたいという夕凪さんの強い願望を忘れていて止まらずに通過。これは後々まで後悔になったか…。 
 
白川郷は世界遺産に指定されて俄に注目を浴びている。京都の社寺・仏閣・史跡も幾つか指定をされているので、それほど騒ぐこともなかろうに…とも思う。が 凄い人で、荻町の村の中には観光バスが溢れている。渋滞にうんざり。でも、焼いてからお味噌を着けてくれるお豆腐を食べてみたり少し歩いてみたり…女性が 入るとツーリングが変わってしまう。白山スーパー林道の一部が谷底の国道から見上げられる。岐阜県側が激しいカーブと細い道だった様に記憶する(昔、20 年近く前だなあ、車で行ったんです) 
 
ここに来たら恒例で蕎麦を食べる。やはり旨いわ。ぜひどうぞ>皆さんその後、村の中の質素なお店で買い出しをして、おばちゃんと少し話をして野営と なった。利賀村の村営・国設キャンプ場ってのが早稲田劇場の近くにあります。バイクをサイトまで入れて入場料共で\1030だそうで、私の独断で別の場所 を探した。ケチだなあとつくづく思う。ペットボトルの中に灯る蝋燭の明かりのもとで、地酒をいただきながら夜を過ごす。どんなに綺麗な星空だったのかは、 貧しい文才では表現できない。只々、見上げるだけであった。そういえば流れ星を探すとかいうロマンチックなことをやらなかったなあ。早朝の気温が 7.7℃。温度計には朝露がベットリと着いている。まずまずの冷え込みである。慣れない寒さのせいで夕凪さんは大丈夫だろうか。初めての野営で不安も多 かったことでしょうが、彼女の逞しさには脱帽だった。全然頼りにならない私でゴメンね。 
 
利賀村からは地図の黄色い道を南下して、只の灰色の線に変わっている峠を越えた。そして水無谷から楢峠を越えるのであるが、そのダートはなかなか楽しい? いや険しい峠でありました。(続く)/postRE937オンロードではスリップして絶対に上っては行けない峠だなあ…と思いながら水無谷へ一気に下っ た。早く舗装に出て安心したいこともあってか、素晴らしい紅葉の景色を見る余裕などなかった。そして一端降りた坂を今度はそこから楢峠方向に上ります。 さっきまでのダートよりはかなり普通の道になったけど、やや泥成分が多く、濡れて落ちた葉が泥の上に散らばる。水溜まりも多い。ツルツルとスライドしなが ら上って行く。おっと、工事の車が道のド真ん中に!!一瞬のうちに頭を横切ったのは、引き返せない(だってさっき下った坂は上れないわ)工事のおじさんが 重機の横と崖の間に1メートルほど空けてくれたんですが、夕凪さんのバイクのタイヤがわだちに入って崖っぷち寄りにコースを変更できない。四人がかりで押 したり引いたりしてクリアしました。崖側の方に足を着いてもいいよと言われても怖くて着けませんよね。いい体験をしました。しばらくは胸が高鳴ってやまな かった。その後は飛騨古川から高山の方に広がる雲海を見ながら楢峠を下りました。11月の初旬くらいまでならギリギリ走れるのではないかと思う。> 皆さんもどうぞ 
 
◆飛騨・高山市P92 
◆平湯峠/奥飛騨温泉郷/安房峠P98/P99 
 
飛騨高山の陣屋の前で朝市を見学しながら「みたらし団子」を食べる。醤油味。時より日が差して快適になってきた。さて奥飛騨温泉郷へ急ごう。新穂高温泉は 有名温泉になってしまったようで、次から次へと人がやって来る。夕凪さん、おそらくかなりの決心が必要だったと思いますが、バスタオルで温泉に入る決心を したようです。(私って悪人ね)高山からやってきた若い女性軍団の人たちも入って来たので男性の方が圧倒的に少なくなって困りながら長湯をしてしまった。 女性軍団の人たち、少しお酒が入っていたのか、バスタオルをパッと投げ捨て開放的なムードに浸っている。××ちゃん、おまたが見えてるわよ…なんて叫んで る。あのお～私、正面に居ましたけど見えてませんから心配なく。…とはやはり恥ずかしくて言えない。男だったら凸だから見えてもわかるけど、女性は凹だか ら見えないですよ、心配なく。連休の中の平日ということもあって安房峠は比較的車は少ない様子だ。1590mの立て看板があったところ一帯は紅葉の盛り だった。浅間温泉YHまで下って行く途中からぱらぱらと降りだした。YHにはバイクの人が多くテーブルを囲んで消灯まで話が弾んだ。そうそう、浅間温泉の 共同風呂は、熱いわ。好きな人はどうぞ。 
 
◆鉢伏山[1929m]/高ボッチ[1665m]P62→P58 
◆勝弦峠、小野峠、牛首峠[1060m]P58→P59 
 
三日目(10/12)は天気が崩れると言うから高いところは避けて行こうと思う。しかしそうなるとどこも行けないので高ボッチ高原にだけは朝のお天気がい い間に行っておこうと思い崖ノ湯と書いてあるところから上った。鉢伏山への分岐点の広場でいきなり目に飛び込んだのが、甲府盆地に方面に広がる雲の上に小 さく姿を見せる富士山である。「ザTW組」だったかな、というステッカーを貼った人(千葉ナンバー)が鉢伏山への行けば眺めもいいと教えてくれたので向 かった。楽しい山道です。わき見はいけないのですが、わかっていながらチラチラと左右に目をやりながら上っていきました。北アルプスから美ヶ原、御岳、南 アルプス、富士山などを見渡せ満足です。今日の天気予報は雨だってことですが、どうなってるのだろか。 
 
塩尻峠に降りて勝弦峠～小野峠～牛首峠と走って木曽路へ。小野峠のあたりはなんたらラインとかいって、諏訪湖が綺麗に見える。立石展望台と杖突峠を他に 知っているがここもなかなかいいです。牛首峠の木曽路側はダートです。オン車でも難なく走れます。ダートを楽しんだ後、木曽福島へ行って「くるまや本店」 で蕎麦を食べる。店に着いたら長い列が出来ていまして、途中で品切れになるため店を閉めて並んでいた人たちだけ店の中に入れるなんていうハプニングもあり ました。蕎麦粉も切れているような話が厨房の奥からは聞こえてくる。蕎麦を食して木曽路を南下する途中で雨が降り出しました。ユーミンの、冷たい雨に～な んてのをくちずさみながら、家路へ急ぎました。 
 
皆さん、安全に帰り着いただろうか。家に帰ったら子供が玄関に出てきて----お帰り!お父さん今度は荷物を落とさへんかったか?子供を置いて旅に出る父、此々にして、迎える娘、然々である。 
 
 
2009年2月 8日 (日曜日) Anthology 旅の軌跡 
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1997
GW：「ひょいと四国へ」～「そして山陰」
＜骨折で休養＞
無言館（信州）　【小さな旅】
信州・甲州
1
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四国から山陰へ(’97ＧＷ)
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━​
四国から山陰へ(’97ＧＷ)​
─────────────────────────
今年のGWの気合いは(あまり認めたくない気もあるが)いつもより少し弱いようだとうちのんは言う。レポートをアップします。よろしかったら読んでやってください。
少し長々と書いて、バランスの悪い箇所もありますが、私としては一端書いた物は削れないので、そのままにします。時が経つに連れて思い出す部分に加 筆をして増えていきますので、この日記は、ひとつの旅を振り返っている過程であります。旅とはそういうものでしょう。日記は、だんだんとバランスを崩して いきます。自立できなくなったらまた旅に出かけて行くのでしょうか。
ひよいと四国へ晴れきつてゐる　　山頭火
種田山頭火の句集を探し回ったけど、田舎ではなかなか見つからなかった。しかし、三月末に出かけた京都の本屋でその忘れかけていた本を見つけて買った。
山頭火は山口県で生まれて、愛媛県松山市で没する。そのゆかりを訪ねてみたいと切々と思った。出発前に知人にあてたメッセ-ジを添付する。
ひよいと四国へ晴れきつてゐる　　 山頭火
そう詠んでいます。彼を早稲田文学に入れるのかどうかは私にはわかりませんが、感性に訴えてきますね。好きです。このうたの季節は恐らく秋だと思いますが、私は春に行きます。明日が晴れかどうかさえも私にはわかりません。でも四国をしばらく走ってこようと思います。
皆さんの多くが四国を訪ねて行かれました。私も二年ぶりです。四国を走って、なあ~んだ、つまらないと思う人もあれば、その逆の人もあると思います。
道端で買ったパンの味や工事現場の親父さんのちょっとした姿や仕草、言葉がツーリングを変えます。私の四国を探しにまた出かけます。
レポートはこれにぶら下げていきたいと思い、まえがきのつもりで書きました。
昨日、娘が​
「私、地図を見ていて行ったことがない道を見つけると行ってみたくなるの、地図を辿ってずっと…」​
と話してくれました。ツーリングの原点を呼び起こされた感動でした。この子も私の子なんだなと思った。
明日、明け方に出て、昼過ぎには四国に上陸できるかな。では、数日後に会いましょう。
​
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━​
四国から山陰へ(’97ＧＷ)　--はじめに​
─────────────────────────
[4/27-0] 
週間予報では4/30頃から天気が崩れるという。近年、天候に恵まれているので期待できるかなと思っている。
GWといえば半分が雨降り…という季節である。覚悟はしているが、雨は嫌いだ。
テント、シュラフ、マットは、前日にうちにバイクに積んでしまってあるので、27日の早朝は静かに着替えなどの荷物を載せ、暖気運転なしでソロリと家を出る。
出発前の記念写真を二枚撮った。「お父さんは朝早く出るよ」と言って、就寝前に「行ってきます」を子供にした。
青空が夏のそれに変わりつつあるなあと思いながらどのあたりというわけでもなく上空を見上げる。快晴である。肌に冷気が沁み通る。大きく息を吐くとシ-ルドが曇った。タンクバックの温度計付き時計はちょうど6:00を示していた。
今回のツーリングの持ち物で思案をしたのは地図であった。先日、博士号の授与式の写真付き葉書を送ってきた鹿児島のJ君にも会いたいので、もしかしたら九州に渡るかも知れないと予感している。しかし、思い切って九州版を持つのをやめた。
広告の裏に書いて食卓の上に放り出してきたメモには、四国を横断して松山から山口(湯田温泉)に行き山陰を回って帰るか、讃岐へ戻って帰るかどちらかと書いてある。
予定通りに走ったことは恐らく今まで一度もないと思うけど、出る前には誰に見せるわけでもなく、思考を整理するためもあって書きなぐったメモをうちのんに見せたら、「見とうない、勝手に行っといで」と冷たい言葉であった。子どもは前の晩に「お饅頭…」と繰り返していた。
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━​
四国から山陰へ(’97ＧＷ)　--4/27​
─────────────────────────
《三重県－高見峠－和歌山市:紀伊半島横断》
[4/27-1] 
何度も越えている峠でも旅が始まる時には胸がドキドキするものである。いつも見慣れた景色を送りながら、いつものようにひとりごちた。
紀ノ川沿いの高野山側には新芽が吹き出した果樹(柿?葡萄?オレンジ?)園が広がる。遠くから見るとゴルフ場の芝のような錯覚に陥るが、信号などで 止まった時に良くみると違うのはすぐわかる。休日の朝ということで車も少なく、和歌山港まで三時間と17分の所用時間で到着した。
恐るべき速さである。違法値がでたらあかんから平均時速は計算してはならない。
フェリ-の切符売り場で「次の便は何時ですか」と問うたら三分後という。乗れるから急ぐように言い、大急ぎで切符売ってくれた。それを口に喰わえて移動した。
バイクがフェリ-に乗り込んだらテ-ルゲ-トが上がった。何ともラッキーなスタートである。
船中にはツアラーの姿も疎らで、誰とも話すことなく、しかし寝るわけでもなく海を見ながら種田山頭火の句集を読んだりして過ごす。ただ、ぼんやりと読む。うららかな日で、風もほとんどない。
ひよいと四国へ晴れきつてゐる　　山頭火
まさにその気分なんです。
​
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━​
四国から山陰へ('97GW)　--4/27-2​
─────────────────────────
《四ツ足峠へ》
[4/27-2] 
小松島港に入港し、四国上陸をしたらすぐに高知方向に走り出す。
那賀川沿いを遡る。川沿いの狭い道は、四国の雰囲気を思い出させてくれた。
「そうそう、こういうふうに道が狭いんや」とひとりごとを吐きながら、しばらくこんな道とお付き合いしていこうとしている自分に満足である。
八十八ヶ所への道路を示す標識が目立つのでそれを頼りにある程度方向を決めて県道に入ると、これが驚くほど狭い。おおっと、この狭さが四国なんだった、信号も少ないな…などとぶつぶつが続く。
太竜寺のロープウェイの乗り場の脇を過ぎてやっと国道に出る。R195にのっかり四ツ足峠へと向かう。だんだん四国の雰囲気が戻って来たのが嬉しくて仕方なく、一人だから誰に隠すわけでもなく大声で喜んで叫んでいる。聞こえたのは野生のお猿さんたちだけだろうな。
山藤(やまふじ)が山の斜面を紫色に飾っている。そばに寄るといい匂いがする。春は空気の匂いがまろやかで、走っているとうっとりすること、おやっと驚くことが多い。自然が何かを訴えているのだろうか。
四ツ足峠を越える道は快適で、一部に狭いところがあるけどこの程度に狭くないと面白くない。剣山スーパー林道から降りてくるオフツアラーの人に時々 すれ違うのを期待しているが、それほど来なかった。みんなどこに消えて行くのだろう。あれれ、今年は四国に来ている人が少ないのかな、なとと呟きながら、 見つけると手を振る。オフローダーのピースは確実に還ってくる。バイクをほんとうに楽しんでいるからだろうか。
四ツ足峠は初心者マークでも越えられるほどの峠で、秋もお薦めである。秋になると綺麗に色付く木ばかりであった。
べふ温泉には寄らなかった。実はこれは最大の後悔で、これから行かれる人はぜひ寄られるのがいいでしょう。高知には目立った温泉がないのだけど、こ の温泉を薦めてくれる人にたくさん出会った。美人肌系のお湯である。共同温泉場は近年新築したようで、随分と賑わっている様子。こんな谷の深いところまで 人がやって来れる様になったのも道路が整備されたからだろう。
トンネルの開通日付を確認すると1990年前後が多い。それ以前はすっごい田舎だったに違いない。谷の落ち込み具合が違う。
​
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四国から山陰へ('97GW)　--4/27-3​
─────────────────────────
《定福寺YHへ》
[4/27－3] 
雲行きが怪しくなってきたぞい。
明日は雨なのかな、と思って道端のお店のおばさんに聞いた。案定、下り坂だそうで迷わずYHに泊まることに決め予約の電話を入れた。
夕飯は頼まず、途中でカップラーメンとお寿司を買ってYHに入った。スーパーで道を尋ねたら、小説で竜馬が話していた言葉と同じである。ささやかな感動であった。
そうそう、ここはYちゃんが来た今年の冬に来てレポートを書いてくれたYHである。何だかYちゃんの慕って旅しているみたいだなあ、違うぞい。YHの前からの景色をじっくりと眺める。
山腹に民家が建っていて、これでもか!といわんばかりに峰の上方まで道が右に左に延びて家がポツンとある。これが四国の景色だ。四国でしか見られない。感動がまた甦ってきた。
​
《YH・夜》
[4/27－4] 
ライダー(ツアラー)さんは疎ら。
でも皆さん、四国をよく知っていらっしゃる。三人ほどが筍のご飯をいただいている。おひつにいっぱいある。夕食を私も予約したらよかった…。
住職さんと脳死の話をする。お寺のYHは評判が悪いとどこかで聞いたことがあるが、このYHはまったくそんなことはない。この宿は常宿にしても良いな。
私的メモ:​
草加市のレイドさん、佐賀のR100GSさん、松山の黄色のビートさん　福山のイギリス人ふたり組、徒歩&JRラーの女性。←可愛い子でした。
​
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四国から山陰へ('97GW)　--4/28​
─────────────────────────
----《YHの朝・雨があがるぞ霧が逃げぬうちに見ておこう》
[4/28-0] 
谷間を霧が流れていく。その向こうに民家がある。峰上には青空が見え隠れしながらも渋々と雨は降り続く。寺の門前の石段から集落を見下ろすと民家の 屋根の向こうから一筋の煙が昇り始めるのを見つけた。朝ご飯の支度だろうか。竃に火が入りあさげの支度が始まる。生活の息づかいを感じる時だ。
雨を憂うるなかれ、この趣きを味わおうではないか。できればあの人たちの所までいって、インタビューをしてみたい。平家の落人なのかなあ。何でもいいから話を聞かせて欲しい、そう思うことを人に話すと、時々、同意してくれる人がいる。
​
----《晴れ間が私を待っているR439/大峠を越える》
[4/28-1] 
Yちゃんがツーリング部屋@ニフティで
「R439の吾北町柳野、ここはすごい道だった。ヘアピン、急勾配、一車線道路、木々が鬱蒼と茂っており視界は悪い上に対向車は多い。おまけに雨の ため、落ち葉で滑りそうでとても怖い思いをした。きっと地元の人達の生活道なのだろう。中学生か高校生くらいの女の子が、歩いて通学している姿が印象的 だった。」
と書いていた。彼女、こんな山の中を寒い雨の日に一人でよう走ったなあ、と驚きながら私も大峠をトレースする。感じる事はまったく同感である。最も四国らしい風景であると思う。
トンネル切削工事中で、そのうち快適道路が出来てしまうだろう。この道の上に延びている集落の人たちだけの峠になってしまうのが、もしかしたら住人の皆さんにとっての幸せなのかも知れない。
峠に差し掛かると雨が降り出す。けれどカッパは着ない。青空が私を待ってくれてるんだから、天気予報が晴れると言っていたのだから、期待を込めてカッパは着ない。
しかし…。寒冷前線が通過し、気圧が不安定となり夕立のような雨が降り出したところで屈する。
「四万十川源流」の立札を前にしばらく休憩して、雨の中を峠の向こうに消えていくツアラーを幾人か見送って、私もカルストには向かわずに檮原町へと向かう。
道の向こう側にバイクを止めていた神戸ナンバーのZZR250の可愛い女の子に、反対側にバイクを止めて声を掛けた。(猫柳さんは女性を発見するとすぐ止まる傾向にあります)カルストに上った後は大堂海岸のYHに向かうという。
ううん、私もさりげなく旅程を変更してしまおうか…とも思ったほど。
この子より先にもう一人、ひとり旅の女の子を大峠の前で追い越していた。剣山スーパー林道を走って、明日からは四万十川でカヌーだって言ってた。
二人の旅程を頭にインプットしてた私は、四万十川方面に行こうかしらん…と悩んだ。(この迷思案は松山の朝まで続いたのであった。)
 
----《檮原・関門の関を訪ねる/維新の道》
[4/28-2] 
檮原町にはいると「維新の道」の道標が目立つ。「吉村虎太郎生誕の地」の碑があった。お遍路さんも幕末の志士も、皆が徒歩で峠を越えた。
車輪の付いたモノが普及するまで日本は篭か徒歩が普通で、馬車などのようなモノが無かったので、峠はどこも二本の足で越えるためのものであった。坂道は狭くて所により石段になっているところが多い。その入口に佇んで、やはり無念であるが、それが日本の峠なのだ。
関門の関に行く細い道でバイクを止めて工事現場の人に尋ねた。
「ただ石碑があるだけですけど…」
と教えてくれたけど、私にとってはこれもひとつの感動であった。維新の道という綺麗で観光化された看板が不似合いであるようにも思う。
 
----《これが噂の松山YHか》
[4/28-3] 
空いていないかなとも思ったが予約を入れたらOKで、食事もお願いした。
天気が優れないこともあって早く着いてしまったので道後温泉本館に行った。二度目以降なら「椿湯」を薦められていたが、本館にこだわった。絶対に今度は椿湯にしようっと。
本館はロッカーでも百円取るから380円になります。YHに荷物を預けてから行くのが賢明である。
定福寺YHで会った草加のオフさんに温泉本館の中で裸でばったり。今夜の彼はビジネスホテルでのんびりするらしい。
YHでは佐賀からのR1100GSの人にまた会う。「石鎚山には雪があったよ」などという話をしながら食事が盛り上がった。レストラン風の食堂でリッチな気分で食事をいただくのであるが、このYH、お酒の持ち込みも百円取るらしい。冷めた感じがするのは私だけか。
GSの彼は県庁の農林水産関連のところにいるらしく「佐賀牛」の美味さを説いてくれる。長い話になってビールの量も増加気味。
松山YHの感想を書かねば。これが噂のYHなんだって納得します。ただ、至れり尽くせりという設備がビジネスホテルふうで、お金がかかっているなあって感じますね。これもひとつのビジョンなのかも知れないけど、松山再訪の節には別の宿を探してみることにしようと思う。
私的メモ:同室は札幌ナンバーのCBR君。
​
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四国から山陰へ('97GW)　--4/29​
─────────────────────────
​
-----《松山市内/種田山頭火一草庵》
[4/29-0] 
観光マップには「一草庵」の所在だけがぽつんと黒丸で示してあるだけで、解説は一行もない。正岡子規や漱石は書いてあっても山頭火には触れていない。教育委員会さん、もう少し書いてくれてもいいんじゃないですか。
街の外れの民家の中にひっそりと一草庵はあった。一日に何人のファンが訪れるのかは想像できない。けど、雑感帳が置いてあったので少し拝見してみると一日にひとりから数人が書き込んでいるのがわかる。
私もここに来るためだけに四国に渡ったのだから(宮本輝「地の星」の宇和の海も行きたいと思いながら)感動はピ-クを迎えている。
何もない、何もしない。ただ終焉の地にある家を歩き回ったり、ただここに立っているだけで満足である。句集に備え付けの記念スタンプを押し、ツ-リングマップにも押した。
濁れる水のなかれつつ澄む　　山頭火
彼が死ぬ1ヶ月前の句で、一草庵の前を流れる樋又川に自分の人生を感じて詠んだという。川藻がせせらぎに流れる。その脇の道路を生活の車や自転車が通り過ぎる。
 
-----《波方から竹原へ》
[4/29-1] 
さあ、何だか海が見たくなったな、ってなわけで、波方から竹原に行くフェリーに乗って北に走ることにした。瀬戸内海を越えてみたくなったらしい。凄く衝動的な旅程変更である。
今考えると、宇和島に行けばよかったのに、四国を出ようとしています。
家を出るときの予定では山口市の湯田温泉の「其中庵」へ行くことで、雨の場合には足踏みをしながらでも行こうと思っていた筈なのに、天気が良かったので走ろうと思ったらしい。
感動を大事にしようという潜在心理もありながら自分でも説明が付かない。うちのんの分析では年齢をとって気が弱くなったのではないかという。毎夜電話を掛けるが、若い頃のような気合いがないともいう。雨にも屈せず、銭も惜しまない、ということがなくなったらしい。
山頭火ふうに一句書いてみよう。
かえりじたくの迷いをもってとろとろおろおろ走る　　ねこ作
 
-----《山陽から山陰へ》
[4/29-2] 
瀬戸内海の波は穏やかであった。フェリーの客が疎らで、今日は祝日なのにこんなに少ない人出とはどうなってるのかしらん。みんな瀬戸大橋に行ってしまうのかな。三倍も四倍も金が掛かるのに…。
船の中で思案は続いた。山口市の湯田温泉に行って、山頭火以外にも中原中也や金子みすゞを訪ねてみよか。でもいつしかの夢に残しておいて…。迷って いるようで、何も考えていないのか。何よりも「其中庵」に行くというルートをとってもよかった筈なのに、私は松江に向かって走ったのでありました。
中国山地を横切る道路は、四国を走ったあとの私にはとっても優しい雰囲気がある。過ぎていく景色がまろやかである。山の上の方まで家が建っていると いう四国の風景と打って変わって、水田では田植えが始まっている。三次から出雲へと行く街道は「出雲歴史街道」とか「出雲神話街道」とか言うらしい。(名 前の記憶曖昧ですが…)
 
-----《出雲市/出雲そばを喰い玉造温泉に入る》
[4/29-3] 
中国山地の峠を走っている時に道路脇の温度計が29度を示しているところがあった。暑い日でした。ただ、淡々と走るだけで日が過ぎていく。
出雲駅の前にいたタクシーの運転手さんや街中で子供と遊んでいる若い奥さんに美味しい蕎麦屋さんを尋ねたら「羽根屋」という店を教えてくれた。なかなか頑固な雰囲気を漂わせる店であった。本店で喰う。安い。ざるそば、\550。味には満足した。
時刻は16:00頃になっていて遅すぎる昼飯であったが、食べただけでも珍しい。食べないまま夕飯になる日もあるのだから。その蕎麦屋さんで玉造温 泉の共同浴場を教えてもらって寄り道をして松江YHまであと一息。YHの談話室でガイド本を持っている人が、私の食べた蕎麦屋が一番先に載っていると教え てくれた。満足だ。
 
-----《玉造温泉》
[4/29-4] 
やはり共同浴場をお薦めしておく。
600円と少し高い感じがするが、近代的な建物で、五階が浴場になっていて、その階下に休憩室、更に階下には歴史展示館のようなものがあった。(YHへ急ぐので行かなかった。)
 
-----《松江YH》
[4/29-5] 
予想以上に良かったので、皆さんもマルしておかれたらよろしいでしょう。GWのどまん中なのに人は少なく、食事のテーブルも空いている。
食事後、地図とペンを持ってだべっていたら、松山YHでご一緒のCBR君が現れて、「おおっ!」とお互いに驚き合う。
建物などは古いけど、マイナス点はそれほどなく、ここのYHも常宿候補に挙げてもいい。
​
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四国から山陰へ('97GW)　--4/30​
─────────────────────────
-----《松江市内》
[4/30-0] 
宍道湖が霞の中にぼんやりと見える。憂欝になってくる。
雨も午後にはあがって…という天気予報はいうけれど、信じれない。一昨日には騙されたもんなあ。でも急がない旅なので、寒冷前線に追いつかない早さで走るつもりにしている。一日おきに雨に見舞われている。
そういえば夕凪ちゃんが四国を走った時も、雨にたたられていたなあなどと思い出していた。そうだ、彼女は(別の時だけど)松江にも泊まっているん だ、うん、四国で使ったYHといい、ここのYHといい何かご縁があるのかも知れないぞ…と気が付いたら心は晴れてきた。竹内まりやの「涙など見せない…」 なんていう歌があったような。あればっかし口ずさんでいる。
タンクバックのマップケースにポツリと落ちては自然に乾いていく程度の雨なので、傘も要らないから少しばかり松江城の界隈を散策してみることにした。
小泉八雲の旧居と松江城は隣接しているので割と気軽に歩けた。木次から社会見学(自主研修というらしい)に来ている中学生が八雲の旧居のひと間でワイワイと賑やかである。私も畳に腰を下ろして沈思状態に落ちていく。庭の池で蛙が元気よく鳴いている。
ツ-リング中に散策をするなんてのは随分と久しぶりである。
 
-----《大根島》
[4/30-1] 
大根島では牡丹が綺麗に咲いている。島一面が花畑になっている。霞んでいるからもちろん大山は見えない。　
牡丹散てうちかさなりぬ二三片　　蕪村
この句が頭にふっと浮かんだ。あら私が暗句してるなんて珍しい。
小さな島の中に綺麗な農道が幾つも通っていて、役場付近からは灰色というより無色で無表情の中海が見下ろせる。
 
-----《湯村温泉》
[4/30-2] 
大山がこの天気で見えるわけがない。
湯村温泉に寄ってから行こうと思って浜坂YHに電話をいれたのが午後を少し回っていた。若くて可愛い声の女性だったので、電話を切ってからもうきうきしている。
松江YHで会った人が前日に浜坂YHに泊まったら夕食に「ほたるいか」の刺身を食べさしてもらったというので私も期待をしている。
湯村温泉の荒湯の前にバイクを止めて、小雨対策ビニールをかぶせて風呂に行った。湯は98度で噴出しており、薄めて使っているので少し不満だが泉質には満足をしている。300円。お薦め。
湯舟からあがったときに言葉を交わしたご老人に私が松阪から来たというと三重県の温泉の話をなさった。榊原温泉という名前を最初に出されたので、この人は湯に詳しい人だと察した。なかなか遠方である三重県の温泉にも詳しい。もしかしたらその道の人なのかも知れない。
建物を出るときにスコールのような雨が途絶えていた。湯で濡れた髪を自然乾燥させているといろんな人が声を掛けてくれる。鳥取から荒湯に筍を湯がき に来ているおばさん、温泉街の中に結構でかい建物で目立っている「八田屋」というホテルの社長など。社長は自ら客引きに出てきている。GWの最中なのに客 引きとはこの業界も厳しい風が吹いているのか。社長を見る限り、街の中を行くお客を眺めているのが好きらしいが。彼も若い頃はバイクに乗って「ぶっ飛ばし た」そうで、ライダーを見ると話掛けるらしい。「安くしとくよ」と盛んに言っていた。
 
-----《浜坂YH》
[4/30-3] 
今回のツーリングで最も意外性のあったのがこの浜坂YHである。
荷物を置いて談話室に戻るとコーヒーを入れてくれて、お饅頭まで付けてくださった。雨の中をバイクで走ってくるから寒かろうという配慮のようである。
「ほたるいかを喰いたくて、一昨日に泊まった人から聞いてやってきました」
と話すと、その私の行動を喜んでくれて、今夜も夕食に出すんですよという。だが残念なことに刺身にできるものはないそうである。
厨房にいるペアレントさんたちと話す私は食堂から海を見下ろしていて、そうしている間にもイカを釣りに漁に出る船が防波堤の向こうへと出ていくのが 見える。もうひとつプレゼントがあって、その向こうの水平線には沈んでいく太陽があった。真っ赤で、ぐにゃぐにゃの夕日である。
若い子が電話に出て…と前述したが、その子をヘルパーだと思って話をしていたら、ペアレントさんというショッキングな悲話もあります。中野さんという新婚若夫婦でありました。
四月から浜坂に着任したそうで、この業界にも転勤があるのだそうです。ひとつでも品数を多くしたいし、新鮮で旬の物を出したいと彼女は言う。笑顔がとても可愛らしい、人懐っこい女性である。また近々、旬のものを食べに行きたいなあ。
常宿にするにちょうど良い場所だしな。少し秘密にしたい所でもある。と書きながら、六月になったら行こうかなとも思っている。
夕飯を食べてYHの車で浜坂温泉センターに連れて行ってくださる。町民料金の300円で湯にはいれる。少し塩辛い温泉で、湯量も豊富なようである。 温泉からの帰り道に海岸を回ってくださって、漁火がポツリポツリと見えるのも見学できた。キャンプ場もあるので要チェックです。この海岸道路を走るのは、 今ごろが一番お薦めだそうで、「但馬漁火街道」というらしい。
風呂上がりに談話室で地図を見て思案して、同室に泊まることになった男性と談話をしていると、付出しふうの「ホタルイカのしぐれ風味」の料理を小鉢に出してくれて、「何だかスナックみたい」なんて言っている。
「こんな情報を四万五千人の〔FBIKE〕というフォーラムで宣伝しておきましょう」というと「酒好きライダーズYHになってしまうね」なんていうふうに他愛ない話をしている。ほんま、可愛い奥さん。もしもこれから行く人(すでに行った人)があったら、印象を聞かせてね。
もうひとつ驚く話もあった。また可愛い子ちゃんが絡んでいるのだが、隣の座卓にいた女性と話すうちに(大阪の、事業部が違うけど)同じ会社の子だとわかり(めっちゃ驚いたよ)、松阪市の隣接郡に実家が引っ越してたのでこちらに転勤したいと希望しているいう。
「七月頃になってバッタリ会ったらよろしく」なんて言っていた。私のもうひとつの姿は職場では秘密なんだぞ、って言うのを忘れた。名前も聞いてない し、事業部の名前も控えず記憶から消えてしまったので、災難は忘れた頃にやってくるのか…どうかは楽しみであります。可愛い子だったな、うちの会社には珍 しいわ。
〔FBIKE〕の人には会わないのに、会社の人には会うもんなのかね。悪いことはできんなあ。
​
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━​
四国から山陰へ('97GW)　--5/1​
─────────────────────────
-----《鎧駅》
[5/1-0] 
念願の鎧駅である。「ふたりっこのロケ地」という看板が出ている。
やめて欲しいなあ。私の鎧駅なのに…。(←勝手に自分の物にするな!って…)
幼い日に母に捨てられた兄と妹は、それぞれ、自分の深い想いを持って海岸列車に乗り鎧駅を訪ねる。宮本輝は小説「海岸列車」(文春文庫)の始まりの章で
駅から入江への急な斜面には、かつてサバ漁で賑わった鎧港の名残として、錆びて風化した鉄のレ-ル敷きだけが一直線に下りている。陸あげしたしたサ バを列車に積み込むためのケ-ブルの残骸であった。その横に、村へと下りていく折れ曲がった錆色の道がある。列車の車輪とレ-ルとが撒きちらす鉄粉によっ て色を染めた道は、ほんの数十メ-トルで、黒ずんだコンクリ-トに変わるのだが、かおりは、その道の錆色の部分しか歩いたことはない。
小説に出てくる向こう側のホームのベンチも、またそれが海側を向いて置かれていることも、そこから見下ろす港に倉庫らしい建物が見えることも、私にとっては期待通りでありまた新鮮で嬉しい。
ひとりごとをぶつぶつ言いながら私は周辺を歩き回っている。そしてぼんやりと海を眺めては、時々、シャッターを切る。畑で仕事をしているおばあちゃんにはそんな姿が変に映ったかも知れない。それでも私は、向こうのホームに行ったりこっちに来たりを繰り返していた。
時刻は8:20頃で、下りの列車が来てホームに止まった後、二、三分で上りの列車が入ってきた。降りる人も乗る人もいない。列車の中の人影は疎らで、行き交う列車を遠巻に私は眺めていた。
やがて重そうな車両を動かすためにディーゼルエンジンの音を山に反射させて列車は動きだした。黒い煙の匂いが私の所まで届いて、その後、列車はまたトンネルに消えて行った。
さて、鎧駅はここまでにしておこう。
 
-----《出石そば~周山街道~花背峠~琵琶湖大橋》
[5/1-1] 
久しぶりに周山を回ってきました。(10年近く行ってなかったので)懐かしかった。
出石そばを喰って、福知山~綾部~美山~周山街道~花背と通りました。百井峠を越えようとすると工事中で残念ながら静原を回って大原、寂光院の前を通って琵琶湖大橋を渡りました。
寂光院は、建礼門院が壇ノ浦で入水後、源氏に助けられて上洛し、出家して晩年を過ごした所です。少し前のリンクで「源平」の話が出ていた時から気にしていたので、今回の山陰からの帰りに通過することにしました。
何度か行っているので門前を通っただけでしたが、GWなのに人影はやはり少なく、これはきっと嵐の前の静けさでしょう。
​
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━​
四国から山陰へ('97GW)　--あとがき​
─────────────────────────
あとがき 
★こいのぼり今の季節は、どこの集落でもこいのぼりを見かける。四国の山中や漁村で、数え切れないほどのコイが泳ぐ。子供が生まれた時の感動をふと思い出す。
少しでもみんなに見てもらいたいという気持ちで、コイを縦の棒に付けるのではなく、ロープや横棒に付けてぶら下げるという工夫も至るところで見かけた。その独特の景色を愉しみながら走る。
何げなしに目に飛び込んで、薫風に揺れている姿がほのぼのとして疲れを忘れさせてくれる。ノボリもこの地方では多い。ただ、やはり気になるのは、こ のこいのぼりの姿がひとつもない山村に時たま出くわすことだった。子供がいればまず必ずひとつはあがっているだろうから、その村には子供がないということ か。いつか、村に人がいなくなる時が来るのだろうか。
ふと現実に帰ってしまう瞬間であった。
 
★れんげ畑れんげ畑が少なくなったなと感じる。
今に始まった訳ではないと思うが、あの濃いピンク色の絨毯を見るとれんげに埋もれて寝転がって空を見上げた子どもの頃を思い出す。四国より中国地方 のほうでたくさん見かけた。すでにたんぼに水が来て耕されてしまっているところも多いが、水の分配の事情もあるのだろうか、れんげ畑が一面の谷もあった。
麦の穂はまだまだ青い。あとひと月ほどで黄色くなるだろうか。土の香りがすると来て良かったなあと思う。
 
★人生の縮図チャリダーのツアラーさんと言葉を交わした時に彼がひとつの感動を話してくれた。
二人のヤンキー娘が峠に座っていたので視線が合わないように必死でペダルを漕いでいたら追い抜いた後姿に向かって「ファイト!」と言ってくれたという。一日中雨で、カッパを着ていた日だから感動が二倍三倍だったようだ。
雨の日は嫌だと思うから暗くなる。迷子の子どもは、自分が迷子だと気付かないうちはまだ迷子ではなく、迷子と気付いた時に初めて迷子となり、泣き出す…という話を誰かが書いてましたね。雨についても同じ様な筋で問答していけば、気が晴れるかも知れない。
良いこともあるだろうから、苦にせず走ろう。「ツーリングは人生の縮図だ」ってたいそうなことまでいうつもりはないが、そう思うと元気も出るね。
天気も変わる。出会いも感動もある。もちろん冒険をすることがある。したがって道草も喰う。
 
★ 情報武装どこに行くにしてもあんまり情報武装をするとツーリングの味を落とすことになりかねない。思うままに走ったら取りこぼしがあるかも…と心配する気 も理解できる。しかし、行けないところや知らないところが少しくらいはあって、帰りの船や帰路などで会った人との会話で初めて知って、悔しがったほうがま た今度行こうってことで再訪をする機会も増える。それを何度も繰り返している間に自分のツーリングが出来るようになるのではないか。
あまりにも過度な情報武装は冷めたツーリングになってしまいそうだ。行く前から感動し始めているようでもある。そんな話をYHの同室の子などと話した。
西四国を目標にあげながら山陰に行ってしまった私。四万十川に行かなかった理由が自分でもわからないのだけど、今回の四国の旅の途中で出会った子た ちがその川の名を出すことが多かったので、潜在心理的にブレーキがかかったのかも知れない。もっと、偶然の気持ちで四万十川に行きたいのだろうな。​
​

★こだわり
毎度、書きますが、「こだわり」というのはその人だけのもので「竜馬はここから海を見たのか…」とか「山頭火がここでこの句を詠んだのか…」という 程度のことです。他人にとったら只の砂浜、只のあばら家です。しかしそこにある音に耳を澄ますと、現代の雑音が消えていくから不思議であります。
ある森である人にここで聴こえる音は?と質問をしたら、鳥の声、木葉の音、沢の音、…風の音、という。自動車のエキゾーストもあったが、風の音の方が耳に残ったようだ。何れにせよ、こだわりをなくした時がツーリング人生の終焉であります。​
​

★種田山頭火のこと彼を好きになる人とその逆の人と、これ程までに極端に好き嫌いが別れる俳人も珍しかろう。
ただの行乞だといえばそれまでだが、この生活の中にひとつの哲学を感じとり、それに芸術性までも感じるのは私だけではないようです。
同じ松山市内に正岡子規の記念館(行かなかったけど)があるのもイヤミにも思えますが、どちらの俳句が素晴らしいとかいうのではなく、ストレートに神経を刺激してくれます。
名もない草のいちはやく咲いてむらさき　　 山頭火​
​

★レポートに出てきたキーワード
R195,四ツ足峠,山藤(やまふじ),剣山スーパー林道,べふ温泉,美人肌系,定福寺YH,R439,大峠,檮原町,関門の関,維新の道,松山 YH,道後温泉,椿湯,種田山頭火,一草庵,神話街道,出雲そば,玉造温泉,松江YH,小泉八雲,松江城,湯村温泉,荒湯,浜坂YH,ほたるいか,但馬漁 火街道,鎧駅,宮本輝,海岸列車,寂光院​
​

金鳳花(きんぽうげ)摘まれてポツリと居間で散り　　ねこ作(浜坂YHにて)
御礼:長々と書きました　読んでくださった皆様に感謝します
(終)​

2009年5月11日 (月曜日) Anthology 旅の軌跡 
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無言館を訪ねて
(小さな旅シリーズから)
 
無言館を訪ねて
秋は夕暮れが素晴らしいと誰が最初に言ったのかわかりませんが仕事を終えて家路に向かう途上で鮮やかな夕焼けに出会えるとどんな怒りがあったとしても鎮 まっていきます。この原稿を書き始めている今はお盆が終わって朝夕の風が随分と涼しくなり郊外のたんぼでは稲刈りが始まっています。子どものころの稲刈り は「体育の日」(10月10日)前後にしたもので夏休みの終わりには稲はまだ青かった。今では品種改良に伴いこの季節に収穫する品種が多くなりました。わ がままかも知れませんがしかしながら黄金色に波打つ稲穂はやはり秋風に吹かれながら刈り取るのが似合っているようにも思います。 
さて「無言館って何ですか？」とお思いの人もありますでしょう。おしなべて言いますと先の太平洋戦争で戦死した志も半ばだった画学生の作品を集めて展示し ている美術館(戦没画学生慰霊美術館)です。当然すべてが遺作になります。筆もまだ途中の作品が幾つもあります。そういう夭折画家のご遺族を全国各所に訪 ねて残された作品を集めたのがこの「無言館」です。 
長野県・別所温泉の近くに珍しく感動的な美術館があるということを或る記事で読み無性に行きたくなりました。ちょうど2年前の秋のことでした。別所温泉へ 向かう長野電鉄の線路が田園の中をゆくのを見おろす高台に美術館はありました。建物はヨーロッパ調の地味なものです。小学校では運動会をしているころ信州 の塩田平(上田盆地)にはひとあし早い秋が訪れ美術館の前ではコスモスが風に揺れていました。開館の1時間前に到着しても飽きることなく周辺を散策しなが ら過ごせました。建物はモックアップのようで森の中にポツンと置いただけのコンクリート。美術館という感じじゃなかったかも知れない。しかも美術館の周辺 の庭は綺麗に整地されていた訳ではなく地面の荒肌が露出している。でも……あの十字架形の建物そのものもひとつの芸術だったんだ……と後で気づきます。 
私は窪島誠一郎さん(長野デッサン館＆無言館の館長)という方をまったく知りませんでしたし絵画を鑑賞するということさえしなかった。そんな私に絵と触れ 合って鑑賞したり自ら描いたりする機会と出会うきっかけを与えてくださったのがこの美術館でした。窪島さんは多額の私費を投じて塩田平の高台に素晴らしい デザインの美術館を建てられました。＜戦争というものに顔を背ける事なく向かい合い遠い記憶にいつか消えてしまうかも知れない社会から置き忘れられている 悲しみを発掘してくることは自分の役目ではないか……＞というような内容を窪島さんは自著で書いてらっしゃいます。「彼らは凝縮した人生を送り自分が手に 入れられなかった青春の熱さにあこがれたから」といって作品を集め無言館はその「延長線上の仕事」だともおっしゃる。 
何も考えないで私は美術館に飛び込みました。入館料金のことさえ考えずに……。しかし決して私の衝動に誤りはなかった。入館扉のすぐ横で最初に目に飛び込 む「飛行兵立像」でまず足が止まってしまいます。ほとんどの絵の具が剥がれ落ちてしまっている。この絵をこの場所に展示するまでの深い考慮を推測しながら 私は絵と向かい合い続けた。ひとつひとつの作品との出会いは闘いです。私の心から沸き上がる感情と未知な感動とが闘う。一歩一歩と館内を進みながらも感動 と動揺は絶えることなどありませんでした。 
あと10分あと5分……この絵を描き続けていたい。召集の時間が迫ってくる外では出征兵士を送る小旗がふられている……。そんななかで描いた恋人のポート レート作品に出会いました。戦争から帰ったら生きて帰ったら必ずこの絵の続きを……と言って戦地に発った若者。悲しいですがその人の作品が未完成のままこ こに残っています。 
すべての絵にも通じるのですが作品は綺麗な額縁などに入れて飾ってある訳ではなく打ちっ放しのコンクリートの壁を背に質素な枠に入れて掛けてあるだけで す。これこそが作品の持つ主張であり彼らが本当に訴えたいことだったのかも知れない。しんと静まった館内にすすり泣きが聞こえてきます。でも泣いてはいけ ない……そう！ 作品はお涙頂戴などこれっぽっちも期待していないはずだから。 
絵画や絵はがき手紙絵を描く道具その人の写真戦地での死亡を告げる手紙なども展示してありました。美術館というより立派な戦争に関する資料館でもありま す。死んでいった画学生の息づかいが届いてくる。戦場の様子を描いたはがき絵お父さんお母さんに元気であることを伝えるペンは戦争が終わって50年以上を 経た今でも掠れることなく訴えてきます。赤い「検閲」の押印。「国のために」と書いた文字の前に「御」という字を(国家が)追加しているものもある。愚か な時代をしっかりと残しています。 
すべての展示作品はそれぞれが今でも生き生きしており若々しさが漲っていました。作品の多くは未熟かも知れないが描くことへのしたたかな情熱を私は感じま した。逝ってしまった人が残した絵画は母や妻友人などの手により家の奥深くに大切な思い出として保存してあったのかも知れません。すべてが想像以上に傷ん でいます。それでも勇気を出して展示なさったのでしょう……。 
「無言」とは言葉にならない響きを意味する。いつの時代になってもどんな圧力にもイデオロギーにも左右されずに響いて欲しい。芸術には上下や優劣表裏権力見栄運命……などは無縁。どうか関心を持たれた方はお出かけください。感想もお待ちします。 
 
2000年9月4日 
 
 
2000年9月 4日 (月曜日) Anthology 小さな旅, Anthology 旅の軌跡 
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甲府盆地～安房峠～益田街道を走る
<信州>
<はじめに> 
先日、学校の音楽室に「天空の城ラピュタ」の譜面があって「鳩と少年」を吹いていたので、この曲が頭から離れない。今回の出発のテーマにしようか…なんて 考えている。早朝、鳩を放して、時報代わりのラッパを吹くシーンがだった…。行き先がはっきりしないままの朝は夜明け前に出発が出来ない。うむむ、英会話 入門はさぼって6時半頃には家を出る。鍋なども昨夜のうちに荷造りして気合いは入れたが…行き先が決まらない。寒さは感じない。伊豆にしようか…(迷って いる)。私もいよいよ伊豆半島の先端に、林道に足を踏み入れることになるのか…。 
 
10.10-1: 
御前崎方面へ連休初日なのに車が少ない。四日市の発電所の煙のなびき具合や長良川河口堰のかすみ具合を見ながら国道23号線を東に走る。退屈な道が続く が、浜名湖の手前で海が見えた。こういう時の海ってのは清涼剤になるなあ。潮風が首筋を抜けるとやや汗ばんでいたのが消えていく。しかし、それも束の間の ことで、浜名湖を渡ってしばらくして御前崎に向かう道からは海の景色はほとんど見えず、信号がやたら多くて退屈な時間が過ぎる。四国の信号の少ないのを見 習えよ…とぶつぶつ言う。どうしても四国や紀州、信州と比べてしまって単調な道に焦りや苛立ちが募る。富士山には秋の白い雲がかかっていて、見えない。 
 
10.10-2: 
大崩海岸。静岡の人に申し訳ないが御前崎を過ぎてもまだ少し退屈な…と感じた。久能山あたりの海岸になってから海が見えはじめ、さらに大崩海岸は好眺望な スポットでした。教えてくださった方<ありがとう。しかし、ゆっくり止まって景色を眺めるところがなかったようで残念だった。伊豆まであと二時間ほ ど掛かるよ、下田までなら夕刻だ…とスタンドのおじさんは教えてくれた。紅葉はまだ来ていない。人混みはどうだろうか。伊豆には万年混雑のイメージがある が温泉だけを訪ねるつもりでFBIKE創設以来のログから「伊豆」「露天」を検索して手元に印字してきたのだけれど…。行ったら帰ってこなきゃならないと いうことが頭をよぎった。 
 
10-10-3: 
甲府盆地へ「ほうとう」のことが頭にあったから甲府に進路を変更したのかも知れない。奈良田の温泉にも入りたいな、夜又神峠も行ってみたいし…と思いなが ら奈良田の温泉にも行かず。結局は石和温泉YHに滑り込んで温泉に入って疲れを癒しただけとなった。おいもさんが東北に出るのは明日なんだなと思いなが ら、連絡が付かないし念力で激励をすることにした。甲府盆地で(今まで気が付かなかったけど)秋に来てみて初めて気が付いたことがあった。ぶどう畑が多い ことである。YHの風呂の前にもぶどう畑が広がっている。やっぱりワインを買いたいな…。でも今回のツーリングは超貧乏で、千円札を数枚持っているだけで あるから…。だからまたほうとうはお預けとなった。 
 
10.11-1: 
安房峠に行こう昨晩はいろいろ考えた。そういう意味では長い夜だった。結局、安房峠を越えて秋を味わってから帰らなくては折角信州に来たんだから…。テレ ビでは渋滞のニュースをやっていたし、信州には旅行客が溢れているのは周知であるが、トンネルが出来る安房峠を走っておこう、という訳で、R20を西に 走った。 
 
10.11-2: 
塩尻峠久しぶりに塩尻峠を全線走った。取締に注意をしなくては、と慎重に走る。去年の秋は高ボッチから降りて諏訪湖方面へ行ったので塩尻側は久しぶりであ る。昔の旧街道沿いの風情を残した街並みを通るところは渋滞で困っていたのだが、新道ができてそこを通らなくなった。ううん、渋滞は困るけどな。塩尻峠の アウトバーンふうの坂道もいいけど、汚い埃まみれの道しるべも気に入っていたのだが。 
 
10.11-3: 
アルプスグリーンロードグリーンロードのまわりに林檎畑が広がる。ほんの1ヶ月前に来たときにはまだ青い実も混じっていたのに、もうそこで実が赤くなって いる。林檎の歌を幾つもカラオケ状態で口づさみながら快適だ。北アルプスは雲の中である。寒冷前線や寒気団が上空にいるみたいで、雲の流れが速い。入笠山 の麓、富士見坂で冷たい雨に降られたのがちょうど乾いたところであったのに、路面が濡れている。これ以上私を虐めるか…雲は上っているから晴れるというの は希望的すぎるか。独り言は絶えることなく続く。R158が見えた。渋滞…。ああやっぱしという気持ちと負けるもんかという気持ちの錯綜。いざっ時雨る安 房へ、恋人が待つわけでもないのに…気合いがこもる呟きにシールドが曇る。 
 
10.11-4: 
中の湯まで波田の付近でも渋滞が起こっている。これは押し寄せた車の数に信号システムが追従できずR158の車群に渋滞を引き起こさせたもの。さらに奈川 渡ダムの手前の峠でも渋滞。これも観光目的で山に行く車が峠から降りてくる車と対向する際にスピードダウンして縦波が発生するもの。どちらも車が多すぎる のが原因。それを越えるだけでもうんざりしていたのに、ダムを越えてからパタリと車の列がまた動かなくなった。痺れを切らして恐怖の右側通行を久しぶりに した。運動神経が劣化してきていることや厄払いが完璧でないことも手伝って不安が伴い決死の突撃となる。上高地への駐車場基地までやっと辿り着いたら人と 車のラッシュだ。愚かな人の姿か。みんなが行く所へ行かないと不安になるのかね。国民が裕福になったよう(な錯覚)で、しかしそれが環境破壊やものを大事 にしようという気持ちにちっとも反映されない。植物や他の微生物でも自分の環境を崩すようなことはしないのに、もっとも知能を持った人類が一番愚かとは ねぇ。私欲があるからなんだろうな。…なんて自分の行為を棚にあげてぶつぶつが続く。渋滞はこの先もまだありそう。タクシーの運転手さんは家族連れに野麦 峠を越えることを薦めているという。道で遊んでる人がいるので気を付けて追い抜いて行けばいいよという。お巡りさんがいないことも教えてくれた。その先で は対面通行をしていて、先頭車両は1時間以上も待っている。私が渋滞の突端に着いた時、あと30分と係員さんは話してくれた。この渋滞のおかげで思わぬ紅 葉ポイントの景色をゆっくり眺めることが出来る。川の水は時雨の後でも濁らず清らかである。赤茶けた石や岩と色づき始めた山肌とのマッチングが鮮やかであ る。旧道の向こうの脇の河原と木の間あたりから湯気が立ち上っている。半端じゃないほどの湯気である。温泉が吹き出しているのだろう。 
 
10.11-5: 
安房峠～平湯峠へ上高地から来た車のあとは、安房峠から来た車の群れが続く。その間もここの渋滞は尻尾を松本市に向かって延ばしているはず。昨日は深夜 11時頃まで続いたと係員さんは話してくれた。とても数時間程度じゃ抜けられない道になっている。通りかかった女の子は泣いていたそうだ。二時間もみてお けば余裕がある峠道を三時間半ほど掛かって越えた。一緒に対面通行の先でバイクを止めて待った地元のFJさん。もうすぐ長野は冬になってバイクに乗れなく なりますから…と悲しそうだった。私と同じく、トンネル開通前の最後の安房峠を走りに来たそうである。安房峠は、昨日の御前崎と比べたら20℃くらい気温 差があるのではないかな。道路脇の温度計は8℃を指している所があったがそれはもっと市街に出てからだった。ゆっくり景色を眺めていると、すれ違い混雑原 因のバスを苦労して抜いて来たのに追いつかれてしまいそうで、あまり止まらず平湯まで下った。平湯峠から大滝の方を振り返るとトンネルの工事の様子が見下 ろせる。温泉街の景色は素晴らしいが、ドライブインももう取り壊しが済んでその姿は無いので複雑な感慨が襲ってくる。数々の思い出や会話、出会いを残して きた平湯がどう変わって行くのか。来年にはこれが普通の景色になるのかと思う。今年は紅葉が遅いようで来週くらいが盛りだろうか。短い秋が終わった頃、 12月にはトンネルが開通するという。 
 
10.11-6: 
高山から岐阜市まで高山ラーメンを子供のお土産に買った。荷物にならずに子供が喜びそうなお土産を考えるのにいつもながら困ってしまう。赤カブじゃ喜ばな いもんな。益田街道(R41)からこぶし街道を経て関市、岐阜金華山の麓を通って長良川沿いを桑名まで。R41号も最近は走らず白鳥の方ばかりを好んで 走っていたが、なかなか快適で平均時速は50km/hくらいの計算になる。 
 
<あとがき> 
若い頃にしたツーリングのようなのをやってきました。ただ、走り回るだけでした。二日で1000キロほどのツーリングでした。伊豆はやはり遠いわ。Jさん Bさんのツーリング日記や多くの皆さんの伊豆のレポートを拝見して行きましたが、残念です。(私、過去には戸田峠までしかいってないのです…)CBナナハ ンかフォーサイトか、SLかわからんけど今のバイクが動かなくなったら買い替えなくてはならんでしょう。いつかリッチになったら高速を飛ばして行きます。 今年は11月のある日に私が遊ばせてもらっている楽団が演奏することになったのと、夏に怪我をした治療などで資金運用に支障が起こっておりまして、この旅 が今年最後の泊まりのツーリングになるかも知れません。日帰りなら、京都湯豆腐ツアーを考えておりますけど…。久しぶりに走ったので疲れたわ。 
1000キロ/2日間。 
 
2009年2月 8日 (日曜日) Anthology 旅の軌跡 
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1998
GW：四国～山陰〔レポート〕、〔鎧駅の写真〕
信州新緑三昧〔6月〕
信州〔7月〕
東北〔旅の重さを感じる〕
木曽路
山陰路（浜坂YH）
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98年:四国地方と中国地方を行く
(4/30-5/5)
98年:四国地方と中国地方を行く　(4/30-5/5)
 
<はじめに> 
皆さん、ご無沙汰しました。GW中、会議室を放り出して旅に行ってました(スタッフの皆さんありがとう)。未読山積で、それを読みながら、一方で自分の日記をまとめ始めようとしています。概略を書きます。 
 
<ルート> 
紀伊半島から四国に渡り、R439を5年ぶりに走り、松山から舟で柳井へ。 
雨の山口・萩・津和野(長州路)をゆっくりと走る。 
中国山地の国道や県道を縫うように(鋸歯状に)走り、思うところがあって一路京都へ辿り着く。 
その後、京都・大原から湖北へとある人をご案内してゆっくり走って、雨に迎えられて帰宅。 
 
<いろいろ思ふ> 
ツーレポ(日記)を書き始める前に様々な想いが甦ります。それを皆さんに説明したい気持ちと、分かってもらえない(諦めにも似た)気持ちがあります。自己 満足で走る一面と普段には見ることができない自分の隠れた一面に出会える。独り言を連発し、歌を唄い、振り向きもしない相手に語り掛け、寂しさは楽しさか と問いかけては昔別れた人を思い出し咽んでみたり、晴れてくれば私のための晴れ間だと喜び、新緑に目を細め黄緑色が好きになり、田舎のちょっとした風景に 感動し、出会いを喜び、別れを哀しむ。 
 
<山頭火> 
種田山頭火。一草庵、其中庵では、静けさを独り占めしました。 
 
◆　汗が吹き出る静けさも独り占め--猫柳 
もう帰ろう…って思ってバイクに跨るんですが、また降りて庵の周りをぐるぐると回ったりしてしまいます。何もしないでいるのに、時間の過ぎるのを惜しまず、佇む。いつものように、独り言が次から次へと出てくる。今にも雨が降り出しそう。 
◆桜の花は散っても咲いてるように見えるよ 
◆誰も来ない方がいいね寂しいかい 
◆いつもなら急ぐのにどうしたの猫柳なんてことをぶつぶつ。 
だから長州路を走ろう。萩、津和野…。雨が上がって中国山地の無名の峠道の数々。多くの人にも出会う。旅では、純粋な人に出会う。何の免疫も持たない美しさがそこにある。 
 
<驚きもあったの> 
 
高知のある町では、通学途上の中学生?の子供達が頭を下げてくれる。行交う人には皆、挨拶をする教え?があるのか。恥ずかしそうに会釈をする姿に感動した。また私個人的なドラマもあった。京都では思わぬ人にばったり会う。それは徐々にこちらで紹介していくとしましょう。 
 
<今回のテーマを考える> 
 
そうだ、今回のテーマは…久しぶりに剣山周辺のR439も走ったし、種田山頭火も独り占めしたし、京都では思わぬ人にも出会った。旅の途中で出会った人と の会話語録を昔のツーレポみたいにまとめるかどうか(時間にもよりますが)分かりません。でもツーリングは、「漲る好奇心と感動する心」が大事なんです ね。その結果に「走る、辿る、佇む…」ってのが動きがあるんだって思う。走りながら「そうだ、今度のツーリングのテーマは『ロマンの復活(漲る好奇心と感 動する心を求めて)』だったことにしよう…って思い始めました。いいでしょう、この語韻。 
 
結局、ツーレポってのは、私の日記だからつまらない。それが好きで読んでくださっているという波長の合う方も少なからずいらっしゃるのが私に取って嬉しく 励みになります。おそらくこの会議室でつまらない事を一番長く書いてきた私ですが、また暫くしたら懲りずにアップします。中には猫柳のツーレポを初めて読 んでくださる方もあるでしょう。レポートというよりは、喜怒哀楽を綴ったゴミでしょうかねぇ。 
 
　心が意地を通すのを忘れていやいや、あきらめて時と時の間をさすらうように旅という言葉を借りて歩き回る 
 
バイクがひとつのごまかしで女性の笑顔が媚薬になって純粋な心に触れて私の心が赤面しているキザに語ってみても誰も聞いてくれやしない 
 
何が残るかってそりゃあ、ほろ苦さでしょう 
 
今回テーマ:ロマンの復活--漲る好奇心と感動する心を求めて-- 
 
少しづつ書くのは初めてですが忙しいので挑戦してみます。　〔ねこ〕
 
98年：四国篇　(4/30-5/1)
 
<出掛ける前に> 
[4/30-1] 
今、子供の頃を思い出した。日が暮れる時刻になると、田んぼが続く遥か彼方に明りが見え我が家に向かってやってきて、あぜ道に生い茂った草がヘッドライト で影になり台所の背戸のすりガラスに映えるとやがてバイクの音が近づいてくる。親父が仕事から帰ってくるその瞬間になると子供心ゆえに落ち着かずソワソワ したもので、団欒などという概念を通り越して食卓を囲んだものだ。近年の子供たちは親父が帰宅する時にこのような感情を抱く事などまず無いだろうと思う。 親父という存在が大きかったのは、およそ昭和30年代の前半頃までで、もう昔の事なのだろうか。バタバタと喧しいバイクであった。子供の時からそういうバ イクを見て(聞いて)育ったのでこんなにバイクが好きになったのか、そうでなくても好きだったかはまったく推測の域である。しかしながら、その親父の百カ 日の法要を済ませた翌日の早朝にそそくさと荷物をまとめて旅に出て行こうとしている私を前に、お寺の境内で一番上の伯母さんが「大きいお爺さんも何処なと 出掛けて行くのが好きで、日本左衛門やったわ、あんたも一緒や」としみじみととした口調で話してくれた。爺さんから旅の精神を受継ぎ、親父からバイクの魅 力の薫陶をほどこされ、だんだんとご先祖に似てきた。もはや、止める事は出来ない。6年間で5度目の四国へ。この旅立ちの朝はしんと静まり返っていた。家 を出る間際に家内が静かに起きて来て眠そうなそぶりも見せずカメラのシャッターを押してくれた。晴れ渡った空はまだ青味を帯びてこない。夏の朝のように靄 がかかった朝であった。 
 
<高見峠~和歌山港を目指して> 
 
[4/30-2] 
去年のGWは6時に出て9時17分に和歌山港に着いていると日記に書いてある。3分で乗船して乗り終わったらゲートが閉まった。だから少し早く出る事にし た。まったく寒くないのはどうしてだろう。異常気象なのか。いつもなら顎の筋肉が痙攣するまで食いしばらねばならないほどに寒い高見峠なのに。ちょっとし たハプニングがあった。ガソリンが4分の1くらいしか残っていないことに走りはじめる前に気がついた。でも、4時45分に家を出て山に向かって走るのだか らスタンドが開いているわけもない。吉野の町で7時頃に開けていた店があったので助かったけど、ガスの補給を前日に済ませておくなんてことなど一度も忘れ た事などなかったのに。和歌山に差し掛かってすぐにあった道の駅でデグリーの女性が休憩していた。声を掛けると、潮岬を目指してこれから走って行くのだと いう。テントやマットが荷物の中にあった。ひとりのキャンプをする女性も増えてきた。月並みですが、気をつけてね、と挨拶をして私は和歌山港を目指し先に その場を発った。 
 
<紀伊水道からR439へ> 
 
[4/30-3] 
まさに、ひょいと四国へ、の気分である。海面は凪でいる。クラゲだろうか、ぷかぷかと浮いている。船の中ではのんびりとする事ができた。多い年なら30台 はいるだろうバイクもこの船では10台以下である。車も少ないように思う。明石大橋の開通の影響か。それとも30日だからか。今回、ルートについてさほど 思案をしたり悩んだりしなかった。R439と決めていたから。四ツ足峠も吉野川沿いも室戸岬も土須峠から剣山スーパー林道も、もちろんR439/R438 も走って来た過去が在りながら、また再度挑もうという時は見ノ越に向かって国道を西に走ってしまう。5年振りの名物国道の実態は恐らく変わっていないはず だが、私の記憶の方が忘れかけていたようだ。久しぶりにこの険しい山岳道路をポンコツバイクで越えるようとするとしんどい。年齢も喰ってきて運転能力が落 ちているのが手に取るように解る。思いのほか、道の険しさに改めて驚きながら新鮮味を十分に味わって越えて行く。昔、越えた時に寄ったGSや休憩した空き 地、賞味期限の切れたパンを買った店などが蘇ってくるから不思議だ。眼下に自分の上って来た峠道を見下ろしながら佇む。ガードレールの無い谷底を恐さ半分 で見下ろすと股間がぞくぞくする。誰が何のためにこんな道を作ったのだろうか。現代人の一部の人の哲学を借りれば、山に入る事などまったく無意味であり、 銭金と優越感を美徳とする価値観の持ち主には異星のような地になろうか。この山の偉大な姿を、ただ念仏を唱えるように唸り通す事だけでしか感動を表現でき なかった。剣山スーパー林道よりも所により険しく、高くて恐ろしいこの山の峠たちを連続して京柱峠まで走って来て実はほっとしている。やはり緊張していた んだとその時に気がついた。定福寺YHは閉鎖中ということで、帰全山キャンプ場で寝る事にした。
 
実は去年に下見がしてあって最悪はここと決めていた。結構なバイクの数で、10台以上は居たでしょう。お薦めのキャンプ場です。無料でした。 
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<寒風峠を越えて松山へ> 
 
[5/1-1] 
この村に下りてくる峠道(郷ノ峰峠)でスクールバスを抜いた。これがそもそも感動の始まりだった。このバスに乗るために停留所に少しづつ子供達が集まって 来ている。その彼ら、彼女らが私に会釈をするから、あららどうしたんだろうかと最初は戸惑った。しかし、これは本物だと気が付く迄にさして時間はかからな かった。芹だろうか。あぜ道に生えている。花の名前を知らないのを私はいつも後悔しながら、これはアザミかな、あれはたんぽぽかなとひとりごちて峠を越え るのだが、それらの花までが私を歓迎してくれているような気持ちになってくる。会釈をするというのは家庭の教えなのか、学校の指導なのか、どちらでもない のか。それにしても、恥ずかしそうではあるけど知らない人であっても私のような行きずりの旅人にまで会釈をする姿は、全国でもきっと数少ないに違いない。 R439と別れて寒風峠へ行く分岐点で少し休憩をした。高校の生徒さんが登校者の交通指導に出て来ている。ミニバイクに乗った女生徒が何人も曲がり角を過 ぎて行った。その高校の名前は、大手前高校吾北分校というと教えてくれた。(字は正確には解りません。)会釈をしてくれたのはこの近くの中学校の子供たち でしょう。寒風峠の南斜面に差し掛かると雨が強く降り始めた。悪路、狭い峠道、濡れ落葉などの悪条件に乱れた雨が加わる。もう若くないんだから、正直言っ て楽しく走ってもおれない。寒風峠の前で雨具を着た。もう躊躇するレベルの雨ではなかった。キャンプ場でご一緒した人達とトンネルの前の東屋で再会し、豆 をまいたようなような音を立てて降り続ける雨と大きな霧の塊を見ていた。そうしながら彼らも石鎚山方面の瓶ガ森林道に行く気合を充電しているのか。谷を霧 が動いている。その山を下りて来た人の話では風も強かったという。それでも彼らは山に向かって行った。何がそうさせるのだろう。四国の不思議な魅力であ る。しかしトンネルを越えると晴れ間が待っていた。松山は晴れ渡り、汗ばむ陽気である。青空が私を待っている…なんてぶつぶつ言いながら、南斜面よりはま ともな北斜面道路を下った。今頃、九州の何処かを走ってるある人(Nさん)に電話を入れた。松山で一草庵を見た後、佐賀関に行き九州から馬関海峡を渡ろう と考えていた私は、その子と落ち合えないものかな、と期待をしたのである。しかし、それも一草庵に行ってから気が変わってしまった。(ごめんね、Nさ ん。)一草庵は一般公開と聞いていたんですが、そうじゃなかった。何故だろうか。落胆が襲う中、その日のうちに山口まで行く決意も固まっていく。 
 
<一草庵の前で出会った人…> 
 
[5/1-2] 
大きなアタックザックにトレーニング用の荷物を入れた愛媛大学の学生さんに、一草庵の前で巡り逢った。最近、旅にとりつかれた様子である。仕事で失敗して 自殺なんかしてしまう人はいったい何なんだろうか、って思うと熱い口調で話していた。ファックスひとつで仕事をたった今辞めてきたという人達に何度も遭遇 した北海道での感動や九州の国見峠を自転車で越えた時の感動を話してくれた。久しぶりに純粋な人に出会った。 
 
<柳井から山口へ> 
 
周防大島の北側を通り、大橋をくぐって柳井に着く。時間があれば寄りたい島なのだが。あんぎゃさんの連絡先でも聞いておけばもしかしたら落ち合えたかな… と思ってももう遅いわ。本名を覚えていたら役所に問い合わせるという方法もあるのか。様々な想いを抱きながら私にとってバイクを伴って初めて到達した山口 県の土である。勇気が湧いてくるような感慨が襲ってくる。不思議な所だ。誰もがみんな松陰先生って呼ぶんですか?って誰かに訊ねてみたい。(実はあとで訊 ねたら萩の人だけでしょうねとある人は言っていた。)山口での泊まりは山口YHにした。明日の朝は雨模様の気配だから、挫けてしまった。YHでも書ききれ ない事が幾つかあったが、ここのYHに種田山頭火全集という立派な本が置いてあった。どうやら誰も読んでいないらしくブックカバーから引き抜くのに苦労し た。過ぎ行く夜に静かに読むのもしみじみとしていいものである。早く其中庵に行きたい。明日は雨の其中庵なのだろうか。更け行く夜、外の気配は激しい風と 雨である。
 
98年：中国篇　(5/2-5/4)
 
今回のテーマは 
★ロマンの復活 
　─　漲る好奇心と感動する心を求めて　─ 
 
<何故、走る旅に出るのか> 
[5/2-1] 
これは永遠のテーマである。もっと遠くへ…と走り続ける人もあれば、最北端…などを目指して走る人もあろう。わんこそばを食べたいから…ただそれだけのた めに高速道路を1000キロ以上も飛ばした人もある。こういうことを考えてみた今、「したたかな情熱」を私達は失いかけているのではないかと、ふと思った のである。「何かのために夢中になって走る」ということがバイクに跨った原点ではなかったか。ロマンを持って家を飛び出した時期を甦らせてみたい。だから テーマを))ロマンの復活(漲る好奇心と感動する心を求めて)としようと決めたんです。 
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<山口～小郡・其中庵～萩> 
[5/2-2]
朝、起きると雨が一時的に止んでいる。どうせ雨だろうからゆっくり…と考えていただけに、荒立てて支度をして湯田温泉へ向かう。温泉街を少し散策して其中 庵のある小郡へと急いだ。>他のスポットを色々教えてくださった皆さん、どこにも寄りませんでした。すみません。種田山頭火という人は小郡の其中庵 に落ち着くまでに熊本から嬉野温泉、川棚温泉、と転々とする。松山の一草庵に移る少し前の短い期間だけ湯田温泉の風来居と称する徳重正人宅裏屋に住んだこともある。この ツーリングでは川棚温泉へも行ってみたいのだが雲行きが怪しいし、天候と時間の兼ね合いもあり次回への宿題とする。「思えば、久しぶりに見上げる空だな あ、それだけでも自然に一歩近づける事になるな」と、そんなひとりごとをいいながら小郡の街中を見おろす高台で佇む。誰も居ない。声もしない。
 
濡れた雑草があるだけ。オゴオリザクラは生き生きと新芽が吹き出している。来訪者のために用意されたノートを読み時が過ぎてゆく。雨に打たれて綺麗さっぱ りに洗われた庭木の葉を、縁側に腰掛けて眺めているだけで満足なひとときである。いつもなら「早く出発しなきゃ…雨が降り始める…」とソワソワするのだろ うに、その時の私は泰然としており、濡れて走るのも厭わない強気の気配であった。
 
少しづつ帰途の行程などが頭に浮かんでいる。さて、萩に行こう、松陰先生に会いに行こう。秋吉台には寄らなかった。したがって噂のピザにも出会えないま ま、萩までの国道を快適に飛ばして萩城跡までやって来た。この街は、今までに訪れた街の中では一風変わったまったく新しいタイプの風情を持ったところだっ た。
 
<萩で蕎麦を喰い、津和野へ> 
[5/2-3] 
雨が降り出して止む様子がなければ萩YHに泊めてもらうことを考えていた。しかし、到着したのがお昼前で、どんよりとした曇空でまだ降り出していなかっ た。市内をとろとろと走り回っているうちに萩城跡のお土産物屋さんが「がんこ庵」という評判の良い蕎麦屋を教えてくれ、時刻も些か早かったので寄ってみ る。道の両側に土壁が残り昔の風情をとどめて城下町の屋敷の街並みが残っている路地にその「がんこ庵」はあった。蕎麦の味は上々。普通のザルを頼んでし まったが、有名なのは割子蕎麦?らしい。萩焼きに盛って出てきて気品がありそうだ。ジョッキやぐい呑み、お著子も萩焼きを使っている私にとって、その蕎麦 を知らずにザルを注文したのは浅はかだった。味はどちらも同じで、出雲の蕎麦である。萩市内は、ぜひ、自転車で散策することを薦めたい。食べ終わって店を 出てくると雨もいよいよ本降りになった。松陰神社に参拝した後、津和野YHに電話を入れた。早々に風呂に入ってくつろごうという魂胆である。津和野の盆地 を見おろす峠からの眺めはなかなかのものである。石州瓦の赤い屋根がたった今まで見てきた景色を払拭するかのように綺麗に並んでいる。駅前にバイクを着け て案内板を眺めているとレンタル自転車屋さんがマップをくれた。鯉が泳ぐのを雨の中で見ていても洒落にならないから、YHに夕食がないこともあり小僧寿司 で買出しをしてから宿へと急ぐ。雨の中の買い物は面倒くさい。3時前にYHに着くと大阪から来ているジェベルの女性が玄関で立ち話をしているところだっ た。彼女は散策の為に街に出ていくというので立ち話も程々にして私は風呂に入ることにする。その間に「SL山口号」が津和野から小郡に向けて峠を登って いった。汽笛だけが風呂の中まで聞こえていた。ここの風呂は面白い風呂で、お釜そのもの(下から沸かしてはいない)で、底が丸くて深い。最初、見たときに は下駄を履いて入らねばあかんのかな…と思うほどだ。YHでの夜な夜な話は、日記にとどめても仕方あるまい。ありふれた旅の話である。ジェベルの彼女と楽 しい話(阪神タイガースファンだった)などをしている間に就寝時間を迎える。もしもYHでのこの会話タイムがないなら疲れが取れない。 
 
<津和野から松江まで> 
[5/3-1] 
其中庵で旅のピークを迎えたので後は帰るだけ。9号線をそのまま走っても面白くないので、ちょっと温泉にでも寄ってみる。「夕日ライン」ということを山陰 の海岸は売り文句にしている。実は北陸も新潟の方にも「○○夕日ライン」がある。ライダーは何故夕日が好きなのだろうか。哀愁が漂う静かなひとときに弱い のか、あの燃えるように赤い激しさが好きなのか。道の駅がたくさんできて、遠望スポットが設定されている。やはり晴れて欲しい。 
 
<有福温泉と温泉津温泉> 
前者が200円、後者が160円。この安さだからぜひとも寄ってみたい温泉である。有福温泉には、共同浴場が3箇所あり、一番高台にある「何たら湯」って 所が一番広くて綺麗だと聞いたので、行ったら芋の子を洗う騒動で大失敗。その手前のお湯は誰には行かないから、がらがらでそっちにすれば良かった。決して 大きな浴槽ではないが、お湯はやや美人系で、無色透明、しっとりとしている。石段を登っていく風情があり、じっくり歩き回ってみるのがいいかも知れない。 温泉津温泉は、かなりボロイ温泉街が続く中、ひときわボロイ共同浴場が2軒ある。公共駐輪場の建物の中にバイクを入れてくれるので雨宿りにもなってラッ キーと思いついついお湯に寄ってしまう。有福温泉を出て温泉津に来たら、霧のような雨に見舞われていたので、やむまでゆっくり浸かるつもりで入ったが、実 際にはそうも行かなかった。真っ赤に錆びたような浴槽の縁に腰掛けていても湯がやや熱かったこともあって汗が吹き出してくる。身体を洗ったりするような上 湯は十分にあるわけでもなく、雰囲気を味わっただけで出てきてしまった。お湯は濁っている。白いと聞いていたので、乗鞍高原や白骨温泉のように牛乳のよう な色を想像していたけどそうではなく、白く濁っているという意味だったようである。 
 
<宿は出雲で> 
 
出雲大社にお詣りをして、ゑびすや旅館YHに飛び込んで空いてますか?って尋ねたら最後のひとりですって言われてラッキーを喜んだ。津和野YHで巡り会っ たジェベルの彼女も連夜一緒の宿になって、話は弾む。「あれぇ～、今日は浜坂じゃなかったんですか?」って驚きの様子。浜坂YHは満員御礼できっぱりと断 られたので、軟弱にも雨を降らせる前線の境目で躊躇しているのを恥じたのであった。岡山からきたダックスというチャリダークラブの可愛子ちゃんも加わり、 豪華美人ばっかしで賑やかな談話室であった。岡山の彼女は全国走破中で、皆さんの中にも出会う人があるかも知れない。彼女にあったら自転車置き場で「あな た、可愛いからモテルでしょう、でもさすがに太股はふといなあ」(触りたいな)と言った奴に出雲で会っただろうて尋ねてください。 
 
<中国縦走> 
[5/4-1] 
5月4日。さて、子どもの日は松阪まで帰るだけであるから、京都の実家にまで行ければいい。9号線は何度も走っているから今回は中国山地を縦に走る国道を 横に繋る県道を鋸歯状(あみだくじ状)に走って京都まで行く。渋滞もなく亀嵩、出雲横田、日南町、湯原温泉、奥津温泉、美昨、佐用、滝野社、丹波篠山と抜 けて実家まで。家族(家内と娘)と再会し久々に旨いビールの泡に酔いしれた。そうそう、佐用付近の道の駅で二人組の女性ツアラーさんに会った。少しづつ女 性ツアラーさんが増えているのだろうか。 
 
<走っただけの一日> 
「さあ、走るぞ」と出雲大社の前で気合いを入れて8時から夕刻5時頃までほとんど休憩をしない山岳ツーリングを楽しんだ一日だった。走る楽しみ。テーマにまた一歩近づいている。 
 
<こいのぼり> 
ローソンで買ったこいのぼりを荷物にくくりつけて走った。子供の日ですから。同じことをしてる人も見かけたよ。嬉しい。 
本篇、長くなり申し訳ない。書き切れないことは、はみ出し篇ででも書こうかな。猫柳素庵誤字脱字は直しません、目をつぶってね。
 
98年：京都・滋賀篇　(5/5)　おまけ
 
今年は30日から5日まで、距離の短い日もあったが、朝から夕刻まで万遍なく走っているツーリングだった。こんな事は最近では珍しい。しかし総走行距離は1600キロあまりだったから、疲れもそれほど残らなかった。ひどい時は手が痺れてキーボードが打てない事もあった。 
 
さて、最終日。いってみようか。 
 
<Mちゃんとの出会い> 
子供の日は晴れの日が多いという晴れの「特異日」だから朝から日差しが眩しい。出かけ前にツーリング部屋を賑わしていた京都の話題で、Mちゃんが確か京都 の東山YHに泊まるって京都案内質疑応答リンクのなかで書いてあったような気がしたので、(まったくの勘違いでどうやら書いてないらしい…私の思い込みで あった)偶然を狙って行ってみようと、出発者が多い8時頃を狙って三条通りを東に走った。人の勘であるとか、偶然の勘違いの魔力も不思議である。クラブマ ンの女性がいた。視線が合ったら小さく会釈をして、近寄って来てくれた。私が誰かだと気が付いたらしい。彼女は私の年齢や顔、恰好、バイクなど一切を知ら なかったはずなので、随分とびっくりしたんではなかろうか。 
 
<大原に行きましょうか> 
会える事など当然期待してないので、ひとり寂しく湖北を回って帰ろうと思っていたのが、とんだハップニングである。東山YHの前でベンチに座って随分と長 い間くつろいでから、(8年以上京都を離れていますしという弁解をメットの中で呟きながら)道に迷いながらも鞍馬を目指した。花背峠、百井峠を越えて大原 へと行く。花背峠をご案内して、百井峠を越えて大原へと向かおう。百井峠は10年ぶりくらいに走ったんと違うかな。走っていてだんだん思い出してくる。大 原側の斜面は勾配がきつい。 
 
<三千院> 
三千院の前を通る事は今までに何度もあったけど、寄り道するのは来客を連れる時くらい。新緑の楓と桜の並木の山門を境内へとゆく。正直言って、京都の社寺 仏閣をくまなく回っています私ですが、家内以外の女性と回った事はそうざらにはない。(もう一回くらいあるけど。)可愛子ちゃんを連れて歩くと落着きを まったく失ってしまい何を話しているやら…。緊張しておしっこにばかり行っている。京都に来るなら、平家物語や源氏物語をうわべだけでも勉強して来る事を 薦めている。目の前に映る景色がまったく違って見えるはずだから…などと薀畜をタラタラと庭園を前に話している。これじゃモテないよ～。>自分 
真剣にお寺の生い立ちやら時代背景を勉強しながら回れば、立派な歴史通になれるでしょう。まあ、ツウになることはどうでもいいけど、普遍的な風情を前にそ の時代の文化に触れて欲しいものです。Mちゃんにはねこのつまらない講釈を入れまして申し訳ないです。寂光院へも案内したかったが、残り時間も少ないし先 を急ぐ事に…。 
 
<朽木村へ> 
織田信長のおもしろさは桶狭間の奇襲や長篠の戦だけではなく、1570年の浅井氏を攻めて失敗し、この朽木街道を必死で退却したことであろうか、と司馬遼 太郎さんは<街道をゆく(1)>で書いていたのを思い出している。だから、何の変哲もない花折峠がとてつもなく素晴らしく思える。この時代 (戦国)の歴史(または歴史小説)をかじり、その世界にハマっていった人も多い事かと想像する。明智光秀は悪人扱いをされるが、いろいろ読みあさると、素 人の私などにはこの上なく魅力の溢れた才人であった事などもわかる。にわかにかじった知識をダシに、こういう峠を越えるところが楽しい。年々、道路工事が 施されこの峠道も広く改造され車も増え、確かに地元民には便利になって行くのかも知れないが、確実に自然を破壊している。谷の奥深くをえぐり入るように安 曇川を下った街道も、現在ではトンネルが幾つも開通して直線的になり、行き交う車を悩ませた狭路もほとんど無くなってきた。国家によっては、土木工事に重 きを置かない国もあるだろう。昔のままを残し、不便でありながらも、生きていく中での文化を大事にしている精神を学びたいと思うが。しかし、こういうこ とって学ぶ事なのか。 
 
<湖北へ> 
昔、鯖寿司を買った梅竹の前を過ぎ、道の駅で休憩を取り、奥琵琶湖へと向かう。琵琶湖の湖面はどんよりと鉛色で、空を映したように暗い。雲が下りてきてい るのを感じる。琵琶湖の真っ青の湖面をMちゃんに見せてあげようと思ってきたのにこれじゃちょっと申し訳ないか。それにしてもお天気は下り坂なのだろう か。不安が襲う。でも、海津大崎の湖岸道路に差し掛かると水際で遊ぶ人達の姿が目立つからそうでもないのかな。女性とかと走った事があまり無いので気を使 う。写真を撮るスポットなどをずっと過ぎてから気が付く有り様で、申し訳ない限りだった。琵琶湖の水は潮の香りがしない。大きな波も来ない。そういうさり げなくて当たり前の会話がしたいが、前と後ろで走っているとそれが出来ない。寂しいことなのかも知れない。しかし、湖面のさざなみを見て、彼女もきっと似 たことを感じているだろう。同じものを見ているということが重要なのだと思う。 
 
<おなか、減ったよ> 
奥琵琶湖ドライブウェイから眺める湖の景色には満足してもらえたと思う。しかし風も出てきたし、お腹も減った。時間も無い。3時には関が原インターを乗っ て…と算段していたのでちょっと時間が押している。でも、農道を走れば渋滞スイスイだし。田舎はいいでしょ、車が少なくて。 
 
<よその地方の人はどう感じてくださっているのか> 
旅の終わりは、いつの時も哀しい。別れの時が迫っている。お腹を減らしたまま彼女を高速道路に送り出すのは辛かったが、渋滞などの心配もあったし、明るい 内に一刻も早く東京に向かって送り出したかった。私は京都に永年住んでいたし、今いる三重県に移ってもまずまず長いので、遠くの人の印象が知りたくて今回 のツーリングでは、出会う人に順に紀伊半島の印象などをと尋ねてみた。関東の人は、やはり「遠い」という印象が強いらしい。冷めた言い方をすれば、どこの 地方のどんな景色も似たり寄ったりで、感動がないとも言えようが、しかし、それじゃつまらない。そのちょっとした違いに味わうものが多いのではないか。関 東に帰る彼女も復路は遠いなあと感じているのだろうな。初めてのツーリングで彼女は何を感じ、何を得たのだろうか。レポートを少しづつ書いてくれるとだろ うから期待したい。ビギナーだった彼女の心の動きから学ぶところも多いだろう。私も学んだ事の多い5月5日だった。彼女と別れて、岐阜から三重へと県境を 越えたら雨が降り始めた。こいのぼりをカウルの中にしまってやって、雨具を着た。今回のツーリング途上、一番長い雨に降られて久々に「雨の猫柳(演歌 調)」を唄いながら帰途についた。1600キロ余りのGWの旅もこれで終わった。短い割に今までになく盛りだくさんな旅だった。 
 
<あとがき> 
6日間も留守をしてまして、ツーリング部屋の方の未読が山積です。嬉しい悲鳴です。長々と書き綴ってきました。何の情報を差し上げられる訳でもないので、 言ってみればゴミの塊を出した訳ですが、これを出さないとまた次の旅(ツーリング)に出かけられない。キャンプ場、その土地^2で得た耳より情報など、機 会があれば何らかの形でツーリング部屋の中で紹介していきたいと思っていますので、今後もよろしくどうぞ。 
 
FBIKEの人には残念ながら一人しかお目に掛かれませんでした。謎の仙人・ねこさんにバッタリ会ったら何か特別な賞でも差し上げるなど、プレミアもどきをつけたらもっと多くの人に出会えるかな…なんて。 
 
最後になりますが、色々と私のゴミ日記へコメントをくださったりする皆さんもあると思いますが(会議室の彩りを眺めると)ひとつひとつに御礼を差し上げることは出来ないかも知れないので、その節はご容赦ください。 
 
皆さん、どこかで、会いましょう。
 
98年：四国地方と中国地方　─語録篇─　(1)
 
コメントを戴きました方々には、何も書いていませんが、涙が出るほど喜んでいます。何故って、日記のレポートが幾分不満足な完成度だったにもかかわらず、 読んでくださったんですからね。何も情報としては皆さんに提供できないけど、少しでも山陰や四国に行こうかなとお考えの人が増える事を夢見ております。 
 
図々しく、語録もまとめておきます。出納帳は省略。あとは、思い出す事があったら語録を追加する程度かな。94年の九州ツーリングの時にも「語録」を書きました。あれは、後で読んで自分自身で喜んで泣いています。
 
☆和歌山に向かう道の駅にて(紀ノ川沿い) 
デグリーの女性に声をかけて 
---これからどちらへ? 
---潮岬を目指して走ります。 
---いいですね、紀州はいいですよ、温泉も多いし。お気をつけて。 
 
別にこれと言って特別な会話ではなかったが、この日、初めて交わした言葉だった。キャンプの装備も持っていたし、行動派に見えたが。 
 
☆見ノ越で、車の人(娘さんとお母さん) 
---剣山のケーブルの上はいかがでしたか? 
---少しガスが出ていましたが、景色はよかったです。 
 
☆京柱峠で、オフロードの二人組と 
---物部村のキャンプ場をベースにして、今日はその辺を走ってきたんです。 
---泊まってる人、居ますか? 
---まずまずいますね、これからべふ温泉に寄って帰るんですよ。 
 
☆大豊から高知に向かう途中の道の駅でここの奥さんが、可愛らしい。去年も話しかけた記憶がある。話しかけた瞬間に記憶が甦った。 
---明日の天気はわかりますか?高知は、どちらかのほうから雨が降り始めやすいとかそういうのはありませんか? 
---(高知弁で)わからないわ 
---キャンプ場はないですかねえ。 
---帰全山というところがあります。この前の休みも、いっぱいの人だった…。 
 
☆帰全山キャンプ場にて(他のバイクの人) 
---ここは穴場でしょ。今年で3度目ですよ。水もあるし、只だし。 
 
☆霧と雨の瓶が森林道入口、寒風峠で 
---いよいよ本格的に降りだしたね、でも、ここを走るために四国に来たんだもんな。 
 
☆霧と雨の瓶が森林道入口、寒風峠で、その2 
(私は四万十川に行くと思われていたらしい。) 
キャンプ場でご一緒した人から話しかけられて 
---あれれ、四万十川源流に行ったんじゃなかったの 
---いいえ、松山に行くんですよ、それにしても凄い峠ね。さっきも、濡れ落ち葉でズルッってすべって転びそうになりましたよ。 
---見てた、見てた。危なかったね。 
 
☆霧と雨の瓶が森林道入口、寒風峠で、その3 
---GT750は珍しいですね、いいなあ。これ、私の高校時代の人気バイクですよ 
彼は浜松のスズキに勤めていると言う好青年でした。瓶が森の霧に消えて行った。 
 
☆松山一草庵の前で、愛媛大学の学生さん 
---ファックスでたった今、会社を辞めてきたとかいう人に出会いました。仕事に行き詰まって自殺するなんて、ほんと馬鹿げてみえますね。自然に行きているってのが、素晴らしくて…。国見峠(九州)も行ったんですか?いいいですね、あそこは。いいなあ、バイクは。 
 
☆山口YHで 
---(サービス関係の仕事では)食べ物を棄ててしまうんですよ。食べ物なんか、棄てるのが美徳のように。それが嫌で仕事を辞めたんです。水も綺麗で、都 会に住んでいるのが、矛盾だらけで…。資源とか、水とか、金を出せばいいってもんじゃないでしょう。遅れてますね(日本は)。 
 
☆萩市内で、がんこ庵を薦めてもらって 
---地元じゃまずまず有名みたいよ。美味しいらしいよ。 
 
☆萩市内で、がんこ庵にてお店の人が 
---萩焼きの器で出すのが人気なんです。味は一緒ですよ。 
 
☆松陰神社入口で急にたくさん降り出して、雨… 
---ここ、屋根ありますか 
---(交通整理をしてる係の人)ここは、松陰神社ですよ(怒ってる)
 
98年：四国地方と中国地方　─語録篇─　(2)
 
もう少し続きます。 
 
☆津和野YHにて、ジェベルの彼女と 
---タイガースのステッカーですね、私も隠れ阪神ファンです。 
 
☆ジェベルの彼女と、談話室にて 
---下関まで船で行って、道の駅のスタンプラリーをしながら。鳥取で、天女の忘れ物というお土産を買って帰ります。 
---どんなの?エッチ系? 
---そうじゃないみたい。ギャグ系かな。買ってのお楽しみ。 
☆津和野YHで一緒だったジェベルの彼女に出雲で再会して 
---あれえ、浜坂YHと違たん? 
---浜坂YHいっぱいやったん、雨でくじけてここにしたん。貴方から宿の名前も聞いていたし…。 
 
☆津和野YHの前でみんなで写真を撮りながら 
---5月といえば、こいのぼり、でしょう。 
(私もそういう訳でこいのぼりを買いました。) 
☆出雲のYHに泊まっていたチャリダーの女の子 
---どこまで行くの? 
---日本一周するの。沖縄から走って来たんです。いったん岡山に帰って、北を目指すの 
---(3杯目をおかわりしてるのを見ながら)チャリダーって御飯を、ほんと、たくさん食べるんですよね。 
(うなづきながらモリモリ食べていた。小柄な子。) 
(次の朝、自転車置き場で) 
---可愛いからモテるでしょう。(可愛い子だったので) 
---凄い太股だな。触っていい? 
---ダメ。 
(でもこんな質問って野暮だと気が付いた) 
☆中国山地、美作あたりの道の駅で会った信州からに二人組の女性(どちらまで行くのですか?の問いかけに) 
---今日は宝塚の友達の所です 
---高速、走ればすぐですよ 
☆東山YHの前で 
---こんにちはXXです 
---ええっ…?☆×△…(驚き) 
☆MちゃんとYH前で話す 
---貴方、可愛いけど、ネットに可愛いって書くと、ファンレターがどっさり来て、モテモテになって困るだろうから、内緒にしておくよ。 
(ああ、バラしてしまった) 
思い出す事があったら、また、追加するかも知れない。 
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98年・鎧駅
 
<98年のツーレポから> 
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《鎧駅》 [5/1ｰ0] 
 
念願の鎧駅である。「ふたりっこのロケ地」という看板が出ている。やめて欲しいなあ。私の鎧駅なのに…。 
 
幼い日に母に捨てられた兄と妹は、それぞれ、自分の深い想いを持って海岸列車に乗り鎧駅を訪ねる。宮本輝は小説「海岸列車」(文春文庫)の始まりの章で 
駅から入江への急な斜面には、かつてサバ漁で賑わった鎧港の名残として、錆びて風化した鉄のレール敷きだけが一直線に下りている。陸あげしたしたサバを列 車に積み込むためのケーブルの残骸であった。その横に、村へと下りていく折れ曲がった錆色の道がある。列車の車輪とレールとが撒きちらす鉄粉によって色を 染めた道は、ほんの数十メートルで、黒ずんだコンクリートに変わるのだが、かおりは、その道の錆色の部分しか歩いたことはない。 (上巻25ページ) 
　　 
小説に出てくる向こう側のホームのベンチも、またそれが海側を向いて置かれていることも、そこから見下ろす港に倉庫らしい建物が見えることも、私にとっては期待通りでありまた新鮮で嬉しい。 
ひとりごとをぶつぶつ言いながら私は周辺を歩き回っている。そしてぼんやりと海を眺めては、時々、シャッターを切る。畑で仕事をしているおばあちゃんには そんな姿が変に映ったかも知れない。それでも私は、向こうのホームに行ったりこっちに来たりを繰り返していた。時刻は 8:20頃で、下りの列車が来てホームに止まった後、二、三分で上りの列車が入ってきた。降りる人も乗る人もいない。列車の中の人影は疎らで、行き交う列 車を遠巻に私は眺めていた。やがて重そうな車両を動かすためにディーゼルエンジンの音を山に反射させて列車は動きだした。黒い煙の匂いが私の所まで届い て、その後、列車はまたトンネルに消えて行った。さて、鎧駅はここまでにしておこう。 
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新緑三昧＜奥飛騨・信州＞
新緑三昧<奥飛騨・信州> 
 
<はじめに>梅雨入り宣言があったけど、毎年のような空梅雨を期待した。しかし、今年は雨の神様が元気なようで、いっこうに雨はやむことな く、5月下旬を過ぎて6月に入っても累積降水量は増え続けるばかりである。そんな折に宿の予約をする時の気持ちは天気に対する期待や何とも言えない不安、 祈りが交錯する。走ることに胸を踊らせる以外に嫌な予感のことばかりを考えてしまうのは私だけであろうか。 
 
奥飛騨温泉に入ろうというテーマが浮上したのが4月中旬で、そのことをさりげなく会議室に漏らしたように記憶する。気付いてくれた人同志で、あっと言う間に6月の最初の日・月ツーリングの計画となってしまった。　 
▼泊まり:奥飛騨の「飛騨古川YH」 
▼決行日:6月7～8日(土・日)　 
▼集合:現地集合ということで、誰か判らないけど、数名の人が集まるらしい。実際に宿でお目に掛かったのは(ハンドル名はご自身から戴くとして頭文字だけ紹介すると)Iさん(♂)、Tさん(♂)、Yさん(♀)、Mさん(♀)、それから私でした。 
 
雨男、雨女もいないようで、週の前半に降った雨も上がり、土曜日、日曜日、月曜日とまずまずのお天気に恵まれた。GWも含めてそれ以降での出撃で75%と いう驚異的な雨具着用率(着用日数/延べ総日数)を50%ほどまで下げることができた。晴男、晴女がいたのかも知れない。>名乗って出る? 
 
<コース> 
現地集合なので、私は土曜日から出掛けて、安雲野をで少しゆっくりした後、松本市内で泊まり、あくる朝、安房峠旧道を越えて飛騨高山を散策して、飛騨古川 YHに入った。月曜日には益田街道を高山より少し南下し、御岳山の北側を通る県道を通って開田村を経て、中仙道を通って松阪へと帰り着いた。 
 
--　7日、日曜日　---- 
 
<安房峠・旧道> 
路面は相変わらず悪い。特に長野側はカーブが急な箇所に限ってアスファルトが剥がれて乗りにくい。もうこれが改良されることはないのだろう。乗鞍スーパー 林道や野麦峠、御岳山麓の県道の方が路面状態としてはよろしい。バイクが多い。車は新しくできたトンネルに行ってしまうのでしょうが、バイクの多くはやは りこの峠にロマンを馳せて上がってくるらしい。峠の茶屋には融糸?鉄線が張り巡らされていた。次から次へとやってくる日曜日のツアラーさんたちは、廃屋に なりかけたこの小屋の前で記念写真を撮ってから来た道と反対に下りていく。そうそう、中の湯が新しくなって、峠旧道の中腹に移転しておりました。 
 
<高山市内> 
高山ラーメンを食べて、市内に入った。陣屋の前にバイクを置いて、昔ながらの街並みを散策した。路地裏通りまでゆっくりと歩き回ったのは初めてのことで、 みたらしだんごを食べたり、お香のお店を覗いたり。なかなかミーハーな面もあるんですよ、私。桜並木の下を歩いている時、まだ少し青いさくらんぼの実を手 の届く高さの枝で発見した。すかさず採って口に入れたら、渋かった。鳥さんの食物を取ってごめんなさい。 
 
<飛騨古川YH> 
少し早く着いたので、近くにある「桃源郷温泉」とやらに出かけた。最近ではどこでも見かける温泉施設で、町営らしい。泉質がいいです。弱アルカリ泉でお肌 に優しい。600円。ワインを買ってYHに入ったのだが、持ち込み禁止だった。許可を得たけど、ペアレントさんは幾分、不満そうな雰囲気だった。もともと こういう人なのかな。 
 
--　8日、月曜日　---- 
月曜日とあってバイクは少ないか…と思ったんですが、以外とR19などでもたくさん出逢いました。皆さん、似た者同志が多いのかな。さて、月曜日のレポート、行ってみよう。 
 
<御岳山周回> 
小坂町からほぼまっすぐ東に進む県道をゆっくりと辿る。鈴蘭峠の手前から濁河温泉の標識に向かって暫く走ると「大平御嶽展望台」の着く。その手前あたりか ら視界が開けている。濁河川が流れるこの大きな谷の向こうに、御岳の大山塊が幾つもの峰を天に突き出して堂々としているのを見ることができる。すそ野に は、新緑の大原生林が広がる。耳を澄ますと自然の営みの鼓動のような響きと、それを彩る鳥のさえずりが心地よく響く。 
 
濁河温泉には時間の都合で寄れなかった。展望台でのんびりし過ぎたかという反省もある。濁河峠を越えて、柳蘭峠?(私の地図には名前がない)から日和田高 原に下りて開田村を経て木曾福島へ。日和田高原では、開発の嵐、魔の手が延びてリゾート開発と道路拡張工事中が進んでいる。痛々しい風景の中を、工事の為 にズタズタにされたダートを走った。人間なら血が吹き出しているような傷を地球につけている上を走るのは、悲しい。 
 
▼私以外の皆さんが、どちらを通って何処へ行かれたのかは、 
▼皆さんのコメントかレポートにお任せしましょう。 
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信州7月
(1998年)
<はじめに> 
7/18(土)19(日)20(月)と3連休だったので、信州に出かけておりました。信州は、晩秋とか春(GW)が多かったので、7月に行くのが珍しく、 何か変わった物に出会えるかも知れません。車山では、ニッコウキスゲが見られるかも知れないぞ…という期待も大きく、日が昇り始める頃に家を出た。 
 
乗鞍高原のシナノキンバイ、綺麗でした。黄色く小さい可憐な花。高山植物ってのは、控えめなところと忍耐強いところが同時にあって、何かを私に語り掛けて いるよう…なんてことを書き出すと長いツーレポになってしまうぅ～。塩田平の田沢温泉、のんびり出来ました。これは温泉リンクに書きました。芦安温泉系の 「天恵泉」お肌すべすべよ。町営温泉センターでした。丸子のとろろ、美味しかったよ。車の渋滞も凄かったよ。まあ、そんなところがダイジェストかな。 
 
<ルートは…> 
18日(1日目):R19号、木曾路を北上して乗鞍高原、安雲野で野営 
19日(2日目):青木峠を越えて塩田平(田沢温泉、別所温泉)を経て蓼科から原村を通って八ヶ岳鉢巻道路、南アルプス街道を走って芦安温泉、御勅使南公園野営 
20日(3日目):静岡方面に走って、丸子のとろろ汁を食べて、伊勢湾フェリーで帰宅 
 
<乗鞍・白骨> 
境峠を越えて乗鞍へと向かった。お決まりのコースである。峠を越えると開発の手が少し入ったか、リゾート観光案内の看板や施設が目についた。奈川温泉に は、綺麗な共同入浴施設が出来ていた。ここの温泉はぬるくて、注目しているのに、いつも乗鞍にいっき走りをしてしまって寄れない。今度こそ…と思いながら 今回もスーパー林道へと入ってしまう。やはり秋かな…って少し残念気味で乗鞍スーパー林道を走り抜けた。乗鞍高原から夜泣峠を経て畳平まで県道を登る。 ツーリング部屋でも話題になる登り坂である。随分と久しぶりで、10年以上行ってなかったんと違うかな、という感慨で山坂道へ。道が綺麗に舗装されて広く なって、おまけに車も多くなっていた。(ちょっと、がっかり)しかし、久しぶりに見る乗鞍岳の山岳道路なので、景色も適度に見ながら楽しく走れました。考 えてみると最近は、こんな走り易いカーブではなく、もっとワイルドなカーブを好んで走っていたな。久しぶりで気持ちいい。白骨温泉に向かった。3度目か な。共同浴場は閉店時間が早いので要注意です。この日が今までで一番、人が多かった。恐らく日に日に増えているのだろう。バスがもうすぐに着くから…なん て言って管理人のおしさん達が閉店時間を延ばして頑張っていました。かなり前からの温泉ブームはここにも押し寄せている。旅館は2万ほどするらしいので温 泉だけ入って帰る人が多い、という話が湯舟で交わされていた。有料林道を通らず沢渡(R158方面)に出る道は快適道路で、白骨からは総て下り。初めて 走ってみたんですが、なかなか景色もいいよん。 
 
<安雲野> 
安雲野方面への国道(R158)は、私にとって記録更新の大渋滞で、去年の秋のトンネル開通直前の渋滞も長くて凄かったが、90%位はエイ・ヤーのモード で山を下りた。(でも考えてみれば、15年ほど前の旧道の頃はもっと凄かったよなあ。もうその旧道はトンネルの脇で新入禁止になってますが、あれを大型バ スが行きかっていたんだから…)黒沢キャンプ場というところを、サラダ街道のりんご畑の中で発見した。丁度、小学生がキャンプをして、キャンキャンと賑や かであった。キャンプファイヤーでフォークソングを歌っている。子どもの頃を思い出して「僕はセンチに」なっていく。夜中に空を見上げたら、ほんとにミル クをこぼしたような天の川が横たわっている。白鳥座が真上に、何も知らない私でさえ間違いなくわかるようあった。久しぶりに満天の星を見上げたよ。 
 
<青木峠から田沢温泉> 
これまた久々に青木峠を走った。途中まで道幅が広がっているので、そのまま最後まで広いのを期待したが、甘かった。保福寺峠を越えることも考え悩みなが ら、昔のままの狭い青木峠を選択してしまった。田沢温泉へ着いて朝風呂を浴びた。共同浴場は、人影もまばらで、お湯はぬるくて長湯もできて独占状態だっ た。番台のおばちゃんともゆっくり話もできた。やっぱし鄙びた温泉はええよ。この温泉のファンは多いらしく、一度来たらやめられない温泉でもあるらしい。 ぜひ皆さんも。YHもありました。この部屋ではほとんど話題にあがりませんですね。YH情報などもあったら、(別リンクで)あげてやってください> 皆様 
 
<蓼科から鉢巻道路> 
連休の中日ということもあって車が多い。渋滞は嫌いだ。大門街道を南に向かって大門峠から昔のビーナスラインをずっと走ったのですが、(恐らく料金所付近 から)蓼科のスズラン峠付近まで反対車線側の渋滞は続いていた。こんな状態の道を走ったらツーリング嫌いになってしまいますぜ。原村あたりにも温泉セン ターが幾つか出来ている。道は昔からのままだけど、車は増えてスピードも速くなっているように思う。鉢巻道路から適当なところでR20に下りる。やはりこ の山の裾野は広いんだなあって実感。韮崎高校の女学生が自転車をこいで坂道を登っている。そういえば先輩も長坂町で韮崎高校だったなあ、元気かな、小荒間 の実家に御世話になったことがあったな、なんてまたも思い出モード。 
 
<芦安温泉> 
厳密には芦安温泉ではないのですが、恐らく同じ泉質をした「天恵泉」という所に立ち寄った。町営の共同浴場で、人も多かった。木の湯舟でそれらしい雰囲気 はあるが、演出っぽいところもある。(田沢温泉に軍配をあげるかな。)野営場所を探しながら夜叉神峠を少し上ってみた。一日の終わる頃に、野営場を探しな がら上る峠じゃない。元気な時にゆっくりと早川渓谷の温泉を楽しみに行くという宿題にして引き返した。地図にも載っている「御勅使(みだい)公園」という ところがありまして、ここの広場で野営。快適な公園でした。公にはお薦めしませんが、今度出かけたらまた使ってしまいそう…。 
 
<丸子の麦とろろ汁> 
最終日に静岡を回って食べてきました。美味しいね。安倍峠を越えて梅ヶ島温泉というのも考えたのですが、これもバイクの調子の関係で断念していた。とろろ 汁は先日にもちょっとした用で寄ったので2度目です。皆さんもどうぞ。静岡市内をバイパスが出来てますね。いつ出来たのかな。ここは無料なのに、掛川のう ほうは有料です。しかし、今回のツーリングでは静岡県西部のバイパスをケチらずに走りました。金かけりゃ、結構楽なR1でした。(伊豆も近いな。今まで度 も断念したレポートばかり書いてきたもんね) 
 
<後書き> 
GSXも10年目に入りいよいよあきませんです。オーバーヒートして、回転がアイドリングから吹き上がらない状態になってしまいます。水温計は半分以下な のにね。R158の長いトンネルの中で、渋滞のバスや乗用車を一気に抜き、前から迫る観光バスを間一髪でかわして左車線に潜り込んだのはいいのですが、そ こでダウン。渋滞の廃棄ガスを吸いながらエンジンが動くようになるのを待っていた時間にはもうアカンかなと思いました。ボアを削ったのが2万キロの頃で、 もうすぐ6万になりますから、手術後の方が長いのか…と感慨無量。熱い夏に走れないようではツーリングバイクとしては諦めなくてはなりませんか。 
 
今回はオーソドックスな道を走って来ました。もっと、冒険的な道を走ってみるのもいいのでしょうが、年齢が度胸を奪ってしまっている?のか、途中で動かな くなるバイクじゃ林道に突入するのが少し怖い。夕刻になるとキャンプ場を探しながら走ります。キャンプ場探しのツーリングじゃないんだからなと思いなが ら、結構、探すのに時間を取られます。 
 
<花> 
大待宵草が綺麗です。昔、ぶどう峠(や埼玉、山梨、群馬、長野の県境で)出会って以来、目に留まるようになりました。乗鞍でも咲いていたし、長野県では各所の道端で見かけました。黄色い可憐な花です。 
 
ビワの木がちょうど袋を被っている時期です。大門街道で、側道の植え込み代わりに並んでいるビワの木に出会いました。誰が手入れをしてるんだろうか。都会の愚かな観光客がもぎ採って行くんだろうな。 
 
ひまわりが咲いていました。私の家の庭にも近ごろは種を蒔かなくなりました。黄色い丸い花が幾つも風に吹かれて揺れていると夏を感じます。でも、信州はそれほど暑くなく、気持ちいい。 
 
シナノキンバイ。乗鞍高原の雪渓を見上げながら、高山植物のそばに腰を掛けてぼんやり。2700メートルくらいかな。風がかなりひんやり。植物は他にも幾種類もあるけど、名前がわからない。勉強しなきゃ。 
 
2009年2月 8日 (日曜日) Anthology 旅の軌跡 
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秋田･稲庭うどんを食べに
<東北>
8月
---<<はじめに>>---
 
  近頃のツーレポが私らしくないというお話を複数の皆さんから頂いた。そのことが妙に気にかかって、今年の夏の自分の旅はどんなふうにすればいいのだろうか とちょっと理屈っぽく気にした。私のツーリングの姿が変わってきたのか、それとも視点が変わったのか、もしかしたら、「走る心」が変化を始めたのか。もし そうだとしたら…と思いながら、そうだとしても否定をしないでおこうとも思った。しかし、やはりそんな思いが即ち諦めであり自分には嘘をつけない、どこが 変わったのか確かめに行こう…と思い始めたのが初夏の頃だった。10番会議室に東北リンクを挙げた時(98/06/20#7395)には、私はまだ東北に 行く決意をしていなかった。東北に向かう決心をその後、ほぼ1ヶ月間を掛けてどのようにして固めていったのだろうか。そこには旅の原点を探る私の姿があっ たのかも知れない…と旅を終えてから気付き始めている。 
 
  東北への決意をしながら、自分でも動機を見つけられないままで夏休みを迎えた。8月上旬に新潟を襲った集中豪雨は歴代に残るほど激しいものだし、そんな無 惨な街へ野次馬のように出かけるのにも気がひける。しかも、出発の前日になっても東北全域には梅雨明け宣言が出ず、長期予報は雨か曇りばかりである。いつ もなら晴れている地方に行き先を簡単に変更してしまうにも関わらず、今回は、雨続きのその地方にわざわざ向かって行こうとしている。簡単に心を変えないと いうのは意地の突っ張りではなく、何か私の心の中にあった東北という大きな文化圏への憧れのようなものであり、目に見えない吸引力が働いていたからだった と思っている。 
 
  初日に500キロ近くを走っている。会議室の皆さんなどには200～300キロ程度を薦めている奴が、いきなりそんなに走っている。猛暑の中仙道を突っ 走っって行ったその情熱に似たモノが自分の中に残っているのを確かめたかったのかも知れない。ツーリングとは何なんだろうか…。ソロとは…。11番会議室 で投げかけてきた事柄を改めてまた自分なりに考えていた。 
 
  そうそう、今回の旅の前日に松阪駅前のメグロ整備さんに行って少し話をした。自分でチェーンを張ろうとしてもボルトが緩められず駆け込んだのが元々である が、テンションをかけながら、このチェーンもこれが最後ですな…という親父さんに、帰ったら新車の相談をしに来ます…と言った。つまり、今回の旅は、 GSXとのお別れツーリングになるかも知れない。これについては語っても語り尽くせないものがある。とても冒頭では書き切れない。 
  (94年のお別れツーリングを思い出すなあ～) 
 
  主なルートをあげますと 
  8日:松阪市～中仙道～松本市～R19～長野市～R117～津南～六日町 
  9日:六日町～村松町～R49～喜多方～米沢市～山形市 
  10日:山形市～尾花沢～山刃伐峠～鳴子～鬼首峠～小安温泉郷～稲庭うどん 
  　　　　を食べて～田沢湖～乳頭温泉郷～田沢湖 
  11日:田沢湖～日本海沿岸に出て～上越市～妙高高原 
  12日:妙高高原～長野市～松本市～中仙道経由～松阪市 
 
  ・およその走行距離は2200キロ。(メータ確認してないけど…) 
  ・入った温泉は4湯…津南、上山、乳頭温泉郷・鶴の湯、妙高高原温泉 
  ・食べて満足だったもの…稲庭うどん 
  ・後悔…山形で麦切りを喰い損ねた…宿題とします 
 
  詳しい日記はこれから書きます。早く書かねば忘れてしまう…。 
  でもお盆は忙しい。 
  よかったら読んでやってください。このメッセージに少しづつぶら下げます。 
  アクセサリーとして「ひまわり」の花を買ってきて、スピードメータとカウルの間に挟んで、ちょっと満足である。ひまわりのGSXを見かけた人はいますか? 
  さて、レポートをアップしますが、ほとんど個人的な日記なので、面白くもなんともないでしょうね。ま、私の自己紹介みたいなもんです。 
 
   8日:松阪市～中仙道～松本市～R19～長野市～R117～津南～六日町 
 
  <7日夜> 
  初盆で親父の精霊さんを迎えるため7日の夜は実家にいた。私のバイクの師でもある親父を半年ぶりに迎えお念仏をして、その後、わが家へ帰って就寝するので あるが、「超・ウルトラ・寝つき良好人間」の私がこの夜は眠れなかった。仕方ないので外のバイクに荷物を縛り付けて、あとは出発のみとしたが、それからも 時が闇の中で刻々と過ぎていった。 
 
  <8日朝> 
  気が付いたら夜が明け始めている。バイクを車庫からそっと引き出して、アイドリングをせずに出発する。予定よりも約30分遅れており5時半だった。新聞は まだ届いていない。今回の出発のテーマ曲は、MAXが歌っているRideontimeになってしまった。理由は…子どもが借りてきたCDの中にあって、何 度も繰り返し聞かされたからか。ラッパ吹きの私にとって、バッキングでラッパが鳴ってくれると演奏が耳に残る。よし、これで行こうか…ってことで、テーマ 曲はいとも簡単にMAXなっていた。 
 
  <春日井インター下のマクドナルドまで2時間> 
  そうです。何度走っても、どんな季節に走ってもマクドの前までは必ず2時間で行けてほとんど誤差無し。そこからはR19号を快適に走行する。ここ数年間 は、R19を避けて飛騨街道や白川街道、または奥三河の方面などを走ってバリエーションをつけていたのだが、信州方面へ何らかの事情で急いでいる折には、 時間が計算できて最短で道も広いR19を昔のようにまた使ってしまうようになった。近ごろは道路も整備されて走り易い。 
 
  <中仙道～賎母～塩尻～長野市郊外> 
  「賎母の道の駅」が最初の休憩地点となった。お盆の帰省の車も疎らで、駐車場にはまだ定期便のトラックなどが多い。(これが後日だとマイカーばかりに変 わっていた。)恒例になりかけている「くるまや」のお蕎麦を昼食として、今回は本店ではなく国道店?で賞味する。おお、なるほど、本店とはまた味が違う わ。>食べてみてください、皆さん。塩尻の手前でアルプスグリーンロードに入り、梓川沿いの道路へと右折したあとR147をほんの少し北に行ってか ら豊科インターに行くたんぼ道へ。快適に距離を稼いでいく。トラックが多そうだけど何だか急に懐かしさがこみ上げてきて長野市までのルートにR19を選ん でみた。時間があれば大岡村に寄り道をしたいのだが…そんなことをしていたら東北へは辿り着けない。アップダウンのないなだらかで単調な国道を流れに乗っ て走った。長野市郊外のバイパスは走り易くなっていてびっくりした。この後、一気にR117まで抜けて行けてしまった。 
 
  <R117> 
  こんなに広くて快適な道じゃなかったような気がするが、新しく出来たんだろうか、道を広げたのだろうか。以前に走った時は、信濃川沿いの山と河川の境目を クネクネといつまで続く道で、新潟県の看板がとても待ち遠しい長い道だったように記憶するが。信濃川を横目にみて、まだまだ上流でありながらその水の豊か なことに感動し、河岸段丘のスケールの大きさに目を見張っていた。そんな新鮮なときめきで川沿いを下った昔を思い出しながら、やはりバイパス道路ができ て、それを走っているのかも知れない…と勝手に納得しながら新潟県を目指した。野沢温泉ってこんなに遠かったっけ…。 
 
  <新潟は雨があがって晴れ始めていた> 
  栄村の道の駅で大休止をとった。夏休みだからか、高校生くらいの可愛らしい娘さんがとうもろこしを売っている。そばに居るのはお母さんか。親子でこういう 仕事を体験できる事は羨ましい。お母さんが話す言葉にすこし訛りがあるが、娘さんはサラリとして言葉も田舎臭くない。時々、恥ずかしそうな大声で「とうも ろこしはいかがですか」と呼んでいる。 
 
  <津南の温泉> 
  名前を忘れてしまったが、公共のクアハウスのようなところが国道沿いにあった。津南の真ん中あたりです。水着を着て入る施設かと思って尋ねたら、お風呂も あるということで、早速、500円を払って入った。なかなかイイお湯で、少しぬるくて長湯の人には嬉しい温さだ。幸い人も少なく、年間利用券を持っている 地元のおじさんと二人だけだった。もともと二、三人程度しか入れない広さだから、混雑している時じゃなくてほんとうに幸運だった。お湯は、ヌルヌルですべ すべのお肌になりそうな泉質。匂いもほとんどなく色もほぼ透明であった。得した気分で野営場を探し始めることができそう。 
 
  <六日町YHのキャンプ場/無料> 
  ここって、絶対に赤丸★チェックのキャンプ場だと思う。あまりメジャーにしたくない。雨が降っていたらYHに行けばいいのだし、お天気なら野営でいい。街まで下りてジャスコで買い出しをして夜を過ごす。少し時雨るが、朝には晴れ間が戻ってきていた。 
 
   9日:六日町～村松町～R49～喜多方～米沢市～山形市 
 
  <北へ走ろう> 
  六十里越え(R252)を経て会津若松を目指そうとしたが、峠のトンネルが不通だという電光表示があった。やっぱし…と瞬間に思った。仕方なくR290を 回ることも考え、守門SL温泉方面に回ってみるけど、こちらも守門村の峠のトンネル付近で土砂崩れ。近くのGSで訊ねたらバイクは可能と言われて来てみた けど、ブルドーザーに阻まれて(作業の邪魔をするわけにもいかないので)さらに迂回をする。村松町を通ってR49へと出た頃にはもうすでにお昼を過ぎてい た。途中で一面のひまわりの畑を見つけた。やや気持ちが急いでいたのか、止まらなかったのを後悔する。喜多方でラーメンを食べること(実現すれば3度目) も考えていた、しかし、お腹が減り過ぎてヘトヘト。思わぬ迂回で精神的に疲れたのか。三川村の道の駅(まだ新潟県です)でラーメンを食べた。ああ、この時 点で喜多方ラーメンはなくなった…けど、この道の駅のラーメン、結構、美味しかった。 
 
  <喜多方郊外～大峠～米沢市へ> 
  喜多方の街外れで眠くて眠くて仕方がなく、道端の公園のベンチで横になった。植え込みの間から顔に陽が差し込んで眩しくて暑い。しかし、そんなことなどか まっておれない。すぐに眠ってしまった。時計を持ち歩かない習慣の私であるので、横になった時刻をチェックしなかった。何分ほど眠ったかもまったく分から ないけど、1時間ほど眠ったような気分である。実際に陽光はかなり傾いたように思う。さて、大峠を越えよう…。その前に峠の麓にある道の駅の案内所で東北 の「道の駅ロードマップ」を頂く。申し出ないと貰えないが、そういうものが存在することは知っているので「東北全体が載っているマップをください」と言っ て頂いた。これが重宝なんですよ…とツーリング部屋でも何度も紹介してきた。もしもの時の野営地を道の駅にしようという考えもある。それぞれの道の駅の施 設の規模や写真が一覧で掲載されてあるのが心強い。 
 
  <上山温泉> 
  駅前のタクシーの運転手さんに共同浴場を訊ねた。「下大湯」というところを紹介してくれた。下大湯が「湯舟も一番大きいから」いいでしょう、とタクシーの 運転手さんは話す。実際に湯舟の中で年輩の人に尋ねると、他のお風呂は半分程度だそうである。話しかける人、皆さんが、訛りのあるアクセントで応じてくれ るのがとても嬉しい。でも、正直を書くと、下大湯(しもおおゆ)と運転手さんが言ってくれた時、きちんと聞き取れず浴場の名前はその場に着いてみてなるほ どと感心した次第である。さあ、お湯に入ろう。熱いともっぱら評判の上山温泉のお湯だ。髪を湯で流したいので洗髪料(全部で200円)も払って入る。自衛 隊の車のナンバープレートくらいある白いプラスチック(アクリル系かな)の板を渡してくれる。洗髪料を払った人の目印で、板の先には蛇口のコックが縛り付 けてある。これをお湯の蛇口と水の蛇口の交互に差し込んで調節する。洗髪料を払っていない人は蛇口を回せないのでお湯が使えない仕組みになっている。それ にしても、この板切れはでっかい。(何だかとても恥ずかしい)泉質は含石膏食塩泉で、透明で少し匂いがするような気がした。建物もボロく、シャワーなどな い。ほとんど銭湯の感覚のお湯だった。 
 
  <山形YHへ> 
  お風呂からあがったら、もう日が暮れかかっていた。夕飯を済ませてYHに入る予定なので、メシ屋の看板を探しながらゆっくり走り「ガスト」があったので 寄った。全国標準化された食事はちょっと嫌な気がするものの、冷房の効いた部屋でゆっくりと地図を見てコーヒーを飲んでみるのもいいか。夜景は見降ろすも のと思っていたが、なるほど蔵王の夜景は見上げると綺麗である。山の上に連なる光の帯を見ながらYHに向かった。山形市方向では大きな打ち上げ花火が上 がっている。 
 
  10日:山形市～尾花沢～山刃伐峠～鳴子～鬼首峠～小安温泉郷～稲庭うどんを食べて～田沢湖～乳頭温泉郷～田沢湖 
 
  <さらに北へ> 
  山形YHの食事は、ガイドブックの口上でも自慢しているように、手作りのジャムが数多くある。朝食は食べ放題のバイキングみたい。でも、冷たいコーヒーと かトマトジュースだけあればいいほうなので、もしも今度利用するなら素泊まりにするかな。10日の朝の時点では、どこまで走るかを決めていない。頭の中に は栗駒山、小安峡、稲庭うどん、乳頭温泉郷などのキーワードがある。今年は涼しいぞ、と思いながら、ただ、ひたすら北を目指して快適なバイパス道路を走 る。 
  行くあてのないひとり旅。少しセンチな気持ち(理由は秘密)なんですが、頭も冷やしたいし、距離を走って自分を虐めてみたいような気もするし(私って変?)「さあ走るぞ～」というひとりごとばかりを繰り返している。 
 
  ゆくあてのない道　夏に北へゆく　　　〔ねこ〕 
 
  <山刃伐峠> 
  二年ぶりに訪れた。何もない峠である。奥の細道のクライマックス…なんてふうに道案内には紹介されている。あれれ、このあたりを記述する部分は至って簡単 で、とてもクライマックスとは思えなかったような記憶があるが。しかし、淡々と旅をしてきた芭焦が、ここを越える時はちょうど梅雨のさなかで、蒸し暑い日 もあったかも知れない。東北地方は、ひとつひとつの山のスケールが大きいけれども、簡単にバイクで越えてしまえる私にはその時代の気持ちはわからないだろ う。雑木林の中に古道の石段が残る。少し踏み込んで道草をして遊んでいる間も峠(旧道)には人影さえ上がってこない。松島や平泉よりも、ここに佇む方が何 よりも芭焦に近づけるような気が私にはするのである。 
 
  　>>山刃伐を芭焦と越えた夏の夢　　〔ねこ〕　　　(本にも載ったんだよ～ん) 
 
  と、一昨年に詠んだ時とは、また少し気分が違う。蝉の声も耳にとまらないほど静けさだけを選別して味わっている自分がそこにあった。山々の遥か向こうに人里がある。 
 
  <鬼首峠> 
  三度目かな。新道路が開通して初めてである。工事中のところを見降ろしながら2年前には狭くて長い峠を越えたのを感慨深く思い出す。道を開発し自然を破壊 することと、雪の深い冬でも人々が苦労なく往来ができ生活にゆとりが出ることとのジレンマを考えながら越えた峠である。ゲートが閉めてあり旧道への侵入は 不可能だ。県境のトンネル付近で山の中腹を見上げると旧道の道筋が見える。落石防止のシェードや路肩崩壊予防のコンクリートの打ち込みなどが緑の木々の中 へ二次曲線になって延びて、痛々しい。何度も落石や崩落を繰り返しながら、旧街道は人を通してきた歴史があるだろう。よくぞこんな道をつけましたと言わん ばかりに、この断崖の各所に地肌が見える。やがて、その小さな傷跡も逞しく茂る木々にのまれて消え隠れていくのだろう。峠という言葉さえなくなってしまう 日がいつか来るのかも知れない。 
 
  <小安峡界隈> 
  このあたりをベースにして、ゆっくりと秋田県や岩手県、宮城県を走りたいと願うが、今回も通り過ぎるだけとなってしまった。印象は、思ったよりも人も車も 多かったことで、「とことん山キャンプ場」などは温泉もあるので、栗駒山やら川原毛地獄、泥湯を回るのには最適だろうな。また宿題を作ってしまった。 
 
  <いよいよ稲庭うどんを食べる> 
  地図を何げなしに眺めていて、「稲庭」の文字を発見した時は、声に出して驚いた。こりゃあ行かねばなるまい。日本三大うどん(讃岐、水沢、稲庭ってホント かな?)で、まだ食べていないのはここだけである。こだわりの虫が急に騒ぎだして私はここまで走ってきたのである。「佐藤養助商店」という看板が目につい てバイクを止めたら、そこは製造行程の見学コースでうどんを喰わせてくれるところではなくいらしい。しかも、お姉さんの説明では、この有名うどん屋さんの 食堂部門のうどん屋さんがそばにあるらしいが、この日は定休日で喰えないという…。ショッ～ク!。　でも、可愛いお姉さんが「草月」という店を教えてくれ てそちらに急いだ。730円で稲庭うどんを食す。いやあ、遥か秋田まで来た甲斐があったよ。しょうがの効いたダシが旨い。スパゲッティー程の太さの麺もコ リコリ・シコシコとして、感触を楽しむ人にはこの上ない味ではないだろうか。 
 
  <鶴の湯(乳頭温泉郷)を目指す> 
  うどんを食べている隣の席で地元の人がカレーとラーメンのセットを食べているという面白い店だった。その人にこれから田沢湖に行くのだと話したら農道があ るから…と教えてくれた。それだけ知っていればあとは地図でそれらしい道を探して走るのが楽しい。話し掛けてくれる言葉がまったく聞き取れなかった交通巡 視のポリさんの道案内を受けたりして、少し迷いながら二時間ほどで乳頭温泉郷下まで辿り着いた。この前は「黒湯」入ったので今回は鶴の湯を目指す。 
 
  <鶴の湯> 
  黒湯に来た時は雨が降りそうな天候だったということもあって、国道から上がってくる道の周辺の景色は前回にはまったく見えなかった。車も人も霧の中。人の 影も少なかった。しかし今回はお天気は上々で、沿道の景色も想像とまったく違う。リゾート化されていて驚く。鶴の湯に向かう車も絶え間なく、ダートの土煙 は鎮まることもない。まあ、当然ながら脱衣場にも人が溢れている。無色透明だと何かで読んだ記憶があったのだが、それは私の間違いで、白濁のお湯だった。 露天風呂では、お尻の砂利の中からブクブクと泡と一緒にお湯が上がってくる。 
 
  <田沢湖YH> 
  国民宿舎と一緒になったYHである。風呂は同じで、建物が区別してある。何というか、今時、こんな風呂でこんな建物だったら、そりゃあ確かに当日に問い合 わせても空き部屋があるわなあ…と思った。15年ほど前にも泊まっているが、駐車場が舗装されただけで、YHの寝室までのあの長い迷路のような廊下は変 わっていない。天気が良ければ湖畔でキャンプ、雨ならYHというのが最善の策であろうか。 
 
  11日:田沢湖～日本海沿岸に出て～上越市～妙高高原 
 
  <麦切り、食べなかった!> 
  田沢湖を出て、さてもう家に帰ろう…と急に思ったの。日本海沿岸をどんどこ走って行けるところまで行って泊まって、また走ろう、と思った。別に深い理由が あったのではない。うどんを食べて温泉に入ったら、帰りたくなった。日本海で発生した低気圧の影響によるお天気も気になるし…。そういう訳で道草も喰わず に、一気に南下したら、麦切りを喰うのを忘れていました。宿題、またひとつ。 
  <道の駅「にしめ」で、飛島から帰ってきた女性チャリダーと話す> 
  帰り道には何の華やかさもなかったのだけど、この道の駅で言葉を交わした彼女たちは可愛らしい子だったな。「飛島」の海の綺麗なことを話してくれた。これ から秋田まで帰るんだそうです。自転車は、かっこいいなあ、と言うと、バイクの方がかっこいいですぅ…なんて言ってたな。今日は秋田から長野までというと 驚いていました。 
 
  <ピースが多い> 
  新潟方面に向かって走っているとバイクが多くピースをすると返ってくる。不思議な道だな。関越道で関東から一気に新潟まで来るからだろうか。確かにひとつ のアプローチとしてこの国道を利用するのは正解で、車の流れも良く快適だった。鳥海山に寄り道をして、また南下を開始。 
 
  <一気に妙高高原YHまで> 
  3時過ぎにYHに電話を入れたらOKだった。行ってみて納得だった。お風呂は温泉で良好なのだが、部屋にある扇風機はコンセントを入れても回らない。同室 の部屋の人がいじっていた結論ではヒューズが切れている…って。あれれ、扇風機にヒューズなんてあるのかい。機械その物が壊れているんと違うのかな。話を 聞いて触っても直りそうになかったので諦めた。枕元の蛍光灯も管が入っていない。 
  夕飯は頼まず素泊まりにしたせいか、ご主人の接客の愛相がめっちゃ悪い。これも同室の人の意見と一致している。おまけに、夕食を食べた人の評では、今までのYHで一番最低だった…なんて言う。 
 
  <妙高高原のYHは温泉です> 
  ここは旅館のYHで、お風呂は温泉。泉源がどうやら熱いらしく、水が出しっぱなしだった。少し黒っぽく汚れたような感じの色のお湯だが、ほぼ透明だった。赤倉には、無料の露天風呂があるそうで、同室の人は一足先に行ってきたそうです。これも、次回へ持ち越し。 
 
  12日:妙高高原～長野市～松本市～中仙道経由～自宅 
 
  <ついに雨に降られた> 
  朝、雲行きが怪しいなと思ってYHを出たら、長野市に着くまでに土砂降りに見舞われた。車がライトを点灯しなくてはならないほどの暗くなって、寂しく怖い R19号だった。お盆の帰省が始まっているのだろうか、道の駅などの駐車エリアには乗用車が溢れている。まあ、その割には渋滞もなく、まったく予測通りに 帰って来れた。帰り道のことで特に何かを書き留める事もない。 
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秋を探しに
<木曾路・飛騨路>
98.10.24-25(SAT-SUN) 
 
前夜からバケツをひっくり返したように降り続いた雨が明け方には少し緩やかになったような気がした。静まった暗がりの中で思わぬ期待が膨れ上がり急ぎ足で 居間に下りてテレビをつけた。なかなか天気予報が始まらないので苛立つ。やっと画面に現れた予報では午後から秋晴れになり日曜は快晴だと報じている。朝日 が差して部屋が真昼のように明るくなったような幻想的な気持ちになってガッツポーズを繰り返した。土日がダメなら月曜日に休んでまで行く決意をしていただ けに11月初旬に休暇を取れるチャンスが残った。 
 
通過点の名古屋界隈でもお昼過ぎに晴れ間が出るというから、たとえ太平洋側で少し雨が残っても出発したい。木曾旅情庵YHまで6時間として遅くとも10時 頃には家を出よう。現在はまだ降っているけれどそのうちに雲が切れて…と夢のように旅の筋書きを描いてみるが、一向に雲は流れず、雨もやまない。10時近 くなっても空模様に変化がないので思い切ってカッパを着て家を出た。道を歩いている人たちが傘を差さずに歩いている程度の雨で、四日市から名古屋あたりま で来ると路面も乾き始めたていた。 
 
ただ、思ったよりも寒い。こりゃあ、もしかしたら…と嫌な予感もよぎる。木曾路に入ると青空が雲間に見え、秋の気配が山肌に漂うような気配はあるが、今ひ とつ赤くない。高度がまだ低いわけでもない。いつもの時期なら恵那から中津川あたりの山でも十分に赤く色づいているはずだから、何か異変が起こっているの か。 
 
走りながら色々と考えて導き出した私の結論は、今年の紅葉はいつもの年ほど素晴らしいものではないかということだった。雨があがって雲が切れ、青空の中に 少しずつ散り散りになってゆくとそこには木曾駒ヶ岳の勇壮な姿が私を迎えてくれた。今年になって二度目くらいの冠雪だろうと地元の人は話す。それでも遅 い。紅葉もこのまま終わってしまうのか。雪面との境目、山の地肌のあたりが本当ならもっと過激に赤いのであるが、今年の紅葉は絵の具を洗う水が汚れてし まったまま色を塗り続けたようにどんよりとしている。 
 
そんなことを考えながらぼんやり走っていたら木曾旅情庵に着いた。木曾の古道の景色は私の記憶を虐めるように私の思い出をチクリとやってくれる。川の水の かさがちょっと増して白いしぶきが激しく飛び散っただけで私はセンチになれる。そんな気持ちで宿に着き、裏口のガラス戸を開け食堂にいる奥さんに「バイ ク、屋根の下に入れてもいいですか?」と尋ねた。旧知の間柄のように「どうぞ」と答えてくれて私はこのYHの宿泊人になった。 
 
旅情庵の玄関からは御岳山の頂上こそ見えないが、その山の広く長く延びる裾野の一部が見える。今ここで山の頂きが見える必要もない。木曾の谷にうっすらと 張りつめる霧の向こうにモノトーンになった三千メートルの尾根が青空との境界線を斜めに引いているだけでいい。何の変哲もない景色であろうが、こんな一級 の景色を持った宿に泊まれるのはある意味では幸せだ。夕焼けが裏山の崖の紅葉をやや赤く染めている。 
 
山の麓の宿はすっかり冬仕度をしていた。ストーブに火が入りこたつもセッティングされている。何よりも、そういうそばにいて話が弾むと暖の有難みを感じる。思ったよりも冷えきって疲れたのかも知れない。消灯時間を迎える前に部屋に入った。 
 
朝はまた違った景色を醸し出してくれる。たんぼの畦道の枯れた草木には露がめいっぱい付いている。駒ヶ岳のほうの山の斜面を眺め上げると目をどれだけ細め ても白く眩しく輝く朝日が私たちのいる所を照り降ろしている。なんていい天気なんだろう。見える限りの空に雲はない。 
 
昨晩、暖炉のそばで話をした大阪からやって来たひとり旅の女の子は、夜明けの頃に起きてYHから30分ほど歩いて登った所まで早朝の景色を見に行ってきた という。絵はがきにあるような雲海が木曾の谷に立ち込め、その向こうに御岳の姿が見えたことだろう。バイクに乗る私よりも徒歩ダーである彼女の行動力の方 が積極的だった。 
 
晴天に恵まれた日曜のメインルートは、御岳山の麓の開田村から柳蘭峠を越えて濁河峠、大平展望台を回って小坂町の道の駅方面に走り抜けることである。 
 
国道19号には気温9℃という表示がある。家族に約束してきた秋の味覚「栗きんとん」を買うために木曽福島の和菓子屋さんに立ち寄った。ご主人がバイクだ ともう寒いでしょうと話し掛けてくれる。そうですねと応えて、今年の紅葉はちょっと例年より綺麗じゃないねという話に変わっていった。往路で恵那の知人宅 に寄り少し昔話をして道草を食っていた時に「栗こもち」というのも有名だと教えてくれたのをしっかりチェックしていたので、その店で「栗きんとん」と「栗 こもち」を買って開田村に向かった。地蔵峠旧道を越える時に見えた真っ白い御岳の姿は、旅情庵のある木曾駒高原側から見るより一段と大きい。これからぐる りと御岳山をまわりながら見上げる勇姿は、この地蔵峠からの御岳の姿をだんだんズームアップし、百変化していった。 
 
開田村の木曾馬牧場に寄った。数年ぶりに訪れると周辺が整備され、新しい事務所や室内乗馬施設ができ、勢いを感じる一方、木曾馬に賭ける村の人々の意気込みや使命感、情熱が伝わってくる。 
 
九蔵峠で御岳の裾野を見下ろし、「高原食堂」で新蕎麦を食べた。高原食堂は何度か過去に来ているが、閉店中でチャンスがなかっただけに、この日は満足のい く味を楽しめた。寒さのせいで暖かい蕎麦にするかと迷ったが、思案の末、ざる蕎麦(二枚)を注文する。900円。旨い旨いと連発して喰ったことは言うまで もない。 
 
小坂町から飛騨街道に抜ける道路を御岳開発道路とかパノラマラインと呼ぶらしい。柳蘭峠までの道路の拡幅工事は訪れるたびに進化して綺麗に舗装が済んでい る。スキー場を造って観光客を誘致する方針だろう。温泉があり滅多にお目にかかれないスケールの大きな景色もある。残念だが、開発をする事もしかたのない ことなのか。 
 
白樺の林、ブナやナラの林を縫って走る。バイクが予想以上に多い。こちらの紅葉も残念だがお世辞にも綺麗とは言えない。そうこうしている間に枯れ葉が路肩 に積もりはじめて、やがて冬になってしまうのだろう。御岳山の頂の雪は真っ青の空に映えて一段と白い。なんて奇麗な姿の山だろうか。決してスマートでない ところがいい。 
 
ここらあたりを信州と書いたら違いますよとツーリング部屋で指摘を受けた。峠越えリンクではそういう議論をするつもりはなかったのでタイトルを修正するだ けにとどめたが、来たついでに木曾福島で人に尋ねてみたら、長野県は信州だが峠を越えたら岐阜県で、柳蘭峠付近から西へ県境を越えたらもうそこは信州とは 言わないのだそうだ。ううん、やはり紛らわしいことを書いて一部の峠越え読者の人に迷惑をかけたかも知れない。(陳謝:関連タイトルは修正済み) 
 
小坂の街まで下りてきたら道の駅がある。初夏に逆方向から通り掛かった時、開店の前日で準備中だったので今回は寄ってみた。何をするわけでもない。みたら しだんごと五平餅を食べて少しくつろいだだけである。みたらしだんごは醤油味で、高山で食べたものと同じ味だった。しかし値段は高山市内の半額以下。五平 餅はゴマのたれで、これも美味だ。もし行く人があればぜひご賞味を。何もないけどなかなかいい感じの道の駅だった。 
 
帰路で下呂温泉に入る事にした。河原にある露天風呂は無料で数名の先客が湯舟に浸かっている。というか、子供連れの家族の母親が傍で佇み、子供はプール状 態でお遊び、お父さんは温泉気分満喫ってところか。泉質は非常に良い。近くにある明宝温泉と非常に似た肌触りで美肌系のお湯である。温泉ファンには逃せな い。まだの皆さんはぜひともどうぞ。 
 
2009年2月 8日 (日曜日) Anthology 旅の軌跡 
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浜坂YHへ
(1998年)(但馬海岸)山陰
◆まえがき
98.10.3-4前に「ホタルイカ」を賞味できるYHということで紹介をしたのを記憶してられる読者の皆さんもあるだろう。実際にお出かけになった人があるかも知れない。美味しい料理、可愛い奥さん、気さくなご主人。上級のYHだと思います。
そこへこの日、やっと念願が叶って、行きました。一部の皆さんには「浜坂行き」を告白しながら、私が多忙で行けなかった間にそういう皆さんが行って来られてジレンマに陥っていた状態で、悔しかったけどやっと気が晴れました。(ご主人にも奥さんにも会えましたしね)
​
はたして、浜坂は山陰なのか…とふと思いながら、京都府の日本海沿岸区域に近いし、鳥取県にも近く、実際、「日本海新聞」という地方紙がYHにあって、山 陰色が強い。閉じ込みのダイエーの広告は鳥取店を対象としているようだが、しかし、山陰と呼ぶに(個人的に)そういう雰囲気を感じることができない面もあ る。そんな所にあるYHです。
何も特別なものは無い。しかし、惹きつけられるものがある。もう一度行きたいという願いが心から離れないのは、YHの建物が新しいわけでもなく、周 辺に興味のあるイベントや風景が溢れいるわけでもない。心のこもった料理を出してくださるご夫婦に何だかもう一度お会いしたいだけなのかも知れない。
​
海は立派に山陰の海です。夕日もそうでした。今、11月のカニの解禁を密かに待って、パワーを発散する準備し心ときめかせている雰囲気です。カニで賑やか になる時より、普段の着飾らないこの漁村の姿の方が、素敵なような気がしてる。でも行ってないんだから、11月に行くべきかな…なんて。
​
◆さて​
書き始めましょう
今回、10月3日～4日にかけて、浜坂YHに泊まって、ミニ宴会?(になった)ツーリングをしてきましたので、簡単に報告します。
そうそう、今回の旅には「驚き」がひとつありました。
時々、忘れた頃に会社のアドレスにメールをよこす「ちゅん」さんが参加してくれる事になったのです。
(色付き切符をお土産にまで用意してくれて…)
​
彼女は、筑波に住んでいるので、まさか浜坂に行く企画には来ないだろうと思っていたら、どうやらむしょうにバイクに乗りたかったらしく(それだけでもないでしょうが)高速道路を飛ばして700キロとも800キロともわからないほど遠い所までやってきてくれるというのです。
彼女とは、京都インターで10時に待ち合わせました。私は「オ社」時代のバイク仲間・タカハシ君(♂:吉田拓郎を想像してと書いたら怒る?)をひとり誘って伊勢の地を7時過ぎに出ました。
彼女の方は、3時頃に筑波を出て、ほぼ私たちと同時刻に落ち合う場所にやって来ました。初対面の挨拶もそこそこに出発です。
◆京都から浜坂まで
私のバイクは慣らし運転中ですから法定速度を厳守するくらいの気持ちで行きたいのですが、このちゅんさんがホンマに筑波から来たのかどうか信じられ ないほど元気で、途中で現金振込約束を記載された色付き切符まで頂いたにもかかわらず、落ち込んでいる様子もなく、飛ばすわ～。​
(土日のツーリングが終わったあくる日には大型合格の知らせも届いた。余計に傷跡は少ないだろう。)
R9をまずまずのペースで飛ばしました。(法定速度内)　
登尾峠では、ああっという間に二人の姿が見えなくなって、出石町の郊外のバイパスでも追いつけず、豊岡と出石の境目あたりの川の堤防で一服中の二人にやっとの思いで追いつきました。
登尾峠は、トンネルの工事中で、やがてこの峠も幻となるのか。このあたりでは好きな峠なんだけどな。桜が綺麗な峠です。やはり冬の雪には勝てないのか、トンネルになった方が地元も潤うのだろうか。観光収入を期待するのだろうな。
◆城崎温泉から浜坂YHまで
城崎温泉の街中は、味わい深い風景だった。7つの公共浴場があって順番にまわるといいのだろう。しかしながら、1ヶ所が300円なので現実的には、 宿泊して外湯めぐりを楽しむ風情が得策だ。柳の緑が街の中を流れる大谿川の川面に垂れて、浴衣を着て歩いたらいいだろうなあ。ちょうど満月(仲秋の名月) もあと1、2日後だし…。
近くの売店の女性に訊ねてみると、最も皆さんがたくさん行きそうで露天もあると教えてくださった「鴻の湯」に入った。コウノトリが足の傷を癒したという最古の湯だ。15時開館ということで10分ほど並んで入場となった。混んでる風呂はあまり気持ち良くない。熱かったし。
城崎温泉の街中を抜けると志賀直哉ゆかりの桑の木のそばを通り、鋳物師戻峠を越えて但馬の海岸通りに出る。この峠は低くて短い峠だが、好きな峠のひとつで、走り下る時に優しさを感じる。
◆但馬漁火街道
但馬の海岸は波が高く、荒れていた。
この土曜日は、長く続いた雨があがって、やっと訪れた快晴だったし、風もなく雲もなかったので、気分が最高だった。それだけにまさかこれほど波が高いとは意外であった。
右手の海岸で波が白く砕け散るのをわき見しながら走った。そうか、もしかしたらこのあたりの海はいつもこんなに荒れているの?　そんなことはないだろう。
日本海あたりに不安定な気圧団があるのかも知れない。記念写真を撮るだけの休憩もしないで、ほんの少しだけ鎧駅に寄って、浜坂YHへと急いだ。何 故って、YHから見る夕焼けを逃したくなかったからである。「但馬漁火街道」というこの街道を思い思いの夢にYHに向かうのである。
◆浜坂YH
何だか、古里に帰ったような…。ちょいとオーバーかな。でも、ちょうど私たちが到着したときに地元の女子校生が遊びに来ていて、しばらく何かをして いたが、さようなら～と言って帰って行った。遊びに来ていたのだということは、そのあとで奥さんから聞いた。そういう独特の雰囲気が漂うYHである。
荷物を部屋に置いたら期待通りにまず缶ビールを一杯飲む。夕日が港の向こうの山に沈んで行くのが見える。秋の砂浜には人影もなく、なかなか味わい深 い光景である。そうこうしている間に、このYHのファンの面々が次々と到着する。今夜はバイクの人ばかり。ツーリング部屋でお馴染みの顔もあったから、嬉 しい。
夕飯は「お鍋」です。お鍋には海老が5匹以上入っていましたぜ。美味しいダシが出てビールも旨い。イカの刺身、あえものなど、おまけにおうどんも付けてもらって、懐石料理屋さんで食べたら3倍の価格はつくだろう。鍋の底が見えるまで食べました。誰も何も残していない。
食後は、真っ暗な水平線に並ぶイカ釣り舟や港の夜景を見おろせる裏山の公園?(城山)に連れて行ってもらって、まん丸の月も見ながら、旅の夜風に吹かれたのでした。
◆諸寄の朝市
10/4
朝市を見学に連れて行ってくださるというので、9時に諸寄港にみんなで出かけた。朝市を間近にみるのは初めてだったし、着飾っていない姿がいい。新 鮮な採れたてのお魚を目の前に、その雰囲気を楽しんでいる。ご主人がいろいろと解説してくださるんです。その間にも顔見知りの地元の人たちが声を掛けてこ られるのに応えたりしている。この人柄があの夕食につながっているんだなと感心したのでした。
◆帰りは若狭湾から朽木、琵琶湖大橋
雲行きが怪しい所もあったし、強風で倒れそうになった所もありましたが、雨にも遭わず、特別な渋滞のも遭わずに琵琶湖大橋を夕刻に渡り、ちゅんさんを筑波方面に見送りました。
◆あとがき
京都大阪からは手ごろな距離で楽しめるYHです。最近はライダーの人も増えつつあるようで、私も貢献してるのかな。
11月になったら蟹も解禁になりますから、グルメな皆さんにはちょっとメモしておかねばならない所かも。高速道路を使えば、東海地方の東部とか信州方面から、または四国方面からでも行けるかも知れませんね。筑波から来た人もいるんだから。
 
2008年8月20日 (水曜日) Anthology 旅の軌跡 
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GW:晴れのち晴れ<四国>〔レポート〕
初夏：冠峠
初夏の蓼科
信州経由東北〔激走2500キロ〕
御嶽山・木曽路
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GW:晴れのち晴れ
1999年：GW:晴れのち晴れ<四国> 
---------- 
 
<足跡> 
 
29日:松阪～和歌山…徳島～剣山～ものベ村 
30日:ものベ村～さめうら～瓶が森～石鎚～四国カルスト～梼原～宇和島 
1日:宇和島～四万十川～くれ・大正市～梼原～四国カルスト～R439途中野営 
2日:R439～R438～徳島…和歌山～松阪走行距離:約1300キロ 
 
 
<まえがき> 
 
出発の前晩に娘が洗面所の鏡の前にいた私の後ろに来て並んだ。いつのまにか背が私の肩を超している。旅に出る「ためらい」を少し感じてしまった。生まれたばかりの赤ん坊の時、母娘を残して北海道に旅立ったこと('89)があった。私は、悪い主人なのかも知れない。 
 
「雨、降ったらどうしようか…」と私が呟いたら娘が、「お父さんは雨男やからなあ…」と言ったあと、「(私は晴女やから)就学旅行の間は晴れやろう」と慰めとも激励とも解釈できることを言い、肩をポンポンと叩いた。小憎らしい。 
 
4月に仲人をしてれた伯母さんが亡くなった。その仕上げの法事が29日の夕刻からあったのに「ツーリングは天気次第なんやから…」と言って私の味方をして くれたうちのんの言葉を胸に言い訳がましく法事を欠席し(実際には私が出発したお昼頃にうちのんが欠席の電話を入れたと思う)、当日の朝に家を出る。これ を逃したら家を出れなくなる。明くる朝だと娘が就学旅行に出るから、それを見送る先にも後にも気持ちが弱り迷いが生じることは容易に想像がつく。長期予報 はしばらくの間、晴れだと告げている。 
 
そういう訳で、皆さんに感謝しながら、また、旅に出ることを許してくれる家族にも感謝して再び四国へ出かけてきました。 
 
 
さて、クイズです。 
 
今回の四国は今までとはひと味もふた味も違った。それは、どういう点で違ったでしょうか?三択です。 
 
(1)ステップ・スリスリ…四国的・長くて、細くて、曲がりくねった、峠道、山道を 
(2)カウル・スリスリ…四国的・峻険・山岳・林道での闘い 
(3)ほっぺ・スリスリ…説明は不要でしょうが、「ぎゃる」のほっぺらしい夢と混同してる? 
 
答は…。まあ、いずれわかるとして。 
 
 
話題が多くありすぎて前書きでは語れませんです。 
 
瓶が森林道も走ったし、維新の道も辿った。カルストでは嬉しい出来事があった。今までに行ってない峠にも行ったし、ライダーズ・インにも泊まってきた。 
 
極めつけ?それは、二人の女性の話です。ひとりは、四万十川のこいのぼり公園の前で立ち話をした、どこぞのアナウンサーさんみたいな雰囲気の女性。もうひ とりは、四国カルストの大野ノ原で地質調査をしていた大学4年生(本人は4回生といってましたが、私の出身では回生とは言わないのでよく分かりませんが4 年のことでしょう?)ともお話をしたのですわ。(工学者のねこさんが理学に憧れるロマンの話をたれてしまった。彼女はつまらなかったかな。私も昔に地学科 を受験したのだ。何故か不合格だったのがいまだに腹が立つが…)その子は愛媛大学の理学部の子だった。おーい、名前くらい聞いておけばよかった…。 
 
懲りずに、R439(東方面)も走ったよ。鯛飯も食べた。「大正市」でカツオも食べた。(特集をした号の)アウトライダーのコピーを持った子まで居ました。ミーハーでもいいから食べてみるのは、突撃ツアラーの必須条件。 
 
黄金週間のレポートの嵐のなか、私のレポートなんて、面白くも何ともないだろう。でも、四国の魅力をダイジェストで回りたい人は私のレポートを参考にして みてください。三泊四日。ひとつのヒントが出るといいですね。峠越えリンクや美味リンクにも書いていきたいと考えています。 
 
 
---------- 
 
晴れのち晴れ(2)<四国> 
 
<まえがき(2)> 
 
なんか、私のツーレポっていつも「まえがき」ばかりが書いてあって、本文がほとんど無いようなものばかりなんだな～。だから、いっそうのこと素直に「まえ がき(2)」とします。そうだ、ついでに誤変換を訂正しておこう。娘の「就学旅行」と書いたのは「修学旅行」のミスですね。もちろん他にも幾らでもあろう が、意味が通じればとりあえず許してください。さあ、続きです。 
 
今回のツーリングは晴天に恵まれて、とても幸運でした。今までは必ず(100%)カッパを着なくてはなりませんでしたが、今年は雨とは無縁で帰って来れそ うです。予想によると、3日頃から雨だという。そして5日の子ども日は晴天が戻るのか。94年の九州の時の天候パターンと同じかな…なんて思いながら荷造 りをしたんです。うちのんには3日分の下着を用意して欲しいと頼んだりしてるので、やっぱし潜在心理として早めに切り上げてくるつもりだったんでしょう ね、自分でもこういうところは曖昧だったりします。(メモ:実際にこの日記を書き始めた3日は晴れ、4日は朝から雨。でも5日は晴れるか) 
 
もうひとつ。大誤算というか、大きなミスをした。衣類を持つのをケチったことだ。きちんと計算通りに巡ってくる天気の崩れと、連日の晴天での暖かさ、革の ツナギはお風呂での脱衣などが面倒、テントの中での着替えも荷物として持てない…などの理由でツナギのズボンだけ履いて行ったんです。上衣はシャツとト レーナ、3シーズンのジャケット…。これでは寒いわなあ。去年まではトレーナーの上にツナギを着てさらにジャケットでしたから。革が一枚少ないことになり ます。しかも予備は持たなかった。 
 
それにしても、昔と較べると早朝出発をしなくなってきました。老化のせいか早起きは得意なんですけど、走り出すのに一歩が出なくなったというか、暗闇で そっと出発をするより、家族の顔を見てからでないと出られなくなったというか。これは家族にも指摘を受けてます。いや待てよ、早く帰ってきたのもこういう ことと関係するのかな。 
 
そんなこんなで、29日の朝に出発となりました。 
 
(いよいよ、この後、本文に入ります)ねこさん 
 
 
---------- 
 
晴れのち晴れ(4/29)<四国> 
 
<松阪～和歌山まで> 
99.4.29-1 
 
出発です。本格的に荷物をKLEに積むのはこの旅が初めてだった。要領が悪い。積載性が高いので大ざっぱに積んでも幾らでも積めるのは良いのだが、後でカ メラが欲しい、手帳が…と思い付くものは大方、簡単には取り出せない所に入れてあった。タンクバックをリアシートに着け、デイパックをまだその上から載せ たので、重要な荷物を今まで通りタンクバックに詰めていたことが原因である。即座に取り出せないという不具合が発生した。他に荷物のない時はそれでいい が、荷物の詰め方や積載は最初から考案し直し今後の教訓とすベし。 
 
そんなことを考えながら、色々と荷造りの反省をしたり、これから走るルートを頭で絵描いたりしながら、走り慣れたいつもの道をトレースする。予測時間にほ とんど狂いが出ない。それを自分で納得する瞬間というのは何とも言い難い快感だったりする。高見峠も吉野の町も、R24もいつものように問題なく通過。 フェリーの出発時刻の約10分前にチケット売り場に到着した。それほど混雑してない様子で、口に切符をくわえて乗り場に急行。乗用車が半分ほどで出帆と なった。 
 
 
<船の中> 
99.4.29-2 
 
いつもなら海の向こうに霞む島々を眺め潮風に吹かれているのだが、どうしてか地図も見ないで眠っていた。漠然と剣山を目指して物部村に行けたらいいだろうなんて考えてる。こういうのを「KLE効果」というのかもしれない。 
 
 
<さて、剣山へ> 
99.4.29-3 
 
KLEに変えてから行く道のことであれこれと煩うことがなくなった。たいていの道なら走れてしまうので無頓着になったらしい。その分、気が付いたら行き止まりだったってことも増えたが…。 
 
これから剣山に向かうルートは、徳島市→勝浦町→上勝町→八重地トンネル→木沢村、とすることにした。四ッ足峠も土須峠も過去に通っているからというこ と、確かゾラさんのCB750でのレポートにこの峠が登場した時に行ってみたいと思ったことが大きな理由である。つまり、彼のレポートを拝読してからずっ と気に掛けていたこの地を訪ねる日がいよいよ実現する時がやって来たわけである。(→97年の秋のレポートなんだな。なかなか名作ですな。改めて読んでみ ました。読み入ってしまったわ。>ゾラさん) 
 
生コンのトラックの後ろについて峠道を上る。しかし、仕事でこういう峠を日に何度も往復する立場になったら、こんな私のように暢気に峠を楽しんでおれま い。乗用車だったとしても嫌になるような細くてきついカーブを次々とクリアして行くトラックの運転手さんの技術に感動しっぱなし。 
 
およそ四国の車のマナーは良いのはこういう道が多くお互いに譲り合わねば暮らしてゆけないからではないか。この後も走っていて気持ち良いマナーに何度も出会ったのは嬉しい。ちょっとマナーに味があると私は感じている。 
 
 
<八重地トンネル> 
99.4.29-4 
 
素晴らしい峠だ。特に、西側の景色は申し分ない。「四国らしい景色」としか表現できないが、谷が連なる果てに木沢村のパワーを感じる。徳島を出てからタラ タラと上って来たけれどトンネルを出て景色を見たら言葉にならない言葉?が次から次へと口をつく。独り言が連発して出るようになると調子がいい証拠だ。 
 
しかし、私はここを下って剣山スーパー林道を越えて物部村へ行こうと思い始めている。同時に予定時間に狂いが生じていた。予想以上にこの峠を越えるのに時間を要したからある。時刻は4時を回っていたかも知れない。徳島港を下りて2時間が過ぎている。 
 
トンネルを出て下り始めると尾根筋から谷へと一筋の道路が見えた。初めての四国の時に越えた土須峠からまっすぐ南下してくるR193である。久しぶりの対面に気持ちが揺れた。あの道が私を四国ファンにしてしまったのだから。 
 
 
<四季美谷を経てスーパー林道へ> 
99.4.29-5 
 
道路工事(時限通行止め)がやたらと多く、作業用の重機が行く手を阻む。バイクだけを通すなら作業車ごと動かす必要がないので、しばし機械を止めて脇を通 してくれることが多い。工事のおじさんに「物部村に行こうと思うんですが」と止まったついでに話しかけたら(この地方の言葉で)「今ごろからスーパー林道 に入ったらいつ出て来れるかわからない」と話してくれた。近道をすることを薦めてくれた。四季美谷を越えて行くのが一番近くて早いという。時刻と宿泊場所 を考えて、とっさに剣山林道は帰路で行こうと私は決めていた。 
 
 
<剣山スーパー林道・通行止め箇所あり> 
99.4.29-6 
 
四季美谷を越えてしばらく走ったらまた工事があって、やはり何気なくおじさんに世間話を仕掛けたら行き先の話になった。そこで剣山林道に入っても物部村に は工事で抜けられないことが判明した。幸運なのか不運なのか。R193まで引き返し、木頭川沿いに下り那賀川の出合橋まで行き、そこから四ッ足峠越えをす る。時刻は無常にも過ぎ、腹のすくことさえ忘れて私は走っていた。今日の食事は、出かけ前にポケットに入れたおにぎりを1個をやっとのことでフェリーの中 で食べただけだったので、物部村に行ったら何かを喰おう。 
 
 
<べふ温泉> 
99.4.29-7 
 
いやあ、四国屈指の美人系温泉のべふ温泉の前を通ったら寄りたい。でも腹が減ってるし、峠を越える頃からいっそう寒さが増してきたので湯冷めと寝場所が心 配だ。あまりの寒さのために、まず徳島市内でデニムの上着を買って着込んでいたが、それでも寒さは厳しく、すきっ腹には堪えた。 
 
温泉施設の近くに野営可能場所を見つけた。しかし夕食の材料を買い出すのに一番近い店は物部村の役場付近だそうで、夕食材の買い物をして往復したとすると 1時間ほどが必要になる。(べふ峡温泉施設のフロントの男性の話)悔しいけど、湯冷めも出来ないので、温泉には入らずに山を下り物部村のライダーズインの 近くまで来て、物産館で食事をして、その足でライダーズインの受付に寄った。 
 
 
<ライダーズ・イン・奥物部> 
99.4.29-8 
 
名前を募集したときに応募して落選した。ま、然るべき結果なのか、何であんなに素晴らしい名前を考えたのに落選なの?って少し思ってる。絶対に泊まらない からね…。そんな気持ちもなきにしもあらずだったが、背に腹は代えられないので受付に行って「空いてますか」って尋ねた。最初に「ハイ」という応えが返っ てきたけど、予約者じゃないことがわかり「満室です」って断れた。 
 
「少し下にあるアンパンマンワールドの近くの道の駅で野営は出来ないでしょうかね」尋ねたら「ダメと違うかな」と冷たい返事。仕方ないのでロビーで休憩を させてもらいながら世間話を受付の女性に仕掛け、今夜の野営場所を考え始めると「ロビーで…」とおっしゃる。受付の女性は天使のように見えてきたぞ。溢れ た人を見殺しには出来ないからか、簡易ベットで寝かしてくれると言う。料金は1000円+ベット料200円。 
 
自分の部屋を借りて温々且つゆっくりしてるのだろうと推測できる人たちがロビーへ酒を飲みに来たりテレビを見たりしにやって来てくつろいでいる。結構惨めであった私。でもお安いのは有り難い。ロビーの使用は満室の時に飛び込みの人があった場合に対応してるだけらしい。 
 
早々に寝ておよそひと眠りした頃、オーナーの人だろうか。ロビーの戸締まりをするために来られた。ロビーで寝ている私をみて細い声で「お客さん、キャンセ ルの部屋がひとつありますから、いかがですか、どうぞ」と声を掛けてくださった。「もう千円払いましたし…」と私が言うと「いいですから…、折角、旅に来 てるんだから…」とおっしゃる。旅の心を理解してくださったオーナーさん。ありがとう。お世話になりました。後日、宿泊した宇和島YHのPさんとこのオー ナーの方とを比較して、「旅心の触れ合いがどこまで分かって、それがどれほど重要か…」ということを終始、走りながら考え続けさせられる。宇和島YHのP さんの話はその場面で書くと思う。 
 
その夜は、この時期にしてはやや冷え込んだんではなかろうか。私の枕元に置いた温度計は明け方に見たら5℃近くだった。板間に寝袋だけで5℃だと少し寒 く、朝方に目が覚めて眠れなくなった。もしも、べふ温泉の前でテントを張っていたら、テントの中の温度はどんなもんだったろうか。そう思いながら、うつら うつらとしている間に夜が明け始めた。 
 
29日の夜に物部にいた人たち。寒かったよねぇ。 
<img  src="http://bike-tourist.air-nifty.com/photos/uncategorized/2008/01/25/scan0060.jpg" border="0" style="float: left; margin: 0px 5px 5px 0px;" /> 
 
---------- 
 
晴れのち晴れ(4/30)<四国> 
 
<物部村を出発する> 
99.4.30-1 
 
昨日の管理人の男性は、たぶん、オーナーさんだろう。隣の隣の部屋で自分も寝ていたらしい。朝になって事務所の鍵を開けにそこから出てきたから。愛想が素 晴らしく良くて、こりゃあ、私の口から「奥物部」を宣伝してもいいんじゃない…なんて考えてる。ほんと、好印象でこのライダーズインを旅立つ。オフロード 車が多く20台ほどのバイクの中にわずか2台だけがオンロード。剣山に来た人たちが多いのだろう。私はライダーズインが気に入ったよ。 
 
 
<早明浦ダム湖を経て寒風山方面へ> 
99.4.30-2 
 
眠れない夜中に月明かりの下でコースを考え続けた。維新の道を目指して須崎から東津野を目指すか、それとも瓶が森方面にひとまず行ってから南下して、カル ストを経て梼原に入るか…。結局の決断は後者で、早明浦のダム湖畔を走ってみよう、快適そうな道みたいだし…ということになった。このダム湖の湖岸道路も やはり四国の道だった。オンロードで法定速度のワインディング好きっ子さんにはお薦めできます。気分転換にもこういう道を走ってみるのがいいかな。でも、 ちょっと気分転換には長すぎるかな。ほんと四国の道はタイヤの隅々まで使わないと走れない。ステップまで減る。 
 
 
<瓶が森林道> 
99.4.30-3 
 
6割が舗装されてしまってる…と残念がる人もいます。確かに気持ちもわかるが、産業の発展のために貢献するなら仕方あるまい。走る前にはそう思っていたの だが、どうもこの林道は、観光林道を目指そうとしているように私には思えてならない。景色も素晴らしく多くの皆さんに開放することに反対をしたくない。し かし、これだけの大自然の中に排気ガスをまき散らすのを許すのは決して正しい判断とは思えない。排気ガスの少ない一定料以下のエンジンだけに限定すると か、環境対策車を選んでOKとするとか、斬新な方法で乗り入れを規制しないと石鎚山系の自然が危ないかもしれない。剣山と石鎚山。それら双璧は私を裏切り はしなかったのだが、自然を半耐久消費資源にしたらアカン。 
 
瓶が森から石鎚山への道も楽しい。オンでもオフでも楽しめる。 
<img  src="http://bike-tourist.air-nifty.com/photos/uncategorized/2007/12/08/kamegamori_2.jpg" border="0" style="float: left; margin: 0px 5px 5px 0px;" /> 
 
 
<石鎚からカルストへ> 
99.4.30-4 
 
1日に二つのスポットを一気に回ってしまうことになる。なんだか感動が薄れるようで、もったいないか。旧スカイラインは有料道路時代の石鎚スカイラインと 何にも変わっていない。走りながら昔見た景色を思い出している。不思議なもので、一度しか見ていないスカイライン周辺からの景色が再び走ってみて甦る。あ の時に何時間も昼寝をしたベンチ、飯を喰った食堂など、次々と思い出してしまう。 
 
 
<さあ、カルストへ> 
99.4.30-5 
 
R33号線に分かれを告げてR440号線に移る。この上り口の雰囲気がまたイイ。これといって何が見えるわけでもないが、これほど地芳峠ってよかったか な。R440に入ってからの上りってこんなに長かったっけ。記憶というのは曖昧であったりハッキリしていたり色々だ。初めて地芳峠を訪れた時は天狗高原か ら入って地芳峠を下って石鎚山に向かった。簡単に峠をパスした記憶があるが下りだけだったからだろうか。改めて上ってきて、いい雰囲気に満足。 
 
 
<天狗高原から> 
99.4.30-6 
 
またも初めての時の記憶を遡ってしまう私がそこに居た。過去の思い出を少しづつ辿り、美化されたものは一掃し、新しくなったものはインプットし直す。あの 時は天候に恵まれず霧のカルストだったかもしれない。ちょっとセンチになっている自分に「過去を忘れてしまうことも大事じゃないの」なんて言い聞かせて る。そんな独り言を繰り返していた。それにしても今日は雲ひとつなく、気候も昨日より少し穏やかである。だからいっそう嬉しい。ただ、バイクが少なくピー スのチャンスがあまりないのが寂しい。 
 
恋人同志と思われる二人が私にシャッターを頼む。ヘルメットを被ってから頼むので少し不機嫌に「いいですよ」とこたえた自分が嫌いだった。「二人はどちら から?」と尋ねたら香川から来たという。私がセンチメンタル・ジャーニーだからっていって妬いているみたいだったので、自分に言い訳しながら讃岐うどんの 話をし始めると人懐っこい顔でその美味しさの話をしてくれる。女性の髪が風に吹かれて顔を半分覆う。それを手でかきあげる時の涼しい顔がイイ。 
 
おいおい、天狗高原の雰囲気を何も書き留めていなかった。でもカルストの景色はツーリングマップルの表紙に載ってるからいいか。梼原の牛は褐色の毛であれは珍しいかもしれない。 
 
 
<東津野城川林道を見おろす> 
99.4.30-7 
 
カルストからR439に降りて行く道を国民宿舎の所から見おろしたら、まっすぐの道が山の中に伸びているのが見えた。昔の道が新しく広くなったんだと思っ て下ったらすぐにその道から外れて細くて曲がりくねった道の方へと標識が導く。じゃあ、あの道は何?後でわかるが、そう!あの道が「東津野城川林道」で、 全面舗装で2車線。有料道路みたいな道が出来ているから、驚いた。県境の方にさらにもうひとつこんな道があるんだな。もうひとつ、私のTMには名前が掲載 されていないが高研山トンネルの西から韮ヶ峠までの林道。何を考えてるんだろう。>森林開発公団さん 
 
 
<四万十川・源流へ> 
99.4.30-8 
 
雨の降りしきる中、矢筈トンネルを越えた過去を思い出す。源流までGSXで行くことを迷ったんだなあ。そのあとYちゃんはCBRで挑んだんだった。さて、 再挑戦だ。すっかり馴染みになってしまっているR439のこのあたりの道を快適にとばし、トンネルを抜けていざ源流へ。KLEは、耕運機みたいな排気音な のがちょっと気にいらないが、ダートもオンも万遍なくこなしてくれるので頼もしい。思ったより長かった源流までのダート(バイクを置いて歩いた人は片道1 時間くらいと話していた)を走り終え源流の碑の所まで到着。バイクが10台ほど、車も数台いた。少し佇みそこを発った。徒歩で25分ほどで本物の源流だ が、そこまでは歩かなかった。私にしたらこれで上出来だ。 
 
 
<梼原から宇和島へ> 
99.4.30-9 
 
昨晩が寒かったので、今夜は布団で寝たいと思った。カルストから宇和島YHに電話を入れて予約を取っていたので、梼原の「雲の上」に寄ったりしながら道草を食って宇和島にやってきた。 
 
 
<宇和島YH> 
99.4.30-10 
 
Pさんは、エンデューロ(ED)をやってるらしい。バイクのことになると結構、熱が入って、マシンの話やレースの話が好きな人ははまり込むでしょう。私は 旅人ですから、レースやマシンがわからず、ちょっと物足りない。いい人なんだけど、彼は少し無愛想なんだな。四国共和国に入会するときも味気ない説明とい うか、仕事中の公務員さんに道を尋ねた時と野良仕事のおばちゃんに道を尋ねた時の差のような…。慣れればリピータになるかも知れませんが、旅人の中には嫌 う人もいるかも知れない。田代まさしみたいな感じの顔の人っていうと思い出す人もあるのでは。美味しい夕食を頂いてのんびりして、体も温めて、その晩は ゆっくりした。 
 
そうそう、このYHはバイク置き場に気を配ってもらってある。屋根付き、ブーツ置き場あり、メットを置く棚もある。グルメの方は夕食も楽しみかも。私は大 食いで酒のみですから、松山YHで頂いた食事の方がボリュームがあったと思う。Pさん、表現が乏しいだけなんだろうけど、旅心をくすぐるような雰囲気がも う少しあればいいのにな…って思った。せめて出かけ前の私たちには声を掛けて欲しい。 
 
ねこさん 
 
 
---------- 
 
晴れのち晴れ(5/1)<四国> 
 
<四万十川を走ろう> 
99.5.1-1 
 
瓶が森やカルストでは、予想を裏切ってバイクが少ない。平日の土曜だったからなのか。昔と較べたらすぐに人恋しくなってしまう、そのくせソロだと自称して る…。弱くなった自分を嫌いになりながらも、まあいいか、四万十川の川沿いを走ってみよう。カツオを喰いに寄って、R439を経て定福寺YHへ…と算段を たてたが、実際は如何に…。 
 
 
<四万十川沿いはキャンプ適地の宝庫ですね> 
99.5.1-2 
 
西土佐村で支流の吉野川が本流に合流する。そのポイントの河原でキャンプをして、さてこれから…と思案中らしきひとりの女の子に話しかけた。いいキャンプ 場だったという。ちょっと石ころが大きいけど、人も適度にいてくれるので女性でも安心だっただろう。川沿いはキャンプ適地の宝庫である。彼女のようなヒッ チハイク?の徒歩ダーも数多くいるようだ。もちろん車の旅人も多い。 
 
 
<川沿いから迂回> 
99.5.1-3 
 
半家という集落あたりで迂回を強いられる。時限通行止めで急ぎの人は民家の中を縫うように走って、こいのぼり公園の手前まで行く。すごく得した気分であ る。快適道路もいいのだけれど、四国の民家の中のクネクネ道は、最高に情緒がある。去年、京柱峠で迂回をしたのを思い出した。 
 
エンジンを止めて、農作業をしている夫婦の人に声を掛けた。土にビニールをかけている。 
 
----それ、何ですか? 
----オクラだよ(地元のアクセントで) 
 
 
<こいのぼり公園> 
99.5.1-4 
 
狭い道からまた国道に戻ってしばらく走ると「こいのぼり公園」というのがあった。(公園の名前は後になって知った。)そこでひとりのジェベルの女性がバイ クを止めている。バイク乗りの人影があったので(しかもそれが女性だったから?)私はウインカー出して反対車線の彼女のバイクの後ろに止めた。----人 恋しくてね。話がしたくなりました。こんにちは。と言って話し掛けた。 
 
彼女はカメラを手に佇んでいた。カメラが好きで中古で買ったというFAを持っている。こいのぼりが頭上に泳いでいる。さほど記憶に残らない話をだらだらと して、エンジンも冷え切ってしまうぞ、というくらい長い話の後、お別れする。彼女は岩本寺を出て今日は宿毛YHへと行くらしい。 
 
うん、私らしさが戻って来たな…。そんなイイ感じ。 
 
四万十川沿いでは、ピースが飛んだ。オーバーアクションのピースも登場し、雰囲気が盛り上がる。 
 
 
<道の駅・大正> 
99.5.1-5 
 
今日はグルメで行こうか。ぶつぶつ言い始めた。やっぱし調子がいいな>私。おでんを喰う。テントでやってる店は、町おこしのグループの皆さんがやっ ているんだという話など、他愛もない話を(仕事の邪魔をなっただろうなと後で反省)しながら、「土佐のかつおを食べたいんですけど…」と切り出した。 
 
「くれ」に行きなさいよ、と教えてくれた。「くれの大正市」そういうキーワードを胸に中土佐に向かった。 
 
 
<大正市場@中土佐> 
99.5.1-6 
 
中村街道に4月に新しくできた道の駅があった。どのあたりだっけな。窪川を過ぎていたような記憶がある。そこの道の駅のテントで「うどん」と「鯛飯」を食 べた。カツオが待っているのに何と大胆な…。食べた理由はお店のバイト?の彼女が愛想が良かったからというだけの理由だ。折角だから、鯛飯の炊き方の講義 をしてもらって(と言っても雑談ですけど)「大正市」の情報も仕入れていざ大正市へ。 
 
「くれ・大正市場」というのが正しい名称らしい。地元の人は大正市というように呼ぶらしい。すこぶる分かりやすいところにある。バイクが何台も止まってい た。ひとりのライダーに声をかけ、バイクが多いね、と言ったら、アウトライダーに四国が特集されたと言う。この大正市場もその中にバッチリ載っており、コ ピーまで見せてくれた。バイクが集めれば気分が盛り上がるというメリットがある。そこで、四万十川の源流で昨日、出会った人に声をかけられて、はっと驚 く。いよいよ気分が高ぶる。 
 
商店街は意外と小さく、京都の錦市場みたいなのをイメージして行ったが、嵯峨野の公設市場みたいな感じ。乾物屋のおばさんは店の前に腰掛けて、ハエタタキで蝿を追い払っている。 
 
 
<岡村商店@大正市場> 
99.5.1-7 
 
イイ店があるんです…と店の名前を教えてくれたバイクの人がいた。昨日も買ってキャンプ場で食べて、今日もまた買って行くという。そのお薦めの店は市場の奥を更に曲がったところにあって、何とも寡黙なおじさんが包丁でカツオを捌いていた。 
 
----タタキが美味しいそうですね、はるばる食べに来ました 
----そう・･･… 
----立ち喰い、出来ますか? 
----ああ 
----タタキとナマはどっちが旨いですか? 
----どっちも旨いよ 
 
バイクが多いらしいですね、雑誌に載ったらしいから、というと息子らしい人がそばを通りかかりに、そうでもないかな…って相づちを入れてくれた。 
 
----ひと皿、いくらですか?と尋ねたら300円だと奥さんが脇からで教えてくれて、それを頂くことにした。さっさっと捌いて、大根を切って盛った皿にワサビをぬって、上から醤油をかけてハイッと奥さんが渡してくれた。 
 
----旨いなあ 
----そう感動する私に、気の利かない返事が返ってくる。親父さん。 
 
----何故なのかなあ 
----わからん(ほとんど語尾は聞こえなかったが) 
 
そのくせ、鯨が捕れる話をしたり値段が安い話などをすると(要するに明確な答がある場合は)ハッキリと、「最近は鯨が他の魚を食べるので捕れってことに なって、少しづつ捕ってる…」(一番長く話したのがこの言葉だったか)なんて応えてくれる。しかし、また行って喰いたいよって思わせる店でした。もし事前 準備をするなら、ご飯でもおにぎりでも買ってからいらしてください。 
 
 
<定福寺YHは休業中> 
99.5.1-8 
 
高知市街を避けて吾北を経てからR439を通って定福寺へ…と考えていた。電話を入れたら「喪中で…住職が無くなりまして。一度休むと再開が難しく…」残 念な返事だった。住職とは一度だけ話した。何だったか(環境問題だったか)の話を一緒にしたような記憶がある。合掌。 
 
 
<布施ヶ坂・道の駅> 
99.5.1-9 
 
電話を切った後、ミスコースに気が付いた。幸いなのか。何だかおかしいなあって思ってたら辿り着いたのは布施ヶ坂の道の駅だった。TMの同じページの上の 方(吾北)に行く予定だったのに、またもや梼原に戻ってきた。この道の駅、許可を得たら裏の芝生のあたりで野営も出来るらしい。茶堂が保存されている。 
<img   src="http://bike-tourist.air-nifty.com/photos/uncategorized/2008/01/25/photo.jpg" border="0" style="float: right; margin: 10px 10px 10px 10px;" /> 
 
 
 
<梼原> 
99.5.1-10 
 
天のお導きでしょうか。維新の道、竜馬・脱藩の道を、バイクが走れる部分だけ辿ってみることにしようと決断が固まってゆく。 
 
実は、出かけ前に書棚を探って昔の一冊の本を引っ張り出した。それは司馬遼太郎さんの「街道をゆく・27」であった。出発前日の少ない時間に大急ぎで走り 読みしても昔に読んだ記憶は戻らない。頭に何も残っていないが、気持ちだけは十分に熱くなっていたので、やはり、それが梼原に私を導いたのだろう。 
 
 
<韮ヶ峠へ> 
99.5.1-11 
 
関門旧跡の前でひと息ついて四万川から坂本川沿いへとバイクを進める。六丁なんていう在所がある。坂本竜馬の脱藩の道は、この在所を最後に県道から少し反 れるのでそのまま韮ヶ峠を目指す。高知ではミニバイクに乗った制服の女子高校生をたくさん見かける。このあたりでちょうど学校の帰り時刻だったのか、颯爽 と走り来る高校生とすれ違う。ピースをしたいのだが、我慢である。韮ヶ峠では、高研山トンネルの西から続いている舗装林道と合流する。林道といっても二車 線の上級の舗装道路だ。 
<img  src="http://bike-tourist.air-nifty.com/photos/uncategorized/2008/01/25/dappanimitisirube.jpg" border="0" style="float: left; margin: 0px 5px 5px 0px;" /> 
<img  src="http://bike-tourist.air-nifty.com/photos/uncategorized/2008/01/25/scan0064.jpg" border="0" style="float: left; margin: 0px 5px 5px 0px;" /> 
 
 
 
竜馬は、この峠から生まれた土佐の町を振り返ったに違いない。そしてこれからの時代への夢と大志を抱いてこの峠を下ったのだろう。桧の植林が整然とゆき届 いたこの山岳地帯の峰の面影がその昔と何等変わりがないことを想像すると、ひとつの歴史なんて自然の生命からしたらちっぽけなのかも知れない。しかし、そ のちっぽけな歴史を多かれ少なかれ動かしたひとりの人とその精神がこの峠で、もしかしたらある決意をさらに固くしていたのである。竜馬の脱藩は文久2年3 月24日。桜は七分咲きの頃だったと司馬遼太郎著「竜馬がゆく」には記載されている。 
<img  src="http://bike-tourist.air-nifty.com/photos/uncategorized/2008/01/25/scan0066.jpg" border="0" style="float: left; margin: 0px 5px 5px 0px;" /> 
<img  src="http://bike-tourist.air-nifty.com/photos/uncategorized/2008/01/25/scan0065_2.jpg" border="0" style="float: left; margin: 0px 5px 5px 0px;" /> 
 
 
 
 
<大野ヶ原へ> 
99.5.1-12 
 
カルストは、鶴姫平もいいが、大野ヶ原も予想以上に良かった。牧歌的というか、しぼりたて牛乳の看板が出ていたりして、趣がまた違う。カルストを東西に縦 走するつもりはなかった。大野ヶ原から柳谷村を経て吾川村、R439方面に行き、明日には徳島から和歌山に向けてフェリーに乗ってしまうつもりだ。どこま で走れるか、を気にかけながら大野ヶ原を下った。 
 
愛媛大学の理学部の学生さんに出会ったのはこの下りの坂道である。地層が露出している部分で何か観察をしているらしい。通りがかりの私は、初め、落とし物 でも探して困ってるのかと思ってバイクを止めた。何をしてるんですか?と問いかけたら、地質調査だという。地学のロマンの話を聞きたくて、エンジンも止め て急ぎのことも忘れて、彼女から話を聞かせて頂いた。 
 
最近では地学なんていうと地味な学問ですが、大いなるロマンがあっていいですね、理学は一歩、控えて見られますけど、私は好きですよ。今の時代は理学とか 哲学とかが大事なんですよ。ロマンを学んで研究できるなんて羨ましい…。私も話し出したら止まらなくなってしまった。古生代の火成がわかる…なんていわれ ても、ピンと来ないけど、いろんな話が聞けて感動の嵐であった。学部のWEBアドレス、聞けば良かった…。 
 
 
<さめうらキャンプ場まで> 
99.5.1-13 
 
大峠と郷ノ峰峠を越えて早明浦に向かう。何度も通って、その険しさや細さに驚きながらも、また通ってしまう。R439ってほんと不思議な魅力があります。 ただ、残念なのは、いつも急いで通るか、雨にたたられているので、ほんとうにゆっくりとトレースしてみたい。二つの峠とも拡幅工事が着々と進んでおり、も う数年後には快適な道路になってしまうのでしょうか。 
 
ダムの真下のキャンプ場に着いてテントを張ったら日が暮れた。夕食はチキンラーメン。 
 
 
---------- 
 
晴れのち晴れ(5/2)<四国> 
 
<さめうらキャンプ場> 
99.5.2-1 
 
このキャンプ場は、桜の花見をする公園って感じだ。トイレもあるが、ちょっと湿っぽいのと、蚊が多いことが難点だ。蚊取り線香がまさか必要になると思わな い。家に全部置いてきた。だから虫よけのロウソクが少しあるだけ。効果があるのかどうか、不明。酒屋やスーパーが近いのは有り難い。最初、この場所に来る 前に「道の駅・さめうら」の女性の方に野営をさせて欲しいとお願いをしたら50メートルほど離れた河原を薦めてくださった。その後すぐに私の地図を見なが らダムの下のキャンプ場も教えてくださった。スーパーが近いのでこっちにしたのだが。帰全山キャンプ場も棄て難いが、たぶん人気があるから、日が暮れるこ ろなら張れる場所も限られるだろうと思ったし、行って一杯でまた戻るのも煩わしい。 
 
チキンラーメンを食べて夕食とした後、少し飲んで横になった。明かりをロウソクに頼っているのは毎度のことだが、ここでひとつの大きな事件(ミス)を犯し た。ロウソクをその辺に立てたまま眠ってしまったのだ。少し酔っていたこともあろうが、もう少しで「丸焼け」になってしまうところである。夜中に目が覚め て目の前を見るとロウソクが倒れている。あれー、もしも燃えていたらテントごと丸焼けだった…。その後、怖くて眠れなくなってしまった。それでも、少しだ けウトウトして5時前に片付け始めて6時前にキャンプ場を出た。 
 
 
<R439> 
99.5.2-2 
 
キャンプ場を出てから「さめうら・道の駅」で洗面を済ませて、さあ、徳島港を目指して走るぞ。 
 
昨日、定福寺の息子さんと電話で話した時に、そちらから徳島までR439を走ればどれくらいですか?と質問してみたら、車で6時間をみておけばいいでしょ うと教えてくださった。私が乗ろうとしているのは徳島港を11時30過ぎころに出るフェリーである。11時に着くとして5時間しかない。定福寺とさめうら を30分としても4時間半で走り抜かねばさらに2時間後の船になる。和歌山に2時に着いて松阪に明るいうちに帰り着きたいという想いが私を走らせた?まさ か…。 
 
R439をマイペースで走りました。そういえば去年は京柱峠の西側斜面で思いっきり迂回路を走らせてもらって嬉しい想いだったが、今年は四万十川で楽しま せてもらった。京柱峠へ向かうルートは、結構、狭くて民家の軒も近いし、車にも時々すれ違う。峠の茶屋なんかで仕事をしてる人は毎日これを越えるんだなっ て思って走っていたが、途中で追い抜かせてくれたライトバンが茶屋の横に止まった時には、現実を見て複雑な感じ。だって、毎日こんな道を走るのはある意味 では拷問かも知れない。私が旅人であったことを深く感謝する。うどんの一杯でも食べれるといいのだが、タイムレース状態であるから先を急ぐ。 
 
 
<道草系を改めなくてはならないか…> 
99.5.2-3 
 
見ノ越まで48キロの地図が京柱峠にあった。見ノ越に着いたのが1時間後だった。そうすると平均時速48キロということになるか。そりゃあ、KLEのステップも擦りまくるわ。 
 
ただ、このバイクの場合、バンクが浅いのか、バンクさせ易いのか、乗り易いのかわからないが、やたらとステップを擦る。特に右の方が多い。右バンクは(高 校時代に右足に2学期じゅう休むような事故に遭い)苦手な方であるにも関わらず擦るというのは理由がある。簡単。右カーブの方が道幅分コーナーのRが大き いからスピードが出ている可能性がある。これは右も左も素直に乗れている証拠で、バイクの操縦性の良さを表していると思う。そういうことを考えて乗ってる と嬉しくなって、耕運機みたいな排気音を思いっきりボコボコといわせながら峠を楽しんだ。決して道草系とは自称できないほど手首に力がこもっていた。平均 時速を計算すると違法になったらアカンからしませんけど、10時40分に徳島港に到着しました。 
<img  src="http://bike-tourist.air-nifty.com/photos/uncategorized/2008/01/25/scan0067.jpg" border="0" style="float: left; margin: 0px 5px 5px 0px;" /> 
<img  src="http://bike-tourist.air-nifty.com/photos/uncategorized/2008/01/25/scan0069.jpg" border="0" style="float: left; margin: 0px 5px 5px 0px;" /> 
 
 
フェリーの搭乗前にご一緒した三河ナンバーのYZF?氏に吉野を抜けて名阪国道へ行く道の近道の案内をしたかったが、私がGSに寄っている間に先に行ってしまった。鈴鹿市からきていたGPSバージョンのジェベルの人。物部のライダーズインでご一緒だったらしい。 
 
<あとがき> 
 
すべてが晴れに恵まれるというのは珍しい。雨に濡れて走るのは誰だって楽しくないと思う。きちんと雨具を装備すればそれもまた楽しいかもしれないけれど、晴れの方が安全に走れるのだから。 
 
----あちらこちらで、みんなが言いあっていた言葉。・四国の林道を甘くみたらアカン・海沿いを回ったらアカン、山に行け 
 
----確かにそうですね。山は峻険で谷は深い。民家は山の斜面に貼り着くように建ち、人は想いの深い言葉調で語り掛けてくれる。 
 
----オフロード天国、四国。オンロードの人が少し肩身の狭い思いをしているかもしれませんが、負けるなかれ。オンロードでもR439は走れるし、地芳峠も走れる。舗装林道だってたくさんある。いろんな意味で楽しい。 
 
----ミッションのテストみたいな峠、クラッチの耐久性をテストしてるみたいな山岳ダート。タイヤのテストをしてるみたいなワインディング。楽しませて頂きました。99年、GWの四国。 
 
----携帯灰皿を持ってる人をたくさん見かけました。車の運転マナーのいい人をたくさん見かけました。無料のキャンプ場の整備もよく行き届いている。挨拶をしてくれる高校生や中学生。農道のおばあちゃん。親切に道を教えてくれる道路工事のおじさん。 
 
----初めてツーリングに行く人で関心を持った人があれば、ぜひとも四国を走ってください。剣山、瓶が森、石鎚山、四国カルスト。3泊4日。いや、2泊3日でもいい。 
 
 
2009年5月11日 (月曜日) Anthology 旅の軌跡 
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峠越え・冠峠
<岐阜県~福井県>
◆何げなしに峠を越えてきた。その峠に向かって行く道路沿いにダム湖が あったとしてもさほど気にせず湖岸道路をとばしたりしてきた。しかし、今回のツーリングではちょっとセンチな旅であった。(日帰470キロ) 
◆岐阜県・徳山村。知る人も少ないだろうが、今は藤橋村に吸収されてしまった。その理由は、やがて旧徳山村が全村ともダムに沈んでしまうか らであった。廃村の面影は余りない。しかし、ただならぬ風が吹いているような気がする。山が野生味を帯びているのである。怒りのパワーに も思えるし、山々が自然に還っていく歓喜の叫びにも思えた。風が吹くと廃屋の前の大木が揺れる。鳥が自由に舞う。 
◆休日だったからだろうか。何でもない空き地でバーベキューをする家族を見かけた。そこに予想以上に老人が多く混じっていたのは、廃村のこの地から追われ た人たちが週末には帰ってきてるのだろうか。それを想像すると胸が痛んだ。荒れ放題の田畑がある。それが田畑だったかさえ解らないほど荒れている。しか し、地形的にみてもそれが自然の物でないことが解るし、畑の真ん中に自生している栗の木などは誰かが植えなければあんな所には生えていないはずだ。 
◆道路は黙々と冠峠[1050m]に上ってゆく。穏やかな地形でありながら、峠方向には、冠山[1257m]や金草岳[1227m]、能郷白山 [1617m]が見える。最後の集落で高倉峠[964m]よりは、冠峠のほうが通行できる可能性が高いだろうと教えてくれたので、分岐点では冠峠方面を選 んだ。このあたりから眺める冠岳の姿が素晴らしく奇形で美しい。甲府盆地から上州へと越えたときに見た瑞牆山の姿を思い出した。 
◆温見峠を越える予定だったが、工事中で通行不能という話だった。しかし、冠峠で話した人の話によるとこの峠が最も眺めが良いらしいから結果的には正解の 選択だった。峠の舗装の上に頭ほどの落石が散乱しているなか、ガードレールのない上りを少しづつかせいで行く。福井県側は、野麦峠のような感じで谷が深く 眺めも良い。時には娼婦のように…と口づさみ、大好きなベートーベンの7番をフルで口づさみ、世界は日の出を待っているを自分なりにアドリブでやってい る。 
◆さあ、走り終わったらJAZZマンに戻ろうか。そう呟いて峠を下り始めた。素晴らしい峠が私の峠越えのメッセージの最後になって、涙もひとしおであった。 
ねこ 
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信州1泊ツーリング
(1999年5月末)
29日 
東名阪国道～猿投道路～足助～稲武～羽根～売木～天竜～上村～地蔵峠～駒ヶ根～伊那～杖突峠～蓼科高原 
30日 
車山高原～霧が峰～辰野～伊那～駒ヶ根～下条～売木～羽根～稲武～足助～猿投道路～東名阪 
 
5月29日(土曜日) 
 
彩が学校に出かけた後で荷物をバイクに積んだ。今回はF1マートで買ったバックにテントも鍋も詰め込んで、タンクバックと一緒に簡単に載ってくれた。バックの購入は正解だった。 
 
8時半頃に出発。名古屋までは23号線を走り、西名阪から猿投グリーンバイパス走り、稲武の道の駅で朝飯を喰い、羽根村から売木村への県道を選んだ。この県道がなかなかの快適道路で、これから愛用してしまうそうな感じ。 
 
売木から天竜村に入ってガソリンを入れた。家を満タンで出てきたのにもう200キロ以上も走っている。300キロ程度走るとして、ここで給油しなければ山の中で野垂れ死にしそうだ。 
 
さて今日のメインである蛇洞林道だ。ここを通って地蔵峠を越えるつもりできた。この村道1号線がすっかり様子を変えて、全面舗装されていた。どうりで前からオンロードのマスツーのみんながやってくるわけだ。舗装済みの情報はもう既に一般的なのかも知れない。 
 
分杭峠は依然通行止めであるので一端、駒ヶ根に出る。折草峠の方に向かう道路に駒ヶ根××キロと書かれていたので曲がった。結構な山岳道路だった。これなら急ぐ人は天竜川まで出た方が早いだろう。看板通りきたらえらい目に遭うぞ。 
 
諏訪湖遊遍館YHに電話を入れて予約した。電話を切る間際に、もしも行けなかったらまた電話をします…と言ったら話がややこしくなった。近くの駒ヶ根とか 下条のYHに泊まったらいかがですかと(Pさんだろうが)言う。私はそちらに泊まりたいから電話をしたのに、昔の古いYHを知ってると言う表現に気を悪く したのかな。近くまできてから電話を…というので、それならもういいですと言って断った。 
 
駒ヶ根のカツ丼でも食べてから行くかな…と思い、高原の方に行ってみて、YHを見たが昔のままでボロイのでパスし、一気に蓼科に走る決心を新たにした。安 藤に会うのは車山高原で、日曜の朝のつもりにしてるので、やはり蓼科まで行っておきたかったし、杖突街道をまっしぐらに急いだ。 
 
杖突峠から「蓼科クライネ」に電話をして予約を取り、夕食は茅野市内でラーメンを食べた。YHには夕暮れ前に到着できた。 
 
荷物を置いてすぐに近くの「石遊の湯」に行った。「いしやすのゆ」と読むらしい。、ビニールの扉に囲われた小さな洗い場があるだけの露天風呂だけの温泉 だ。しかし、屋根があるので星空が満天に仰げるというわけではない。YHでチケットを買うと割り引いてもらって460円だった。この日は宿泊者も少なく、 カップル2組を入れて全部で6名ほど。談話室でビールを飲んで消灯の10時過ぎに部屋に入り、しばらくして寝た。 
 
5月30日(日曜日) 
雲ひとつない朝を迎えた。車山高原に向かって大門街道を走ってしまうのももったいないのでビーナスラインを通りのんびりと白樺湖方面に向かった。車山に着 いても8時半になっておらず、リフトも動いていない。安藤がやってくるのを待ちながら駐車場でぼんやりしていると、BMWのK100がやってきて挨拶をし てくださる。それがコロンボーさんで、初対面の挨拶を済ませてしばらく話し込んだ。1時間ほど話してから霧が峰方向に降りた。無料区間は車も多いな。 
 
諏訪湖をぐるりと回って、辰野を経て伊那へ向かう。権兵衛峠を越えるつもりにしていたがガソリンスタンドを探して伊那インターのしたのあたりを走り回り、 スタンドでカツ丼の事を尋ねたら美味しい店を紹介してくれて、駒ヶ根を目指す事にした。店は元祖というか、最初にソースカツ丼を宣伝し始めたという店で、 普通の喫茶店ふうの構えだった。カツ重の形でソースカツ丼は運ばれてきた。ご飯の上に薄くキャベツがのってその上にカツがびっしりとある。特性のデミグラ スソースなのだろう。やや甘い味がカツ全体に沁みこませてある。なかなかの美味である。何度も食べるチャンスを狙ったがやっと実現して非常に満足であっ た。 
 
食事を済ませた後、そのまま飯田市の方に向かい、R153を通って売木村を経て、昨日取ったルートを逆に帰った。香嵐渓のあたりで渋滞に巻き込まれた。初め、何が原因で渋滞してるんだろうか…と思ったが、サンデードライブの車だとしばらくしたら解った。 
 
5月29日(土曜) 
￥400東名阪 
￥200猿投道路 
￥250道の駅のお昼のおにぎり 
￥750夕食ラーメン(茅野市内) 
￥3150YH宿泊費用 
￥460石遊の湯 
￥800ビール2本 
給油 
天竜村220km/9L(?) 
 
5月30日(日曜) 
￥400ビーナスライン(車山まで) 
￥210ビーナスライン(霧が峰まで) 
￥950駒ヶ根、ソースカツ丼 
￥550お土産 
￥400東名阪 
給油 
駒ヶ根270km/10L(?) 
関260km/11L(?) 
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激走2420キロ<東北>
99/08/1507:58 
1999年夏・東北、激走2420Km　　 
期間　:　8月7日～8月12日　 
場所　:　信州経由、南・東北区域　 
テーマ　:　激走・2500Km 
サブテーマ　:　心の旅99 
 
8/7:　木曾路～安雲野～鬼無里～戸隠～信濃川沿～長岡市～三条市～新発田市内・松浦小学校 
8/8:　新発田～荒川温泉郷(湯沢温泉)～蕨峠～(スーパー林道不通)～温海町～鶴岡市～最上川沿～鳴子温泉～鬼首温泉(吹上キャンプ場) 
8/9:鬼首温泉～栗駒温泉(湯の倉温泉)～大湯温泉～小安峡～稲庭うどん(食)～須川温泉～文字村～花山湖～鬼首温泉 
8/10:鬼首温泉～徳良湖～関山峠～蔵王～上山市～金山峠～板谷峠～姥湯温泉～霊山町(みさとYH) 
8/11:みさとYH～福島市～土湯峠～猪苗代湖(東岸)～勢至堂峠～鳳坂峠～湯野上温泉～駒止トンネル～只見～六十里越え～小出～六日町～十日町～野尻湖～戸隠～鬼無里～松本(浅間温泉YH) 
8/12:浅間温泉YH～中仙道～岐阜羽島～自宅へ 
 
・初日　…約600キロ。小学生のキャンプに混ぜてもらう(松浦小、校庭にて) 
・2日目…約400キロ。エリザベスにバッタリ逢う(吹上キャンプ場にて) 
・3日目…栗駒温泉。徒歩20分の山道歩行、努力で湯の倉温泉へ。帰りも当然汗だく。栗駒高原をのんびり走り、再び吹上キャンプ場。 
・4日目…蔵王は霧の中、涼しいよー。やはり、メインは姥湯温泉でした。 
・5日目…一気に帰るつもりで走り出すが…、信州で断念。鬼無里で激・雷雨。 
・6日目…雨の中仙道。後に晴。お盆帰省ラッシュ始まる。 
全走行距離…2420キロ 
 
さて、そろそろ、書き始めます。せっかちな私は、旅から帰ったらすぐに日記を書くのですが、今回はのんびりと書いてみようかと思い始めています。ただし、忘れてしまわないうちに…。 
 
■激走・はじめに<東北>99/08/1520:56 
 
<はじめに> 
 
やっぱし「はじめに」で薀畜を書かねば、旅の日記として気合いが乗ってこない。どうして旅に出るのだろう、何故に東北なんだろうって自問自答しながら荷造りをする私の心の一部を、ほんの少し、書きとどめて置こう。 
---- 
>>♪愛に終わりがあって 
>>心の旅が始まる… 
チューリップが「心の旅」という歌をヒットさせた時に、この歌が意味するところを私は何も知らなかった。それでも子供心でそれなりに解釈して口づさんでい たんです。今回の旅を始める朝、まだ私の唇にこの歌は甦っていませんでした。しかし、暑さのために吹き出て流れる汗が目に滲みるのを拭いながら走るにつ れ、甦る数々の悲哀と共に自然に私は歌っていました。同じフレーズばかり繰り返す私が可哀想だったよ。自分でも薄々感じているのだけど認めたくない自分の 本当の姿ってのがあります。それをごまかすためなのだろうか、思い切り走ってみようと考えた。行き先はどこでも良かったのかもしれない。しかし、愛しい人 たちを思い出すと何故か私は東北に向かうんだな。 
 
激走・2500キロ 
 
何だかワクワクするテーマでしょ。若さが戻ってきたみたいで、がむしゃらに駆けてみようか…いうような高ぶり。砂浜を駆けて大声で叫ぶような熱さが自分に 残っているのかどうかを私は確かめてみたかった。いつもならば慌てて荷物をまとめて、思い立ったように旅に出るのですが、今回は事前にゆっくりと少しづつ 荷物をRVボックスに詰め、実際に何度もバイクに積載して固定する実験を経てからの出発となった。RVボックスのオリジナルトップケースは、部材費用が千 円余りという破格の安さで完全防水を実現し収納性の向上(従来比150%)、脱着時間も30秒以内に短縮し、かなり理想に近づいたものを得られた。さら に、テントを設営してからテーブルにもなることも想定でき、利便性でも向上を図れたと確信をしている。さて、それを確認するためにも今年は思い切り野営を しようぜ…と決意しながらの出発となった。 
 
どこまで行けるのだろうか。十和田湖&八甲田まで行きたいなあ。 
 
■激走・初日<東北> ​
99/08/1520:57 
 
<出発> 
 
何日も前から天気が安定しない日が続いている。東北地方は晴天続きであるが関西方面は台風や熱低の影響ですっきりしない。特に、県南部の方は降水確率が下 がらない。6日から休みが始まって、1日余裕を持って準備をし体調を整えた。休み前には遅くまで仕事をするに決まっているから、その夜に寝て早朝に出るの は身体に無理が掛かるようになってきたのを感じる。 
 
蒸し暑いので網戸にしてカーテンも開け放った窓から寝転がったまま空模様を気にしていた。夜半に目が醒めるたびに雨音にも気を配った。予報では次第に晴れ 間が来るというが、それは三重県の北部の方の話で、境目に近い松阪市では悪いめに思っておいたほうが無難だ。空模様ばかりを気にしていても仕方ないので6 時過ぎに起きて着替えをして荷物をバイクに積んだ。 
 
8月7日。6時半を少し回った頃に家を出た。名古屋から北方面の天気は晴であるから、雨が小降りであるが出発することにした。10分ほど走ったあと、津市 郊外で土砂降りに見舞われた。でも、余裕だ。もう少し走れば晴れ間が来ることがわかっている。どうぞ、幾らでも降ってください…なんて独り言をいう余裕が あった。Gパンもべたべたになるまで浸水したけど、四日市あたりになって出てきた熱い日差しが自然乾燥を手伝ってくれた。 
 
<さて、新潟方面へ> 
 
このレポートを書き始めた今、kenkenさんがFBIKEに三河、駿河の山奥の林道レポートを書いてらっしゃいます。奥三河から南信濃、大井川上流から 身延に抜ける赤石雨畑林道を走ったレポートです。これを読んで、やっぱしこっちを行きたかったなー。この林道を越えて三河地方から甲府盆地に抜けて、甲州 から上州に山越えを楽しんで、群馬県から栃木県を経て福島県へと行くルートは魅力的だったから。しかし、実際には…木曾路を抜けて、安雲野のアルプス街道 を走って、鬼無里～戸隠と遠回りをして、千曲川沿いを下って午後、新潟県に入るというルートを選んだ。これには理由があって、出発に少し前にFBIKEの ツーリング部屋で松本から長野へのルートのバリエーション紹介で大町から長野へのオリンピック道路を紹介していた人があったからで、R19の単調さを避け るために少しその案を拝借した。 
 
オリンピック道路から鬼無里を通って野尻湖畔に出てR117に出た。道にも迷わないし、大きな渋滞や通行規制にも出くわさないという安心ルートだが、何度 も通っているだけに面白みにやや欠けるようになってきた。だから、千曲川沿いを下る時の道路標識に「野沢温泉」の案内が出ているのを見ながら、帰りには こっちを回って行こう、奥志賀林道を越えて尻焼温泉にでも寄りたいなあ～と考えていた。 
 
<思い出の多い信州…> 
 
木曾路、安雲野、津南など、去年の春から夏に思い出を幾つも残してきた場所を通るのは非常に辛いものがあった。そのうち癒えると思うが、まだまだ爪痕は深 い。やはり、とことんひとりで走って、時期を待つしかないのだろう。こればかりは人に話しても哀れな話としか思われないし、肝心の本人はトンズラして、今 や事の真相さえ闇の中のまま…。 
 
<道程・あれこれ> 
 
安雲野のアルプス街道のセブンイレブンで昼食を取った。こんぶのおにぎりとコーヒー牛乳だ。面白い組み合わせだけど、コーヒーが飲みたいし、牛乳のような 栄養も必要だろうし、お米も食べたいとなるとこんな組み合わせになる。210円。車止めに腰掛けて食べていたら近所のおじさんが声を掛けてくる。息子が 1000CCを越えるでっかいバイクを買って、今朝、関西方面に出かけて行ったという。息子さんと私の姿を重ね合わせているのか。 
 
R117へ出る前に少し野尻湖の周辺で迷ったが、雑木林の向こうに綺麗で青いいかにも神秘的な湖が見えたので、また来たいなあって思いながら走った。(実際に帰りに寄ってしまった。) 
 
<テント設営場所を探す> 
 
　このころエリザベスは…R117がバイパス化され道幅を広げて快適道路になっているので、渋滞もなく新潟県に入れる。しかし、十日町あたりは古い町並みが残っており信号も増えてきて思うように先に進めない。 
 
五頭まで行きたいとパティオに書いたのでエリザベスさんは行くのだろうな。待ち合わせの打ち合わせをした訳でもないので、無理に行く必要もないのだが、明 日以降を考えるとどうしても五頭付近までは行きたい。しかし、日が暮れる頃になってもまだ三条市に行けない。GSで給油の際に道路を訊ねたら早そうな道を 教えてくだすったので、五頭には迷わずに行けた。ちょうどこのあたりは関東TMとの境目でわかりにくい。 
 
五泉市を通り抜ける頃にはすっかり夜のとばりが降りて、R290号線の沿道には明かりが無い。もう五頭を通り過ぎてしまったのか。まだなのか…。いったい どんな景色なんだろうか…。自販機の明かりがあったので停止した際に酒屋の主人が酒を補充していた。キャンプ場を訊ねると「憩いの森」というのがあるとい う。行ったら1200円だと宿泊者が言うのでやめて先へ進むことにする。バイクもサイト横まで持ち込めそうにない。8時を回っている。 
 
<エリザベスは憩いの森にいたのだが…> 
 
あとで巡り会った彼女が言うには、憩いの森の駐車場にバイクを止めて様子を探っている人がいたのに気づいたと言う。これがドラマならなんと悔しいニアミス じゃないか。宮本武蔵がお通になかなか巡り逢えないのを連想した。彼女は明るいうちに着いたので管理人さんに許可をもらってバイクをサイトの横まで入れる 許可を得たという。 
 
しかし、何も知らない私はエリザベスがテントを張っている所を諦めて新発田市の方へと進んだ。コンビニがあったのでとりあえず休憩して、店主らしい奥さん にキャンプ場を訊ねたら(先ほど最悪の場合…と頭にインプットした)小学校で6年生がキャンプをしているよ、と教えてくださった。早速、学校に行って先生 と保護者の皆さんにお願いして児童の皆さんと同じ校庭にテントを張らせてもらう許可を得た。すでに高速をほとんど使わず600キロを走っていたので、疲れ は限界だった。時刻も8時半を回っている。許可を得てからコンビニに戻って酒を買い出し校庭にテントを張った。みんなが張っているところから最も離れた教 室の脇に張った。風が強くテントが風に飛ばされてしまいながらも何とか校舎の陰に張れた。しばらくすると、肝試しの叫び声があがった。ひとしきり続く中で その懐かしい歓声を肴に地図を眺めた。保護者の方がビールを1本、差し入れてくださった。魚沼のコシヒカリのカレーはいかがですか?とも声を掛けてくだ さったが、残念ながら戴けるほど身体に元気が残っていない。横になれるだけで幸せだった。 
 
■激走2420キロ　<東北> ​
99/08/1721:40 
 
<松浦小学校> 
 
夜どおし風が強く星が綺麗に見えた。雨や夕立の心配はなく、安心して眠れる。ただ、5時前に目を覚ました子供たちがシーソーやブランコで遊び始め、その遊 戯施設のそばにテントがあったのでギーキーという音と話声で目が醒めてからはうたた寝状態だった。贅沢も言えないしな。6年生って女同志でいる時にどんな 話をするのかも興味があった…。 
 
方角を気にせずに設営したので、朝日が山陰から顔を出すと汗が一気に吹き出した。担任の先生や保護者の皆さんに御礼を言って学校を出たのが7時頃だった か。新発田市内を通り過ぎる時に大きな公園があったのでシマッタ!と思ったが、昨晩の疲労ではここを見つけるのは無理だろう。緑の広場もあって、こちらで も良かったなー、今度はこっちにしようかな、などと思うのが精一杯だなーと考えながら爽やかな朝の街を走り抜ける。 
 
<胎内温泉> 
 
道の駅があったので手洗いを済ませた。そばに大きな観音様がある。その後、少し離れた温泉街の様子を見て荒川温泉郷のほうに向かった。キャンプ場もあるとTMに書いてあるが気が付かなかった。 
 
<湯沢温泉(荒川温泉郷)> 
 
道の駅の温泉施設で蒔き水をしていた人に村営公共浴場があると教えてもらい、湯沢温泉に向かった。150円。まず最初は高瀬温泉に行き、浴場を訊ねた旅館 の女将さんが「うちでも結構ですよ」と言ってくれたが、旅館なので600円と少し高いめ。「安いところはないですか」と訊ねたら湯沢温泉の村営浴場を教え てくださった。 
 
いいお湯である。こういう温泉が私は好きです。無色透明で、湯の花が少し浮いている。私が浸かるとザーっと溢れてしまうが1分ほどでまた並々に湯が溜ま る。蛇口から湯が出ないので、浴槽の上の部分に流れ込んでいる湯を洗面器ですくってかぶる。建物は先頃に新築したらしいが、決して新しさを見せびらかすこ とをしない。先客がひとりあって、のんびりと話をしながら湯に浸かる。湯上がりは、建物の駐車場の一角の木陰で過ごした。 
 
その後、今日の大きな目的の蕨峠～朝日スーパー林道へと向かう。 
 
<蕨峠> 
 
蕨峠を越える手前で道に迷ってしまった。峠に行く道は左折で標識もあったが、直進の方がいかにも本線のようなラインが引いてあった。騙された気分だ。ダー トだという情報を持っていたのでまったく疑わなかった。道が完全になくなって河原になってしまって初めて気がついた次第。KLEに変えてからこのように、 ミスに気が付くのが遅くなってしまっうことがものすごく増えた。理由は簡単で、どんな道でも入っていくことが可能なのでひょっとしてミスかなと思わないか ら。行き止りまで行って初めて気が付く。 
 
引き返して蕨峠に再挑戦だ。しかし、今になって思い出してもあまり特徴のない峠で、むしろ先に迷ったダートの方が記憶に残る。峠は特別に景色が良かったわけでもなく、印象が薄いのはこれから向かう朝日スーパー林道の方に胸を膨らませていたからかも知れない。 
 
奥三面ダムの工事をしていて、ぐるぐると周りながら曲がりくねった道を走る。まだ昼前だったが結構な暑さで、それが身体に堪えて、ダム本体を越えるあたり にある清水で喉を潤した。あまり冷たくなかったけど、何だかたくさん飲みたくて日陰で休憩しながら何度か飲んでから出発した。 
 
冷たい水を求めて「湧水はないかなー」というのが口癖になったのは、このあたりからかも知れない。 
 
<朝日スーパー林道・通行止め> 
 
右に曲がるとスーパー林道、左に行くと朝日村から国道へといく。その分岐点で(右側が)「通行止め」の文字が目に入ったので左折した。その時は通行止めが スーパー林道だとは知らずに曲がったので、私はミスコースをしたことになり、それに気がつき引き返した。そこでまたさっきの通行止めの標識を見て、あらら 林道を抜ける事はできないのだと知った。そういえば、誰かがどこかのパティオか会議室に書いていたのを思い出した。 
 
<この頃、エリザベスは…>林道の通行止めゲートが無い事を期待して新潟県側からVFRでダートを攻めていたという。エリザベスはきっと蔵王に行ってしまっているだろうから、もう逢えないなあと私は思っていた。 
 
<暑さの為に倒れそうになる> 
 
「道の駅あつみ」というのが鶴岡市に出る手前にあります。灼熱の日本海沿岸を走るとこのあたりに道の駅があると本当にオアシスに見えてくる。トップボック スだけしか着けていないせいか、重心が高くなってショックアブソーバーが沈んでしまい、バイクから(右側に)降りた時に一緒に倒れてきて驚いた!。ここで ウインカーでも割れたら旅が台無しだと思って必死で支えた。おかげで筋肉痛になりました。 
 
<さて今日はどこまで…> 
 
そう思いながら羽黒山の麓を通り最上川沿いに出た。頭の中には北に行って、明日は田沢湖から十和田湖へと思っているのだが、暑くて暑くてついに戸沢村にあった道の駅に飛び込んで大休止をとる。 
 
頭の中を肘折温泉などが交錯するが、未知の場所(キャンプ場)に行く勇気も出ない。牧場のキャンプ場もあって行ってみたい気もするが、戻ってくる気力がも うなかった。冷たいものを食べても食べても身体が冷えない。絶対に生水と氷、アイスクリームには絶対に手を出さないのが鉄則だが、道の駅でかき氷と缶 ジュースを身体に流し込んだ。 
 
夕方になってやや涼しくなってから鳴子温泉の方に向かいながら、何とかなるだろう…と思いながら、不安が幾らかある。 
 
<吹上高原キャンプ場> 
 
鳴子温泉を過ぎるときに、川沿いの公園でテントが張れそうだなと思う。しかし、昔のように野暮な事をしなくなってしまった。結局、最悪の場合の避難場所 に…と思いこの先の鬼首に向かう。吹上高原のキャンプ場を誰かがいいよと言っていたか、逆にダメよと言っていたのか…。とにかく希望を持って行ってみる。 
 
料金を訊ねたらゴミ処理費用を入れて650円という。綺麗な芝生の広場でこれはラッキーな所だ。お金を払って芝生の中に入りさてテントを…と思ってふと前 を見たら何とそこにはエリザベスの姿があったから驚きである。彼女はのんべえで、駆けつけに自分用に買ったビールを振る舞ってくれた。 
 
心のなかにサバイバルとか走りとの闘いとかいう言葉があったが、そんなものよどこ吹く風か…という感じで人間的な気分に浸かり始める。 
 
■激走・栗駒付近<東北> ​
99/08/2013:18 
 
8月9日。 
お天気もよく、エリザベスと一緒に北に向かう事にしました。「ゆっくり走ろう、のんびり温泉に入ろう」というのが合言葉になりました。朝露も付かない気持 ちのいい朝でした。そうそう、もずしんさんの東北レポートから推測するに、もしも私が、この日、最初の予定通りに八幡平を越えていたら、ニアミスだったの ではないかと思います。 
 
<吹上高原キャンプ場> 
 
私のお薦めキャンプ場です。これから東北を目指す人はチェックしておいてね。そういう訳でまた今度東北に行くならこのキャンプ場に2～3泊しなければもっ たいないようなところ。帰り道で確認のために寄った徳良湖も一緒にして、絶好のキャンプ施設であることを皆さんにお伝えしたい。歩いて1分のクアハウス・ 温泉(￥530)もあり、すっきりできる。(徳良湖のことは後で触れるつもりです。)隣で設営していたエリザベスさんは凄いたくさんの荷物で、私の倍ほど 持ってる。しかし下着は3日分で、必要に迫られなければ汚ねぇー格好も平気?らしい。その点私は5日分持ってる。しかし、実際には着替えてないから彼女と さほど変わらないほど汚い。お盆あけまでかかって北海道も回ってくる計画だそうで、彼女にとっての東北はウォーミングアップみたいなものだな。その彼女の 荷物の中にドリッパーがあって、朝から美味しいコーヒーをご馳走してくれた。旨いと言ってはしゃぐように喜ばなかったので、入れてくださった人に感謝が無 いみたいですけど、凄く美味しかったよ。(この文をエリザベスは多分、読まないような気がするが…) 
 
このようにコーヒーなどを飲んで朝にゆっくりするなどということは私がソロの場合にはまず無い。日の出前にはテントを畳みたいと思っている人って多いんじゃないかな。朝って出発しないと落ち着かなくって…。 
 
カワサキのGTR?に乗った栃木だったか群馬の人と近くになって何度か会釈を交わした。連泊することになりこの日の夕方、彼から聞いた話では、ねぶたを見 てゆっくり東北を下ってきたそうである。みんないい旅をしてますわ。彼の朝はのんびりしていて、何だか、朝食を調理していたみたい。 
 
<まず栗駒方面へ> 
 
吹上高原から北東の方に向かって走って栗駒温泉郷に向かう。数キロほどのダートが残っている。フラットなのでVFRでも速い速い。いや、彼女自身が速いの か。私はゆっくり走るので申し訳なくて先に行かせたら追い付けないよーって感じ。国見峠を越えて花山湖畔に出て湯の倉温泉方面を目指す。 
 
<温湯と湯の倉温泉> 
 
温湯は一軒宿で佐藤旅館というところがあるだけです。こちらでも温泉に入れる。しかしもっと秘湯に行きたいもんなあ。 
 
湯の倉温泉は確かに秘湯である。自動車が通れるガタボコ道から徒歩に変わってひとつの小さな山を20分ほどかけて越えて行かねばならない。旅館の荷物運搬 用にキャタピラーの運搬車が通るだけで、バイクならば走れそうだが許可をしてくれないだろう。Tシャツが絞れるほど汗をかいて温泉に辿り着いた。 
 
お湯は、びっくりするモノでもない。河原の風呂は混浴なのでエリザベスは内湯に入っていた。河原の露天風呂には虻(あぶ)がたくさんいて長く浸かってられ ない。料金を払う前におばちゃんが「虻がいるよ」と教えてくれたが、一生懸命に歩いてきたんだから入るしかなかった。タオルをバイクに忘れたけど、おば ちゃんは快く貸してくれるというし。入浴料金は500円。この時に虻に刺された箇所が幾つもあって、今だに赤く腫れてカサブタのところもある。 
 
当然、帰路も汗だくになって歩いた。これでもかというくらいゆっくり歩くが、靴擦れをして指が痛い。大きなカエルや蛇にも出会いながらの山道散歩でした。 Tシャツを脱いで絞って、木陰で休憩をしてから出発となった。秘湯感では乳頭温泉郷よりかなり山奥にきた感じがする。 
 
<小安渓の大湯温泉> 
 
花山峠を越えて大湯温泉でバイクを止めた。こちらも河原の露天風呂だ。雨降りが少なくて7月末からずっと降っていないから、河原の湯が熱いらしい。本来な らもう少し温いお湯だったのかも知れない。女将さんは早く雨が欲しいと嘆き気味だが、バイク人はそうあっても困るし…。 
 
女湯の露天風呂が簾越しに丸見えなので、エリザベスにそのことを教えてしばらく湯に浸かって出た。湯の倉温泉と同様、虻が飛んでいるが、湯に入っておれな いほどではない。湯上がりのかき氷が旨かった。でもその後にどこかで売っていた氷より100円高くて250円だったので、後で少しショック。昨日、水やら ジュースやら氷などを食べ過ぎてややお腹が緩くなっているので慎重にならねばならないのだが、暑いとついつい手が伸びてしまう。(この日は3度トイレに 入ったなあ～。) 
 
<稲庭うどん> 
 
もしもエリザベスがいなかったら、この快適な栗駒の山岳道路を楽しんでからもう少し北に向っただろう。やはり青森に行きたい気持ちが昨晩まではあったので 今夜あたりは八幡平に行っていたかも知れない。しかし、人と走るとペースは格段に落ちて、ゆっくり食事をしたり湯に浸かったり･･･となる。それはそれで のんびりしている。 
 
稲庭うどんは去年も食べて今年も食べている。冷たいうどんを注文した。麦茶が旨くて、4～5杯飲んでもまだ欲しい。喉がカラカラに渇いているので水分をた くさん取るけど、少しもおしっこになって出てこない。うどんを食べた後、少し北上して彼女は夏油温泉を目指すべく仙北街道(R397)東に行ってしまっ た。私は須川温泉を経て栗駒に戻るようなルート(R342)を選んだ。 
 
<須川温泉> 
 
花山峠から須川温泉のほうへ道がある。昔のスカイラインで、何だか走ってみたくなるような道だった。大きな山の中をさっそうと走り行く山岳道路だ。秋の景色を想像すると身震いするほどブナの林が元気だ。 
 
須川温泉から時計方向に国道を回って花山湖の方に戻ってくる。真湯温泉などにはキャンプ場や遊戯私設があり、人がいる。道路は混雑もせずのんびりと走れた。栗駒峠から真湯温泉あたりまでは、カーブもそれなりに楽しめてご機嫌だった。(お腹の具合が悪かったけど…) 
 
この後、一関には行ってしまわず、途中から「駒の湯」の方に右旋回して、岩手県から宮城県に移り、栗駒ダムから少し下った駒形根神社というところあたりか ら、さらに文字村を走り抜けて行く。それはそれは…実は凄くセンチメンタルに走ったのだが、そこには深い理由があったのだ。何故にこんな色の無い道路を選 んで走ったのか。 
 
最初におじいさんに道を訊ねた。「昔の文字村だねぇー」と言う。「そんな所をわざわざ通って行かなくても大きな道路を行けばいのに」　私のこの村への執着 が伝わらないのは仕方がない。また別の所で中学生に道を尋ねてみる。「この道をまっすぐに行ったら沼がありますから、そこを左に曲がって下さい」という東 北訛りの子だった。そういう人間味を少しだけでも味わいつつ、夕暮れも間近な村を走って文字村に向かった。 
 
<センチメンタル>今回の旅の大きな目的は、この栗駒の区域にある「文字村」というところを訪ねてみることにあった。いつまでも昔の女の子の 話を書くとお叱りを受けるだろうが、その女が誰であったとしてもいいじゃないですか。ひとりのセンチな旅の話を少しだけ書き留めておきたい。 
 
一度でも惚れた人をそう簡単に憎く思ったり嫌ったりは出来ない。別れがどんな形であれ、私の感性を刺激した女性である。その人と、 
 
---また何年後かの同月同日にこのキャンプ場で逢えればいいね 
---私のお父さんは文字村の生まれで、行ったことがあるかもしれないけど記憶にないの。 
 
いつか一緒に行けたりらいいねなどと話しあったドラマのような記憶が頭から離れない。「未練があるのか」と何度も問われて、その都度「未練などない」と答 えてきた。本当に未練という感情は、今の私にはなかった。その愛が成就できるなどという夢は諦めていた。心の中に生き続ける人の面影をそっとさりげなく、 ひとりで走ってみたかったのである。 
 
私はこの事を誰にも秘密にしておきたかった。しかし、書いてしまって肩の荷を下ろしてしまいたい気も持ち続けていた。今はもう彼女に恨みも持たないし、悪言も書くつもりもない。過去を溯って怒るつもりもない。 
 
文字村を噛みしめて味わうように私は走った。これ以上は書かないが、また東北に行くことがあったら、必ずこの村を通りそうな気がする。いや、逆に悲しくなるからあれが最後になるのかも知れない。今の私には何とも言えない。 
 
<今夜は…何処へ> 
 
吹上高原キャンプ場にするつもりではなかった。徳良湖まで行こうと思っていたが、危険を冒すより確実な吹上高原の方がいいだろうと思い鳴子温泉街で買い出しをしてキャンプ場に向かった。 
 
<吹上高原キャンプ場…連泊者は安いのよ!> 
 
ほんとうは午前中くらいに言うのが望ましいらしいが、連泊者は昨日が650円だが、今日は250円に割り引いて泊まれる。これは有り難い。この素晴らしい キャンプ場がこの値段ですぞ。そういう訳で今夜は誰とも話し相手がいないけど、勝手も少しわかってきたキャンプ場で随分とくつろいだ。温泉にも浸かりに 行った。空には雲が多くて星はあまり見えなかった。 
 
その夜、私のセンチな心、高ぶる心はかなり静まって、消えてゆきつつありました。もう帰ろう…旅を終えよう…と、思いながらひとり眠っていきました。 
 
■激走2420キロ　<東北>99/08/2023:24 
 
<ひとりごと・読み飛ばしてください> 
 
ツーレポ(日記)を書く私が、ひとりでセンチになってしまっている。これを他人に伝えようとしてはいけないのだろうことはわかっている。しかし、旅を終え る後半を綴ろうとしながら、昨日の文字村のあの感情が甦ってきて、少し沈みがちである。みんな、旅から帰ってきた。北の国に行ってた人たちも南に行ってい た人も、暑い夏に走って、その夏を終えてゆく。私だって、センチなことを言っておれない。もう、秋を楽しみにしている人もいるのだから。 
---◇ 
この旅で或ることを私は思い続けながら走ります。それは、家族を置き去りにして、こうして東北を自由に走っていることに感謝しなくてはならないという事で す。そして、そういつまでもこんな勝手気ままな旅を続けるのではなく、もう少し旅の形を変化させて行かねばならないのではないか、と思うのです。これは私 独自にいえる事で一般に当てはまるものではないのですが。◇キャンプが楽しく面白かった、サバイバルで味わいがあった、貧乏でも旅を続けられる、そういう 旅にあるところでピリオドを打たねばならないのかも知れない。そして、回数を減らしたり資金をやりくりして家族の望む旅と私の旅を共存させてゆけないもの か、と考えます。バイクはそのまま乗り続けますが、例えば家族は車でホテルを利用する。期間も短くするとか、飛行機などを利用してレンタカーなども使って みるとか。◇そうなってくると、今回のような数万円の旅ではなくその数倍の費用が掛かってきます。収入が増える見込みはまったく無いのだから、回数を減ら して重みを上げていくという事などが考えられます。 
---◇ 
つまらんことを書いてしまいました。読み飛ばしてくださいましたか?さて、吹上高原キャンプ場から、鳴子温泉に降りてきて、山刀伐峠を越えて走りま す。<徳良湖・偵察>銀山温泉の近くに徳良湖という小さな湖がある。周りは比較的平坦で、湖畔には綺麗なキャンプ場がある。いいところだと聞 いていたので今後のために偵察に行きました。芝生のキャンプ場で200円だそうです。これは銀山温泉を攻める時には有効にに利用できる。また来るときにも チェックしてから来るべきだ。 
 
<関山峠> 
 
東根温泉あたりのR13は随分走り慣れてしまった感じで、もうすぐ道の駅があったな～なんて思いながら休憩タイムを計画している。朝のうちは涼しいのでト ントンと距離を稼いで関山峠に向かう。結構、トラックが多かったように思う。キャンプが続くと眠気が襲ってくるようになる。こういう時にトラックの後は辛 い。 
 
作並温泉の街並みを通り抜け、ニッカウィスキー工場の脇を通ってから二口街道方面に曲がった。さて、二口峠を越えるか、笹谷峠を越えるか、少し悩んだ後、結局、更に南の蔵王に行ってみようと考えを変えた。 
 
<蔵王> 
 
二口峠を越えてしまうと、今度は蔵王を越えて東に戻って来るので、そんなに東西を行ったり来たりしてると帰れなくなってしまうので断念。笹谷峠は車両通行 止めだったので結局、通り慣れた蔵王にしたというわけだ。蔵王には何度も来ており、今回も地図なしでもどのあたりに休憩場所があるかなどがわかる。蔵王高 湯にも寄らずに東から西に走り抜けただけで、上山市を経て金山峠に向かう。 
 
<金山峠> 
 
さすがに上山市に降りるとまた汗が吹き出した。しかし、県道でも国道でもない道路(地図の白い道)を走っているとまだマシかな。金山峠には湧水があった。 ありがたい。峠の南にあった鍵清水よりも北側にあった普通の湧水が美味しかった。昨日、下痢をしたのに懲りずに飲んでいる。 
 
<二井宿峠> 
 
峠を東から西に越えて米沢の街に出た。給油の必要があったのでぶどうまったけラインを断念した。広域農道を走り慣れてきたので、地図を見て田舎道をここでも楽しんだ。しかしスタンドが見つからずどんどん福島側に(山間部に)行ってしまう。 
 
<峠駅へ> 
 
R13を福島市に向けて走る車は多い。福島県側のトンネルで工事をしており渋滞が続いていた。その渋滞の手前で峠駅方面(板谷峠)への分岐点があって、 ちょうどそこにGSもあった。幸運だった。板谷峠へと国道からそれてぐいぐいと狭い峠道を上っていく。先ずは峠駅で峠の力持ちを食べた。結局これが昼飯と なる。2時か3時頃だったけど。普通の大福餅で、まあ話の種ですな。 
 
<姥湯へ> 
 
滑川温泉にするか姥湯にするか。地元に人、何名か聞いたが、どっちもいいという。奥の姥湯を選んでみたが、如何な判断だったか。温泉は道の行き止まりにあ る。そこから徒歩で数分。大きな岸壁が見える。その下に一軒宿の温泉があった。秘湯といいながらも今回のツーリングでは一番人が多かったという皮肉な形に なった。二十歳代の若い男女から私の両親ほどの皆さんがいる。ちょっと硫黄がきついのと湯が熱いのであまりゆっくりできなかったのが残念である。乳頭温泉 郷の鶴の湯と似た泉質だが、こちらの方が崖の下にあって自然の中に放置された感じだ。鶴の湯は同じように自然の中にあっても、山あいに佇む文化のようなも のを感じる。 
 
<みさとYH> 
 
今夜はYHにした。天気予報を見たかったからである。しかし、YHに少し早く着いた事もあって、暇で暇で仕方がない。宿泊者は私ひとりだった。YHにはお ばあちゃんとおじいちゃんがいて息子が東京から帰省していて、そういう家族の中での食事だ。決して旨い夕飯だったとは思えないが、久しぶりに家に帰ったよ うな気分だ。ただ、YHのペアレントさんはもっと現代の社会の中に出て、ひとり旅をしてくるのがいいのではないだろうか。お話をしてくださる内容は貴重な ものであるが、どうも面白味に欠ける。暑がりの私は冷房のない居間に長居をするのは辛かった。仲間もいなければYHは寂しい。このYHでは何もすることが ないので9時過ぎには眠った。朝、4時頃に目が醒めて、5時過ぎには出発した。旨く走れれば一気に長野を抜けて三重県まで(深夜になってもいいから)帰ろ うと考えていた。 
 
■激走2420キロ　<東北> ​
99/09/0621:36 
 
レポートを読み返してみた。 
<姥湯へ> 
滑川温泉にするか姥湯にするか。地元に人、何名か聞いたが、どっちもいいという。奥の姥湯を選んでみたが、如何な判断だったか。温泉は道の行き止まりにある。そこから徒歩で数分。大きな岸壁が見える。その下に一軒宿の温泉があった。 
 
 
滑川温泉には自炊宿があって、私の知人が泊まっているレポートを先日、再び読んだ。ここに行った時にこのレポートをすっかり忘れていたのが悔しい。 
 
思い出せば、みさとYHに行かずに滑川温泉に泊まっただろうなあ。 
 
今度に行くときは絶対に滑川温泉・自炊部に泊まろう。 
 
★秋に行く人にはお薦めしておきますね。 
 
:■帰路は暑く長い<東北>(1) ​
99/08/2521:09 
 
|この道の先に 
|夢の続きがあるから 
|遠回りでもいいさ 
|それぞれの輝きへ 
 
過日、娘がCDをレンタルしてきて、そのダビングを手伝っただけで覚えてしまった曲で、V6の最近のヒット曲である。このツーリングでは、この歌のこの部分ばかりをよくくちづさんだ。 
 
他には、槙原敬之のハングリー・スパイダーっていう歌もよく唄った。自分は蜘蛛で、自分の巣にかかる可愛い蝶の娘を、心だけ食べて逃がす時の切なさを歌った曲である。ご存知の方も多いと思う。これらの曲の(マイナーな)旋律と哀しい詩が私の心をセンチにさせた。 
 
そうそう、ブレッド&バターが8月6日の長崎のコンサートに出演していて、彼らの歌も唄った。正確な歌詞をひとつも書けないのが残念だ。そのコンサートで、スティービーワンダーに作ってもらった「心の愛」?も唄っていた。　 
 
「I just call to say I love you..」という詩は素晴らしい。「電話をかけたんだよ、あなたと話がしたかったんだ…」なんてさり気なく言えたらどれほど幸せだろう。そういう熱い恋 に燃える日々もあった。(遠い昔の、やはりその話も東北で…) 
 
ひとりごとはいつまでも続いた。意味もない言葉を次から次へと繋いで、いったい自分をどうしたいというのだろうか。もうこんな自分は棄ててこようと思いながら帰路を急ぐのか、家が恋しくなったのか。さあ走るぞ、と元気を出している自分があるのだった。 
 
<福島県を走り抜ける> 
 
さて、今日は福島市街を早朝に走り抜けて、土湯峠を越えて猪苗代湖方面に出ようとしている。時間があれば、湯野上温泉や湯の花温泉に寄りたいと思ってい る。土湯峠から猪苗代の方を見下ろす景色はなかなか綺麗だ。何度も通ってきた道だけどバイクを止めてひと息ついた。実際には、猪苗代湖畔・東側道路を通 り、勢至堂峠と鳳坂峠を越えて湯野上へと出た。朝の涼しい時間帯だったので苦痛は少なかったが、あまり予定に入れていなかったコースだったので印象が薄く なってしまった。途中に「二股温泉」への案内表示が出ていた。急がない旅であれば絶対に寄る温泉だろうが、この時はまだ一気に三重まで帰ることを想定して (迷っていた)いたので、やや急いでしまった。いつか来る日の宿題。 
 
福島県のこういう鄙びた道路の脇には煙草の畑が目立つ。やや黄に変色しかけているが、あの大きな葉ッパはまさしく煙草である。とうもろこしほどの背丈で、 まだ花も咲かない。太い茎や葉ッパだけが目立つ。煙草は、夏の終わり頃に小さな白い花を咲かせるそうです。そういう畑のあぜ道を彩るのが「月見草」であっ た。可憐なこの花は、ツーリングの安らぎでもある。道端で消毒剤をまいていたおじさんに道を訊ねたついでに花の名前を聴いたらノータイムで答が返ってき た。 
 
<湯野上温泉> 
 
久しぶりだったので寄ってみた。昔、ここを通りかかった時にガイドブックやツーリング雑誌などに掲載されているかどうかを知らずに、私自身で見つけた河原 の露天風呂である。今回は昔よりも少し綺麗であったが、温泉組合が用意して下さっていた洗面器は無かった。そこには昔のように苔は生えていなかったが、お 湯が熱くて…あまりゆっくり浸かれなかった。関東から来たスクータの男性と並んで湯に浸かって、少し話をして、彼は北へ、私は南へと別れた。 
 
<六十里越え> 
 
湯野上温泉に入ったからか、汗が吹き出してきた。この後、湯の花温泉も考えていたが、駒止トンネルを抜けて只見に出てしまうことにした。久々の六十里越え 街道である。初めてこの峠を新潟県・小出から只見湖下流に向かって越えた時の感動が甦る。あれから幾つもの峠を越え、山あいの村を訪ねてきた。多くの人と 語り、私の旅の姿も変化してきた。険しく、長く、寂しい峠に思えたこの街道も、今回の旅ではそれほどでもなく、工事箇所の対面通行を幾つともなく抜ける度 に、この道路が整備されていくことによって街が少しづつ姿を変えていくのだろうと想像した。50年後には、日本の山岳街道はどうなってしまうのだろうか。 そんなことを考えながら走って行く。 
 
<新潟の道> 
 
小出から六日町、十日町を越えて、野沢温泉村を経て野尻湖、戸隠方面に向かう。津南を少し過ぎたあたりで湧水があったので止まった。水質検査表示付きの湧 水をたくさん見かけた。ここも表示があったので安心して飲んだ。思いきり飲んだ。お腹がドボドボになって身体がぐーんと冷えた。頭から被ると身体じゅうが 冷えて効果が高いかも…と思うが如何だろうか。 
 
途中、福島からゼファーでやってきていた若い男性とコンビニで少し話をした。白馬まで、高速に乗っていくと彼は話していた。それを聞いて私も高速に乗って一気に家を目指すことも考えたが、やはり貧乏旅だから、思いとどまり信濃川沿いを上って行った。 
 
<戸隠で雷雨に出会う> 
 
さて、今夜は三重県までは帰れそうにないぞということがわかってきたので、信州の何処かで野営をしなくてはならない。野尻湖に行ってみたが、遠くから見る と静かに見えた湖畔も、傍まで来ると人が多く立派な観光地だった。これではキャンプ場も高額だろうと思い、買い出しだけをして戸隠に向かった。しかし、戸 隠のキャンプ場は去年私が見た様子とはまったく雰囲気が違った。理由は、あの時は夜中に到着して入口あたりにテントを張って早朝に出てきたため、ほんの一 部しか見ていなかったからである。早速、管理事務所にいって値段を聞いたら1200円と言ったかな。即座に利用を断念し先を急ぐ事にした。ところがそこか らしばらく走って雷雨に遭遇するのである。大望峠の手前で降り出した。峠を越える頃は本格的だった。しばらくしたら目の前で雷が落ちるし、雨はバケツを ひっくり返したように降り続くし、あっと言う間にカッパの中まで浸水し始めた。何のことない、前のファスナーが開いてたのであるが。このまま走ってもあか んし怖いのでバス停の小屋に逃げ込んだ。それでも雨は降り続き、落雷も近かった。地響きのような轟音が続く。またしてもおやきを食べられなかった。残念 だ。いろは堂。 
 
<浅間温泉YH> 
 
おばちゃんがカブで通り過ぎるのを見て、決意してまたカッパを着て走りだした。あたりに宵闇が迫っていた。オリンピック道路に出て大町に向かう頃には雨は あがったというか、このあたりは降っていなかったみたい。戸隠でキャンプをしていたらズブ濡れだったかも知れない。私のテントでもあかんが、あんなに遅く に行って空いたところを探して張ったのでは、いい場所などないし。 
 
さて、大町に出た頃にはすっかり夜も更けて、池田町の道の駅に着いた頃には7時を回っていた。ヤンキーなカップルが公衆電話の前でイチャイチャしている。 女の子が可愛いな。私、ショートカットの茶髪が好きみたい。そこで浅間温泉YHに電話をしたら、本当は8時までなんだけど受け入れてもらえた。8時10分 頃に着いた。買い物をして、ポテチで夕飯とした。YHのお風呂は湯舟に10センチほどしか湯がはってないんですよ。つまりはみんなが温泉利用ってことで しょうね。 
 
酒を飲んでぐうたら話をするうちに眠ってしまった。お酒をいつもより多めに飲んだろうから、同室の人をいびきで悩ませてしまったかも知れない。あくる朝の冷たい反応が物語ってる。 
 
■旅の終わり　<東北> ​
99/08/2618:33 
 
<帰路総括> 
 
お尻が痛い。もはや、擦り傷の状態である。きっとマメになっているんじゃないだろうかとさえ思えてくる。家に帰ってうちのんに見てもらったら、一目見て擦り傷になっていると言った。 
 
浅間温泉YHを出る時、空が曇っていたけど、雨でなければ乗鞍高原方面から野麦峠を経て、御岳山を楽しんで行こうかと思ったりしていた。しかし、空模様は 良くなる気配がないだけでなく、安雲野のアルプス街道を走るうちに雲が下りてきて、ポツリポツリと雫が落ちてきた。しかたなく、中仙道を走り、来たときと 同じようなルートで家路を急ぐことになった。途中、松本空港のすぐ傍に綺麗な芝生の公園があったのを書き留めておこう。 
 
塩尻市を通り抜けて、どこあたりかをすっかり忘れたが、雨具を着た。山の中のR19は雨であった。涼しい日を求めていたのに、雨になると文句を言う。普段の仕事態度みたいで、反省も多い。 
 
中津川の近くまで来て雨具を脱いだ。名古屋方面は降っていないみたいだ。瑞浪から岐阜羽島まで高速道路を使った。お盆の帰省ラッシュが始まり、またお盆の 旅に出かけるバイクにもたくさん出会う。ラッシュのせいで名神高速道路は混雑している。路肩走行は厳重注意だと肝に銘じて走ると、可哀想に1台のバイクが 捕まっていた。道の駅で私が追い抜いたのだが、先に高速道路に上がったのだろう。気の毒に…。捕まったら困るので路肩を走らず、追い越し車線と走行車線の 間をゆっくりとすり抜けで走る。その後は木曽川の河川岸の道路からR23と走った。お昼過ぎに家に着いた。 
 
<あとがき> 
 
長いレポートになりました。読んでも面白くない所もあれば、少しは興味を抱いていただけた箇所もあろうかと思います。 
 
本当にお尻が痛かった。ただれてしまってました。これからは子供用のお風呂のマットをカットして持って行こうかとも思います。なかなか実行できないけど。 
 
暑かった。それでへたばってしまったのが残念だ。体力や気力、執念が薄れたのかとも思う。帰ってからFBIKEで、もずしんさんのレポートを読むと、やっ ぱし3日目に私も十和田を目指すべきだったかな、とやや後悔してます。そこで1日ゆっくりして、帰りは急いで帰ってくるというのが今回の正解パターンだっ たかもしれません。 
 
今度、東北に行く時は、家族も連れて(車&バイクで)行きたい。名古屋～仙台のフェリーを利用する事を考えようかな。 
 
これからお出かけになる人のお話を肥やしにして次回からの東北を考えたいと思います。 
 
長いレポート、読んでくださった皆さん、ありがとう。 
 
PS:会計報告を最後に付けておきます。何にも食べずに走ったんだなって思います。毎度のことながら…。 
 
■支出ノート<東北> ​
99/08/2618:33 
 
8/7sat: 
木曾路～安雲野～鬼無里～戸隠～信濃川沿～三条市～新発田 
￥400大治南～勝川(東名阪国道)? 
￥210昼食(こんぶ・おにぎり)コーヒー牛乳セブンイレブン12:53 
￥120ポカリ鬼無里・山中? 
￥130アクエリアス新発田20:?? 
￥579Kビール、ASDビール清水フードチェーン21:45 
￥1439 
GS_CARD12.2L四日市日石07:59 
GS_CARD10.3L大町市出光14:04 
GS_CARD8.0L三条市出光18:57 
 
8/8sun: 
湯沢温泉～蕨峠～スーパー林道不通～温海町～鶴岡市～鬼首温泉 
￥150湯沢温泉(荒川温泉郷)村営公共浴場08:?? 
￥220?おにぎり、レモンティー?09:?? 
￥80牛乳道の駅??:?? 
￥250?焼きそばパン、マミー瀬見温泉付近PM 
￥150かき氷道の駅16時ころ 
￥110コーラ道の駅16時ころ 
￥650キャンプ場(ゴミ処理費含)吹上(鬼首温泉)18時頃手続 
￥1600ビール現地売店ｰｰ 
￥3210 
GS_CARD6.9L小国町日石09:54 
GS_CARD10.0L最上郡最上町日石16:42 
 
8/9mon: 
湯の倉温泉～大湯温泉～稲庭～須川温泉～文字村～鬼首温泉 
￥500湯の倉温泉栗駒秘湯10時過ぎ 
￥400大湯温泉小安峡近く12時前? 
￥250かき氷大湯温泉　〃 
￥730稲庭うどん13時過ぎ 
￥1160夕食買い出し(ビールなど)鳴子温泉17:44 
￥250キャンプ場(連泊手続)吹上キャンプ場夕刻 
￥630温泉、ロッカー代(￥100)含隣接温泉夕刻 
￥3920 
GS_CARD11.0L鳴子温泉手前日石17:24 
 
8/10tue:徳良湖～関山峠～蔵王～上山市～金山峠～板谷峠～姥湯～霊山町 
￥260朝食(パン、カフェオレ)仙台熊ヶ根駅前09:32 
￥380峠駅・力持ち(大福3個)15時ころ 
￥400姥湯温泉↑のあと 
￥3650?みさとYH夕刻 
￥400ビールYH夜 
￥5090 
GS_CARD11.8L米沢市出光13:37 
 
8/11wed　: 
みさとYH～土湯峠～猪苗代湖(東岸)～勢至堂峠～鳳坂峠～:湯野上温泉～駒止トンネル～只見～六十里越え～小出～六日町～十日町～野尻湖～戸隠～鬼無里～浅間温泉YH 
￥120コーラ湯野神出発後まもなく? 
￥120スポーツドリンク津南? 
￥120コーラ??! 
￥250パン&コーヒー牛乳北魚沼郡広神村12:22 
￥1000テレカ信濃町(野尻湖近く) 
￥286ポカリ、カップラーメン　〃16:29 
￥600ビール　〃↑の直後 
￥3300?浅間温泉YH20時過ぎ 
￥302ポテチ、チュウハイYH近くのコンビニ20:21 
￥6098 
GS_CARD9.2L会津郡田島町日石09:40 
GS_CARD9.4L野尻湖近く出光16:10 
 
8/12THU: 
浅間温泉YH～中仙道～岐阜羽島～自宅へ 
￥500吉野屋・牛丼瑞浪市? 
JCB_CARD 
￥1350瑞浪IC～岐阜羽島IC 
GS_CARD8.8L中津川日石09:57 
 
合計 
現金支出 
8/7￥1439 
8/8￥3210 
8/9￥3920 
8/10￥5090 
8/11￥6098 
8/12￥1850 
TOTAL￥21607 
 
ガソリン・給料引き分 
8/7 
GS_CARD12.2L四日市日石 
GS_CARD10.3L大町市出光 
GS_CARD8.0L三条市出光 
8/8 
GS_CARD6.9L小国町日石 
GS_CARD10.0L最上郡最上町日石 
8/9 
GS_CARD11.0L鳴子温泉手前日石 
8/10 
GS_CARD11.8L米沢市出光 
8/11 
GS_CARD9.2L会津郡田島町日石 
GS_CARD9.4L野尻湖近く出光 
8/12 
GS_CARD8.8L中津川日石 
TOTAL￥8393=97.6L×@86参考値2420Km 
走行距離24.8Km/L燃費 
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御嶽山・ぐるっと回って5百キロ
10月16日土曜日。 
 
学校にゆく子どもを7時半に送り出し、アルバイトにゆくお母さんをそのすぐ後に見送って、私もバイクに跨った。雨があがって晴れ間がのぞいている。小学生 が登校する姿をあちらこちらで見ながら、いってらっしゃいとヘルメットの中で呟く。うちの娘が学校に行く(登校する通学路の)姿ってぇのは6年間で1度も 見たことがない。1度でも見たいな、写真にランドセルの姿を撮りたいな、などと思いながらインターへ。今日は泊まりじゃないので宿代の分だけ高速利用が出 来る。ハイウェイカードを3千円分だけ買おう。 
 
松阪インターをあがると伊勢湾が見渡せる。この景色は全国各地を回ってきて、その中でも好きな景色だ。特に日の出前と夜景は素晴らしい。燈台もと暮らしの人にぜひ見せて上げたい。 
 
2時間も走れば名古屋の北側に出られるのでここからはR19号を走ってのんびりと北上する。何度も走って慣れた道だけど、だんだん寒くなって来るのを感じながら、ひと夏を過ごして寒さを忘れた自分を嘆く。 
 
地元のミニコミ誌のMさんから何か書いてくれますかとメールを頂き浮かれている。中山道を走ってみようか。何かいいネタでもあるかも知れないし。でも邪心はアカンぞ。 
 
出かけ前に家内と娘が栗きんとんを買ってきて欲しいと言っていたので、早速、中津川の「すや」さん寄って買った。190円なんだけど、小さいんだよな。確かに美味しいのだけど、甘味にそれほど高額を払うつもりもないのでバラで6個買ってBOXに放り込んだ。 
 
馬篭宿に向かっていつものコースを走る。「これより北木曽路」の碑を越えて、十曲峠、芭焦の句碑、正岡子規の句碑、島崎藤村の句碑で立ち止まりながら石畳の道の下に出た。ここでは止まらず今日はこの石畳の街道の坂の上の駐車場に行ってみることにした。 
 
街道の坂に熟れ柿灯を点す(かいどうのさかにうれがきひをともす)誓子 
 
馬篭本陣資料館のそばに山口誓子の句があった。その碑の横、石畳の坂道の脇を山の上から水が勢いよく流れ落ちてくる。しぶきが飛び散る。秋だというのに枯れることもない。 
 
この句を目にしてから柿が目について仕方がない。中山道を北に向かって、御嶽山を周回するために開田村の中に差し掛かった。ここでも柿がたわわに実っている。子どもの頃、よく柿の木に登ってかじったなあ。 
 
紅葉が遅いのに気が付き始めたのは、御嶽山の北斜面に出てからである。というか、もうすぐ赤くなるのだろうと思っていたら結構な高度に来ていた。標高が低 いからだろうと安心していたら、そうでもなさそうで、色づき具合が少し変である。寒さも一段と増してきた。道路の温度計が10℃を切った。やはり、紅葉が 遅いと思って良さそうだ。 
 
まだ不安定な気団が上空にあるのだろう、御嶽山北面の、ちょうど柳蘭峠のあたりは霧が流れて神秘的だった。しかし、走っている私はそんな優雅なものではな く、寒さで顎がケイレンしそうだった。昔もここで霧に遭ったなあ。でも、あの時はこの道は1級のダートだった…。素晴らしい道に変わってしまった。有料に してもいいくらい。 
 
バイクにはまったく会わないまま、御嶽山パノラマラインを走り抜けた。 
 
(あとがき)先週、メグロさんに行ったついでに空気圧を見てもらったらやたらと低いことが判明した。定圧よりやや高めにしてもらって乗り回してみると、何と新車の時の感じ。ステップ・スリスリ。こんな調子で周回道路を楽しく走らせていただいた。 
 
(はみ出し)10月下旬に行く人がありましたら、紅葉には期待できますが、冠雪も期待できますぞ。セーターを1枚でも2枚でも好きなだけお持ちになりぜひ ともお越しください。車で手軽に行くなら、駒ヶ根に行ってロープウェイってのもいいですね。家族サービス向け。2996メートルのからのパノラマを昔に味 わったことがありますが、こればかりは行ってもらわねば…。関ヶ原から奥琵琶湖、鯖街道へ 
99/10/30　　21:42 
 
 
10月30日、土曜日、快晴 
 
久しぶりに?450キロほどを9時間ほどで走ってき←アレ?先週は?ました。鞍掛峠工事中で断念し、立ち直って関ヶ原の古戦場に立ち寄る。いや、石田三成の陣地跡に寄ったが正しい。 
 
数々の不運がなければ…時代は違ったと思う。 
 
徳川でなく石田の方が知性に優れ才覚もあったのだから、と思う人も幾らかはいるでしょう。私もその一人です。しかし、その前に私は、秀吉ではなく光秀の方にやはり知性があり才覚があったと思っているので、1600年はまた違った形で迎えていることになるが…。 
 
今年は400年記念で関ヶ原が騒がしい。史跡の周りの駐車場などの工事が進んでいた。 
 
伊吹山は、くっきりと見えた。スキー場の方から見上げると登山道路がジグザグに伸びていく。昔、登ったなあー。新婚時代…。 
 
湖西の比良山は霞んで見えない。湖北に近づくと風が強くなって幾分、冷たく感じる。11月になってから来ると、只事では済まないほど寒い。おそらく琵琶湖のところでちょうど地形が窪んでいるので、北からの寒風がここを通るのだろう。 
 
奥琵琶湖パークウェイも、GWや夏のようには人の姿などない。遠藤周作さんがこよなく愛したという素晴らしい景色の「菅浦」を通って、一路、鯖街道に急いだ。 
 
今日の本当の目的は、朽木村で鯖寿司を買うことにあった。朽木村から京都への峠を「途中峠」という。私が去年のGWに朽木村を走ったときはひとりではなく しかも京都から湖北へと向かっています。しかし、今日はその記憶を払拭するように湖北から途中に向かって走ります。去年のレポートはこう書いています。 (文章以外で修正あり) 
 
<朽木村へ> 
織田信長のおもしろさは桶狭間の奇襲や長篠の戦だけではなく、1570年の浅井氏を攻めて失敗し、この朽木街道を必死で退却したことであろうか、と司馬遼 太郎さんは「街道をゆく1」で書いていたのを思い出している。だから、何の変哲もない花折峠がとてつもなく素晴らしく思える。この時代(戦国)の歴史(ま たは歴史小説)をかじり、その世界にハマっていった人も多い事かと想像する。明智光秀は悪人扱いをされるが、いろいろ読みあさると、素人の私などにはこの 上なく魅力の溢れた才人であった事などもわかる。にわかにかじった知識をダシに、こういう峠を越えるところが楽しい。年々、道路工事が施されこの峠道も広 く改造され、車も増え、確かに地元民には便利になってゆくのかも知れないが、確実に自然を破壊している。谷の奥深くをえぐり入るように安曇川を下った街道 も、現在ではトンネルが幾つも開通して、直線的になり、行き交う車を悩ませた狭路もほとんど無くなってきた。国家によっては、土木工事に重きを置かない国 もあるだろう。昔のままを残し、不便でありながらも、生きていく中での文化を大事にしている精神を学びたいと思うが。しかし、こういうことって学ぶ事なの か。家に帰ってからあの時のレポートを読んでいます。これじゃー誰もツーレポとして読んでくれないね。 
 
(あとがき) 
寒かったです。 
 
道路の温度計で一番低かったのが14℃。私は寒がりですから、デニムのジャケットにトレーナー&冬物上着で挑みました。お腹のあたりに風がスースー。 
 
鯖寿司は旨かったです。朽木村の「梅竹」です。もしもお越しの方があるなら詳しく教えますよ。時間があったら京都のお寺も廻りたかったが、それはやはり無理ですな。また、今度。 
 
11月の末から12月初旬に湯豆腐を食べに行きます。←計画では!行ける人を誘いたいのですが、いますか?>銀のマドラーにでも書いて正式募集をしようかな…。 
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2000
GW：「雨上がる」四国
信州（乙見山峠・燕温泉）〔東北を断念、代わりに能登へ〕
パティオ・信州オフ会
1
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GW・雨あがる四国へ
2000年
2000.05.01 - 2000.05.05 
<総括> 
▼去年の「晴れのち晴れ」に続いて今年は「雨あがる」とノリで行ってきました。四国・激走1500キロ・5日間。 
▼山藤の花が綺麗だ。ふだんは気にとまらないのに、紫の花を枝から垂れさせ、アピールをしているようにも思える。甘い香りを谷に放ってくれる。この香りが何ともひとり旅には甘すぎる。 
▼キャンプ場で出会った定年前のご夫婦から「何故、ツーリングに行くのですか?」と聞かれた。隣席で一緒にご馳走になっていた人とほとんど同時に「それは社会からの逃避でしょう」と答えていた。同じ想いが誰にもあるんだねとニッコリ。みんな同じなんだ。 
▼今年は、バイクが多かったなー、って毎年言っているように思う。瀬戸内海の橋が完成したからか。若者だけではなく、少し年齢を召したかたも多いようだ。 でっかいバイクが目立ちますが、誰でも免許が取れる時代ですから、でっかければいいというのではなく、自分にあったバイクを選んで欲しい。ファッションと してのバイクの人もいるようだ。 
▼しかし、真剣にバイクで旅をするならば、「闘い」の側面のようなところもある。剣山やその他の四国の山岳道路は、やはりそれなりに年季の入った人が、想いをそれぞれに走っているようだ。 
▼一方で気になったのは、ほとんど四国を知らないで来ている人も多かった。情報をインターネットなどの通信、バイク雑誌で得てしまうと、自分らしい旅を失 いかねないので、私は避けている。しかしながら、幹になる事柄は何等かの形でゲットしておいたほうがいいと思う。枝葉は自分で飾るという旅が理想です。 
▼四万十川。あれは…このままですと四国のマイナスイメージになる。日本全国がいづれそうなってしまわないように、私たちも何か考えなければいけない。 キャンプ場も、飽和状態だし、味わいが皆無になってしまっている。あれでもいいという人もいるかもしれないが…。四万十川の沿岸の市町村は危惧を抱いてい ないのだろうか。 
▼何度も何度も通っている四国だが、ひっそりと静かに旅をしたくて行っていたのに、少し賑やかになってきたようだ。暫く頭を切り替えて別の場所で遊んでみようかと、帰ってきてからそう思った。 
<概略ルート> 
5月1日 松阪市～和歌山港～美馬町～琴南町～三好町 
5月2日 三好町～貞光町～見ノ越～土須峠～剣山林道～物部村～越智町 
5月3日 越智町～大峠～五段高原～大野が原～韮が峠～野村町～松野町～大正村 
5月4日　大正村～中村市～宿毛市～足摺岬～須崎市～越智町 
5月5日　越智町～四ッ足峠～徳島港～松阪市 
走行距離:1500キロ(推定) 
燃費 :未計算 
続きます、まだまだ。 
2000.05.12 // ねこさん。 
 
<はじめに> 
いつもながら長くて、無駄ばかりのレポートです。暇なときにでも読んでやってください。 
 
keyword 
能登半島、雨、晴、高見峠、和歌山、四国、鳴門大橋、淡路島、剣山、林道、うどん、三嶋、山内、満濃池、ひやあつ、美濃田の淵、女子高校生、温泉、チャリダー 
すっかり四国に行くのが恒例化してしまった。しかし、決まった所に行く必要もないのだから、ほかの場所も候補にしていた。能登半島です。ちょうど宮本輝の「朝の歓び」を読んでいたこともあって、能登半島の猿山岬に行ってみたくなっていた。 
4月中旬には周期的にやってきた悪天候が、連休前になって乱れた。長期予報がドドドっと信頼できなくなってくる。29日から7日までの連休の前半に雨が西日本を通り過ぎるという。北陸方面から東北方面はどうやらずっとすぐれない天気予報である。 
29日に朝、5時に起きて洗面を済ませたあと、出発を思いとどまった。30日には下り坂だというので、そんな日に剣山林道を走っても雲の中かも知れない し、雨雲を気にしながら旅をするのは嫌だったので、家でごろごろとして贅沢な時間を過ごした。そうするうちに、雨の予報が30日夜から1日に変更されてい る。出かけてみたら雨だっった…ってのは嫌なので、結局、晴天だったのに30日も家にいた。 
パティオの面々は、既に旅立った人もいる。私にはすっかり決断力がなくなった… 
と自分を責めてみたりしながら、快晴の空が憎かった。30日も自分の部屋で過ごした。雨でも1日には出ようという決心が固まりつつまるのは30日の夜のこ とである。子どもの遠足が1日にあって、合歓の郷へ行くという。「晴れ女」と自分で言う。その運に期待しながら眠りに着く。 
 
5月1日　月曜日　第1日目 夜明け前まで雨、のち雨上がる、晴れ 
<出発> 
5月1日、月曜日。雨があがった。夜半から静かに降り始めた雨は、とても意地悪に思えた。ザーっと降れば、朝にはカラリのイメージもあるのに、音もたてず に静かに降り出すんだから。でも、もはや気に掛けても仕方がないので、子供が遠足に出発したら私も家を出ようと決めていた。 
朝、目が覚めたら地面が濡れているだけで、雲は散り始めており、小鳥が元気に騒ぎにかかったところだった。淡々と荷物を載せる作業が続く中、集合時間に間 に合わない、と子供が言って焦って家を飛び出してゆく。荷物を全部載せてから地図をしまい忘れて探し回るというハプニングもあったが、ウェストバックに入 れたのを思い出した。いつものようにうちのんに写真を撮ってもらって、私も家を出た。ちょうど7時40分頃だったと思う。 
<紀伊半島横断～徳島港まで> 
高見峠～吉野を経て和歌山へ。特別な混雑がなければ、150キロほどを約3時間余りで走れる。特に急ぐ事もせずに西に向かった。11時25分のフェリーに 間に合うために15分ほど前には乗り込みたいが、和歌山が近づいてきたらぎりぎりの様子がわかってきた。少しゆっくり走り過ぎたようだ。R24に入ってか ら焦りがきて、少し急ぐ。11:13と乗船券にスタンプされている。もちろん、乗り場に移動してすぐに乗って、雑魚寝の席に横になったら出航の音楽が流れ 始めた。 
 
船の中ではいつも通り、1時間ほど横になって、そのあとの1時間は甲板に出て風に吹かれている。淡路島がでっかく見える。いつもなら霞んでいることが多いのに、その向こうに鳴門大橋も見える。たいした写真にならないだろうと思いながら一枚、シャッターを押した。 
TMを見てどこに行こうかを考えながらぼんやりしている。昨日までは、まず剣山林道に向かって月が谷温泉村で泊まって…というルートを考えていたのに、まったく違うルートが急に思い浮かんで、讃岐うどんを食べに香川県に行くことにした。 
隣のバイク(ジェベル)の女性に、下船の時に声をかけた。ご主人との二人旅だそうだ。ご主人はXR(機種名は自信ない)。昨晩は、紀伊半島の吉野村のキャ ンプ場で寝たそうで、走っている時には雨に降られず、夜中にテントだけが濡れただけで済んだそうだ。幸運だ。しかも、遅着早発でテントサイトの料金徴収も なかったんだって…。 
<うどんを喰いに讃岐へ> 
徳島港に午後1時半頃に上陸。すぐに北上して吉野川沿いの道路に出た。堤防を少し走って、沈下橋を通って北側に渡り県道を美馬までゆく。そこから琴南町を目指した。 
美味しいうどん屋さんの情報は昔に読んだFBIKEのログの中にあったので、幾つかメモして地図に書きなぐっておいた。KO1さんがレポートしてくれたも のだ。普通の民家の中にあるらしいと聞いて想像をしていたが、谷川米穀店はそう簡単には見つからない。旧道と新道というキーワードがメモしてあったので、 そのあたりで人に訊ねたら一発で場所がわかった。しかし、その後に「あそこは11時から1時までしかやっていませんよ」と言われた。やはりそうだった か…。他に美味しい店はないものか、その人に訊ねたら「約2、3キロ下った所に今日オープンした店がある」と言う。「旨いかどうかはわからない」とも言 う。その店にでも行ってみようとぼんやり考えながら道を下って行くが、オープンしたての雰囲気(旗が出てるとかそういうイメージ)の店らしいものは見当た らない。オープンといってもそういう雰囲気じゃないんだな、ってことが後になってわかってくる。 
それと、もうひとつ、走りながらなるほど…と思ったのは、今の時期は農繁期で、うどん屋さんが店を閉めている看板が目立つことである。「農繁期のため休業中」と書いてある。 
<三嶋> 
そこで、もうひとつのメモに「三嶋」があったので公民館の近くで車を洗車していた若者に 
--- このあたりに美味しいうどん屋があると聞いてきましたが 
と訊ねると、離れたところで立ち話をしているおばあちゃんに聞きに行ってくれて 
--- 坂を下って橋を渡って右の家です、これから行ってもやっているらしいですと教えてくれた。 
きっと看板も何も上がってないんだから驚かぬようにしていようと決めて行ったのに、それらしい家はなく、人の住んでいるような家ではなく小屋ふうに見える (失礼)建物があるだけだった。さっきうどん屋を教えてくれたおばあちゃんが橋の方から歩いて来るのが見えたので、その前にこの家で訊ねてみようと思い、 戸をガラガラと開けた。そしたら、そこでおじいさんがうどんを打っていた。驚いた。 
さっきのおばあちゃんは奥さんで 
--- うどん、喰えますか? 
と言うと、讃岐の言葉で 
--- 今からするから少し待たねばならないですよ 
とおっしゃる。少しとは、うどんを切る時間と釜の湯が煮上がる時間である。 
おじいさんがうどんを平たく薄く延ばして、おばあさんが押し切りで食べるうどんの太さに切ってゆく。おばあさんは、切る合間に釜に火を着けてうどんを湯がき始める。時々かき混ぜながらうどんを切る作業を繰り返す。おじいさんは延ばす作業を淡々としている。 
部屋は決して広くなく、麺を延ばす作業台と打ったうどんを入れる箱があって、奥に釜があるだけ。あの箱、何ていう名称だっけ…いつの時もお餅をしたら粉をまぶしたまましまっておくトレイ。 
一方、戸を開けて入った私は居る場所もなく、すぐ前にある椅子に腰掛けているしかない。テーブルの上は出荷先の伝票や作業中のうどんが置いてあって、食べるにはそれほど余裕がない。 
一連の作業をカメラに収めておこうと思って「写真を撮っていいですか?」と訊ねたら、最初、おばあちゃんが、構わないと言ったのに、おじいさんが「いけない」と小さな声できっぱりと言う。少し気まずかったが、出来上がるのを待ち続けた。 
うどんがゆで上がったころにおばあさんがおじいさんに「醤油を出してあげて」と言う。そこで味の素と醤油、七味がテーブルの上に出された。 
--- 冷たいのがいいかい、熱いのがいいかい 
と聞かれたので、 
--- 熱いのをください 
と私は答えた。冷たいのだったら、ゆで上がったうどんを水にさらすんだろうか。さて、味である。醤油だけしかかけないうどん。これは初めての出会いであ る。刺身を喰う時の醤油の味を思い浮かべる。しかし、うどんを口にすすり込むと想像とはまったく違った味が口に広がる。甘いような何とも言えない醤油味で ある。もちろん、コリコリとした讃岐のうどんである。これぞ、美味というのだろう。「幾らですか?」と訊ねたら「100円」という。関西でたこ焼きを喰う 感覚のようなものなんだろうか。ほんま、美味しかったです。「ご馳走さん」と言って店を出た。何ともあと味がさわやかである。ようし、もう一軒、満濃池の 向こう(西側)にある「山内」に行ってみるか。 
<さぬきうどんの山内> 
土讃線沿いに県道があり「山内」もこの道沿いにある。あとで知ったが、このあたりにかの有名な「満濃うどんトライアングル」があるらしい。単線の鉄路が通 る普通の田舎の風景にうどん屋の影などないので、あらら、また凄くわかりにくいところにあるのか、と不安になっていると、看板があった。でも、道路からは 少し入って藪の中に道が向かっている。家の前には車がたくさん止められる庭があり、普通の農家の建物があった。「うどん」の看板が立ててなければ店には見 えないだろう。 
ちょうどネクタイをしめてカブに乗った人が先に店に入っていったので私も後を追った。「注文のシステムはどうなっているのですかか」と少し思案した後に訊 ねたら、ネクタイの人が丁寧に教えてくださった。「あつあつ」「ひやあつ」「ひやひや」の三種類があり、それぞれに、普通、大、特大が設定されている。そ の人が「ひやあつ」の「大」がお薦めとおっしゃるのでノータイムでそれを注文した。やはり、うどんを打つところから始まったので、しばらくぼんやりとして 過ごした。冷水器の前には形の揃わないコップが積んである。田舎の食堂の雰囲気が充分である。でも、冷水は格別に旨い。戦後の映画に出てくるようなテーブ ルに座って食堂を見渡したりしていると、やがてうどんが出来上がる。もちろんセルフサービスで、これで250円なんだから満足である。 
<美濃田の淵キャンプ場へ> 
猪ノ鼻峠を越えて南下した。明日には剣山林道に行きたかったので、少しでも近づいておこうと考えた。無料のキャンプ場がTMに載ってるが、どんなものなの かがまったく想像できない。情報を集めて行くよりも行って自分で確かめるスリリングはこの時に最高潮に達している。キャンプ場が近づいたら買い出し用の スーパーもチェックしてゆく。ローソンの駐車場で道草をしている女子高校生が手を振るので振り返したりしながらキャンプ場に着いた。水洗トイレもある。ハ イウェイオアシスと隣接した公園で、高速道路側には温泉施設まである。人が通れるゲートを経てキャンプ場の人も温泉が利用できるらしい。 
驚いたのは、徳島港へのフェリーの下船時に言葉を交わしたご夫婦が先着していて、奥さんが先に気が付いてくれた。テントを隣に張らせてもらって買い出しに 行く。さっきのローソンにはまださっきの女子高校生がいた。(この時にあんたら高校生ですか?って訊ねて高校生だとわかった。)仲間と喋って楽しんでいる のだそうだ。手を振ってくれた子は茶目っけのある子だった。可愛らしい子供たち、ほんと田舎の子はすがすがしい。買い物を終わって出てきたら姿はなかっ た。少し寂しい。もうちょっと娘のような子どもたちと話がしたかったような気がする。さて、夜更かしの話。バイクが7、8台になって、ひとつのテントの前 に集まって話し込んだら10時頃になっていた。チャリダー君がひとり混じっていたのだが、彼が眠そうだったなあ。四国でもやや東の方に属するこのあたり は、剣山も控えオフローダーが多い。 
2000.05.13 // ねこさん。 
 
5月2日　火曜日　第2日目 晴れ 
keyword 
剣山、林道、貞光、見ノ越、FJ、土須峠、岳人の森、狭道、日本酒、焼き肉、無料、ご夫婦、出雲、ヘレンさん、岩戸温泉、べふ峡温泉、ピース 
今日は、剣山を時計回りに回って、高知市を抜けて越智町まで。 
<貞光町から見ノ越> 
この国道がR438となっているのをずっと前から知っていたので、一度、走ってみたいと思って貞光町から南下を始める。工事による時限通行止めの標識が目 立つ。朝の8時前だったので、9時過ぎからの工事開始には余裕があったけど、岩戸温泉に寄れなかったのが少し残念だ。ガソリンを入れたスタンドの奥さんは 薦めてくださったのだが。 
<四国狭道マニア?> 
そんな言葉が頭に浮かんだ。こんな道ばかりを選んで走るのは何か人生に悩みでもあるからか…自分を虐めてるのと違うのかい…なんていうふうにひとりごとを言いながら走る。ひとりごとに久しぶりにリズムが出てきているような気がした。<見ノ越> 
もう何度も来ているのにここには来てしまうなあ。何の用事もないのにバイクを止めてしまう。リフトに乗って上にあがるには、料金が少し高額すぎる。二千円あったら1泊、布団で寝れる。 
でっかいアタックザックを背負った女性が3人、歩いていたので声を掛けた。 
--- 重そうですね、40キロくらいあるんですか? 
--- そんなことないですぅ、もう食料とかを食べてしまいましたから…。 
20キロくらいかな…。 
--- あら、そしたら剣山に登ってきたんだ…。 
--- そうです、三嶺というところから2泊3日で歩いてきました。 
3人とも、可愛らしい大学生ふうだった。私が山に登った若き頃のような、うす汚い…という山登りのイメージはまったくない。近ごろ、街でもなかなか見られない爽やかな、化粧のほとんどない女性だった。(猫柳:化粧嫌い) 
トイレの前で隣にバイクを止めたFJの人。言葉も交わさずどっかに行ってしまうのだが、この日の夜にキャンプ場でばったり出会う事になります。その彼に挨 拶もなしにトンネルを抜けて東の谷を見おろして震え上がりながらR438を下り始める。剣山林道よりも高さの点では遥かに迫力があると思う。 
<土須峠> 
久しぶりに土須峠の方に上がってきた。不思議なもので、結構、再会すると思い出す。岳人の森の小屋の前で休憩しながら、この小屋は昔のままだなあ、道路も変わってないなあと感慨が深い。昔に越えた時は台風が来ていて風がきつかった。 
<剣山林道> 
ハナから全線を走るつもりもなく西の部分を走ろうと思っていたのでR193から林道に入った。ファガスの森までがウォーミングアップのようなもんだが、後 ろの席にくくり着けたBOXは緩まなかったけど、シュラフが半分落ちそうになってきたりして、林道の前半は気に掛けながら走った。 
バイクは予想以上に少なく、車にもあまり会わずそれはラッキーだった。しかもお天気は上々で、少し寒い日が続いたからなのか、新芽が一斉に吹き出したばかりといった感じです。栃の芽などは思いきり元気良く青空に向かって出てきている。タラの芽も。 
爽やかな5月の風が山を吹き抜けてゆくと、この場所がかなり奥深い山中だということすら忘れて、ぼんやりとしていることができる。腰が少し痛いけど。空荷だったらまた違う味わいがあろうなあ。 
大阪から来てたグループは、朝に高知に着いて、夕方にまた高知から帰るという。高額な(贅沢な)ツーリングです、と言っていた。気持ちが凄くわかる。 
<べふ峡温泉> 
岩戸温泉に入れなかったので、お風呂に入りたい。べふ温泉にはバスが1台、止まっていて県内の高校生が来ていた。遠足なんだろうか。私が湯舟に入るときは 彼らはバスに戻ったあとで、誰もいなかった。独占で入れるなんて最高です。露天はないけど、窓越しに見える景色は渓谷で、お湯も美人系のアルカリ温泉。身 体の埃も綺麗に洗い落とすことができた。 
 
<轟の滝へ行こうとする> 
物部村の轟の滝キャンプ場の様子を見ようと、物産センターの所を北に折れてみる。何のことない、轟の滝まではなかなか遠い…。また買い出しに戻るのはいやじゃぁーと叫びながら旧道をクネクネと走っていると案内看板がいつのまにか後ろ向きに矢印を変わっている。(^^ゞ 
やめた。やめた。休憩だ、ってわけで対岸に国道が見えるところで休んでいると、川の河原の方角(沈下橋のような橋がある)からワンボックスの車が上がって きて私の前でおじいさんやおばあさんを何名か降ろした。バスにはディサービスと書いてあったように記憶する。(メモをしなかったので記憶が曖昧です…。) つまりは、村の介護サービスか何かでおじいさん達をお風呂にでも連れて行ってあげてたんでしょう。 
そのひとりのおばあさんを呼び止めて、しばらく立ち話をしました。この村にあの国道が開通する前の頃の話を訊ねてみた。その頃は私たちがいる細い道しかな かったという。耕運機が通れる程度だったと想像する。こんな道をこれから走って高知まで行く気にはなかなかなれないな。10年ほど前に各所にトンネルがで き、快適な道が開通していったらしい。それでも人の流出は止まらないようですが。 
 
<西へ→越智町まで行ってしまう> 
私のTMには、越智町の宮の前公園と言うのは載っていない。横倉の橋の手前の河原部分に相当するところにあるコスモス公園が宮の前キャンプ場である。先に 商店街に寄って小浜キャンプ場への道順を訊ねて、実際に行ってみたが河原が想像以上に荒れていたので悩んだ後、諦めて来る。そ戻る途中の集落で立ち話をし ていたおばちゃんに「他にどっかキャンプできるところはないものか?」と訊ねたら「みなさん、コスモス公園(宮の前)に張っておいで」だという。これで心 は決まった。大急ぎで買い出しをしてキャンプ場に急行した。いい公園です。トイレもあるし、景色もいいし、静かだ。 
 
<夜は更ける> 
国道から河川敷へとバイクを下ろしテントサイトを物色し始めると、朝、見かけたFJさんが先客として既にテントを設営し終わっていた。そして、奥の方で 張ってらっしゃる夫婦の人が一緒に食事をしましょうと誘ってくださったので少し話をしていたと言う。越智温泉を教えてもらったのでこれから入りに行くと 言って出かけた。その代わりに私が、明るいうちだけ甘えますね…といってテーブルに腰掛けた。自分の買った缶ビールを1つ持って話を始めたら10時頃まで 話が弾んでしまうことになる。風呂から帰ってきたFJ氏も仲間に入って日本酒も炭の残り火で温めの燗となり、みんなが饒舌になってゆく。 
 
<島根の人> 
ご夫婦は子どもさんがなく芝犬とゴールデンレトリバーという犬たちとの4人?の家族という。ご主人は昔、山男だったという。加藤文太郎の話などをして話が 弾む。出雲の人で、美味しい蕎麦屋のことや有福温泉の話などをした。出雲の地方の人は、小泉八雲のことをラフカディオ・ハーンとは呼ばずに、ヘレンさんと 呼ぶのだと話してくださった。ハーンがヘレンに変化したのだろう。砂の器でも紹介されているように、東北弁に似たややズーズー弁の言葉で、更に話を進める と、出雲横田の生まれだとおっしゃるのでまたまた驚いた。 
「何故、バイクで旅に出るのですか?」と訊ねるので、「ううん、幾つも理由があると思いますけど、確実にひとつをあげれば…それは社会からの逃避でしょう」 
と私は答えた。FJ氏が深くうなずいて「社会の中の規約とか秩序とか強弱とか制約とか、そういうものを否定するわけではないけど、少し逃げてきてるんですよ…」とフォローしてくれる。わざわざ言葉で確認しなくても構わない、ピースはそのためにあるのだろうと感じた。 
 
さて、夜更かしをすると明日に差し支えるなあ、と思って早々においとましたのにそれが既に10時を回っていたらしい。夕飯を買ってあったのでテントに戻ってから腹に納めた。ご夫婦に日本酒と焼き肉をご馳走になるという経験は、今までで初めての経験だった。 
2000.05.13 // ねこさん。 
 
5月3日　水曜日　第3日目 晴れ 
keyword 
竜馬、仁淀川、越智、大峠、田植、千枚田、おばちゃん、土佐弁カルスト、鳥形山、大規模林道、五段高原、韮が峠、大芽峠、脱藩 
5時頃になると空は既に明るい。堤防に植えられた楓の並木の下に張ったテントから綺麗な石段の遊歩道が見おろせる。その下が仁淀川のせせらぎである。せせ らぎの向こうの河原にかぶさった雑木林の上に真っ赤な太陽が昇り始めると、テントに白い光線が届き、それが私の気持ちをウキウキさせてくれる。天気に恵ま れるということにこのうえない感謝である。 
日の出は6時頃だったと思う。歯磨きをしたり荷物を片付けたりしているとあっという間に時間が過ぎる。御主人と奥さんにお礼を言うためにテントまで行くと 何だかよそよそしい。昨晩はお酒が入っていて明るくなっていたのだろうか。人の付き合いって難しい。いや、眠かったのかもしれない。奥さんが何枚か写真を 撮ってくださっていたので、それを送って戴けるというので住所を書いた。日本テレビの福留さんのような雰囲気のご主人だ。朝に挨拶をしてお別れしたが、土 佐の美味を味わいたいとおっしゃっていたので、うまく出会えることを祈った。あれから美味しい高知の味を満喫なさっただろうか。 
 
<大峠> 
越智町の仁淀川の橋のたもとを曲がって大峠を目指す。途中に桐見ダムの公園キャンプ場があるはずだ。小浜キャンプ場とこのキャンプ場しか私のTMに掲載し てなかった。迷ったもうひとつの場所も調査しながら過ぎる。ダム湖の上流にある公園のようなところで、子供の遊べる滑り台などが見下ろす河原の上に見え た。誰もテントを張っている様子はなかった。 
 
県道・大峠を越えるとそこはR439である。カーブの様子を地図でみれば、道のりがどの程度かは想像できる。しかしそれ以上にすごい峠だった。狭道マニア にとったら絶頂感覚の峠とでもいうか、ワインディングをひとつづつクリアしながら、凄い道やなあ…と叫びまくっている。やってくる車にはまったく遭わな い。斜面に建つ家々を眺め下ろし、早苗を植えた水いっぱいの水田を横目に淡々と坂道が続く。このあたりの千枚田も田植えの季節で、道端のスペースには軽ト ラがたくさん止まっていた。整然と積み上げた水田の石垣を眺めながらのぼってゆくと感動が少しづつこみ上げる。民家の屋根瓦の苔や柿の木の新芽をひとコマ ひとコマしっかりと見ながらのぼる。しかし、この感動を一枚の写真に納めるのは難しかった。こういう場での感動というものは、のぼりばがら少しづつ蓄積さ れるので、スポットにバイクを止めてそれを一枚の感動作品にするのは難しい。早々に諦めて、私の脳味噌の記憶機能に頼ることに切り替えた。 
斜面にはお茶の畑がある。明るい緑の新芽が吹き出している姿が5月初旬らしい。見てるだけで嬉しくなってくる。しかし道路は厳しい。頂上が近づくにつれて ガードレールが設置されている箇所が減ってくるし、カーブミラーも皆無。クラクション鳴らせ!の交通標識だけが目立つ。今まで様々な峠道でも本当に鳴らし てみようと思ったことなどあまりなかったけれど、この時ばかりは鳴らして曲がろうと思った。 
 
<おばちゃん> 
立派に植林された杉桧林を縫うように道が続く。峠を越えて下りになったら遥か下にR439が見えた。ヘッドライトの明かりがうっすらと見えるような山岳道 である。そんな下り道をひとりのおばあちゃんが歩いていた。ちょうどそのあたりに白い小さな花がたくさん咲いていたのでバイクを止めて 
--- あの花はなんていう名前ですか? 
と訊ねてみた。 
おばあちゃんは、土佐弁である。 
いい響きで、 
--- なんていう名前かは確信はないけど、菖蒲(しょうぶ)の一種だろう、 
という。 
--- 引いて帰って庭に植えたらすぐつくから 
といいながら花をちぎっている。 
--- 持って帰れませんから… 
と私が言ういうと、ポイと棄ててしまう。これも自然のバランスなんだろな。 
 
<無駄話> 
このあたりの在所のことに話が及ぶ。 
--- すごい山深さですね、何をして暮らしていたんですか? 
と訊ねると、 
--- 芋を作ったり粟を作ったりして、米は農協から買っていた 
という。 
--- この下の集落を長者といい、ほかの高知の人に長者に嫁にいったと 
　　言うと羨ましがられるほど豊かな自然に恵まれた所だ 
とそれは流暢な土佐弁で語ってくれる。きつい斜面に推測樹齢が100年程度の杉や桧が植えられている道で、話は止めどなく続いた。たくさん話をしたが、レコーダーもないし即座にメモをしたわけではないので、残念ながら忘れてしまった。 
--- この立派な木は、もう売りものにはなりませんね。 
　　誰も買ってくれないもんね。自分の家に使うしかないもんなー。 
私はそういうと同時に、そうか、この木を植林した先代の人たちは、今のような時代を夢にも見なかったわけか…と気が付く。 
普遍的な空間にいると、社会の流れに対する疑問が一段と胸を突く。 
 
爽やかさが残ったのが嬉しかった。 
 
そうそう、大きなみみず(この時は何か不明)が山道を這っているのを見たので「あれは何ですか?」とも質問した。「みみず」だという。何だかこの山の中に 暫く滞在して景色や動物や植物をみていたいなと思うが、いつもながらそんな贅沢はできないなあ。時間を棄てるように使ってみたいものだ。 
 
おばあちゃんと別れてから、1箇所、素晴らしい風景を見た。あの景色をフィルムに納めなかったのが心残りだ。下りの坂道のせせらぎで洗い物をしていた女性 を見かけたので、このあたりの小学校はどれほどの生徒がいるんですか?、と質問をした。鳥形山の鉱山(日鉄…といったかな…)の社宅があってひとつのクラ スには10名ほどだそうだ。半分が社宅の子供達らしい。 
 
*先日、休暇を取った日に、時間の合間をみて図書館へ行った。 
　植物図鑑であの花を調べるためである。しかし、休館だった。 
　GWに開けていたからだろう。複雑な気持ち。また行くから 
　いいや。 
 
 
<四国カルスト> 
鳥形山。様々な話を聞いた後には違って見える。だから、地元の声は大事なんですよね。随分と岩石を削り取って、やがては、なくなってしまうのだろうか…。 五段高原にR439から駆け上がった。大規模林道が交わってくるのが寂しいけど、高原の駐車場にはバイクも多い。またFJさんに会った。割と長い間、中味 のない話をする。彼は鶴姫平でまた会うが、それからは石鎚山方面を走るという。寒い。1000メートルを越えるということもあろう。アイスクリンの店を出 しているおじさんがいるけど、あれは嫌みだったな。 
ここまで来ると今年は行くつもりがなかった「竜馬脱藩の道」が目にとまる。韮が峠まで来てしまっている…。ここで宮城ナンバーのKLEの人に出会う。99年モデルだそうで、気に入っていると話していた。 
大芽峠まで大規模林道を走って、もう一度、韮が峠に戻ってくる。途中で山菜採している家族に声を掛けた。「ウドですか?」と聞いたら「イタドリ」だと言 う。その後、脱藩の道を野村町に下り、関所跡に分け入ったりしながら、TMに脱藩の記念碑を目指した。野村町から河辺村への林道を走って行く。石碑がある だけで、何もない。あまごを食べさせる店があったな。このあたりの脱藩の道は、残念だが、徒歩で越える散策の道なので、それなりの計画をたてねばならな い。 
 
<人が恋しい?> 
河辺村から鹿野川のダム湖のほとりまで出てきて少し梼原に向けて走るがすぐに野村町の方に行って、R441の桜が峠から土屋トンネルを越えてゆく。松野町 を経て地蔵峠を回ってから四万十川に出た。地蔵峠方面に行ったのは、松野町青少年旅行村キャンプ場に行ってみるかな…と考えたからである。しかし、無料の キャンプ場にこだわった私は四万十川の河原に期待を寄せた。カルストに行ったあとは、四万十川に降りて行こう初めから考えていた。2日間で人恋しくなって いる私がいた。中川さんに会えるかも知れないとも思った。2日の夜に月が谷温泉村で(恐らく)泊まった彼女は、今日あたりに剣山を越えて旨くことが運べば 四万十川のどこかのキャンプ場にいるような気がする。おおーい、恵みちゃーんと叫んでみても声は届かないな。ケータイの番号は知ってるが、それをしちゃあ 味気ない。私の意地のようなものがあった。VFRの姿は、期待通りには現れない。 
 
<道の駅・大正> 
近くに轟公園というのがあって割と良かったのだが、バイク乗り入れ禁止になっていた。荷物だけを何度も運び込むのは嫌だったので少しだけ乗り込んだら、広 場の向こうの方でテントを張っている男性がひとりでやってきて「乗り入れ禁止って書いてあるでしょう」とヒステリックに叫ぶ。こんな所で言い合いをしたら あと味が悪いのでこここで寝るのはやめた。無反応で引き返しす。もしも私が+に返事をしても-に応えても結果的に気持ちに傷がつく。いい感じの広場だった が、モノの言い方には気を付けるべきだということを他人の言動を見て知った。再び道の駅に戻って時間を潰した。しばらくだらだらとしているうちに、同じこ とを考えていそうな人たちが集まって、みんなで寝れば…ということになった。職員のおばちゃんは「ここで寝てる人をよく見ますよ、寝てもいいんじゃないで すか、車椅子の人の邪魔にならないようにして…」というので気持ちが決まった。4人で話が盛上がる。テントを並べて張ったチャリダー君が、以前に大峠を越 えたことがあるという話をしてくれた。自転車ではさぞかし大変だったろう。彼もバイクにはピースを出すと言っていた。 
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5月4日　木曜日　第4日目 晴れ 
keyword 
道の駅、キャンプ、宿毛、足摺岬、カツオ飯、四万十川、杓子峠、R439、コスモス公園、大正市場、斗賀野、身代わりの鈴 
道の駅・大正のそばには、リバーサイドキャンプ場というのがある。国道の向こう岸に散りばめられたテントを見て、行くのをやめた。道の駅も快適であるけ ど、夜中に車の出入りがあることが難点である。道の駅で寝るときは、それを真っ先に気を付けてテントは駐車場から離れて張るべきである。 
3時過ぎに目が覚めた。夜露が雨といの隙間からテントの上に落ちてくる。ポタ・ポタと気になるので、外に出てテントをずらした。山間なのでピリピリと寒さが 
滲みてくる。バイクは屋根の下に突っ込んで置いたので夜露は付かない。 
 
<R439> 
早々に皆さんがテントを畳み始めるので私も習った。ようし、この時間ならR439を走れば宿毛YHに8時頃に着けるぞ。NAVYさんに会えそうだ。そう 思ったら元気が出てきた。R439のこの部分は初めての四国で走った箇所だ。杓子峠を越えて南下は続く。中村が近づいてきたら民家が1軒見えた。するとま もなく道路が広くなって、センターラインのある道に姿を変えてしまった。 
 
<宿毛YHへ> 
宿毛YHの場所はおよそ知っていたので、地図をほとんど見ないでひたすら走ったらミスコースをして宿毛市に入る前に右折してしまい、また四万十川に戻ってしまった。大きな川が現れて初めて気が付くという情けない有り様でした。 
出発をして行く人であわただしい中、NAVYさんを呼んでもらって、道端で立ち話をした。そのあと、足摺岬を目指す話をして、また会うかもね…といいながらお先に別れたが、しっかり岬の駐車場で再開できた。 
 
<足摺岬へ> 
宿毛市から足摺岬にかけての国道をサニーラインというらしい土佐清水市に着く少し手前に道の駅が出来ていた。カツオ飯をテントで販売していたのを見るとお 腹が減ってくる。売り子さんが可愛らしい子だったので、1パック買って近くのテーブルで食べた。ゴミ棄て箱がなかったので、可愛子ちゃんに訊ねたら棄てて おいてくれると言って引き取ってくれた。 
--- この道の駅はどのあたりですか、 
と、地図を見せながらと聞くと、 
--- 三崎港のそば、このへんです! 
って、嬉しそうに教えてくれる。 
足摺岬の西海岸の側の道も薦めてくれたので、岬からの帰りに回ってみた。走りながら以前に来たときもこのルートだったことを思い出した。景色が断片的に甦る。 
 
<四万十川河口> 
河口部分に大きな橋が掛かっていたので渡ってみた。昨日行った四万十川の騒々しさと較べてここの静けさの方が気に入った。南国ムードの風が吹いているような気がする。河口からR56までの海岸沿いの道路にはサーファーが溢れている。 
<高知方面へと向かう> 
伊の岬付近を回ったあたりの道端の公園で大休止をした。海を見下ろす芝生の上で横になっていると静岡からやってきたジェベルの男性(私より年上だろう)が やってきて話が弾んだ。徳島から出るフェリーの時刻と、和歌山から鳥羽までの道のりを教えてあげた。しかし、フェリーの時刻の転記に私のミスがあって、私 自身も徳島港で30分遅れて船に乗ることになる。ずっとあとになって気が付いて船の中で懺悔をした。 
 
<今夜の野営地を思案する> 
2時か3時を回っていたと思う。YH岩本寺の近くから四万十川を遡って、もう一度梼原にいこうという案もあったが、腹が減っていたので久礼の大正市場に行 けば何か喰えるかと思って寄ってみたが、車が溢れていて幻滅。有名になり過ぎで、観光客でごった返し、バイクはずっと遠くに止めるように指示をされる始 末。アホらしくなって降りずにまた走り出した。 
 
須崎の道の駅で子どもにお土産を買った。去年も同じ場所で買ったのをこの時に思い出した。鈴のキーホルダーを買ったところも去年と同じ。今年は「身代わり の鈴」というものを買った。あまり詳しく読まずにいい音色だったので買って子どもに意味を質問されて困ってしまう。誰か知らないかな…。 
 
まもなく4時を回ろうとしていた。腹のうちは決まった。越智町のコスモス公園で寝よう。越智温泉にも入ってこよう。決めたら早かった。斗賀野の峠を越えて 越智に急ぐ。後悔するのは、この斗賀野峠をゆっくりと散策しなかったことだ。高知市をでて真っ先に脱藩の志士達が越えたのは確かこの峠だったはず。最後に みる土佐の太平洋だったに違いない。 
<越智温泉> 
湯舟にはいる前に石鹸をタオルに付けて首筋を拭いたら、真っ白なタオルが手のひらの形に真っ黒になった。湯舟は独占状態で、窓からはたんぼの風景が見下ろせる。四国に来て2度目の風呂だ。いつもより少し長めに浸かった。 
 
<コスモス公園・宮の前キャンプ場> 
温泉を上がったのが5時過ぎだった。街の中に接地されたスピーカーから夕焼け子焼けで日がくれて…の音楽が流れてきたので記憶がしっかりしている。 
2日前と同じようにテントを張ってのんびりしていると、大阪からGSに乗った人がやってきて「隣に張っていいですか」というので「どうぞ」と答えた。つい でに、温泉があることやスーパーもあることを教えてあげたら、買い出しのついでに缶ビールをひとつくださった。ありがとう。貧乏旅だし嬉しかった。瓶が森 林道やカルストの林道を教えてあげた。彼は昨晩、祖谷渓谷で泊まったという。2℃まで気温が下がったという。5℃が我慢の限界かな。眠れなくて早く朝にな るのを待ったという。 
この日の夜は、最後だということで、少し贅沢な惣菜を買い込み、明るいうちからゆっくり食べて、夜も早々に眠る。 
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5月5日　金曜日　第5日目 晴れ 
keyword 
高知、四ッ足峠、物部、徳島、青年、フェリー 
<徳島港まで> 
朝早くに目が覚めた。高知市街の渋滞は、朝のうちに抜けて、徳島に急ごう…。家に帰ることを思うと急にわが家が恋しくなってくる。昨日の晩には、讃岐のうどんをもう一度…などと想いながら眠っていったのに。 
 
距離を計算すると250キロほどあるので、早くても5時間ほどは掛かりそうだった。6時に街のサイレンが鳴っているのを聞きながらキャンプ場を飛び出し た。仁淀川も四万十川に劣らない清流である。R33(松山街道)が高知市に差し掛かるあたり、伊野町の橋からは紙で作ったこいのぼりが川に流してあるのが 見おろせた。カメラを手にした人がちらほらと伺える。残念だが、走りながら見て先を急ぐ。 
 
高知市郊外は、難なくクリアし四ッ足峠を目指す。来るときにも走ったし去年も走った道だがこういうコーナーの連続を自分にあった速度で楽しむのがいいと思 う。物部のライダーズインにはたくさんのバイクが止まっている。その前の橋を渡って、「ふるさと○○センター」みたいなところに止まって冷たくなった手を 温めた。店の準備をしていたおばちゃんにこれから徳島まで行くのというと、3時間じゃ行けないでしょうと忠告してくれた。結局2時間半ほどで行ってしまう のですが、計算すると法定速度を結構上回っているみたい。四ッ足峠のコーナーでステップが擦るのも無理のない話だったか。 
 
<フェリーの時刻・転記ミス> 
11時25分だと思っていたので、10時半ならバッチリだと満足にターミナルに着いたら、あと5分で出るという。次は11時45分。結局、1時間余りを埠頭でのんびり過ごして乗船した。 
 
<アメリカ人青年に話しかける> 
日本語くらい喋れるだろうと思って話しかけたら、まったく話せないというアメリカ人青年に話しかけてしまい、約1時間ほど旅の話をした。私は語彙が豊富じゃないので、なかなか思うように会話が弾まないのであるが、彼はぺらぺらとよく喋ってくれた。 
そりゃあ、日本に来るために4週間も休み無しで働いたりしたそうで、大好きな日本に来れて嬉しそうだった。広島に感動したと言う。他にも、子ギャルの厚底 靴のことや日本人には英語を話せる人が少ない話などもした。フェリーから見える景色のこと、淡路島のこと、漁業のこと、お魚が美味しい話などもした。そう そう、彼は広島の次に東京が気に入ったと言っていた。街が美しいという。 
松本、京都、尾道、広島、松山、高松などを回って次の月曜日に6週間の旅を終えてアメリカ(ニュージャージ?)に帰るという。奥さんが待っているという。 月曜日に帰るんだという話の前に、紀伊半島と伊豆に行くという話をしていたので、白浜温泉を薦めたりした。電車で移動できるか?と聞くので大丈夫と答え た。月曜に帰るんだ、という話を分かれ間際に言うんだもん。それまでは、ゆっくりな旅を楽しんでいる、と言ってだけだったから、この土日だけで紀伊半島を 回って月曜日の飛行機に乗る為にJRに乗るにはどうしたらいいか、という話をしてあげるチャンスがなかった。 
ラッキー・トラベル・プリーズ…なんて訳のわからない私の英語で別れた。どうなっただろうか、少し心配。でも、人情深い日本人のことだから何とかなってるか。いや、私のようにお節介人が多いので、帰りの飛行機に乗り遅れていないか…。 
 
<和歌山から松阪まで> 
いつものように、淡々と走り、高見峠を越えて帰ってきた。3時間30分ほどかな。5時過ぎに家に着き荷物を解き、6時に松阪駅に着く母と子を迎えに行って、その足で、粗食に耐えた腹にご馳走を入れてやりに居酒屋に向かった。 
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5月5日　金曜日　第5日目 晴れ 
<支出表> 
----------------------------------------------------------------- 
支出 金額 
---- 
5/1 フェリー 3140 11:25発 
うどん 100 三嶋 
うどん 250 山内 
弁当 480 ローソン 
ウーロン 140 　〃 
ビール 260 daimaru 
チューハイ 115 　〃 
ガソリン 9.52L 出光 
小計 4485 
---- 
5/2 ガソリン 4.6L 出光 
ガソリン 9.0L 日石 
べふ峡温泉 500 
夕食買出し 208 越智町 サンワールド 
小計 708 
---- 
5/3 ガソリン 8.7L 日石 
パン・スープ等 378 大正マート 
ビール 310 
チュウハイ 220 
小計 908 
---- 
5/4 カツオ飯 500 道の駅(三崎) 
缶ジュース 120　　 ? 
土産 300 道の駅(つのやま) 
越智温泉 700 
ビール 255 越智町 良酒倉庫 
チューハイ 135 　〃 
夕飯買出し 1194 越智町 
ガソリン 11.1L 出光 
小計 3204 
---- 
5/5 ガソリン 10.4L 出光 
フェリー 3140 11:45発 
小計 3140 
---- 
総計 12445円 
----------------------------------------------------------------- 
(*)　今回の予算は、30000円でしたので、残額は「ツーリング基金」 
に積み立てられた。母子には融資もおこなう。健全な基金である。 
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燕温泉→乙見山峠→小谷温泉→猿山燈台
  *期間:2000.08.06~08　 
  *ルート:　野麦峠->安雲野->燕温泉->乙見山峠->小谷温泉->猿山燈台->油坂峠 
  *はみ出し記事:　「いろは堂」(鬼無里)のおやき 
 
  <概略> 
  とにかく暑かった。やっぱし、夏に走るのは根性が必要や。それに加えて、執拗な夕立にすっかり負けてしまいました。 
  一気に北越まで行くのを目標にしていたにも関わらず野麦峠で(何故、ここを選んだかにも疑問があるが)すごい夕立で、カッパ内に浸水。 
  安雲野を走りながら乾いてゆくが、白馬の道の駅でもまた夕立に遭遇。バイクと私を屋根の下に入れて、腰掛けてウトウトしたら、あっと言う間に夕方でした。 
  白馬の里YHで考えた。燕温泉と小谷温泉と蓮華温泉をひと筆で繋ぐ方法はないものか…。 
  そう、鬼無里の「いろは堂」に寄れば解決する。しかし、ますます、東北は遠ざかったな。でも私には猿山燈台がありますから、能登を目指せばいい。 
  蓮華温泉への気合いは、二日目にまたもや私を襲った夕立のせいで断念。トンネルを出たら豪雨だったってぇのは初めてでした。 
  今回のレポートは、ぼちぼちと書きます。 
 
  信州を突っ切ろう 
  準備をする為に5日にじっくりと荷物の整理をした。これは、正解だったと思う。無駄な物をたくさん持っているし、ひょっとしたら…てな調子で何でもかんで も入れているのを、思い切って放り出した。すると、着替えを5日分入れてもまだまだ入る余裕が生まれたので、お土産用にと思いそのまま空きにして、使用頻 度の高い物を、ボックスの上に縛り付けているタンクバックに分けて入れた。予定では、5日(3万円)と家族に公表していたが、ツーリング基金に1万円の余 裕があったので、もう1日くらい余分に走ろうと思っていたのに、あれこれで予想外の3日間となった。 
  夕立が続いてしまっていとも簡単に断念する様になったのは、たぶんずっと昔からの事で、それよりも今回の東北行きにはやや情熱にかけたものがあったのだろうと思っている。過去にもこんな年があったことだし。 
  信州のツーレポを読んだのが頭にあったし、何よりも能登半島にもしも行けば二十数年ぶりになるので、ふと懐かしさが沸いたのだろう。 
  長く走ればいいというもんでもない。残ったお金はツーリング基金として残しておく事にして、能登をまわったら早く帰ってもいいかな。そんなわけで、二泊三日と、近年では珍しい短期ツーリングであった。 
  家を出て走り始めた頃や、美濃のたんぼの中を快走している時は、「風の中で待っている♪…」なんて唄いながら飛ばしていたのだ。稲穂が花を咲かせてしきりに花粉を飛ばしている。黄色く色づき始めた水田に、独特の匂いを漂わせる。 
  夏は、真っ赤とかオレンジではなく、意外にこの黄色が良く似合うような気がする。かぼちゃの花が咲いている。これが真っ黄だし、月見草も淑かに黄色。色だ けを好みでいえば決して好きではないが、灼熱の中で汗が首を伝い落ちる時に何故かほっとする色だった。信州に入ると、煙草の葉やとうもろこしの黄色が目立 つ。 
  今回は19号線を北上して、諏訪に出るルートをやめて、飛騨街道を走ることにした。ただし、安房峠は混雑が予想されるので野麦峠にしてみた。さほど遠回りでもない。しかし、そこで私を待っていたのは激しい雷雨であった。 
  林檎の畑の中を走る日本アルプスサラダ街道…。松本の盆地がくっきりと見渡せる。しかし、行く手には、真に鮮やかで芸術的な入道雲が三千メートルの峰峰を装飾するように点在している。 
  雨の前に涼しい風が、すっと吹いてくる。幽霊が出る時の風よりもさっぱりとした涼しい風だが、私の願いを叶えてくれるはずもなく、激しい雷音とともに近づいてきた。 
  朝から食事をしていなかったが、北越を目指す私は食べる欲をそれほど持っていなかった。ただ、ひたすら走り続けることしか考えていなかったところで、幸せ か不幸せか…、水しぶきを見ているだけで、気持ちが爽快になるほどの夕立に遭遇した。肘を着いてひとしきり眺めていたが、やがて居眠りをしてしまった。 
  この日はチーズリッツをふたつみっつほど食べただけで、YHでも早々に眠ってしまう。 
 
  白馬のYHに 
  前から燕温泉には行きたいと思っていた。そして、乙見山峠にも行きたいと思っていた。東北を断念したので、そこをまわる方策を考えながら夜は老ける。YH には、ひとりの宿泊者は私以外になく、ひとりで部屋を使わせてもらった。やや、寂しい気もあるが、ビジネスHと較べたら三千円は安いな。 
  地図を見ながらビールを飲んでいたら、ヘルパー(お手伝い)を兼ねて遊びにやってきている親戚の中2の男の子がいたので少し話をした。奈川村から白馬のお ばさん(このYH)に来ている事。長野の子は小学校で登山やスキーをする事など、丁寧な言葉使いでしっかりと話してくれる。旅先で話しかける相手に、おば あちゃんや子供を選んだら、正直な話が聞き出せる。この子と話をしていい夜が過ごせた。 
  いろは堂 
  YHを出て、鬼無里を目指した。いろは堂のおやきを食べによれば、ルートがひと筆書きになるので、迷いもなく鬼無里に走りだした。いろは堂は、思ったより も大きな店で、商業化された店舗だった。なんだ、有名な店なのか…と幾分がっかりしたものの、おやきの味は格別に旨かった。 
  「野沢菜」と「野菜ミックス」とを注文したけど、「あざみ」をおまけに付けてくださった。これが噂のサービスか。。。「あざみ」は、非常に美味しかった。ぜひとも多くの皆さんに賞味して戴きたい。 
  建物はクラシックな造りで、ご主人に訪ねたら築後約十年だそうだ。でっかい駐車場もあった。お薦めや失作などを時におまけとして付けてくださることがあると聞いていた。そのサービスで戴いた「あざみ」が一番に美味しかった。 
  「うど」をお味噌であえて食べますよね。あんな味です。少し苦みがあって、その上に微かな甘味がある。このあたりでは「あざみ」を春に採取して保存して一年を通じて食べるらしい。 
  去年の今ごろ、凄い夕立で目の前に雷が落ちて、非難したバス停の前を通過しながら、戸隠を通って、燕温泉を目指した。 
  燕温泉へ 
  鬼無里を走りながらも、まだ東北を諦め切れていなかった。まだ今からでも山形を目指せば…と何度も思った。 
  しかし、無料、混浴、温泉、乙見山…と私を誘惑する煩悩が襲ってくる。これから発達する積乱雲の子どもが空に生まれ始めているのがハッキリわかる。今なら 夕立までには時間がある。誘惑を一気にクリアするのは今しかないのだと心に決めた時が、東北を本当に諦めた時だった。 
  そういうわけで、能登にも行くという夢が実現し始めます。 
  燕温泉の露天風呂は期待レベルで良かったです。5分ほど歩くと温泉のある谷筋が近づいてきます。ジパングツーリングには徒歩20分と書いてあるけどそんなに歩かない。(河原の湯) 
  お湯が白濁で、一緒に浸かっている女性の皆さんも、身体にはタオルなどを纏わずに入っているようです。おっぱい(の先)も見えませんから、透明度は殆どな いほど濁っている。かなり、硫黄臭がきつい。嘗めても独特の味がします。白濁のお湯の特徴でしょうか、肌にややピリピリとするような感じがして、長旅のな かでへばり着いた汚い雑菌が殺されてゆくような喜び。特に汚ないアソコあたりは、ここぞとばかりに入念に殺菌しマッサージもしてやろう。元気になるかな。 (コラ!) 
  女性の皆さんがお湯からあがろうとすると、今まで話していた男性が一斉にそっぽを向く。これもマナーですか。湯舟が深かったので女性のみなさんは要所を隠 しながら湯舟から這いあがるのに苦労していたようです。そうこうしていても簡単は見えないものだし、もし見えてもそれほどニュースでもないんだよね。風 呂って元々、裸で入るわけだし…。しかし、何人もの裸の群れを(たとえ後ろ姿であっても)見るのは、後に刺激がやや残ります。
  
  能登へ 
  ひとつ目のトンネルを抜けるとパラパラ程度の雨が降っていた。やや躊躇しながら走るうちに次のトンネルが来た。そのトンネルを抜けると今度は晴れていて雨 の様子などまったくなかった。(この時にトンネルを出たら晴れという事象に対して逆の事象がある事に気づくべきだった…) 
  いくつかトンネルをクリアし、次の出口が蓮華温泉への分岐点になる交差点というトンネルを出たら壮絶な土砂降りだった。たぶん、1分ほどでもそこに居たな らばびしょ濡れになるのは確実である。ちょうど、出口に在ったGSに滑り込んで雨宿りをさせて戴く事になる。1時間ほど店主さん(ご夫婦かな)と話をし て、止まぬ雨を恨めしく思いながらカッパを着て走りだした。数分走ったら、数十分にも及びそうな長いスノーシェッドあって、そこを出たら雨の気配は消えて いた。運とはこういうものなんだろう…。 
  悔しいのか、幸運なのか。蓮華温泉へのチャンスは次回へと持ち越し、能登方面を目指して、灼熱の日本海沿岸を走りだす。温泉は宿題になったけど、まっ、いいか…。 
  能登半島に向かう途中に何度も考えたのは、小川温泉と宇奈月温泉に行って近くで野営を…というプランだったが、キャンプ場が確約できないのでいとも簡単に断念。宿題送り。小川温泉は混浴格安温泉と聞いていたのに…。 
  朝日から小杉まで高速で移動して、半島の東海岸を北上するコースを選択。快適に走っている間に氷見を通り越してしまうほどだった。キャンプ場がない。うち のんが日本海側では朝鮮へ拉致される可能性があるから気をつけるようにと何度も言っていたので、こちらまで感化されて純粋野宿を迷っている。地図の下見が してなかったのに当てずっぽうで走るので、どこを走っているのか良くわからないままに走ると能登島の入口もとうに過ぎていた。途中で夕食を取るために8番 ラーメンに久しぶりに入った。 
 
  輪島・朝市に寄って、猿山燈台へ 
  猿山燈台には、第三日目に行った。 
  道の駅の名前はロマンの里…とか書いてあったかな。ここを出て穴水を目指しそこで道を尋ねたら夫婦の車が先導してくださると言うので、後ろを走った。穴水 から東に2キロほど行った所から輪島まで信号の数が1、2箇所という農道ツーリングを楽しむことができた。能登には高い山がないので、独特の雰囲気であ る。地元のご夫婦は速かった…。 
  輪島の朝市に寄って、トイレで大きな事件が起こった。これは絶対に日記に書き留めるべき事だ。といっても、結果はオーライですが、ウンコをしたあと、トイレに財布を忘れて、しばらく気づかずいざ出発の段階で大慌てをしました。よかった…。 
  朝市には7時過ぎに到着し通りを2往復して無作為におばちゃんたちと話をした。 
  全部売れますか?　全部売れたら引き上げるの?　自分で作った草鞋ですか?　日が差し込んで暑いね、などと話をする。 
  出展料金とかを払ってるんですか?　みんな同じ金額?　それとも真ん中の方は高いの?　通りの端っこより、真ん中の方が(よく目立って)いいでしょ?　 
  次々と質問をしながら歩く。 
  ---そりゃあ、私だって真ん中に出したいよね、でも、端でも、時にはいいことがあるものよ… 
  ふくろうの小さな置物(二百円)を子供に、買って朝市見学を終えた。何も買わないけど、また行ってみたくなる不思議なところだった。 
  猿山燈台について。これは、宮本輝の「朝の歓び」に出てくる能登半島のポイントのひとつで、この海を見ると地球が丸いことがわかるのよ、と主人公の女性に言わせている。晴れた日の朝がいいとも言っている。 
  この岬の雰囲気を実際に眺めることで、ドラマを味がいっそう深くなる。誰もやって来ない。海に突き出した絶壁は雑木で覆われ、海鳥たちが舞う。丸い地球の 上を大きな貨物船がゆくのが見える。日差しは強いに違いないが、汗が吹き出さない。かといって空気が乾いているわけでもなく、塩分を含んだ湿った風であ る。 
  小説に登場する男と女と、私自身の事を頭の中でふたつ同時に並べてみて、自分の過去を後悔するともなく懺悔するでもなく、ぼんやりと想う。このドラマは フィクションで在りながらも、私自身にとって極めて設定がリアルで身近なものだっただけに、様々なシーンが重なり合うように通り過ぎた。 
  真っ赤に沈む夕日と、真っ赤に燃えて昇る朝日にどこが違うのだろう。物理的に同じに見える筈なのに、どうして夕日はあれほどまでに赤いのだろうか…。 
  一生、絶対に許せないひとりの女があったとしても、この風景の前でもしも偶然に対面したらば、あのことは水に流してもいいよ…と、私から言い出してしまう かも知れない。日本海の色ってもっと暗くて寂しいと思い込んでいたのに、とても明るく爽やかな青だった。これも太平洋の黒潮の一部なんだから、と思うと私 の気持ちも少し和らいだか。 
  猿山燈台を離れて幾つもの漁村を通り抜けた。間垣で囲んだ家々の佇まいが日本海の厳しさを物語る。 
  旅を終えて、もう、家に帰ろう。 
 
2009年2月 8日 (日曜日) Anthology 旅の軌跡 
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バックミラーに青空が映った
バックミラーに青空が映った 【オフレポ】
 
00/07/10　　21:03 
台風が去った後には、どこから吹いてきてどこへ行くのか判らないような風が吹いていた。東の空は青くても、県境に連なる１０００メートルクラスの山には重 くて不吉な雲がかかっている。きっと名古屋市を通り抜けた付近から天気も崩れるのだろうと、この先を当てにしないで走ることにした。これだけグッドなタイ ミングで台風が来てくれるなんて、神様がよほど私を戒めようとなさったに違いない。でもでも、前の晩にはいつものように酒を飲んで早々に眠ってしまい、夜 中に家の軒先を見回ったといううちのんの行動さえ気がつかないでいた。６時頃に目が覚めて、青空が出ていたので電話番号が判っていたＳたろうさんとえっ ちゃんに電話をいれた。えっちゃんは、ハスキーな声で電話に出てくれて、いよいよ会うのが楽しみになってきた。 
 
もしも、参加者全員を把握して、しかも連絡先が聞き出してあったならば、このオフは確実に中止になっていただろう。無謀にも台風のなかでのオフになるかも と心配をしたが、最悪が避けられて幸運だった。田んぼには、嵐がもたらした水があふれている。水稲が生き生きしているように見える。青く広がった草原の中 を風が吹き抜けるかのように、早苗にまだらの波模様を残しながら、嵐の余韻が吹いている。 
 
天竜川の水は泥々で、怖いほど勢い良く流れているのだけど、アルプスの山々は青空のしたに少しずつ峰を見せ始めていた。 
 
八ヶ岳横断道路を走り始めたら、綺麗に農地整理をされた野菜畑に出会った。おばあちゃんが腰を屈めて作業をしてたので、バイクを止めて話をした。---こ れはじゃがいもですね、あちらの赤い花は？と尋ねたら、---赤い馬鈴薯ですよと教えてくださった。えんどう豆やとうもろこしがすくすくと大きくなってい る。土の匂いがする。 
 
ちょうど、そんなこんな話をしているところに、１台のジェベルが通り過ぎて、すぐに私に気が付いてか、止まった。初対面なのに、不思議な時間が流れてゆく。 
 
バックミラーに青空が映って見えた。ああ、来てよかった。これからみんなに会えるんだと思うと、奮えるような衝動のほかに、口笛を吹きたくなるような気持ちになっていった。 
 
2000.07.10//ねこさん。//BikeTourist　(KLE)// 
 
 
オフレポ＞蛇苺 
00/07/11　　21:28 
八ヶ岳横断道路を少し蓼科に向かって走り始めて別荘が見え始めた所で、偶然にＺＺＲとひとりの女性が目に入った。バイクに会わなかったので、直感が働いたのだろう。その前に、畑の前でタチさんに会っていたことも、反応する引き金になっていたと思う。 
 
えっちゃんは予想通りの子で、素敵な人だった。朝、声を聞いていたので少し先入観が働いたが、思っている以上に若く見えて、着飾らず、そのままの姿に惹き付けられる。ううん、こりゃあ口説いてみたくなる人だ。そう思う人がたくさんいてもおかしくない。 
 
その後、すぐに別荘に向かったら、何と昔の（オムロン）の別荘のすぐ隣でめっちゃ、びっくりしました。じゃばさんが先に到着してられて、かしこまった挨拶もなしに、うちとけて行く。 
 
バイクのスタンドの下に敷く石を探して道ばたをごそごそしていたら、真っ赤な蛇苺（へびいちご）の群れを見つけた。思わず手を伸ばして実を採ろうとしたら、手にトゲが刺さった。 
 
美味しいものには、トゲがある…。 
 
苺を少しつまんで食べて、森の空気をたらふく吸って、やがてはしゃぎすぎる夜が始まろうとしていた。 
 
2000.07.11//ねこさん。//Bike_Tourist(KLE)// 
 
オフレポ＞夢に嘘はひとつもなかった 
00/07/12　　21:53 
あじさい（紫陽花）が雨に揺れている。そんな景色ばかりが頭にあったが、旧街道で見かけたあじさいは、太陽の光りを思いきり受けて、紫の冠のように輝いていた。 
 
タチさんに会う直前に見た赤い馬鈴薯の花は小さく可憐だった。一方、あじさいは、自信に満ちて嵐の後の風に揺れていた。それまで…あじさいは、雨に濡れて 暗いイメージしかなかった花だった、けど、気分が晴れれば明るいイメージに変わってしまう。夏の空が甦ってきて、軒先の花が私を勇気づけてくれているよう で嬉しかった。 
 
別荘の朝はすがすがしかった。朝日が落葉樹の間を透過して手元に届く。白くて優しい光りだ。ひとり、二日酔いでしょげていたのが悔しかった。コーヒーさえも一緒に飲めない。 
 
このオフのメンバーの中で一番、昔から会いたいと言い続けてきた「かみりん」さんと昨晩は会えた。感動は、しょぼしょぼとやってきた。彼には飲んだくれの 私を披露して恥ずかしい限りだ。しかし彼を始めパティオのメンバーにも会えたし満足だ。それが深酒の理由にはならないか…。 
 
夢に嘘はひとつもなかった…。浜崎あゆみのシーズンという歌の一節だ。 
 
蓼科湖の湖畔を待ち合わせ場所にして、９時と指定しておきながら、酔っぱらいが醒めずに遅れてしまった。しかし、その駐車場で待っていてくれた人。あとからやってきてくれた人。大勢が集まってくださった。 
 
まさに夢に嘘はひとつもなかった…。 
 
2000.07.12//ねこさん。//Bike_Tourist(KLE)// 
 
2009年2月 8日 (日曜日) Anthology 旅の軌跡 
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2001
 
4月：しまなみ海道・松山道後温泉（家族で）
5月：紀州
5月：接阻峡〔温泉・くのわきキャンプ場〕
信州・上越・上州〔台風で足踏み〕
信州・あれこれ（平湯キャンプ場）
1
[image: ]
丸山千枚田経由で入之波温泉
5月4日(金曜日)祝日​
天気:はれ
ルート:​
紀和町の丸山千枚田経由で入之波温泉、高見峠走行距離:300キロ余程度(8時から夕方5時まで) 
京都に出かける母娘を7時40分の特急に乗せた後、荷物をバイクに積んで即出発。R42経由で荷坂峠方向に行く。1日には雨に降られて退散してきただけに今日の晴れは格別に嬉しい。南に向かうバイクや南から帰ってくる荷物満載のバイクを見ると浮き浮きだった。 
今日の目標は入之波(しおのは)温泉だ。上北山村方面から攻めよう…と決めて家を出た。荷坂峠では、水平線がやや霞んでいるけど、雰囲気はまずまずで、十 津川温泉にも寄りたいなあ…なんて浮気心も出てる。あれこれ考えながら尾鷲まで来て、矢ノ川峠の手前から山に入ろう考えていたのにガソリンスタンドが無 い。ああ、コスモのカードを持ってくればよかったな…というわけで、上北山村方面に曲がる交差点を通り過ぎてもまだ現れない日石or出光スタンドを求めて 七里御浜海岸沿いを走ってゆくこととなった。 
熊野市の七里御浜のこいのぼりが見える堤防で持ってきたアンドナッツを食べて小休止をした。紀和町に行ってみようかな…と思って、阿田波というところから 風伝峠を目指す。蜜柑の花が咲いている。とてもいい香りが漂う。好きな匂いだなー。ぽつんぽつんと家が建っている以外は殆んどが蜜柑の畑である。しっとり とした集落で古い家が目立つ。そしてどの家もが胸ほどの高さまでに積んだ石垣で周りを囲っている。その石垣が苔蒸している。大水が出るわけでもなかろう し、山賊が襲って来るわけでもなかろうに、何故だろうか。そこで、風伝トンネルの手前で野菜や果実を売っている露天ふうのお店の可愛い子ちゃんに質問し た。けど、わからんと言う。もう少し年配のじいさんなどが良かったかな。不明のまま風伝峠の旧道に曲がった。 
この峠は風がいつも激しいため「風伝峠」と名がついたという立札が茶屋の前にあった。それほど風もきつくないのに「風列なため」ってあった。まだ信じられ ないな。この峠は雲海でも有名らしく「風伝の朝霧」と呼ぶらしい。高さは257メートルだが、結構な味わいがある峠だった。「風伝餅」も旨いらしいという のは、通り過ぎてから知ったので、また行く時の宿題とする。峠を越えて「通り峠」方面を目指す。風伝峠から丸山に入る道は、トンネルの上を横切って、想像 以上の急斜面の山の景色を見下ろしながら尾根を伝っている。狭いのだが雰囲気が良く快感だ。寂しさもほどよい。道の真ん中に苔が生えている。これが新緑に 萌えているから驚く。「丸山千枚田」の道しるべが出ていたので急転回して村落に寄ってみる。 
丸山の千枚田は、聞いて想像していたよりも綺麗だった。ちょうど水が降りてきたばかりの様子で、高い所(上の方)では田植えが始まっている。もしも田んぼ が100枚あってそこでお米が10俵獲れたしよう。1俵あたり1万5千円で売れたとしても15万円。企業の部長の年収が1千5百万円としたら100倍にな る。ここに田んぼがどれだけあるのかまでは未調査だけど、この区域だけで売り上げる総生産高を大雑把に計算しても、はっきり言って小額にしかならない。国 内は一部の優遇はあるにしても均一税制だし、介護保険、年金など現金が移動するシステムは同条件であることを考えると、この地に住んでいるメリットは、こ こで生まれたから…くらいしか見当たらない。人が減るのも当然で、国政への猜疑が高まるばかりである。議員の定数是正と言う声もあるが、果たしてそのよう な論理をこの地に適用したら国家が基盤から崩れるような気がしてならない。プロ野球に巨人軍だけがあっても成り立たないのと同じ事であるが、危機が来ない と認識されないのが情けない。 
強者、多数賛成者を尊重してきた結果が今の社会の歪みだろうと私は思う。民主主義は、少数派を入れて議論をすることに意義があるのであって、多数決という 論理は単なる採決のひとつの手段だったはずだ。多数派が少数派を理解し相互に成長しなければいけない。何なら多数派だけがひとつの国家をつくってみた時の 事を想像したら自明である。 
さて、千枚田を後にして、山の中を北へと急ぐ。どうやら、このあたりで一揆があったらしい。大阪の陣のころだという。所々に山城のの跡などが残る。その頃 にあの石垣が出来たのかもしれない。400年と言う風月を経ていたのならもっとじっくり見て来るべきだった。やっぱし、また来よう。月末頃は田植え祭りを してるかもしれない。 
峠の尾根を快走する時にふと感じたのは、なるほど風が強いかな…って事だった。千枚田の展望台から谷を見下ろした時もこうして峰を走っているときも、北に ある峰の方角から風が吹いている。何と言うか…揺るぎない重さを風に感じる。風が通る谷なんだろうか。ナウシカの映画を思い出した。 
入之波温泉を目指す。ちょっと内緒にしておこうかなと思いたくなるような温泉だった。単純炭酸泉で神経痛・肝臓病・動脈硬化症に効果があるらしい。飲用は胃腸病に良いらしい。 
R169から大迫ダムを渡って山の中に入ってゆき、入之波という在所で湯元「山鳩湯」に入った。連休の真ん中で車も多いけど、湯舟の中はそれほど混雑していなかった。温泉宿には休憩施設もあり、山小屋風の建物で、ぼろい感じ。 
玄関から急な階段を下りて行き、途中に休憩室がある脇を通ってまだ階段を下りるとお風呂がある。露天風呂もあってダム湖の景色が見えたような…気がする。 
湯量は豊富なようで、沸きっぱなしのお湯が打たせ湯のように湯舟に落ちており、赤みを帯びたお湯がタオルを真っ赤に染めてしまった。湯舟の中に段差がありそうだが、全く見えないので恐る恐る足を突っ込んでいく。結構、ぬるくて私好みだった。 
帰りは、東吉野村へ抜ける峠(足之郷越)を通って高見峠。 
 
 
2001年5月 4日 (金曜日) Anthology 旅の軌跡 
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静岡(接阻峡)、長野(ヒョー越)
5月12日~13日、土日で行ってきました。 みなさんを誘えると良かったのですが ギリギリまで天竜川と大井川の選択に 悩みましたので…。 
 
■刺激を受けたHP 　のんちゃん 　amiさんの炎の林道日記 　お二人のHPを見てたら 　やっぱし出かけたいので 
 
■行き先目標:大井川上流から奈良田温泉、身延から安部峠。大きな希望をもって行ってきました。 
 
■結果 　井川雨畑林道と安倍峠には到達できず 　キャンプ場を探しながら川を下ったら、 　大井川を半分ほど下ってしまって 　そこでキャンプとなったので、 　二日目の林道行きを断念。 
 
■成果 　でも 　ヒョー越え(兵越峠)に行ってきました。 ダートを走っていたら、青崩峠の本物の行き止まりに 　到達してしまった。ガソリン少ないのに、ヒョー越え 　に行けるかどうか…どきどきでした。 
 
■お薦め 　接阻峡温泉に入った。最高にいいお湯です。 　お湯だけは絶対にお薦めします。 　ついでに 　大井川と天竜川の間にある県道を堪能してきました。 　ブレーキの右手も、クラッチの左手も、両方が痛い! 　今、静岡を走るとお茶の香りでいっぱいです。 　すごく、うっとりします。 　案外、ビール工場の横よりいいかも。 
 
■本日経費 　接阻峡温泉300円(温泉会館) 　二日目の昼490円(吉野屋) 　安上がりでした。 
 
出かけ前に書いたメッセージ 　 
 
))今週末? 　 
))今のところ、まだ何も荷物を用意してないけど(金曜夜) 　 
))南アルプスの南斜面か 　 
))市内の図書館か 　 
))車の掃除か これは、アップしないで、走り回った800キロ。 十分に検討して、公開オフにしたかったのだが… 
 
★おまけ 
 
　くのわき親水公園キャンプ場へは、遅く(19:00)に着いて 　早く(5:30)に出たので、無料でしたが 　サイト1000円、入場料300円を払っても惜しくない 　ところだった。ビールの自販機があるのは朝になって散策 　の途中に見つけた。つまり、酒の無い夜を過ごしたので、 　またリベンジしたい。 
 
★あとがき 
 
　井川雨畑林道も宿題として、まだまだ残るのです。 　くのわきキャンプ場は、ミーティングでも使えそうです。 　じゃあ、その時にでも、また挑戦するかな…ってことで。 　詳しいレポート(私の場合は心情日記ですが…)は、そのうち。 
 
<概略> 
 
5月12日と13日の土日で接阻峡温泉に使って、 久野脇(くのわき)親水公園キャンプ場で泊まって、 総走行距離約800キロを走ってきた。 
 
<ルート> 
 
一般道路のみを使用。 松阪~岡崎~(県道経由で)作手村~新城市~鳳来町 (県道経由)渋川~(村道経由)龍山村~(村道経由)春野町 秋葉山近傍~(R362経由)中川根町 そのまま接阻峡に向かい、温泉に入った後に キャンプ場を探して南下。途中、川根町の久野脇(くのわき)に キャンプ場を発見 
 
<ルート2> 
 
川根町~大日山金剛院登山口近傍を経て森町北部の山岳地帯を 縫うように走り天竜市(R362)に到達。 R152を北上し、水窪町・青崩峠登山口に到達。 ヒョー越えを回って南信濃村、天龍村、売木村、羽根村、等を経て 豊田市経由R23で三重県へ。 
 
心理を記述するレポートです。 
 
<今回も断念だった> 
 
どこに行こうか決めかねていたのだけど、 井川雨畑林道に行きたいという昔からの念願がある。 何度も断念している。その理由を走りながら推測解析してみたら、 ある仮説に行き着く。 実は、ひとりで林道を走るのが怖くなったのではないか。 あそこは、切り立った崖であり、人気のない山の中である。 近ごろ、学校や公園でのキャンプをしないで、 キャンプ場ばかりで過ごしている。 そこにはトイレもあるし、周りに人もいるじゃないか。 
 
<キャンプ場探し> 
 
キャンプ場が見つからず南下した。 接阻峡温泉会館でお湯に浸かった。 寝場所が決まらないのでそわそわしながら、 湯舟に入っていた。 別に温泉会館の駐車場の下の河原でも良かっただろうに、 八木キャンプ場まで下った。 少し肌寒かったのも理由のひとつかな。 もりのいずみという施設の一環なのかな。 静かなレジャービレッジの近くだった。 次に、かげしんさんの(HPで)お薦め池の谷キャンプ場に行った。 管理をしている家には中学生くらいの可愛い女の子が居て、 コタツに入ってテレビを見ながら勉強らしきをしていた。 「お母さん、キャンプ場の人が来てるよ」と 奥に居るお母さんを呼んでくれたので 少し施設のことを聞いた。1000円。 実際に行ってみたら、林の中の普通のキャンプ場だった。 広い中にポツンとテントがあって、 仲良き二人がバーベキューをしてたので、 孤独を感じて退散してしまった。 南下を続けた。学校らしきところに寄ったリ、 道の駅で様子を見たりしながら下った。 川根町まで来た時にそのへんでのキャンプを禁止するという 看板の脇に町内のキャンプ施設が(お薦めとして)載っていたので、 道路脇の家の人に尋ねた。 丁寧に教えてくださったのが、くのわき親水公園キャンプ場だった。 みなさんのように、さり気なく野営場所を探して さり気なく惣菜を摘まみながら眠ることが出来ないんだなあ。 
 
<ラッキー!　おこぼれを頂く> 
 
バイクの人は遅く着て早く出て行くので無料でしょう、 と先着の団体家族連れの人が言うので嬉しくなってここに決めた。 その人もバイクに乗るので親近感を持っていただいたのか、 お肉や目刺し、キムチなどをお皿に盛ってくださった。 このままチキンラーメンとカロリーメイトの夜になるところ だったので嬉しかった。 いつものように、ろうそくの下で少し地図を見た後、やがて眠ってしまう。 
 
<口ずさんだ歌> いつも 
 
谷村しんじの「遠くで汽笛を聞きながら~」って大声で歌う。 記憶が正確じゃないので書けないけど、 「暮らしてみたい…」っていうくだりがありますね。 あそこが好きで、寂れた町の寂れた道を走ると必ず歌ってしまう。 
 
「片手に荷物を持ち、口笛吹き鳴らし…」 そんな歌を加藤登紀子が歌ってたよな~。 
 
ああ、いっぱい創作も含めて歌を歌ったんだけどなあ。 思い切り詩人をしていたんだけどな~。 「貴方は優しい目、だけどとてもブルー…」 
 
私の場合 ひとりになって、自分と対話をする時間なんだな。 バイクで走っていると、様々な自分に逢えるわけ。 でもそれを記録メディアの力で残さない。 今こうして考えても思い出せない。何を考えて走ったのか。 何をひとりごとで言っていたのか。 
 
いいのよ。 思い出したくなったら、 もう一度ひとりで走ればすぐに思い出すから。 馬鹿だから帰ったら忘れてる。それの繰り返し。 
 
<花> 
 
いつも書きますけど タンポポの黄色が素敵です。したたかに咲いている姿が、いいなあ。 みかんの花もリンゴの花も咲いています。 桐の花も咲いています。桐の花は、フジのように紫ですけど そのままそれを天に向かって咲かせているところがフジと違う。 現代は下駄も作らなくなっているし、タンスも今や西洋材でしょうから、 木も何か主張をしないと忘れられてしまうと思ったのかね。 
 
ブナの林を抜ける時は、山の香りがした。 どこかの集落では、川の匂いがしたところがあったな。 子供の頃にしっかりと思い出になっている川の匂い。 どう説明したらいいのかね、泥の匂いに近いのかな。 
 
<お茶> 
 
本川根町などを通ると、町じゅうがお茶の香りで充満してる。 抹茶アイスの匂いです。 ちょうど、先日、茶筌と椀を買ったのです。 それほど高額じゃないけど、信楽焼きの本物です。 近ごろ、陶器を見てると落ち着くのです。 思わず買ってしまいます。 半年ほど前には、花瓶。その前には飯の茶碗。 その前にはぐい飲み。橋置き･、ジョッキ･･ 
 
<眠れない･･･夜> 
 
眠れないと思ったことはないが、 9時頃だと子供たちが花火などで遊んでいるから 結構騒々しくて、気にかかる。 そういうことで目くじらを立てない。眠ければ眠ればいい。 眠くならなければラッキーにも起きてればいいじゃないか。 
 
近ごろの子どもは眠る時に至福の歓びを感じると言う。 眠りに入る前に私は考えつづける。 どうして眠るのが幸せなのか。 死んでゆくのと同じじゃないか。 早く目を覚まして明日を楽しみたいと思わないのかね。 毎日が楽しくないのかね。 
 
私は眠りたい。眠って早く明日を迎えたい。 
 
空は真っ暗。雲が掛かっているのかなと思って眺めたりしていたけど あれは雲ではなく、ひとつも雲の無い空だったんだ。 真っ暗の青空って、死人のようでした。 
 
朝霧の立ち込めたキャンプ場を散策して、写真を撮った。 3時頃からニワトリが元気に鳴いているので目がさめてしまっていた。 ラッキーだと思おう。 
 
気温は8.9度。 大井川の水は、上流のダムが全部吸い取ってしまって 大きく広い河原ばかりが目立つ。霧が動く。 この川幅に水が満たされたいたら…。 昔の人は簡単には渡れなかっただろな。 そんなことを考えながらコーヒーをドリップしてみた。 
 
「山が笑う」 なんて上手な表現だろうか。 
 
2001年5月12日 (土曜日) Anthology 旅の軌跡 
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信州・上越・上州〔台風で足踏み〕
●　8月18日　土曜日 
 
【出発】 
 
朝8時半頃に家を出た。例によって木曽川堤防を北上し自衛隊の各務原基地の脇を通って関市に入り、こぶし街道を北へと快走する。飛騨古川の道の駅で遅い目の昼食を取り、ひたすら北に向かって走る。 
 
【富山平野】 
 
富山平野に出てからは、「富山中部広域農道」を走ることにした。これを東に向かい、その後、「新川スーパー広域農道」を通る。富山湾を遠望し、水平線上に 能登半島が横たわる快適な農道だ。気分が高揚してくるとひとりごとが増えてくる。農道ライダー♪とういう歌を即興でつくって大声で歌ったりして楽しむ。風 も爽やかで、幾分、太平洋沿岸よりも涼しいような気もする。それにしてもバイクは少ないなー。これだけ農道が地図に載っていながら、農道を走るツアラーは 少ないのは何故なんだろうか。ツーリングライダーはみんな北海道に行ってしまったのだろうか。もっと農道を走って旅をしようではないか。 
 
富山湾を眺めながら北陸自動車道路に沿って黒部の方向に向かうが、出発時間が遅かったために、宇奈月温泉の道しるべが見え始めた頃には夕刻を間近に控えて いた。上越市まで行こうという計画をうすぼんやりと抱きつつ走り次第にそれが不可能であることを認めねばならなくなる。お尻も腰も痛く、それが私を弱気に させる。親不知の暗闇国道を走るのは嫌だぞ、と考えていたら、「墓の木自然公園」というキャンプ上のマークが地図にあるのに気が付き、寄ってみて良ければ ここで泊まろうと思った。 安全が第一だ。 
 
【墓の木自然公園キャンプ場】 
 
地図で確認しながら新川スーパー農道を走ってゆき、堤防道路の向こうにキャンプ場がありそうな雰囲気を発見したので、執念を絶やさず集落の中で買い物に来 ていたおばさん(同い年くらい)に尋ねたら気持ち良い応対で道順を教えてくださった。キャンプ場はすぐに見つかった。なかなか良い。こじんまりとした雰囲 気で、炊事場で洗い物をしている若い奥さんに「幾らですか」と尋ねたら「無料ですよ」と言い、スーパーの在り処まで教えてくれたのでここに決めた。 
 
キャンプ場の中をせせらぎが流れる。冷たい水が静かに黒部川に注がれてゆく。人工の公園なのかなと最初は思ったが、この水は少し上流にある発電所でお仕事 をして出てきた水らしい。自然の中に存在する水というものが自分に割り当てられたお仕事をしてこのせせらぎを流れている。何も汚れることなく海に還ってゆ く。この水が起こせる以上の電力を、この地の人々が消費してはいけないのではないか。人がそれ以上過密に集中して、数々の支障が発生するのは自然界からの 警告のメッセージなのではないか。その警告を科学の力であたかも解決したかのように凌げば何時か何処かで歪が生まれるのではないか。自分の住んでいる区域 の電力は、やはり自分の土地で作り出すことを考え、そういうバランスが崩れる時は警告だと思わねばならないのではないか…。 
 
スーパーで2個100円で売っていたトマトとカップ麺を夕食とした。ビールとチュウハイを飲んだりして、その後、静かな夜をろうそくの灯りで過ごす。キッ チンのコンロ用のアルミフードを改造して作ったろうそく置台から仄かで赤い光が反射して散乱してくる。見上げると星が満天に広がっていた。眼鏡を外してい るのに幾つかの星が瞬くのが見えるから嬉しい。 
 
●　8月19日　日曜日 
 
【出発】 
 
日が昇る前にキャンプ場を出た。道の駅が近くにありそちらで用便を済ませ、上越への国道に入った。愛媛ナンバーのオン車の人と親不知の親子の像の前で少し話した。愛媛ナンバーだが東京にから来ているという。昨日、能登半島を回ってこれから信州に向かうという。 
【蓮華温泉へ】
蓮華温泉に寄ってみたい。しかし、上越方面を目指してさらに北へと進みたい。目標は秋田なんだから…。しかし、蓮華温泉の誘惑は強かった。 
 
この温泉は、話題に参加してもなかなか入りに行けずに時間ばかりが過ぎている温泉のひとつである。昨年、白馬で執拗な夕立に遭い、寄らずに能登に向かって しまったこともあって、今年はぜひとも立ち寄ろうと決心をした。大糸線に沿って南下をして、去年雨宿りをさせてもらったGSの手前から蓮華温泉への舗装林 道に入る。ごく普通の山道だなーと思いながら高度を稼いで行くとわっと深い谷が目の前に開けた。ちょうど白池という小さな沼地を過ぎたあたりだったと思 う。朝日岳[2418m]の山肌は勇壮で、残雪の模様が下界から特別な世界にきた確信を持たせてくれる。頂上には重い雲は無く、青空と共存した白く自由な イメージの雲が刻々と姿を変えて居るのが見える。 
 
【温泉への道】 
 
蓮華温泉の山小屋前の駐車場には登山者と車が溢れていた。駐車場は子供がソフトボールをするのに適度なほどの広さである。いったい何時、ここにこれだけの車がやってきたんだろうか、すれ違う車も追い抜いた車もほとんどなかっただけにこれは予想外で驚いた。 
 
温泉は内湯と露天に入るなら800円で露天だけなら500円だ。500円を払って登山道路に踏み込んだ。ちょうど二人組みの女性が下りてきたので道順を尋 ねたら、案内板の前で詳しくお湯の様子を教えてくださった。上から順に薬師の湯(酸性石膏泉)、仙気の湯(単純酸性泉)、黄金の湯(重炭酸土類)とあり、 上の二つは同じ泉質だと話してくれた。そのため、案内板をちゃんと確認もせずに、仙気の湯から黄金の湯にゆくルートを選んだ。 
 
【仙気の湯】 
 
仙気の湯からの眺めは素晴らしく朝日岳が真正面にどかんとある。聳えるなどとは言わない。何故なら視線が決して見上げる方向ではないのだから。定年を回ったかなという感じの男性数名が先に浸かっておいでで、仲間に入れてもらった。 
 
【黄金の湯】 
 
少し下って黄金の湯に寄る。こちらは木陰があってお湯も先ほどよりも幾分ぬるめで、無色でやや匂いがある。ここで長湯をした。登山者のメインルートから外 れるので人通りも少なく、湯から上がる間際にやってきた女性は、私がイイお湯だからぜひ入って･･･と薦めたら道の脇でそそくさと脱衣を済ませて入ってし まわれた。私よりもひとまわり以上はお歳をお召しだと思いますがおっぱいが凄く若若しかった。思わず見とれてしまった…。 
 
【鬼無里へ】 
 
さて、蓮華温泉を出て小谷村を去年と逆ルートで通過し鬼無里村に向かった。当然、おやきを食べにいろは堂に立ち寄る。あざみ、野沢菜を注文したら野菜ミッ クスをサービスで付けてくださった。熱いお茶をポットから注ぎふうふうしながら飲むのにもかかわらず汗が噴出さない。じわっと首に伝う程度で、タオルでさ らっと拭いたら心地よい風があとを乾かしてくれるような感じ。 
 
【万座へ】 
 
これから何処に行こうかな…と悩みながら、リンゴ畑の中を快走する。長野市郊外を走り抜け千曲川を渡り、高山村から万座温泉へと入って行くルートを選ん だ。数年前のGWにコースで越えたスカイライン道路だ。あの時は5メートル以上ある雪の壁の中であったが、今日はうっそうと茂る何だろう樺の木を見ながら である。山田温泉を見下ろす展望台があったが停車することなく一気にワインディングを楽しんでみた。 
 
【奥志賀へ】 
 
草津白根ルートに出たら車が多い。そうか、今日は日曜日なんだ…と気づく。これから奥志賀林道を走って、野沢温泉を経て関田峠越えで上越に向かうことにし た。奥志賀林道は初めてで、余り地図を見ないで入ったら思う以上に長くて嫌になってしまう。道路は快適なんだけど、何処まで行ってもさして変化のない景色 であった。秋に来れば違った味わいがあるのだろう。 
 
野沢温泉の大湯の前で関田峠方面のルートの確認のために少し止まった。もう少し涼しい季節なら間違いなくお湯に浸かってから次へと進むのだろうけど、湯上りのおじさんとひとことふたこと話をしてまたバイクに跨った。 
 
【関田峠から上越市へ】 
 
関田峠は楽しい峠だった。千曲川の方から上ると狭い一車線が続き果たして県道なのだろうかと不安を煽られるが、峠に立つとがらりと変わって上越方面の平野 が日本海を背に広がるのが見下ろせる。平坦部に出たらまたもや農道ライダーに戻って米王国・新潟の雰囲気に埋もれてゆくのでした。 
 
【F氏宅まで】 
 
上越市に到着後、国土交通省の官舎探しに右往左往した。高田城のお堀の中に官舎があることをつきとめるものの、どれが該当の建物なのか分からない。そこで 国土交通省高田事務所を訪ねてみる。宿直のかたに調べてもらって難なく解決できた。幸運にもそこで自宅電話番号をメモしてくれて、官舎のすぐ前まで来てい ながら迷った時に電話を掛けてF君と再会できた。何の連絡もしていないまま突然現れる私の迷惑な性格にも、まあ学生時代からだからな…と笑って許してくれ た。この日から4泊もするとは考えてもいなかった…。 
 
●　8月20日　月曜日 
 
【台風で悩む】 台風が来ているというので情報から目が離せない。まもなく四国か紀伊半島に上陸らしく、一気に本州を横断して、能登半島から佐渡の間あたりをゆくだろうと 予測できる。そこで暫くここに滞在して過ぎてから行動をすることにしようと私は判断した。20日と21日は南・東北方面を回ってくる案もあったが、妙に台 風に脅えを感じたこと、雨が煩わしいこと、さらにF君の好意にも甘えて台風が過ぎるまで滞在することを決めた。 
 
【松之山温泉へ】 降りそうで降らない1日が始まった。F君は仕事に行ったので私は松之山温泉へ行くことにした。 上越を出て国道405号線を東へと走る。上越平野の米の収穫は、まだ半月か1ヶ月先になりそうな気配だ。昨日の台風が本州を抜けて信越に来るかもという時 に農作物への事前配慮の呼びかけをTVのニュースが盛んに流す。ちょっとした県民文化差を感じ取った気がした。雪に埋もれた長い冬があってこそ夏の収穫と いう感慨もあり、作物も自然の恵みを受けられる仕組みに、太古からの遺伝子がそうなっているのだ、と重い稲穂が実る田園地帯を走りながら思った。 
 
山の中を走って気がつくのは、雑木林が多いことだ。落葉樹林の割合が高いこともあろうが、南の地方の山と比べて随分と物静かな山々で、植林された箇所も目立って少なく、新潟の林業はやはりそれほど盛んでないのだな、と実感する。 
 
さて、くねくねと続く道を地図も持たずに走り回って、迷っていたことにさえ気づかずに松之山温泉に到着した。10時半頃だった。何度か新潟に来ながら、こ の温泉にはまだ寄ったことがない。噂を聞く回数ばかりが募っていたのでやっと訪れることが出来て嬉しい。そういう感動を胸に町営の鷹の湯に着いてみると、 故障のため午前中は営業できません、と言うではないか。困ったなー。仕方ないか。しかし、せっかく来たのだからということで、すぐ脇にあったラーメン屋さ んで味噌ラーメンを食べて時間調整をすることにした。 
 
鷹の湯は、ぐるりを囲われているものの河原に面した部分を屋外に向けた露天浴槽もある。お湯は熱い。特に目立った色もなかったが、匂いは硫黄臭がかなりあった。お湯から上がった後、畳の上で少し横になって、暫くウトウトした。 
 
【良寛さま】 
 
良寛を訪ねたいという思いがあったので長岡市を通り越し、与板から寺泊まで北上した。瀬戸内寂聴の「手鞠」を読んで貞心尼という人を知った。いつか昔のこ とだが、あの子が貞心尼に関心を抱いている話してくれたことがあったのを思い出している。人間には様々な生き方があって、それを不幸と思うのか幸せと思う のかは、その人の気持ち次第。自分の不幸を貞心尼と重ね合わせて、あの子は自分の生い立ちの不幸せを納得しようと自ら言い聞かせようとしていたのではなか ろうか。いずれにしても、日本海を見ながらセンチになってしまうのであるが、今ごろはあの子もきっと幸せになっていることだろうし、私ももう昔の私じゃな いんだから…と考えることにした。佐渡は、霞の中の水平線に見えているのか、それともあれは錯覚なのか。 
 
【日本海】 
 
道の駅で娘にメールを書いたりしながらのんびりし、上越までシーサイドラインは少しづつ沈んでゆく太陽を日本海に見送りながら、センチメンタルは今だけに…なんていうわけの分からない歌をくちづさんでいたのだった。 
 
●　8月21日、22日、月曜、火曜 F君宅でパソコン雑誌やツーリング雑誌を見て過ごした。図書館より凄いんだよなー。 雨は、21日の夕方から降り始め22の夕方頃まで降った。風はそれほど吹かなかった。 
 
●　8月23日　水曜日 
 
【台風一過・ひとりごと】 
 
台風は太平洋沿岸をゆっくりと進み、やっとのことで三陸沖の方に去ってくれるらしい。これで晴れ間が戻る。今からでも遅くないから東北を目指そうか、もう 元気がないから信州を回って帰ろうか。ひとりごとはエンドレスで答えが出ない。井川雨畑林道を通りたいが、きっと台風の爪痕が残っているだろう。通行止め になっている可能性が非常に高いはずだ。ならば、草津温泉を経て尻焼温泉に行こうかな。河原の温泉に入ろうか。 
 
東北を目指す時はフェリーを使って仙台まで行って、そこをベースにみちのく北部を走りたいものだ。やれやれ、年に一度しか旅に出ないことにすれば資金もた まりやすいはずだし、そこで貧乏を返上して移動に資金投入をするというのもひとつの案である。そんなまとまりのない反省とも夢ともいえないような優柔なひ とりごとを繰り返しながら、サンドイッチと牛乳で割とまともな朝食を取り、F君が仕事に行った後の戸締りをした。4泊という前例もないほど長い期間お世話 になった官舎を出たのは9時前だったと思う。 
 
【草津白根ルート】 
 
国道292号線(旧18号)を通って千曲川見下ろす峠を越えた。湯田中温泉を通る時に志賀高原から流れてくる川がチョコレートクリームのように濁っている のを見た。地獄谷温泉も台風の災害のため閉鎖中という。草津白根ルートを再び満喫して行くことにする。平日だったので車はやや少ないものの、湯釜前の駐車 場には車がたくさん止まっている。駐車場は有料になっていたので停車せずそのまま草津温泉へと下った。 
 
我が家の娘が生まれる前に二人で信州を旅した時の写真が葉書にして1枚だけ本棚に残っている。白根山から草津に降りる途中での撮影だが、どのあたりだった のだろうか。もう一度、そこでバイクの写真だけも撮りたいなあと思いながら低速で峠を下る。しかし、ここだった!というポイントが思い出せずにそのまま草 津温泉街まで下りてきてしまう。家に帰って写真をじっくり見ると写真にはガードレールがない。あの国道にガードレールのないようなカーブはなかったので、 無料化、国道昇格で少しずつ姿か変化してきているのだろう。月日の流れるのは早いもんだな。 
 
【草津温泉~尻焼温泉】 
 
草津温泉湯畑前で野田ナンバーのバイクの人と話をした。彼は日帰りで草津温泉の無料のお湯に浸かって帰るのだそうである。明るくて気さくによく喋る人だった。湯畑の前で写真を1枚お願いした。 
 
尻焼温泉の河原の露天風呂を目指して草津温泉から山を下る。考えてみれば予測もつくだろう…というのは後からのことで、尻焼温泉の河原に着けばそこは泥で 濁った川だった。水ぎわまで寄ってゆくのも恐いほどの勢いだ。若者グループが屋根のあるほうの浴槽の泥を必死で汲み出していたが、汲んでも汲んでも泥が流 れ込むから焼け石に水の状態だ。 
 
尻焼温泉を諦めて鬼押し出しから軽井沢に向かう国道を走った。四阿山や浅間山がはっきり見える。雲が程よい飾り付けで山頂付近を流れている。これが高原の 風だなと思う。風は心地よいけれども、様々なことが記憶に甦ってくる。良いこともあれば思い出しても切なくなるだけのこともある。 
 
【軽井沢~中山道へ】 
 
こうして目標を途中で挫折してそれなりに楽しもうとしているのは、バイク旅を続けている過去でも特に近年の特徴だ。飽きてきたのか、走るのがつまらなく なったのか、欲が深くなったのか、疲れてきたのか、他にいいことが見つかったのか。どれもが妥当であるがどれも否定したい。少しツーリングスタイルを変え ねばならぬ、いや自ら変わっていこうとしている時期なのかもしれない。 
 
高峰山を右手にみながら浅間サンラインを快走する。左手向こうに塩田平の丘陵が広がる。御代田という道しるべを見た。宮本輝の小説で読んだ街だ。どの小説だったかはっきり思い出せないけど、避暑地の猫だったかな。 
 
【笠取峠[876m]】 
 
中仙道の笠取峠を越えた。昔の松並木が残っている。情緒深い峠だ。松並木の木陰で家に電話を入れた。もしかしたら、今日中に高速を使って帰るかもしれな い、と話した。時刻は4時頃だと思う。夕飯のおかずを買いにもうすぐ家を出るところだとよめはんは言う。こういう電話を入れた後は、家路意識が高まるとい うか、途中を楽しむ気持ちが薄れてゆくのがわかる。 
 
【木曽へ】 
 
塩尻峠で諏訪湖を見下ろし、小野峠付近で諏訪湖に別れを告げ、牛首峠で過去を思い出し、木曽路にはいって春に読んだ宮本武蔵を思い出す。おつうさんと離れ 離れに別れてしまうのが木曽路だった。城太郎とおつう、武蔵はそれぞれが江戸に向かうのであった。人生は一筋縄では過ぎてゆかない。これほど絶望的な別れ があって良いのだろうか。死んで別れるなら諦めもつくが、同じ木曽谷の中で寸分と違わずすれ違い続ける…。そんなドラマを思い出しながら木曽路を下った。 
 
木曽駒高原キャンプ場が良ければそこに泊まろうかと考えて、道をそれて偵察に行くとゲートが閉まっていた。平日は休業?台風で荒れたから一時的に休みなの かな、などと思いながらさらに南下を続けた。中津川で中央自動車道路に乗った時には概ね日が暮れて、大きく削り取られた月が西の山並に落ちようとしてい た。まだこの季節には月を見ても秋のようにノスタルジーな気持ちにならない。 
 
2001年8月18日 (土曜日) Anthology 旅の軌跡 
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平湯キャンプ場にて
2001年
 
2001年の秋の写真を随分後になって現像しました。 
寒かった。でも、平湯峠が近づくにつれ紅葉が増してきて感動的でした。 
キャンプ場はすいていました。 
10月半ばなのですが気温はぐっと下がりましたが、静かな夜を過ごせました。
 
帰りには開田村の高原食堂で蕎麦を食いました。やはりあそこは美味い。 
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2009年5月30日 (土曜日) バイクと旅と昔話 
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2002
6.1-2：奥飛騨＆南信州(平湯キャンプ)
パティオ・信州オフ会2
1
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奥飛騨から南信州へ(6月1-2日)
  6月1日 
  奥美濃地方、板取村から白鳥に抜ける道の通行止めで1時間以上のロスをする。その後、大白川温泉へとむかうものの工事の時間規制に遭遇し温泉に到達しながら涙をのむ。天生峠を越えて平湯キャンプ場泊。 
  6月2日 
  乗鞍高原で湯に浸った後、木曽路を横切り権兵衛峠、さらに高遠から入笠山に入り、ここから南アルプススーパー林道ゲート横を通って、分杭峠、地蔵峠を越えて伊那谷に降りる。三河地方は矢作川沿いを下った。 
 
  ■はじめに 
  久しぶりにツーレポを書いてみようと思う。ツーレポを書くための旅ではなく、旅があってレポートができあがる感触が戻ったからである。 
  「癒される旅」というのがある。乗鞍高原の湯に浸りながらそのことを考えた。「二日の予定を告げて家を出たのに、ここの湯に浸かると満足して家に帰ってし まいそうだ」と私が話したら湯船で隣にいた人が「癒されてしまうってことですね、目的が達成されるわけだ…」とおっしゃる。 
  なるほど、癒す必要がなかったから出るぞ出るぞといいながらも旅に出ない日々が続いたのか、と気が付く。 
  先日から人に会って、考えねばならないことが少し増えた。じっくりと考える時間もなく、ついつい目の前に人がいると言葉に出して語ってしまう。そのことで 考えに揺らぎが出ていた。一日中誰とも話さない状態を体が自ら求めていたのかもしれない。ひとりごとでの格闘が始まる。 
 
  ■出発 
  子どもはサッカーに夢中で、深夜遅くまでTV中継に夢中である。私が出かける時にはまだ熟睡中だ。よめはんが玄関まで出てきて一枚だけシャッターを押してくれた。 
  曇り空である。まさに夏の朝と同じ空模様で、暑くなる日の朝はくもり気味で、実は暑さがあの雲に隠れているのだ。 
  四日市の火力発電所の煙突から昇る煙もまっすぐだ。珍しい風景だ。1時間ほど走ると県外に出る。 
 
  ■美濃へ 
  実は行先をはっきりしていなかったのに、木曽川沿いを走って岐阜市外を回り込むつもりが、国道256号に迷いこんでしまったために、そのまま北上をして洞戸村から板取村を走ることになった。 
  ところが、板取街道の村のはずれで道路工事表示を発見した。引き返す距離と行く距離が同じほどだ。賭けてみようと思い進んだのが失敗だった。ちょうどお昼 ご飯だからその隙に重機の横をと思ったが、前方から戻ってきた軽トラの夫婦の話ではまったく通れないから早めに引き返した方が良いでしょうという。タラガ 谷越(R256)まで戻ったら往復60キロほどになった。大きなミスだ。ロス時間を何度も嘆いてしまう。昔ならロスを喜んだかもしれないぞ、というような ことも思いながら久々にタラガ谷越を走った。まあ、楽しい道だけど。 
 
  ■白川温泉へ行くか 
  国道156号線に出てしばらくしてから東海北陸自動車道路の東側を北上する鷲が岳高原を抜けてゆく農道を走ってひるがの高原に出る。白川の温泉に寄って、 今夜は平湯キャンプ場かな、と考えている。GS(このあたりはガソリンは105円)で地元の人の持っている時間感覚を尋ねて、ギリギリかなという感じであ る。少し急ぐか。 
  ■時限通行止めに気づかず 
  いやーそれらしいことは書いてあったが、制限時間が書いてなかったし、通してくれている様子から、交互通行かと思っていた。一瞬、工事の人にバイクを止めて聞いてみようかと迷ったのだが、そのまま大白川温泉に向う。 
  行き止まりまで行っても温泉がないので地図を見ていると、「通行規制時間、13:00-14:30、15:00-17:00、と書いてある。時計を見たら 14:50である。なるほど、先ほど工事区間を待つことなく通過できたのは、14:30-15:00の通行時間にピッタリに着いたからだったのか。この谷 の入り口の工事箇所からは20分以上は走ってきた。15:00には間に合わないかもしれない。温泉などはどうでもいい、早くしないと17:00まで待たさ れることになる。 
  私は焦った。上ってくるときは、「予想以上の険しさやなー」などとメットのなかで驚き叫びながら、雪をかぶった白山に感動していたが、下りは必死であった。もうすでに15時を過ぎたが、通してくれるだろうか…。 
  15:10頃に工事現場に着いた。ゲートは固い。徒歩で工事現場の中に入り監督らしき人に頼むが、「ひとりを通したら全部を通さねばならない、工事のための時間規制だから守って欲しい」と頑固である。 
  私は通りたい。理由として「こんなところで5時まで待てない。キャンプ場に着くのが真暗になってしまうじゃないか・・・」とは言えない。ただただ頭を下げて手をあわせて拝むだけである。お願いしますを三十回は繰り返しただろう。 
 
  ■大白川に残念を残したまま 
  もしも、相棒がいたら…温泉にでも入ってゆっくりしながらリラックスしていたと思う。必死になって頼むようなことはしないで、だれかが一緒にいると思って ゆっくりするのも打ち手だったかな。しかし、それは後になってから思うことで、このときは走ることしか考えていなかった。 
  三十一回目のお願いで(オイオイ)現場前までバイクを持ちこむことを許してもらい、崖の上で動いている重機をちょっとだけ止めてもらって、落石が途切れている一瞬に、直径1メートル近い岩の間をスラローム試験のように通過させてもらった。 
 
  ■天生峠に 
  私は天生峠に向かった。 
  忘れもしない1983年の黄金週間に、甲斐大泉の先輩宅を出て、友人の泊まる白川村のYHを目指したときに越えた峠である。 
  山岳ツーリングの経験などまったくない私は、この峠を越えねば白川に行けないと思っていた。前から来たバイクが越えて来たというので、工事中の標識を無視して峠に入ったのだった。 
  工事箇所は10メートルほどで、人が歩いて通れるほどの幅である。左は断崖絶壁で右は崩れている崖斜面。バイクで通るには右斜面に足を着けるが左は崖の底である。おまけに、バイクの轍跡を水がちょろちょろと流れていた。 
  あの崖はどこだったのだろうと思いながら峠を走る。高所の怖い私がよく越えたものだなあ、と思い出すのも嫌なほどの怖さだった崖は、今は面影をなくしつつある。 
  最も危険だったところからまっさきに工事を施され、道幅は広げられガードレールができている。今越えても恐怖の片鱗も湧かない。他にも怖い峠道を経験して きたことにもよるだろうが、この国道が必要な国道であるからだろう。確かに平湯トンネルを抜けて天生峠を越えれば富山はすぐそこだ。 
  恐ろしいというイメージの峠道も、道路脇に水田が見え始めるとホッとひと息する。ああ、人が住んでいるんだ、そう思う。 
 
  ■平湯キャンプ場へ 
  勝手知ったるキャンプ場への道程。高山郊外のACOOPで発泡酒と日本酒、さつま芋のてんぷら、コロッケ、鍋焼きうどん、どんべえを買いこみキャンプ場に急いだ。 
 
  5時半過ぎに到着した。おおかた7時頃まで明るいので、結構明るい間に遊べた。といっても、前回、焚火に失敗しているので、今回は入念に薪集めをした。蚊がブインブイン飛んでいたが、落ち葉の煙でどっかに行ってしまった。 
  面白くよく燃えた。薪を触っていると酒を飲むのも忘れてしまう。火種は触るほど燻る。煙たい。 
  芋のてんぷらとコロッケの揚げ油が良くなかったらしく胸やけがする。というか、胸やけなどなったことがないので、多分、これが胸やけだろう。 
 
  ■夜 
  8時頃に眠ったが、いつもどおり12時頃に目が覚めた。ちょうどその頃に雨が降り始めて、ざーざーとうるさい。雨を想定していなかったので、フライも緩く 張ったし、ウェストバック(ハンドルバックにしている)も付けたままだったので慌ててしまった。大きな木の下だったのでそれほど濡れることなく雨は止んだ ようだ。 
 
  ■早朝 
  気温は10℃。Tシャツの上からジーンズのシャツを着て寝たが、汗ばんでしまったようだ。数種類の鳥の声が聞こえる。キツツキのこんこんこんという音も混じっている。 
  5時に目が覚めたので、カップスープとどんべえを食べて出発する。安房峠を越える。穂高の頂上に雲がかかっていたが、尾根に残る雪がなんとも鮮やかであった。この季節に信州に来たのは初めてかもしれない。 
 
  ■乗鞍高原・せせらぎの湯 
  乗鞍高原から乗鞍岳に向う道路は冬季閉鎖中となっている。つまりは積雪で上れないということなのだろうか。せせらぎの湯に入ってゆっくりしてゆくことに決めた。 
  先客がひとり。私のあとからまたひとり。三人でしばらく浸かって話をする。今日は温めの設定で40℃くらいじゃないだろうか。立ちあがると風が寒い。 
乗鞍高原 
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  ■奈川から境峠 
  奈川の温泉街を迂回する綺麗な道ができていますね。こうして温泉が寂れてゆくのかね。野麦峠に向う人には便利になっている。観光バスが境峠への分岐点で野麦峠の方に行ってしまった。あの排気ガスで野麦峠を走られたらたまらない。 
 
 
  ■権兵衛峠 
  木曾谷に出てすぐに鳥居トンネルをくぐり、後権兵衛峠に向う。新緑の森の中を南アルプスと伊那谷の風景を見下ろしながら走る。有名になったせいか車が多 い。昔と比べて私の運転が下手になったのか、車が無謀になったのか、ヒヤリとするようなコーナーでの出会いが何度かある。 
 
  ■入笠山へ 
  伊那の町を通過しながら、ローメンを食べるかなー、と思う。でも、少しおなかがごろごろ鳴っているので先を急ぐ。 
 
 
  ■続く自問 
  こういう時に店に入らず先を急いでも、昔なら何も後悔しなかったけど、近ごろになって少し後悔することがある。もっとゆっくり余裕を持って、無駄だらけなツーリングをした方がいいのではないか。そう問い掛けることがある。 
  連れ合いと一緒なら、旅の速度が遅れるなーと思いながらも、店に入って1時間は休憩をするだろう。 
  もしかしたら、この年になって、気の合うツーリングクラブでも作ろうなどと思いつくような自分を予感した。そう言えば、先日もうちのんに「月に1回、定例 で走りに行って、年に2度ほどのお泊りツーリングをするというような仲間を集めて主宰してもいいな」なんて話したばかりだ。 
  こんなことを考えながら、未知である入笠山へ入って行こうとしている。ひとりごとが出る。 
  初めて行くからドキドキする。ドキドキするから嬉しくて楽しい。例え失敗でも行って見ないとわからん… 
 
  ■高遠から入笠山へ 
  杖突峠に向こう道路沿いに小さな交番がある在所があった。そこから山に入ってゆく。ひとつ山を越えたところにも小さな集落があった。ひっそりとしていたの で驚く。道路沿いには庚申さんの石仏が幾つもある。何か理由があるのだろうか。農業も林業もとりわけ盛んにできそうにもないこんな山の中でいったいどんな 信仰があるのだろう。 
 
  少しダートを走ると入笠山の頂上を付近を巡回する道路に出る。ここを反時計回りに四分の三ほど回って湿原や電波塔があるあたりまで行って、キャンプ場の様子を見てから南下を始めた。 
  入笠山は牧場だと聞いていたので美ヶ原のようななだらかな草原を想像していたが、実際にはまったく違って木のない山である。そこに牛が飼われている。 
 
 
  ■黒河内林道 
  この林道はTMにも書いているが、まったく展望がきかない谷を北から南に流れる小黒川に沿って下ってゆく。ゲートの開閉箇所が2箇所ある。フラットで走り やすいダートである。水が綺麗で、道のすぐ下を流れている。何も尾根筋の断崖の上ばかりを走ることもない。こういう林道も随分と楽しいと思う。 
 
  ■分杭峠へ 
  南アルプススーパー林道に入るゲートが閉まっている。よく考えてみると、いったいどんな理由でこんなところにスーパー林道などを作ろうと思いついたのだろうか。日本の林業にそれほどの未来を抱いていたのだろうか。 
  政治家は自分たちの手で、自由主義経済社会という大義名分を掲げ日本の農林業を壊滅的にしておきながら、よくもスーパー林道と言えたものだ。理解できな い。国民が生まれる前に国家があるのだと思っているのではないだろうか。それを考えると住むのも嫌になる。国民がみんな愛想をつかして移住してしまい、政 治家だけが政治をすればいい。 
 
 
  ■地蔵峠 
  これほど素晴らしい山林の景色を見ることができる峠は少ないかもしれない。天竜川が作った長くてまっすぐな谷に、自然以外のものが描きあげることがとてもできそうにない素晴らしい大山塊のうち重なる景色がある。新緑がまぶしい。 
  ■飯田市へ 
  矢筈トンネルを越えてみたかったので、少し遠回りだが飯田市の方に向かうことにした。4キロ余りもあるトンネルが、あの山の中にあるのもまったくおかしな風景である。もちろん、上村や南信濃村の人々の生活はすっかり変わったのだろうが、ちょっと中途半端ですよね。 
 
  この天竜川の作った伊那谷というところの風景は、スケールが大きい。谷の底部分を流れる川から山の斜面の上部にまで延々と集落が存在する。人々がその昔に 移住し始めた頃は、相当に神秘性も大きかったのだろうが、このように文化的に発展してきたのも豊富な資源と大河のおかげなのだろうか。 
  田園が平坦に放射状に(団扇のように)広がる私の地方の村落と違って、この葉の絵を■その導管を描いたように村落の形が点在している。 
 
 
  ■帰途 
  国道157号線に出て、去年の秋に行った阿南温泉の前を通る。ううーん。阿南温泉に泊まってゆっくりするということも頭をよぎったが…、夜中に着けばあく る日にまた別のこともできるしなーって思いながら、ノンストップで走りすぎた。いつものように売木村、羽根村、稲武町を通ってゆく。 
  安房峠や平湯では10℃だったのに、標高の低いところ来ると暑い。 
  「下条村は峰竜太のふるさとです」と道端の看板にあるし、道の駅では「竜太そば」というものもある。暑いし腹も減ったし、普通のざる蕎麦を食べてみたが、値段の割に美味しくないし、わさびが最低だったのでがっかりした。こういう田舎なら少しは洒落てみて欲しかった。 
  三河地方は真夏日を記録したそうで、なるほど暑くて当たり前だったらしい。 
  今回の初めての試みとして矢作川沿いを豊田市まで下ってきた。思い切りケチって国道23号線を通って帰ってきた。高速利用料金は丸ごと貯金である。 
 
  ■あとがき 
  もう一泊すれば、山梨方面から大井川に出る案が実行できたが、タイヤが三分の二以上磨り減っていることや、ブレーキの効き具合が少し不安だったので、今度にすることにした。 
 
  全走行距離は1000キロ弱で、まずまず走ったほうかな。大白川の温泉に入れなかったのが一番残念。車の非常に少ない土日でした。 
 
 
2002年6月 3日 (月曜日) Anthology 小さな旅 
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南アルプス周回〔9月21、22日〕
南アルプス周回〔9月21、22日〕 
  --　パティオ・オフ会　-- 
 
  9月21日 
 
  〔はじめに〕 
 
  夏は終わった。すっかり秋の風で、彼岸花がちょうど一週間ほど前から咲き始め、苅田のあぜ道が色鮮やかである。 少し厚めの服を二枚ほど余分に持とうと思いフリースをBOXに詰める。万一のための装備でいっぱいになってゆく。 
 
  オフ会は、9月21日の夜。南アルプススーパー林道の西側入口ゲートを100メートルほど北に行った河原に現地集合である。今年の6月1日に黒河内林道を下ってきたので道路の様子はおよそわかる。お気に入りである伊那谷の「地蔵峠」や「分杭峠」を越えてゆこう。 
 
  数日前からの天気予報は、21日が晴れで22日が雨という。しかし、前日には21,22日とも晴れで23日が下り坂であると変わった。 
 
  〔出発〕 
 
  荷物まとめに汗を流すこともなくなり涼しい朝だ。8時20分に準備完了で、娘に写真を撮ってもらい出発。国道23号線は3連休の初日であるのにさほどの混 雑もなく、快適に豊田市まで着く。このごろは、R23をひとしきりぶっ飛ばして2時間ほど走ると豊田市に着くので、ここから休日でガラガラの豊田市街を通 り抜けてゆくルートを愛用している。その後、「足助街道」を経て飯田に向かう「飯田街道」とを走り、長野県に入って羽根村から国道をそれ、天竜川の流れる 谷に向かって名もない県道を通る。売木村というところの道の駅で休憩をする。 
 
  〔売木村・道の駅〕 
 
  ちょうど昼飯の時間が過ぎるころだったので食堂をのぞくと「ソースカツ丼セット」が千円であった。駒ヶ根で食べても千円であろうし、試しに勇気を出して食 べてみよう、と思い注文をした。ショーウインドーはお重だったのだが、実際には丼鉢で出てきた以外は申し分ない。駒ヶ根の味に十分に近い。これはお急ぎの 人にお勧めである。 
 
  〔天竜から地蔵峠〕 
 
  大塚製薬のボンカレーや大村昆のオロナミンC、水原弘の香取線香の看板がひょっとしたら残っていそうな町並みを走り抜ける。何度通ってもホッとする田舎の村である。そしてそのたびごとに感じているのは、この村の生活のことである。何して暮らしているんだろうか。 
 
  地蔵峠までは近そうであるのに、実際には結構走らされる。飯田線〔JR〕の線路が時々見える。廃線跡かなと勘違いしそうである。トンネルも崩れかけている ようにも見えるが、やがて立派な駅が現れる。JRに乗りに1度来てみよう。文化祭で「鉄研」の展示に関心を持ち始めているわが家族を誘えば案外、ついて来 るかもしれないな。そんなことを思いながら国道418号を上ってゆく。 
 
  秋葉街道という。いつもしつこく書くが、何もない村、南信濃村を通り、村道1号を経て地蔵峠を越える。国道152号線の最難関がヒョー越え、次が地蔵峠。あとひと月もするとこの大きな山の塊が絨毯のような紅葉に包まれる。 
 
  〔分杭峠から南アルプス林道入口へ〕 
 
  すっかり走り慣れた道になってしまった。初めて通ったときには、ダートの地蔵峠を越え、通行止めの分杭峠を迂回させられた。今は全線が舗装道路になった。オンロードのバイクのほうが多いくらいだ。 
 
  稲刈りが真っ盛りである。家族総出である。よく観察すると作業をする人に、子供がいて年寄りがいて、若い娘さんの姿も見かける田んぼもある。機械は小型の ものですぐに脱穀をせずに、稲架〔はさ〕掛けをしている。〔→稲架(はさ):(挟(はさ)むの意)木や竹を組み、刈り取った稲をかけて乾燥させる設備。お だがけ。いなかけ。小学館国語大辞典から〕 
 
  これが日本の農業の原点であろう。作業も然りであるが、人が0歳から80歳まで、お互いの人権や役割を大事にして生きている。サラリーマン社会は、稼がぬ 人間は罪人のごとく扱う風潮を定着させたが、今となってはもう取り返しはつかない。「福祉」という言葉や「介護」という言葉は、その言葉自体が不要で、存 在しえなかった歴史を終わらせてしまった罪の重さは取り返せない。合理性だけを追求しつづける近代的な社会から、そのような風景のあるところにやってくる と、ホッとするひとときをもてると同時にやり場のない空しさに襲われる。 
 
  〔焚き火〕 
 
  キャンプオフ予定地は、すぐにわかって、焚き火を囲んで話が弾む。子供のころに家事手伝いで起こした火のぬくもりが蘇える。 
  9月22日 
 
  〔黒河内林道から入笠山へ〕 
 
  ブルドーザーを載せたトラックが林道をのぼっていったのを見ていたが、この先にあのトラックが方向転換をできるような場所などあるのだろうか〔あるから作 業者は行ったのだけど〕と心配をしてしまう自分がおかしい。淡々とのぼってゆく林道は、楽しいわけでもなく、刺激的でもない。ウォーミングアップのような ものだ。Nさんの後ろを牧場付近まで一緒に走る。入笠山で私がウンコをしている間に先に行ったNさんを追いかけてみるが、そう簡単にも追いつくまい。3連 休の真中。車もバイクもまずまずの出足のようである。暴走集団の連中もお出かけのようであったが、早速、警察のお咎めを食らい道路脇の空き地に誘導されて いるのも見た。安全週間である、気を付けよう。 
 
  〔夜叉神峠へ〕 
 
  甲州街道から櫛形町へと向かう県道に進路を変え夜叉神峠を目指す。この付近も稲刈りの季節である。コスモスが沿道で秋風になびく。昔、芦安温泉下流の「天 恵泉」に寄ったときは夜叉神峠を越えずにそのまま清水市に向かって南下した。今日は念願の夜叉神峠越えである。ガソリンも満タンにして気合十分であった。 
 
  予想以上に厳しい峠だったというのが印象だ。左手の谷底には南アルプス街道が一筋になって川沿いを下っている。あそこまで降りるのだが、相当な標高差と見事なまでの断崖である。簡単には到達できないと覚悟を決めた。 
 
  寒い。フリースを取り出そうか迷ううちに、ひとつ、素彫りのトンネルがきたり展望が開ける広場がくるが、もう少しだけという思いを繰り返すうちに南アルプ ルスーパー林道の入口まで降りてきた。そこはマイカーでいっぱいである。昔に見た尾瀬を思い出す。この地点では登山も月並みなレジャーの姿と何ら変わりが ない。(自然破壊の一躍を買っているわけです。) 
 
  〔奈良田・早川北小学校〕 
 
  スーパー林道入口から奈良田までの大部分はダートで、所々で洞門工事をしている。見上げると夜叉神峠からの道が見える。塊になった雲が相当な速さで山にぶ つかってゆき、谷には霧がかかる。大河ドラマのテーマの映像に使えそうな雄大な景色である。奈良田の温泉施設を越えたところで雨が降り始め、しばらく南下 したら避けられないほどになった。「早川北小学校」というのを見つけたので駆け込んだ。雨は止みそうにない。家に電話を入れると東海地方では静岡だけが降 水確率が高かったという。娘もうちのんも、「愛知県まで来たら雨はあがる」と言い切る。しかし、こちらは弱気であった。 
 
  日清マグヌードルの出番である。時計は12時だったので、飯でも食うことにしようと決め(余裕を持てよ!と自分に言い聞かせ)、お湯を沸かし学校(校庭や 中庭)を少し散策し、のんびりと食事をした。実際には、ヌードルをすすり終えても、熊のようにうろうろと屋根の下を歩き回り、ぶつぶつとひとりごとを繰り 返し、これからのルート選定にああでもないこうでもないと、答えの出ない長考を続けて迷っていたのである。井川雨畑林道を越える勇気が湧かない。雨の中を 無理に越えても面白くないのではないか。越えることを勇気というのか、危険回避も必要だろう。しかし、清水市から静岡市を回ると遠回りになるぞ。私は悩ん だ。 
 
  〔井川雨畑林道から大井川へ〕 
 
  いったん、雨畑林道を入口を通過したが100メートルほどでUターンしてきた。本降りとなって1時間以上が過ぎている。地図も出せないほど降っているので 分岐点ごとにヤマ勘で右左を選択してゆく。道端で測量作業をしている人に「この道は大井川まで抜けられますか」と聞いたら、「行けるよ」と教えてくれた 後、「この雨だから落石が危険だし、やめた方がいいだろう」と忠告をしてくださった。役所の方だったのだろう。しかし、「気を付けて行きますから…」と 言って振り切った形となった。 
 
  そのあとが怖い。不安が余計に募った。「落石」の危険性を聞いているだけに、石ころの転がっているのを見つけては崖を見上げた。山が深いのは言うまでもな いが、雨のせいで道が荒れている。いや、荒れてはいないが、水溜りができているので走りづらい。水溜りなどどうっていういうことないように思うが、違う。 泥水の深さや様子がわからないので迂闊に飛び込めない。何気なしに飛び込んだら、どっぷり深い大穴だったり、ドロドロ沼のような泥溜まりだったり、道が急 坂になってくると、泥の川と変化している箇所をのぼらねばならない。足を着地しても泥田の中に足を着くようなものである。そんなところが数ヶ所あった。帰 り着くところがすぐそこにあるなら楽しい泥道遊びだが、これまで辿ってきた谷底にある細い道を見下ろしても、頭上に天に突き刺さるようにねじれている道を 見上げても、自分がたった今いる崖っぷちを見ても、この山の深さは無限に思えるから、地獄への恐怖感のようなものに怯える。峠の向こうに出て愛知県に行け ば本当に雨はやんでいるのだろうか。 
 
  峠を越えると雲が切れた。山伏峠と言う。2千メートルにほぼ近い峠で、北側の雨雲に隠されている山が南アルプスの3千メートルに迫る山々である。ブナの木 はわずかばかり紅葉している。紅くなる木々はまだあと半月ほどあとのことになるだろう。悔しい。晴れているときに絶対に来てやるぞ。幸いにも奈良田の中に は野営できそうな空き地も多いし、接阻峡にも空き地は多いから、今度は麓で泊まって挑戦しよう。 
 
  〔井川湖~中川根~龍山村~佐久間町~鳳来町〕 
 
  大井川上流から帰路に着く際のお決まりコースである。しかし、夜叉神峠、奈良田の南アルプス街道、井川雨畑林道を走った後に、まだ、国道362(国道 473並走区間)を走って、龍山村~鳳来町へと県境の村道を越えねばならない。山道にげっぷが出そうだ。龍山村を過ぎるころに日が暮れ始めた。山中の道路 なので一気に真っ暗闇に襲われ、さすがにこの付近では疲労感を持った。車が1台も来ないのは走りやすいといえるが、崖から落ちたら確実に明日のお昼ころま では行方不明である。家族は「お父さんのことやからお天気が良くなることを知って、その辺でまたもう1泊してるんやな」と思うのだろう。 
 
  出発前の天気予報は連休の3日目に崩れると報じていたのにもかかわらず、私が四苦八苦して山岳道路を急いでいるころに、一転して3日目は晴れであると予報 を変えていた。つまり、連休2日目の南アルプス付近だけが雨に見舞われたのである。もしも、これをそのときに知っていたら、雨に打たれて走った雨畑林道の 不運は何十倍にもなっただろう。 
 
  〔あとがき〕 
 
  しばらく雨に降られないツーリングばかりをしてましたが、ついにまた雨に降られました。念願の井川雨畑林道〔山伏峠〕でした。思い出深い峠越えとなりましたが、晴れているときにリベンジしたいです。悔しい、ほんと悔しい。 
  全走行距離はおよそ800キロ。初日に320キロを走ったので、2日目は480キロ。雨具を着ていた時間は約6時間ほどだった。1日目の昼食はソースカツ 丼、夜は肉うどんとおでん、2日目の朝はインスタントスープ、昼はマグヌードルであった。22日早朝の気温は14℃と暖かめの朝だった。 
 
  焚き火を囲んで語り合えた皆さんに感謝します。ありがとう。 
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2002年9月21日 (土曜日) Anthology 旅の軌跡 
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信州・南アルプスゴールデン・ループを走る
2003年9月22日～24日
2003年9月22日～24日:信州・南アルプス、ゴールデン・ループを走る
1日目(22日)
◆はじめに​
十年が過ぎてからこの日記を読んでも、ああ、あの時はこう考えていたんだな、というものを残しておこうと思う。一部始終を残すことはできないにしても、ちょっとしたことがトリガになってくれることもあるから。
◆出発まで​
光化学スモッグ監視体制が終わった。幸運な偶然で、一日を振り換るだけで5連休になる出勤日程だったため、21日から25日まで休日とさせてもらった。​
ネットのツーリング仲間のレポートを読んでいても、出かけたいという思いが募った。しかし一時のように無理やり仕事の都合をつけたり、こじつけて出掛けた りはしない。ゆとりが出てきたとも言えようか。確かに、がむしゃらに走ってみたいと時々思う自分の苛立ちを解消するために、秋田県と青森県の県境の五能線 の風景を訪ねてきたい、と募ってゆく思いが、日々増幅していたことには変わりがない。しかしながら、台風が来たことで今回の旅が流れても、それはそれで仕 方がない、と思えるようになった。機会があったらJRラーとして行ってみたいと思う。
◆台風15号​
さてさて、18日ころから沖縄本島や宮古島付近をウロウロとしていた台風がいよいよやって来た。私が出発をする前日には一気に本州に向かって加速を始め た。どうか関東のほうに行ってくれ、と願うものの21日の出発は断念せざるを得ず、秋田行きは阻まれた。諦めと同時に私の心を支えていた緊張の糸も切れて しまった。
◆出発の朝​
お昼ごろに出発すれば三ケ日の大谷キャンプ場に到着できるだろう。たまにはこんなのんびり旅をしてみるか･･･と考えながら荷造りをはじめたら8時過ぎに 終わってしまったので娘が学校に行くのと同時に出発することになった。確かに6時から準備をし始めれば8時にはできる。大谷キャンプ場は、某コミュニティ で秋季キャンプの話題に出ていて、そこが三ケ日インター近くにあった。ひっそりと隠しキャンプ場にしておきたいところだ。ここからならば「井川雨畑林道」 が余裕で狙える。
◆海が光る。さざなみが光る。伊勢湾。​
通勤時間帯を少し過ぎたので、津市を過ぎて四日市付近を走っていても車の流れがスムーズである。こんなことに平日を実感する。​
青空だった。四日市港から桑名あたりを走ると右手に海が見える。風もなく、さざなみがきらきらと輝いている。こんな綺麗な海を見るのは久し振りだ。この白 銀のまぶしさが何とも秋らしい。見上げれば青空が広がっており、かすかに雲があるものの、近く、どこかの町で雨が降っているなどとは想像などできない。T シャツに3シーズンジャケットがちょうど心地よい。
◆散々迷う、三河の山岳地帯​
国道23号線も、流れに沿って快適に走り飛ばす。高速道路よりもスリリングな走りができるので結構気に入っている。たまにはエンジンもブイブイと回して やってもいいだろう。道草をしたくなるような陽気であるもの、そんな調子で岡崎インターの近くまで来た。ここらあたりから山に入って秋葉神社あたりを通過 して中川根町には夕方に余裕で到着と目論んだ。いつの間にか大谷キャンプ場行きは取りやめにしていた。。
◆迷走始まる​
しかし、迷走はこのあと始まった。一発目のミスコースは、インターから本宮スカイライン方面に行く道路の選択だった。ひとつ西の道を北上したため、三河の 山奥にどんどん入り込んでいってしまった。道端の畑で二人で仲良く話をしながら畑作業をしているおばあちゃんに道を尋ねた。
----本宮山のほうに行きたいんですけど​
----それじゃ反対じゃなあ​
----下山村のほうは?​
----それも反対じゃ​
----今、どこか地図を見て、わかりますか?​
(地図を見せようとすると)​
----そんなものは見てもわからん​
----ここは額田町のどのあたりですか?​
----端っこだぎゃ
さっぱり、何処に居るのかが判明しないが、30分ほどこのような会話をして手当たり次第に在所の名前を挙げて地図上で繋いでゆくと、現在位置が判明する。それが額田町一色という集落であった。​
その後、おばあさんに教えてもらった道順を頼りに下山村、作手村、設楽町、東栄町などを経て佐久間ダムで有名な町までやってくる。所々に風景に憶えのある交差点を通るがそれが有機的に頭の中で繋がっていないのが迷走の原因であったのだろう。​
迷走の途中に従兄弟の家に寄ったりして開き直りながらも、しかし、「水窪」の言葉が頭にこびりついていて、どどどっと正反対に山の中に入っていた。
◆ダメ押し。水窪から天竜林道・天住峠へ​
最後に右左を勘違いしていたのは佐久間の町だった。気が付いたら水窪町に到着寸前で、さすがに戻るのを悩んだ。川を下って秋葉神社まで行くか、天竜スーパー林道か気田川沿いを下るか･･･。気合付けにフリースを一枚着た。​
結局、気田川沿いを下ってみる決心をし、天住峠で記念写真を撮ってみたりして、自分自身に余裕を見せ付けている。一人芝居のようなものだ。​
気田川は、コーヒー牛乳のように濁っている。山は想像通り深いのだが、山住峠のあたりに門桁小学校があっただけで、相当の距離の間、民家がなかった。走り ながら私が不安になってくるほどだっただけに、あの村の人たちはどんな暮らしをしているのだろうか。もっと知ってみたくなってくる。地図には在所の名前は あるものの、集落を成していたという記憶はほとんどない。そんな山中を1時間ほど走る。
◆中川根町。くのわきキャンプ場​
国道473に出れば、心配はない。･･･と思っていたが、この道路は何度走っても目的地までが遠い道路だ。飛ばしても飛ばしても、思うように時間が縮まらない。やめればいいのにまた来た自分はおバカさん、とひとり言をつぶやきながら走る。​
大井川沿いの中川根町に出たらスーパーに寄ってキャンプ場の情報を、買い物に来ていたおばさんから探ってみる。小林聡美ふうの丸顔の愛想のいい人だった。 「三ツ星キャンプ場」と「くのわきキャンプ場」を教えてくれるあたりは、相当にこれらのキャンプ場がメジャーなんだろう。三ツ星にはヒルがいるよ、いうこ とも教えてくれた。それなりの信頼性だろうということで、「くのわき」に向かう。
◆くのわきの夜​
買出しで、鍋焼きうどんを探したけど見つからなかったのが残念だ。鍋を持っていないのでアレを当てにしていたのになあ。お酒も今日は中止。たまには飲まないのもいいだろう、そう思いながらも、夜中に欲しくなったらどうしようか･･･。​
このあたりは日中にも雨がパラついたらしい。芝生がぬれている。三角の大きな屋根の施設があったのでその下にテントを張った。管理人さんを探しても見当た らない。明かりもない代わりに金も払えない。雲は重く、明日の天気は期待できないのかもしれない。しかしさっきのスーパーのおばちゃん(小林聡美さん)は とても明るい口調で、明日は晴れるよ、と言ってくれた。​
真っ暗なテントサイトでカップラーメンと魚肉ソーセージを食べる。公衆電話があったので家に電話を入れようとすると、コインを入れる口やボタンが見えない。久し振りに真っ暗を体験して、心細くもあり嬉しいような気分でもある。​
夜中に何度も目が覚める。早く寝たのだから当然のことで、空を見上げると星が幾つか見える。その星の散らばりを見て雲の出具合がわかる。​
​
2日目(23日)
◆くのわきの朝​
雲は空一面を覆っていたが、太陽が昇り始める時刻になると山肌が少し赤く染まっているのが見えたので、この後、晴れるのではないかという期待は膨らんだ。
◆接阻峡から​
レインボーブリッジが見下ろせるところに遊歩道があった。あそこは行けばよかった、と思ったのは後のことで、接阻峡温泉会館は10時ころからかなと感じて いただけに、実際に温泉会館に寄って改めてそれを確認したときは少し後悔した。もしも二時間ほどの散歩に行っていたら温泉会館に9時半ころとなったのだか ら･･･。​
接阻峡をさらに深く入ってゆくとすぐに道路は狭くなる。奥井川の集落の人はこの道路ではなく静岡市側に通じる道路を使っているということが走っているとわかる。山を走り続けると、まず、キジだ出た。そのあとリスが出た。さらにサルも出た。
◆井川雨畑林道へ​
分岐点のところで仕事の準備をしていた人に道の様子を尋ねたら、通行できないでしょう、というので、少し前に行けたそうですが、と言うと、少し前に行けたなら、行けるだろう、と答えてくれた。あまり自信なさそうだったが、この人たちはそんなところには用事がないのだろう。​
林道に差し掛かると落石が目に付く。路肩崩壊も多い。ガードレールが丸ごと崩れているところもあり、またそれが隠し絵のように風景に溶け込んでいるからブ ラックホールのようにそちらに吸い込まれそうになる。うっかり落ちたら誰も助けに来てくれないだろう。谷底は見えないし、怖くて見に近寄ることもできな い。​
にもかかわらず、お天気を気にして空を見上げたり、やっぱし崖下を見たくてわき見をする。ひとり言で「おやめなさい、死んでしまうよ」と何度もつぶやきながら、それでも誘惑から逃れられない。
青空は、最も高く見える山の向こうに大きく広がっている。しかし、私の行く手方向のにある山伏峠には霧が掛かっている模様だ。峠の頂上が近づくと気 温がどんどんと下がり始め、霧の塊が目の前をよぎり始める。10度以下になっていることは間違いない。10メートルほどの視界のところもある。
山伏峠でバイクを止めた。川の急流が流れるように、霧が流れている。寒い。人工の音はない。風の音もない。高山性のアザミの花が道端にいくつも残っ ている。花が枯れているのを見ると、秋や冬が近いことを切々と感じる。どうしても写真を撮りたかったので、霧の中で一枚だけシャッターを切り、さらに確実 に深い霧の中へと下り始める。
◆奈良田温泉​
奈良田温泉には、町営施設がある。下の駐車場にバイクを止め、斜面を登ると温泉がある。しかし、わかりにくい。民家と区別がつかないからだ。​
お湯は、ぬるい浴槽と、上流側には適温の浴槽がある。適温といっても普通よりはぬるい。浴槽は木で、泉質の影響でヌルヌルとよく滑る。スケートリンクに初 めて降り立ったときほど滑ると思っていい。浸かると体中にヌルヌルが浸透して、しばらくすると皮膚に気泡がたくさん付着する。何度も擦り取るけど再び着 く。匂いも色もほとんどないけど、このヌルヌル感は非常に心地良い。一時間も浸かったのに湯舟から上がると空気を冷たく感じる。しかし、つかの間のこと で、身体は十分に温まっているのであった。
[image: ]
◆甲府盆地を眺む​
稲刈りの季節である。バックミラーに富士山が映るのを時々見ながら走る。稲刈りの田んぼの脇にバイクを止めて、昨晩の残りの魚肉ソーセージを食べる。​
信州などの山あいの稲刈りはわが国の稲刈りの原風景のような感じがする。小さな田畑が緩やかな斜面に広がる。平野でないため区画整理に限界があるのだろ う。いびつな形の田んぼの中で、家族総出で作業をしている。そうか、今日は秋分の日で子供たちも借り出されているんだな、と気が付く。​
八ヶ岳のすそのの町の景色も甲府盆地特有のものだ。大塚先輩を思い出す。帰ったら手紙を書こう。
◆松香寮キャンプ場​
甲府盆地を眺めて走る間に、諏訪南から松本盆地までは高速移動をしようと決めていた。白州の道の駅でミニペットボトルに水を頂いた。ここからは諏訪北までノンストップで走った。
白州の道の駅で家に電話を入れたらうちのんが、明日は雨だという。早朝にも降り出すかもしれない、という予感もあって、平湯キャンプ場まで走るか、それともたちさんに教わった松香寮キャンプ場にするかを考え続けた。
ところが、サラダ街道でコース選択をミスし車の渋滞に巻き込まれたこともあり、あっさり松香寮の見学ということで回り道をしたら気に入ってしまい泊まることにした。​
アップルランドというスーパーでウイスキーのミニボトルと発泡酒、恒例お鍋焼きうどんと調理済みおでん袋を買った。今日のスペシャルメニューは、りんごと トマトと国産ロースとビーフである。明るいうちからごちそうをいただいて、7時ころから施設の風呂を利用し(350円)て早々に眠った。
◆松香寮の夜​
2時前くらいに目が覚めて、その後、眠れない夜を過ごす。といってもさほど苦痛ではなく、眠れなければ起きてればいいし、なんらならテントをたたんで出発 しよう、と思う。起きて目を閉じていると、次から次へと思いが駆け巡る。心細さから来る迷いや不安、反省。そう、またひとりでツーリングに出てきたけど、 そばに誰も居ないのはやはり寂しいなあとか、お決まりに思い浮かんでくるのは、何故にひとりでで出掛けてくるのだろうか、という自問自答である。
思い出したくない過去もある。それは、しかしながら、思い出したい過去でもあり、今この瞬間だけ思い出して明日の朝には忘れてしまうようなモノでもある。憎い女であり愛しい人かもしれない。叶わぬ願いなのかもしれない。
記憶に、あるいは記録にも残せない幻想のようなものは、止め処なくなく駆け巡るのであるが、やがて私は再び眠ってゆく。あの時間は夢だったのかもしれない。​
記憶に残らないのを嘆くことはない。また、同じようにひとりになれば、同じように記憶が蘇えるのだろうから。
3日目(24日)
◆朝
5時半ころに目が覚めたので、そそくさとテントを片付けた。すぐ出るのももったいないような気がして、昨日、スーパーで買ったトマトをかじりながら地図を 見る。お土産を買わなかったなーと思ったので、りんごをBOXの奥に、フリースに包んでしまった。6時15分に走り出して1分も経たない間にポツリポツリ と雨粒が落ちてきた。
◆帰路​
雨の木曽路をひたすら走った。こんな本降りをこんな長時間にわたって走るのは久し振りのことだ。木曽路の雨は冷たい。
秋雨や　しばし別れの木曽路かな　　ねこ作​
別れ雨　思いとどめる中仙道　　ねこ作​
振り向かず手を振り別れた馬籠宿　ねこ作
季節は秋ではなかったものの、冷たい雨の中で何度も別れて、あげくの果てには結ばれずにいる人がこの世のどこかにいる。ひとりで走り続けると、どうもセンチになっていけない。
柿の実の雨にうたれし奈良井宿　ねこ作
この雨で秋も深まることだろう。柿の実がやけに枯れて見える。赤い実は、透き通るような青空がよく似合う。
 
2003年9月22日から24日:レポート作成後、あれこれと書いてます 
口ずさむ
◆ちょうど、相米慎二監督の「風花」を見たこともあって、あの小泉今日子の「可愛さ」と「魅力」に惹かれていた。何度も映像を見て、最後の山小屋の シーンで登山者が夜の食事の席で「♪ピヨピヨ~♪ピヨピヨ~」と歌うシーンがある。あの音楽が何度も何度も口をついて出てきた。私も俳優としての小泉のよ うな女性に巡りあってしまったら、人生を棄ててまで何処までも狂ってしまうだろう。いや、狂えるように夢中になれるものを、枯れた心が望んでいるような気 もした。あの音楽は、哀しい。
◆♪旅に疲れた恋人たちにさすらい人の子守唄を･･･なんてのも歌ったなぁ。
◆三河の山中を走り、青空を見上げた。昔、吉田拓郎が「♪流れる雲を追いかけながらほんとのことを話してみたい･･･」と歌っていたのを真似して大声で歌ってみたりしている。あの青空を見たら、歌いたくなるんです。
◆♪あなた変わりはないですか、日ごと寒さが募ります･･･ってね。やっぱし、寒さがこたえるとこういう歌が出てきます。まして、思い出深いところを偶然にも走っていたりするとねぇー。
◆歌ったうたは数限りないと思う。すべてを思い出せるわけではない。しかし、また旅に出れば、また同じ歌を歌っているだろう。 
喜ぶ
◆さざなみが光り輝いていたこと。四日市の海。 
◆中川根の町のスーパーで、明日の天気を心配していた私に、「明日は晴れるって、そうらしいよ」と軽く言ってくれたあのおばさん。
◆奈良田温泉を出てこれからの行き先を考えているときに、私のKLEとまったく同じKLEの人が現れた。相模原からだと往復で300キロだから日帰 りだって言っていた。彼のKLEは6万キロ以上も走っているらしい。最初に挨拶に交わした言葉は「珍しいですねぇー」だった。 
◆白州の道の駅で水が沸いているんですが、ちょうどペットボトルが空になったのでラッキーでした。
◆松香寮の管理人さんが、106番コレクトコールがうまく繋がらずに困っている私に、使っていいよ、と電話を貸してくださったこと。
思い出す
◆甲府盆地を走っているときに、初めてツーリングに来て雨に降られそうになった街が似ていたので思い出した。あのころはブーツカバーなんてのを知ら なかったので、雑貨屋に寄ってゴムの長靴を買って荷物にくくり付けた。そして、あのころは、停まることも惜しまず、必要と思えば迷わずに実行した純粋さが あった。 
 
 
2009年5月11日 (月曜日) Anthology 旅の軌跡 
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2004
3月27日～28日　大谷キャンプ場　パティオオフ会　(浜名湖近く)
1
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3月下旬大谷キャンプ場
2004年をはじめよう。3月27日～28日。 
 
今年のキャンプツーリングは3月27日に始まった。 
 
パティオの面々が春を迎えてウズウズしている。私も例外ではなかった。昔のように慌てて準備をしたりせず、わりと余裕で家を出た。 
 
晴れ渡っている。土日なのだが、車が物凄く多いわけでもない。四日市あたりもスイスイと、海風に吹かれながら東へと向かう。 
 
目的地は、浜名湖の北にある「大谷キャンプ場」です。最近は情報がすぐに伝わるので、ご存知の方々も多いと思うので、あえて私からは紹介しない。浜名湖を見下ろしながらのテント設営です。 
 
うなぎを食ってからキャンプ場に向かおうと思い、三ケ日インター付近にお昼過ぎに到着してから、付近を右往左往した。 
 
結局、喰わなかった。だいたい、2千円程度が最低ラインである。今の私には予算オーバーでした。 
 
しかし、夕飯の買出しに出向いた農協スーパーで見つけた「太巻き寿司」は海鮮モノのネタでして、腹が減った私はテントを設営しながら、太巻きに食らいついたのでした。それが4時ころで、その後、あれよあれよというまに夜を迎えます。 
 
焚き火に使う槙を拾い歩いていると、次々と皆さんが集まってきます。 
 
真っ暗がりが待てずに少し早めに着火となりました 
 
こんなことなら、焼芋用のおイモを買っておけばよかったよ、とか、串刺しにして焼けるような分厚い肉を買っても良かったなーーと後悔をしながら、話に花が咲きました。 
 
少し寒いのですが、この炎の暖かさが何よりも快感でした。     
28日の朝も清清しく迎えます。 
 
飲みすぎでもなく、睡眠不足でもない。イビキをかきすぎて、喉が痛い。 
 
帰り道は、国道301号線をトロトロと走ります。休日の豊田市内もスキスキ。 
 
そうそう、豊田市内でアクシデントがありました。荷物を固定しているベルトの余分なところが長すぎて適当に巻きつけていたのですが、これが後輪に巻き込ま れてしまいます。走りながら急に後部座席を思い切り下に押されたような異様な力を感じた瞬間に、バキッという音を立て紐が飛びました。固定していたボック ス部も千切れて飛んでいました。ゴムの固定具で二重にしてあったので事なきを得ました。 
 
それから、もうひとつ。 
 
もうすぐ家だ！1時間ほどで家に着くよ！というところで、ええ天気にボーっと乗っていたら、前の車が減速したのに気付くのが遅れたらしく、あっという間に近づいてきて急ブレーキ！転倒してしまった。がははは。 
 
運がいいことに、200メートルほどのところに知人の倉庫があり、バイクはそこへ。私は救急車で病院へ。数針縫いました。痛い！痛い！ 
 
何が痛いって･･･周りの声がね。 
 
「もう歳なんだからバイクはやめろ！」という声が痛いね。懐も痛いけど。 
 
治療をしながら、黄金週間の旅の計画を考えております。 
 
 
2004年3月 8日 (月曜日) Anthology 旅の軌跡 
 
 
OPS/assets/images/yoroi620090510211606703.jpg





OPS/assets/images/yoroi520090510211605500.jpg





OPS/assets/images/yoroi420090510211604218.jpg





OPS/assets/images/yoroi220090510211601859.jpg





OPS/assets/images/yoroi20090510211603296.jpg





OPS/assets/images/SCAN0075s20090530101530765.jpg





OPS/assets/images/droppedImage-1.jpg





OPS/assets/images/droppedImage-2.jpg





OPS/assets/images/droppedImage-3.jpg
2o i
T e e Dy
i s

N N S S -






OPS/assets/images/20120415norikura.jpg





OPS/assets/images/droppedImage.jpg





OPS/nav.xhtml

  
   Table Of Contents


   
    		
     1990年以前
     
      		
       「儚き出会い」1992年
      


      		
       1977年北海道へ
      


      		
       1983年の東北
      


      		
       北海道1986
      


     


    


    		
     1992
     
      		
       四国ツーリング
      


      		
       日和佐の駅にて
      


      		
       戸隠そば･ツー
      


      		
       楢峠、牛首峠
      


     


    


    		
     1993
     
      		
       '93・夏・山陰 (93.8.12～13)
      


      		
       湯豆腐ツーリング('93.11.3)
      


     


    


    		
     1994
     
      		
       夢をさがしに/九州(＇94・GW)
      


      		
       1994年夏・東北を走った
      


     


    


    		
     1995
     
      		
       95年：紀宝～本宮～龍神～潮岬
      


      		
       1995年春・煙が目にしみる
      


      		
       駿河・甲州・信州
      


      		
       紀州(竜神＆十津川温泉)
      


     


    


    		
     1996
     
      		
       信州・上州の旅
      


      		
       東北ツーリング('96.7.25～8.6)
      


      		
       ひとり旅、下北の衝撃
      


      		
       名称未設定
      


     


    


    		
     1997
     
      		
       四国から山陰へ(’97ＧＷ)
      


      		
       無言館を訪ねて
      


      		
       甲府盆地～安房峠～益田街道を走る
      


     


    


    		
     1998
     
      		
       98年:四国地方と中国地方を行く
      


      		
       98年・鎧駅
      


      		
       新緑三昧＜奥飛騨・信州＞
      


      		
       信州7月
      


      		
       秋田･稲庭うどんを食べに
      


      		
       秋を探しに
      


      		
       浜坂YHへ
      


     


    


    		
     1999
     
      		
       GW:晴れのち晴れ
      


      		
       峠越え・冠峠
      


      		
       信州1泊ツーリング
      


      		
       激走2420キロ<東北>
      


      		
       御嶽山・ぐるっと回って5百キロ
      


     


    


    		
     2000
     
      		
       GW・雨あがる四国へ
      


      		
       燕温泉→乙見山峠→小谷温泉→猿山燈台
      


      		
       バックミラーに青空が映った
      


     


    


    		
     2001
     
      		
       丸山千枚田経由で入之波温泉
      


      		
       静岡(接阻峡)、長野(ヒョー越)
      


      		
       信州・上越・上州〔台風で足踏み〕
      


      		
       平湯キャンプ場にて
      


     


    


    		
     2002
     
      		
       奥飛騨から南信州へ(6月1-2日)
      


      		
       南アルプス周回〔9月21、22日〕
      


     


    


    		
     2003
     
      		
       信州・南アルプスゴールデン・ループを走る
      


     


    


    		
     2004
     
      		
       3月下旬大谷キャンプ場
      


     


    


   


  
  
   
    		
     Start
    


   


  
 

OPS/assets/images/SCAN0073s20090530101529562.jpg





OPS/assets/images/SCAN0072s20090530101529109.jpg





OPS/assets/images/SCAN007020090530101632031.jpg





OPS/assets/images/SCAN0074s20090530101530406.jpg





OPS/assets/images/SCAN0071s20090530101529953.jpg





OPS/assets/images/cover-image.jpg
v—1 v/ HideE

MOBRZZZELTHEXRY





OPS/assets/images/2001akihirayu220090530092853234.jpg





OPS/assets/images/2001akihirayu20090530092841718.jpg





OPS/assets/images/Chapter_Section_Rule_new.jpg





OPS/assets/images/toc-portrait-header.jpg
Y= v Hile%E





OPS/assets/images/1993kamedaka.jpg





OPS/assets/images/oosawaonsen.jpg





